
日本の文学
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英米の文学

教
養

　　　　　　　　　　堀尾幸平

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　口本の文学の歴史をふまえながら、代表的な文学作品

を紹介し、鑑賞する。若い世代の文学への関心が薄らい

でいるといわれる今、文学への興味と関心を喚起したい。

【授業計画】
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文学とは何か

明治期の文学

坪内逍遥．二葉亭四迷

三輪弘忠．巌谷小波

大正期の文学

小川未明．鈴木三重吉

千葉省三. 浜田廣介

童謡．少年詩．少女小説

昭和期の文学

佐藤紅緑．江戸川乱歩

宮渾賢治

新美南吉．坪田謙治

平成期の文学

創作の方法

試験

【評価方法】

　定期試験．レポート．出席状況等によって総合的に評

価する．

【テキスト】

　日本児童文学論（堀尾幸平著．中日文化. 2,200円）

【参考文献・資料】

　授業中に適宜紹介する。

　　　　　　　　　　小野迪雄

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　文学作品にはそれぞれの国の文化が反映している。主

に20世紀の英米の文学の思潮をたどりながら、伝統的な

英国文学や移民の国として新しい文化を作った米国文学

を中心に考察する。

【授業計画】

本年度はアメリカ文学を中心に講義をする。アメリカは

移民の国として、先進国の中では非常に遅い出発をした

国であるが、それだけに歴史の古い岡にみられる伝統に

欠ける面があるものの、他の先進国にみられない文学の

活力や著しい特徴がある。アメリカの文学作品には、ど

んな特質や問題があるのか考えていく。時間の制約上、

個々の作品を細かく扱うことが難かしいので、中心は作

品を生みだした社会的背景や文学思潮におく。話の展開

の中でイギリス文学や日本文学にもふれる。

【評価方法】

リポートや受講態度を加味するが、評価の中心は定期試

験による。

【テキスト】

未定｡必要に応じてプリントを配布する。

【参考文献・資料】

授業時に紹介する。
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中国の文学 情報と社会
　　　　　　　　　　梅田敏文

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

現代社会は情報化社会といわれ、さまざまな情報が送受

信されている。日常生活や経済社会の中で「情報」がい

かにかかわり、有効な活用はどうあるべきかについて考

察する。

【授業計画】

第１講　ガイダンス

第２講　ｅ一ビジネスの進展

第３講　社会の情報システム

第４講　社会の情報システム

第５講　社会の情報システム

第６講　データと情報

第７講　機械とコンピa- ―タ

第８講

第９講

第1O講

第11講

第12講

（事例1）

（事例2）

（事例3）

システムの概念

情報化社会の課題（１）

情報化社会の課題（２）

情報化社会の課題（３）

まとめ

【評価方法】

受講態度、ミニテスト、レポートなどで評価する。

【テキスト】

別途､通知する。
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　　　　　　　　　　寺尾剛

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国の歴史と文化は古くかつ深い。日本はその影響を

大きく受けてきたが、特に文学は顕著であった。中国の

代表的な文学作品を紹介し、鑑賞する。

＜主なテーマ＞

・花木蘭（ムーラン）の物語一中国女性は強い？

・王昭君の物語一国際結婚、是か？否か？

・西施の物語一中国最人の美人は？

・孟姜女の物語一万里の長城と女性悲話

・詩仙・李白一酒仙、大いに酒を歌う

・詩聖・杜甫一戦争と文学と

・南宋最大の詩人・陸游一夫婦と嫁姑戦争

・妻への愛－「悼亡詩」の系譜

・封神演義はどこまで実話？一巾国小説の魅力

・中国笑話選一下ネタは下品か？

・孔子一中国人の知恵と格言

・魯迅一周作人兄弟と口本との深い関係

　など

【評価方法】

平常点と試験。

【テキスト】

プリント

-



情報と社会
　　　　　　　　　　沖野皓－

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代社会は情報化社会といわれ、さまざまな情報が送

受信されている。日常生活や経済社会の中で「情報」が

いかにかかわり、有効な活用はどうあるべきかについて

考察する。

【授業計画】

第１～２回　歴史に見る情報と社会

　　　　　　情報と文化との関係を軸に、人間社会の歴

　　　　　　史を概観する。

第３回　　　情報がモノを造る

　　　　　　モノの生産が、必要性・実川性から嗜好に

　　　　　　重点を置くようになってから、生産システ

　　　　　　ムも大きく変わった。いわゆる情報化社会

　　　　　　の生産と消費の関係について

第4～lO回　情報の氾濫がもたらすもの

　　　　　　次々と繰り出される扇情的な情報や、人々

　　　　　　の行動を先取りするような情報の氾濫の結

　　　　　　果、私たちはかえって情報への関心を失い、

　　　　　　情報喪失の状態に陥りかねない。情報過剰

　　　　　　の現状について

第11回以降　主体性確保のために

　　　　　　ニューメディアは多チャンネルの実現によ

　　　　　　る情報の多元性を売り物にしているが、私

　　　　　　たちにとって重要なのは、本当に必要な情

　　　　　　報を発信・選択できる双方向性であろう。

　　　　　　市民の側からの情報発信、メディアアクセ

　　　　　　スの現状と可能性について

【評価方法】

　出席状況・試験の成績などによって総合的に行う。

【参考文献・資料】

　講義の巾で、その都度紹介する。

-

ジェンダーと社会１
　　　　　　　　　　　國信潤子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代社会において女性と男性の社会的関係は変容しつつある。ﾘj女が

ともに社会参画をして初めて社会における平等が確保できる。この視点から

現代社会におけるジェンダー（社会・文化的性）のさまざまな問題を考え

る。

【授業計画】

　〔長久手キャンパス〕

　ﾘj女共同参両社公の形成にむけて日本社会の各力面で努力が続いて

いる。この馳座ではグローバル化する国際・民際交流の領城についてジェ

ンダー（社会一文化的に形成される性別）の脱点からiJi-発途けI!|W現状

について学ぶ。地球規模で、南北社会関係（開発途I-.国と先進国の対

立・協力関係)に見られる各種の格差か問題となっている。そこには社会

的緒資源の不平等分配がある。この格差足正のため、また国際、民際交

流推進のために国あるいは民間組織による開発支援が行われている。先進

産業国から開発途上国に向けて社会的開発支援が行われている。その支

援のあり方、文化多様性の確保とジェンダー平等化の試みの関係について

考える。

　この講座はオムニバス形式であり、社会開発支援の現場で活動する数

?,の講師による講義形式である。社会開発、国際協力の最前線で活躍す

る専門家によって現状分析が行われる。テーマとして開発におけるジェン

ダー、開発実践論、イスラム農村礼会、保健・医療現場、外国人労働

者などの問題をジェンダー視点から考察する。

　〔星が丘キャンパス〕

　近年、公的文書などにもジェンダー（gender)ということばが頻繁に使

われるようになってきた。それは社会・文化的性別という意味である。つま

り、社会的に男女に対して則待される異なる役割、意識、行動様式などを

指す。新lit紀にはいり、従来の固定的性別分業とは異なり、性別にとらわ

れない新たな社会的役割行動様式の青年たちが増加してきている。それ

は固定的な男らしさや女らしさをこえて個性の発揮、能力開発、そして経

済、社会的自旭生活ifiiでの自立などを目指す生き方である。ここ50<r-

ほどの日本における女性の社会的地位の変容について社会学的データな

どで紹介する。また法制改?ti国際人権規約なども紹介する。原則として

テキストにそって授業を進める。

グループ討議、視聴覚教材なども取り入れる。

【評価方法】

(長久手キャンパス)

　期末レポート、出席状況、感想カード内容、履修態度等の総合評価

(星が丘キャンパス)

　則末レポート、出席状況、感想カード内容、履修態度等の総合評価

【テキスト】

　〔長久手キャンパス〕

　特になし、随時配布

　〔星が丘キャンパス〕

　｢女性学・男性学～ジェンダー論入門～｣伊藤、國信共著(ｲi斐閥

刊2002年)

【参考文献・資料】

〔長久手キャンパス〕

　ジェンダー・開発・NGO (C.モーザー束洋経済社)

〔星が丘キャンパス〕

　授業で随峙紹介
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ジェンダ市と社会２
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日本国憲法
　…………1………ﾚ].=………　　　　中島美幸

オムニバス　１～４年　前・後期

山下智恵子

一
選択　２単位

【授業の概要】

　本講座では、ジェンダーの視点で文学作品を分析する

ことによって、〈女/男〉規範がどのようにテクストに

織り込まれているかを読み解き、さらに、テクストがど

れほど現実の女と男の生を規定してきたかを検証する。

それとともに、ジェンダーの呪縛から解放されたいとし

て、新たな文学表現を試みる作家・作品をできるだけ多

く提示する。（オムニバス方式）

　（中島美幸兼任講師）「女性の表現」の観点から日本文

学を歴史的に跡づける。なかでも、近代以降の女性表現

については、他国の女性文学との比較もまじえつつ、読

み解いていく。

　（山下智恵子兼任講師）現代の文学作品を中心に、家族

母娘などの人間関係をジェンダーの脱点から検証する。

【授業計画】

第１川　オリエンテーション

第２回　〈ことば〉とジェンダー

第３回　〈書〈女〉の登場Ｏ）

第４同〈書〈女〉の登場(2）

第５回　女性を描く男性作家のまなざし（１）

第6 回　女性を描く男性作家のまなざし（２）

第７回　母と娘の物語（１）

第８回　母と娘の物語（2）

第９回　家族の物語

第10回　文学の政治性

第iiり　文学と映像文化

第12川　まとめ

＊第8、9回は山下智恵子担当。他は中島美幸担当。

【評価方法】

　毎回の簡fllな感想と、学期末のレポートを総合して評

価する。

【テキスト】

　教科書は使川せず、随時、プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　毎回の講義の際に紹介する。

…………………大嶽う告

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　目本国憲法について、その成立の経過や明治憲法との

比較を通じ、現行憲法の内容と主要な問題点を講義する。

憲法問題における具体的事例にもふれる。

【授業計画】

2

3

4

5

6

憲法と理想

憲法と法律

憲法と憲法典

国民の司法参加

憲法の最高法規性

憲法の改正

【評価方法】

試験とレポートによる評価。

【テキスト】

使川せず。プリントを配布。



日本国憲法 郷土の歴史と文化

■
馨

　　　　　　　　　秦達之

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　初谷良彦

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　束海地方は、戦国乱匝の時代に織田信長、豊臣秀占、

徳川家康を生んだ上地である。この歴史的風土をふまえ、

愛知県を中心に郷土の歴史と文化を講義する。

　愛知県は、“三人英傑”以後、一見平穏無事で、パッ

としないかにみえる。　しかし、よくみれば、束西の文化

を巧みに織りこんで、波瀾にも富み、歴史上重要な地歩

を築いてきた。講義は、尾張と三河とのちがいにも留意

しつつ、隣県の三重・岐阜にも時には視野を拡げ、受験

時の啼記的歴史から、考え、愉しみ、生きるための歴史

へと飛翔することを目指す。

【授業計画】

　■Inト･話の読み切り、いや、語り切りで、さまざまな

テーマ、内容を収上げる。通史ではないので、時代の前

後を往き来する。その時代を生きた人びとの鼓動が聞こ

えてくるようなものにしたいが、果してうまくいきます

か、どうか？

　内容は、「元禄名古屋の世相」「伊勢湾の漂流民たち」

　「江戸時代の農民運動」「名古屋とその周辺の山車「だ

い」「渡辺単山とその周辺」「お札降りと「ええじゃな

いか」」「高山における明治維新」「戦争と女性2「モル

フィと廃娼運動」「新闘記者・市川房枝」「シーメンス事

件と太田三次郎海軍大佐」その他。私自身の研究と共に

他の地道な研究成果も積極的に取上げたい。

　こちらで一一回毎の史料を川意し、それにもとづいて講

義する。必要に応じてヴィデオ、スライドも使用。出席

票に感想を書いて貰い、受講者の声を聞く工夫をしてい

る（受講者もぜひご協力を）。

【評価方法】

　出席状況（特に厳しいので注意!）と単位認定試験の

成績などによるが、毎時間最後に感想を書いて貰い、参

考にしている。

【参考文献・資料】

愛知県の百年（塩沢君夫、斎藤勇、近藤哲生共著　山川

出版社）

愛知県の歴史（三鬼清一郎編　山川出版社）
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【授業の概要】

　目本国憲法について、その成立の経緯や明治憲法との比

較を通じ、現行憲法の内容とﾆ|こ要な問題点を講義する。憲

法問題における具体的']>例にもふれる。

【授業計画】

(長久手キャンパス)

第１回

第２～３回

第４～５回

第６～７回

第８～９回

第10～ll回

第12回

第13|n|

第14回

l｣本国憲法制定の経緯

プライバシー権、名誉権

自己決定権

信教の自山と政教分離

情報公開、言論・出版の白山、報道の自山

生存権、教育権、労働基本権

国会・内閣

截判所

地方分権

(星が丘キャンパス)

第１回

第２回

第３～４回

第５回

第６回

第７～８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

目本の近代化と明治憲法の制定

ポッダム宣言の受諾と降伏の憲法史的意味

目本国憲法制定の経緯

目本国憲法の基本原理

プライバシー権、名誉権

自己決定権

表現の白山

信教の自山と政教分離

生存権・環境権

国会・内閣

裁判所

地方分権

【評価方法】

(長久手キャンパス)

　主として単位認定試験の成績によって評価する。

　(星が丘キャンパス)

　主として単位認定試験の成績によって評価する。

【テキスト】

　憲法講義I （第２版) （初谷良彦著　成文堂）

【参考文献・資料】

　授業の際、随時紹介する。



■

　教
　養

都市と環境

87

メディアと文化
　　　　　　　　　　谷口武

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　鎌田基子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代の都市は生活と文化の面では便利であり、快適で

あるが、街の緑や空気汚染など、自然環境には恵まれて

いるとはいえない。都市をとりまく自然環境の問題を中

心に講義する。

【授業計画】

第１講　概論ｌ：自然環境とは

第２講　概論ｌ：自然環境と人間

第３講　各論１：農耕の発見による生活形態の変化

第４講　各論２：　　ﾉﾉ

第５講　各論３：都市形成の促進

第６講　各論４：　　ﾉ/

第７講　各論５：現代=都市生活の高度化

第８講　各論６：　　ﾉﾉ

第９講　各論７：都市巨大化と自然環境

第10講　各論８：　　ﾉ/

第11講　各論９：都市環境の改善

第12講　各論10 :　　//

第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【参考文献・資料】

都市の論理（藤田弘夫著　中央公論社）

なにが環境の危機を招いたか（バリー・コモナー著　講

談社）

都市（東京大学公開講座　東京大学出版会）

環境（東京大学公開講座　東京大学出版会）

環境生物学への招待・地球生物圏と人問・（鈴木賢英著

　文化書房博文社）

【授業の概要】

　情報化社会の発達と技術の進歩でさまざまなメディア

が新しい文化を生み、伝達する。文化の創造の伝達とメ

ディアの関わりを考察する。

【授業計画】

第1回

第2回~7回

どこからどこまでがメディアなのか？

「編集」という創造

・怪物の作り方

・テーマとコンセプト

・人の流れと思考の奥行き

・発想の手順

・WORK SHOP

　フォトストーリー

　コラージュ

　店内レイアウト

　雑誌の企画

第８回～10回　現代美術はなぜ分かりにくいのか？

　　　　　　　　・作品が持つ言語

　　　　　　　　・素材の力、場の力

　　　　　　　　・伝達技術と表現手段

　　　　　　　　・WORK SHOP

　　　　　　　　　即席インスタレーション

第11回～12Ln|　社会が生んだ表現

　　　　　　　　・表現の自山と人権

　　　　　　　　・芸術が果たす役割

第13回　　　「見る」「聞く」行為について

状況により途中１～２回をゲスト講師の講演にあてる。

【評価方法】

　出席状況、レポート等による



国際情勢

-

生活と福祉

■
Ｉ

　　　　　　　　　井戸平八郎

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　冨江良治

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　人問らしい生活を営むには、今日では福祉は避けられ

ない問題である。しかし、「柵祉とは何か」、「福祉はい

かにあるべきか」は難しい課題である。障害者福祉や老

人介護など、現代的な問題を視野に入れて福祉について

学ぶ。

【授業計画】

　第１章　福祉は誰のために

　第２章　援助と自立

　第３章　児童問題と超高齢社会

　　第l節　児童福祉について

　　第２節　子どもの人権は守られているか

　　第3節　エンゼルプランをめぐる問題

　　第４節　高齢者福祉

　　　　　　(ゴールデンプランと介護保険)

　　第５節　ターミナルケアから学ぶこと

　第４章　バリア・フリーからユニバーサル・デザイン

　第５章　これからの地域福祉

　第６章　Well Being

ビデオ、スライド、ＯＨＰを利用。

【評価方法】

　テストによる評価。

【参考文献・資料】

　授業中に紹介。
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【授業の概要】

　国際化の時代とか、地球は一つなどといいながら、つ

い身近なことにとらわれて、視野を広げる努力を怠りが

ちです。世界では何か起こっているのか、その背景には

何かあるのか、どの方向へ進むと考えられるのか。こう

した問題意識と関心を持った人間が育つよう、つぎつぎ

と起こる新しい動きを手掛かりに分かりやすく、面白く

解きほぐしていきます。世界歴史の最先端にふれる興奮

と緊張を味わえれば、です。

【授業計画】

　日々報じられる新聞の国際記事、解説や特集面、テレ

ビのニュ―ス番組、ドキュメンタリーなどのコピーやビ

デオを用意し、教室で放映または配布して説明します。

発生する出来事の中から興味を引くとみられるものを優

先します。したがって政治、経済、社会、文化といった

体系的な進め方には必ずしもなりません。

【評価方法】

　原則として筆記試験によります。出席状況や意見発表

とか質問、問題提起、私語、遅刻など受講態度も参考に

します。

【テキスト】

　特にありません。

【参考文献・資料】

　そのつど､必要に応じて知らせます。



こころの世界 こころの世界
　　　　　　　　　　青柳員紀子

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　………==･･.万=.=･=1力n･藤智宏ﾔ:

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

私達一人ひとりが持っているこころ。しかしそれを目で

見ることはできない。こころが様々な行動や反応を通し

て現われるのを観察し、そこから科学的に法則性を見つ

けだそうとする心理学の観点から、日常生活の中で身近

に感じるような事柄を中心に心の世界を探っていく。

【授業計画】

ｌ
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10

11

無意識の世界

動機づけ

ストレスとタイプＡ性格

錯視の不思議

学習

記憶

パーソナリティ

原因の帰属

対人関係

態度変容

集団の心理

【評価方法】

試験の成績、レポート、出席状況などから総合的に評価

する。

【テキスト】

随時資料を配布する。

【授業の概要】

　日常生活を送る中で、私たちは様々なコミュニケー

ションをとっています。またそれらは、家庭、学校、乗

り物の中、地下街など、その時々の環境、状況の中で展

開しています。

　この授業では、日常生活での経験を話題に取り上げ、

そこで起きた現象が心理学ではどの様に理解されている

のかを巾心に講義していきます。

【授業計画】

　a.知覚と感覚

　b.認知心理学

　c.　発達心理学

　d.社会心理学

　e.臨床心理学

　以上について、それぞれ1～2回の講義を予定してい

ます。

　また応用分野として、環境心理学についても紹介して

いく予定です。

【評価方法】

　出席状況と試験の成績によって総合的に評価します。

【テキスト】

　使用しません。授業巾に資料を配付します。
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ことばの世界

-

ことばの世界

■
―

　　　　　　　　　　山本雅子

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　松本雄子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　日常生活において。ことばによるコミュニケーション

は、言語的な意味だけでなく、社会的な意味においても

行っている。

　ことばによる社会的な意味のちがいを地域、社会的階

屑、性差、年齢などを軸にして考えてみたい。

【授業計画】

第１回　ことばと心的距離

第２回　ウチとソト（１）

第３回　ウチとソト（２）

第４回　敬語（１）

第５回　敬語（２）

第６回　性差（１）

第７回　性差（２）

第8 回　世代差（1）

第９回　世代差（２）

第10回　名占屋方言（1)

第11回　名古屋方言（２）

第12回　ことばのはたらき

【評価方法】

　出席状況・プレゼンテーション・レポートなどによる。

【テキスト】

　身の回りの“日本語”。日常生活で見聞きする“日本

語”に対してたえずアンテナをはつておくこと。
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【授業の概要】

　日常生活において、ことばによるコミュニケーション

は、言語的な意味だけでなく、社会的な意味においても

行っている。

　ことばによる社会的な意昧のちがいを地域、社会的階

層、性差、年齢などを軸にして考えてみたい。

【授業計画】

　私達が日常なにげなく行っているコミュニケーション

を様々な角度から分析する。コミュニケーションの基礎

概念や理論を、現実社会での生活に関連しながら講義す

る。その巾で、地域、社会的階層、性別、年齢によるコ

ミュニケーションの違い等にも焦点をあてる。授業は講

義中心ではあるが、ビデオを使っての講義や、グループ

ディスカッション及び自己評価等など、学生参加型の授

業も取り入れる。

【評価方法】

筆記試験

【テキスト】

特になし。必要に応じてプリントを配付する。



■
―

ビジネスの世界 ビジネスの世界
　　　　　　　　　　藤井正志

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　真田幸光

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　21lit紀を迎え、いわゆる日本型雇用システムや商慣習

は崩壊しつつあるが、ビジネスの世界には、企業を維

持・発展させるための企業の倫理や厳しい現実がある。

企業での経験をふまえ、ビジネス世界の現実を講義する。

【授業計画】

第１講　社会人の心構え

　　　　　(組織人としての意識)

第２講

第３講

　　　μ

(組織内の

　　　ﾉﾉ

こ
ヘコ

ユニケーション）

　　　　　(海外でのビジネス)

第４講　　　　fﾉ

　　　　　(異文化とのコミュニケーション)

第５講　主要業種の特色

　　　　　(銀行・証券)

第６講　　　　fﾉ

第７講

第8il

(商社・マスコミ)

(製造業・公務員)

　　　　　　(シンクタンク他)

第９講　経済金融用語・解説

　　　　　　(株式について)

第10講

第11講

　　　ﾉﾉ

（コーポレート・ガバナンス）

　　　ﾉﾉ

　　　　　(株式とデリバティブ)

第12講　　　　ﾉﾉ

　　　　　(株式とデリバティブ)

経済金融川語・解説で収上げるテーマは、変史されるこ

とがあります。

【評価方法】

　出席状況とレポートの成績によって総合的に評価する。

【テキスト】

使川しない。

【授業の概要】

　21世紀を迎え、いわゆる日本型雇用システムや商慣習

は崩壊しつつあるが、ビジネスの世界には、企業を維

持・発展させるための企業の倫理や厳しい現実かある。

企業での経験をふまえ、ビジネス世界の現実を講義する。

【授業計画】

第１回　年間計画指示・オリエンテーション

第２回「働く」ことの意義

第３回　日本経済概況

第４回　米国経済概況

第５回　欧州経済概況

第６回　アジア経済概況

第７回　国際金融ビジネス

第8 回　国内金融ビジネス

第９回　商社ビジネス

第10回　製造業ビジネス

第11回　通信とビジネス

第12回　試験

第13回　試験解説

【評価方法】

　単位認定試験の成績による。

【テキスト】

　授業中に配布する。
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メンタルヘルス
　　　　　　　　　　森崎博志

１～４年　前・後期　選択　２単位

92

暮らしの経済

■

馨

　　　　　　　　　　森下允之

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　生活に密着した経済学の入門。特に今や経済社会もグ

ローバル化しており、国際経済の流れや仕組みにもふれ、

日常化している経済川語を解説する。

【授業計画】

第１講　国民所得統計

第２講　バブル崩壊と平成不況

第３講　財政の現状と課題

第４講　金融の基礎知識（銀行、金融市場）

第５講　同上（金融政策、金融自山化）

第６講　貿易と国際収支

第７講　為替相場

第o 講　世界各国、地域の経済（アジア、中束）

第９講　同上（ヨーロッパ、アフリカ、南北アメリカ）

第10講　アジア通貨危機

第11講　欧州統一通貨ユーロ

第12講　地域経済統合vsグローバリズム

第13講　単位認定試験

【評価方法】

出席状況、単位認定試験の成績によって総合的に評価す

る。

【テキスト】

教材はプリントを配布する。

【授業の概要】

　今、子どもから大人まで多くの人が心を病んでいると

いわれます。心の病は少年期や青年期特有のものもあれ

ば、時代や社会的要因によるものもあります。臨床的巾

例にふれながらメンタルヘルスについて考えます。

【授業計画】

1.現代人とストレス

　　１）こころとからだ

　　2）セルフコントロールーリラクセーション法

2.パーソナリティー

　　1）本当の自分とは

　　2）心理テスト

　　3）夢分析

3.心理臨床の実際

　　1）精神分析

　　２）来談者中心療法

　　3）イメージ療法

　　4）臨床動作法

　　5）フォーカシング

【評価方法】

　出席の状況と受講態度、レポート等により総合的に評

価を行う。なお、授業の進行に応じて適宜ミニレポート

を実施する場合もある。

【テキスト】

　特定のテキストは使用せず、随時、資料等を配布して

行う。



■
Ｉ

暮らしの経済
……　　　　　　　村上貴美子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　生活に密着した経済学の入門。特に今や経済社会もグ

ローバル化しており、国際経済の流れや仕組みにもふれ、

目常化している経済用語を解説する。

【授業計画】

第１回　最近の経済状況と川語解説

　　　　生活と経済の関わり

第２回　消費者の権利と意思決定

第３回　価値観と消費の多様化

第４回　生活をとりまく環境変化

第５回　本当の「豊かさ」とは何だろうか

第６回「労働」と言う言葉はなぜキライですか

第７回　教育と経済

第８回　サービスとはタダ（無料）のことでしょうｶｰ

第９回　余暇の為に働く

第lO回　住宅とまちづくり

第11回［a際化と生活

第12回　未来を考える

　毎回、最近の経済ニュースの紹介と解説

【評価方法】

　出席状況宿題レポート・単位認定試験の成績によって

総合的に評価する。

【参考文献・資料】

　生活の経済学(井原哲夫著　東洋経済新報杜)
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外国の言語と文化１
角田達朗

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国語の初歩を学ぶとともに巾国の風土・歴史・文化

について理解を深める。

【授業計画】

　近年、中国映両は国際的な賞を獲得する作品が続出し、

注目を集めている。この授業では、中国映両の巾から、

主として現代小説を原作とする作品を、題材の年代順に

鑑賞することによって、中国の近現代史についての理解

を深めて行く。中国の近現代は、辛亥革命・抗日戦争・

文化大革命などに象徴される動乱の時代であった。中国

映画がこのような動乱の時代をいかに描いているかを、

映像表現についての分析も織りまぜながら検証する。

　同時に、映画の中の「生きた中国語」に触れることを

通じて、中国語に親しみ、言語についての理解を深める

契機としたい。

　第１～２回　張芸謀『紅いコーリャン』

　　　　　　　　（原作　莫言『紅高梁一族』）

　第３～４回　張芸謀『菊豆〈チュイトウ〉』

　　　　　　　　（原作　劉恒『菊豆』）

　第５～６回　陳凱歌『黄色い大地』

　　　　　　　　（原作　村蘭『深谷回声』）

　第７～９回　謝i"f『芙蓉鎖』

　　　　　　　　（原作　古華『芙蓉鎮』）

　第10～ll回　陳凱歌『子供たちの王様』

　　　　　　　　（原作　阿城『核子下』）

　第12～13回　孫周『心の香り』

　　　　　　　　(原作ない

【評価方法】

レポート

＊受講状況によっては、試験に変史することもある。

【テキスト】

　なし。

　＊授業時に鑑賞する映画が、テキストに相当する。

【参考文献・資料】

　随時紹介する。



外国の言語と文化１
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外国の言語と文化２

■
―

　　　　　　　　　張勤

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　尹大辰

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　初級巾国語によるコミュニケーションを勉強するとと

もに、中国の文化、芸術、映画、料理等、毎回異なった

テーマで中国語の支えとなる文化を見つめていく。

【授業計画】

第１回　発音Ｏ）

　　文化コーナー：現代中岡と現代中国語とは

第2回発音（２）

　　文化コーナー：中国語の歌

第３回発音（3）

　　文化コーナー：中国語の挨拶

第４回「私は名古屋人ではありません」

　　文化コーナー：中国人の名前

第５回「北京の冬は寒いです」

　　文化コーナー：料理と中国語

第６川「図書館に中岡の雑誌があります」

　　文化コーナー：中国語の言葉遊び

第７回「君も上海語を勉強していますか」

　　文化コーナー：中国語と日本語の違い

第8 回「私はいつも三月三日の午後三時からヨ時問ギリ

　　　　シャ語を勉強する」

　　文化コーナー：中国語の映画

第９回「あの人は50メートルは泳げない」

　　文化コーナー：中国語の文学

第10回「私は今年の年末に中国に行きたい」

　　文化コーナー：中国語の劇

第11回「私か習つだのは広東語ではありません」

　　文化コーナー：中国語の外来語

第12回「私の自己紹介を聞いてください」

　　文化コーナー：中国語のことわざ

【評価方法】

出席状況とレポートの成績によって総合的に評価する。

【テキスト】

講義中に指示する。

【参考文献・資料】

跡l|に指示する。

【授業の概要】

　韓国･ l切鮮語の初歩を学ぶとともに、朝鮮判;ふの風

上・歴史一文化について理解を深める。

【授業計画】

第１回　訓民]]ﾐ音について

第２回　ハングルの文字と発音（１）

第3 川　ハングルの文字と発音(2）

第４回　基本的な日常会話Ｏ）

第５川　坊本的な目常会話（2）

第６川　基本的な日常会話(3)

第７回　言語と文化（1) 一衣・食・庄

第８回　言語と文化（2)一社会的構造

第９回　言語と文化（３）一漢字語比較

第10回　朝鮮半島の風上

第11回　朝鮮半島の歴史と文化

第12回　まとめ一言語表現から見た文化比較

【評価方法】

期末試験とレポート、出席率を加味して評価する。

【テキスト】

韓国・刺鮮語はプリント教材を使川する。

【参考文献・資料】

郎(金両親修新潮社)

韓国と日本の比較文化論(金換著　明石書店)
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外国の言語と文化３
　　　　　　　　　　杉本一直

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ロシア語の初歩を学ぶとともに、ロシアの風上・歴

史・文化について理解を深める。

【授業計画】

　みなさん、知っていますか？日本の大学のなかでロシ

ア語を学ぶことができるところは本当に少ないんですよ。

ということは、「ロシア語がわかる人」は日本ではとて

も希少価値があるのですI r芸術の国ロシア」の言葉を

今すぐ学んでみませんか？映画の鑑賞会もありますから、

楽しみにしていてくださいね。

　初級のわかりやすい辞書を「テキスト」として授業を

進めてきます。まず、例の不思議な形をしたキリル文字

を憶え、発音を憶え、そのあとは辞書で遊び（？）なが

ら「使える単語」「使えるフレーズ」を集めていきます。

たくさんたくさん集めたら、あれ、いつのまにかロシア

語の達人！

　辞書以外に補助教材として会話川プリントを配布しま

す。学ぶ項目は以下のとおりです。

a.　キリル文字と発音

b.大きな声であいさつしよう

c.　買い物に行ってみよう

d.乗り物に乗ろう

f.おなかがすいたら…

g.　自分について話してみよう

【評価方法】

　定期試験の成績による。

【テキスト】

　ロシア語ミニ辞典（白水社）

-

外国の言語と文化３
　　　　　　　　　　丹逞文彦

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ロシア語の初歩を学ぶとともに、ロシアの風上・歴

史・文化について理解を深める。

【授業計画】

　第1回～3回 文字と発音

教科書“文字と表現”（１）～（６）

　第４回“文字と表現”（７）

　　　　　第１課　この人は誰ですか？

　第５回　第２課　知ってますか？

　　　　　第３課　ノートは机の中です

　第６回　第４課　私は東京から来ました

　　　　　第５課　すみません、人っていいですか？

　第７回　第６課　今日は試験です

　　　　　第７課　ロシア語はおもしろい

　第８回　第８課　頭は何のためにあるのでしょう？

　　　　　第９課　御兄弟はいらっしゃいますか？

　第９回　第10課　今私はモスクワにいます

　　　　　第11課　紅茶とコーヒーどちらがお好きです

　　　　　　　　　か？

　第lO回　第12課　どこにいたの？

　　　　　第13課　これはおいくらですか？

　第11回　第14課　お店はどこでしょうか？

　　　　　第15課　あしたは私は出張です

　第12回　第16課　５時に会いましょう

　　　　　第17課　私はあさってロシアへ行きます

　ト期終了の授業で時間が限定されているので、文法お

よび練習問題は最小限に止め、本文（テクスト）中心に

授業をすすめる。理解した文章をくり返し朗読して復習

することを重視する。

【評価方法】

　a.朗読　b.聴取り　c.　ペーパーテスト　の総合

【テキスト】

　話すロシア語人門（米重文樹著　白水社）

【参考文献・資料】

　ロシア語のすすめ（講談社現代新書）
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外国の言語と文化４
　　　　　　　　　藤井たぎる

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ドイツ語の初歩を学ぶとともに、ドイツの風上・歴

史・文化について理解を深める。

【授業計画】

　ドイツ・オーストリアの生活文化とその言語。現代の

ドイツ・オーストリア事帖の一一端を紹介しながら、ドイ

ツ・オーストリアのいろいろな「顔」を発見してもらう。

具体的には下記のような日常的なテーマをもとに、ドイ

ツ・オーストリアの事情を日本のそれと比較しながら、

両者の類似性と差異をみてゆく。また初歩的なドイツ語

会話の練習もあわせておこないたい。

1）ドイツ・オーストリアの風上

2）ドイツ・オーストリアの近現代史

3）ドイツ・オーストリアのマス・メディア

4）ドイツ・オーストリアの衣食住

5）ドイツ・オーストリアの消費生活

６）ドイツ・オーストリアの芸術文化

　講義形式ではあるが、授業中にいろいろ意見を求め、

各自の考えるところを発言してもらう。必要に応じてプ

リントを配布する。

【評価方法】

筆記試験。

【テキスト】

適宜、プリントを配布する。

-

外国の言語と文化５
　　　　　清水ベアトリックス

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

ヨーロッパ文明の発祥の国フランスについての理解を深

めることはヨーロッパ文化を理解するうえで重嬰である。

フランス語とフランス文化の大要を学ぶことにより、フ

ランスへの関心と理解への動機づけとしたい。

前期

このコースは、受講者の興味を考慮に入れ授業内容を考

えたい。現代フランス社会と日常使用されているフラン

ス語を学ぶとともに、担当講師（フランス人）の在口体

験談を交え、フランス・日本両国を言語・文化の而から

比較検討する。

とにかく、下記のテーマで行う。

－フランスの地理

－フランスの建国

－フランス国民の起源

－フランスの社会問題

－フランスの家族

一教育制度

－フランスとヨーロッパ

ーフランス人と余暇など。

後期

前期と同じ。

【授業計画】

毎回、担当教員が指定したテキストの章について議論し、

テレビや新聞で報道されたフランスに関する時事問題の

巾で特に学生の関心を引くようなものを選んで、解説し

たい。

【評価方法】

定期試験を重視するが、宿題(テキストや映画について

の感想文)、出席率、受講態度なども考慮に入れる。

【テキスト】

変貌するフランス（西永良成　日本放送出版協会）
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外国の言語と文化６
　　　　　　　　　木下まりあ

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　スペイン語の初歩を学ぶとともに、スペインの風土・

歴史・文化についても理解を深める。

【授業計画】

１。

2.

3.

4,

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

スペイン語とスペイン語圏の世界

スペインの歴史と文化の特色

スペイン語のアルファペット、音節、アクセント

名詞の性数、定冠詞と不定冠詞

人称代名詞、serとestar動詞、hay

否定文、疑問文、関係詞、感嘆文

形容詞（性数の一致）、指示形容詞、所有形容詞

動詞（直説法現在）

再帰動詞

動詞（it説法現在完了）、過去分詞と現在分詞

動詞（直説法過去：点過去と線過去）

まとめ

【評価方法】

筆記試験またはレポートに出席状況を加味して評価。

【テキスト】

授業巾に指示。

-

文章表現論
　　　　　　　　………万.･･力口藤孝男

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　｢自分にしか書けないことを誰にもわかるように書

く｣ことを目標にして、文章表現に必要な基本的事項を

実践例をふまえながら学習する。

【授業計画】

　第１講　はじめに

　　２～３　日記について

　　４～６　名文を読む

　　７～８　表現のレトリック

　　9～10　芸術的表現の手法

　　11～12　表現の実践

　　13～14　まとめ

【評価方法】

提出物(表現の実践)で評価します。

また、出席･平常点も重視。

【テキスト】

第一回目の講義で指示します。
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文章表現論
　　　　　　　　　　青木健

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　｢自分にしか書けないことを誰にもわかるように書

く｣ことを目標にして、文章表現に必要な基本的嘔項を

実践例をふまえながら学習する。

【授業計画】

第１回　人は言葉の織物である。（伝達と表現Ｏ

第２回　現代の目語表現について。（伝達と衣現II）

第３回～７回

　　　　例文をテキストに、文章の構成、話法、リズム、

　　　　形容修辞法など具体的に講義。

第８回～12回

　　　　課題を３回提出し、短文（2～5枚、400字

　　　　詰）を書かせ、そこから文章表現についての共

　　　　通の問題点を抽出する。

【評価方法】

　出席状況、３回の提出原稿などを基準として評価する。

【テキスト】

　当方にて川意します。参考書籍は授業中に数計指示し

ます。

-

98

比較文化
　　　　　　　　文嬉員

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　世界にはさまざまな国家や民族があり、多様な文化が

存在する。文化人類学的な見地から外国の文化や伝統・

風俗を学ぶ。

【授業計画】

　本講義では、主に「［］本の文化」に焦点を当て考える

ことにする。特に、外国人（見る側）が日本という異文

化（見られる側の文化）と直接接触した際、どのように

評価（表現方法）・認識したかを考察し、その考察から

なぜそのような評価・認識があらわれるかを分析する。

そして、得られた分析によって外国人（見る側）がもつ

　「文化」を再分析する。すなわち、外国人（見る側）が

　「異文化」（見られる側の文化）を見るまなざしに関し

て考察することによって、自文化（見る側の文化）を再

認識するだろう。

　1.異文化との理解・誤解に関する‥-般的な概論

　2.異文化交流史における本講義の位は付け

　3.前近代の外国人（見る側）における「日本認識」

　　　および外国人（見る側）がもつ「文化」に関する

　　　考察

　4.近・現代の外国人（見る側）における「日本認

　　　識」および外国人（見る側）がもつ「文化」に関

　　　する考察

　5.異文化としての「日本文化論」

【評価方法】

1.出席、受講態度、講義時の課題等で全体の50％を評

　　価する。

2.学期末レポートで残る50％を評価する。

【テキスト】

講義の中で随時、配布する。（必ず事前に読んでおくこ

と）

【参考文献・資料】

授業中に指示する。
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比較文化
　　　　　　　　　　田所光男

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　世界にはさまざまな国家や民族があり、多様な文化が

存在する。文化人類学的な見地から外国の文化や伝統・

風俗を学ぶ。

【授業計画】

　ワインとか料理、香水にモード、もう少しアカデミッ

ク（？）にルーブルとかオルセー…皆さんのフラン

ス・イメージはどうでしょうか。この授業では、異文

化・異民族との関係の中にあるフランスを眺めて行きま

す。恐らくこれまでのフランス・イメージとはかなり違

うフランスの姿にぶつかることになると思います。フラ

ンスを少し再発見してみる、ことができるのではないで

しょうか。また、フランスばかりではなく、現代|ii界に

生じている様々な文化摩擦・民族衝突の問題を理解して

行くために必要な。いくらかの知的枠組みを自分の巾に

取り入れることも可能だと思います。

　具体的には、まず、異文化・異民族の接触・交渉・衝

突についての概論を行います（7川）。次に、フランス

の内部にある異文化接触の問題として、ユダヤ人、特に、

ジェノサイド以降の、戦後生まれの巨代の動向に注目し

ます（5同）。

　こうした検討を通して、同化、植民地化、移民、ヨー

ロッパ中心主義、反ヨーロッパ主義、文化柑対主義、普

遍主義、差異への権利、多文化主義など、様々な問題を

考えて行きます。

【評価方法】

　授業への積極的な参加、及びレポート(人小二回を予

定しています)。

【テキスト】

異文化への視線（佐々木英昭編軒　名古屋大学出版会）

　その他、適宜プリントを配布します。

-

現代芸術１
　　　　　　　　　　天野節子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代芸術としての〔書道〕の意義と意味を問い。名筆

の鑑賞と書写の実技をする。

【授業計画】

　第I回　年問の授業計画として使川する教本の鑑賞の

　　　　　方法を説明する。

　第２回～10回

　　　　　書写の重要なポイントの説明をしながら実技

　　　　　をする。一人一人について添削指導をする。

　第11回～最終回

　　　　　課題に有名な作家又は詩人等の美しい文章等

　　　　　を各自に表現をして作品を作成させる。

【評価方法】

　出席状況･平常点･課題などによる。

【テキスト】

　ペン字テキスト〔基本編・実務編・応川編] (氏田菖

軒著　書道教育社）
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現代芸術１ 現代芸術１
　　　　　　　　　　小川晃治

１～４年　前・後期　選択　２単位

■
芸

　　　　　　　　　　森美恵子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代芸術としての「書道」の意義と意味を問い、名筆

の鑑賞と書写の実技をする。

【授業計画】

　楷書・行書・草書の古法帖を拡大臨書コピーし。その

手本に基づき書作した清書作品を提出する。

　書写中心であるが、中国の書論に則り、占法帖の慨略

等も講ずる。

【評価方法】

　授業内で捉出する平素の成績物及び出席状況等にて総

合的に評価する。

【テキスト】

　書の鑑賞と学び方（上田桑鳩　教育図書研究会）

-

【授業の概要】

　現代芸術としての「書逆」の意義と意味を問い、名筆

の鑑賞と書写の実技をする。

　各時代に於ける日本の書美の変相を、他の美術と文学

と対比、関連させて探求させる。そして現代社会の巾に

あって、書のあり方、価値感を考察し、また生活の中に

於ける書文化の諸相を観る。漢字から「かな」を創造し

た目本人の美意識を追求する。

○他の美術、文学を対比して、書の美学を学ぶ。

○基本的書技を実習する。楷、行、草、篆、隷書、かな

　の六体を実習する。

○目本の三筆、三蹟の古筆の鑑賞、臨書をする。

○基本的なかなの実技と、古筆を鑑賞する。

○漢字の細字の実技の実習をする。工義之の蘭亭叙を臨

　書させる。

○和漢の書道史を通じ、書の美の人要を学ぶ。

○奈良、平安時代の文学、書に於ける、漢字の意義、か

　なの創成、大成を通じ、上代文化の成立を学ぶ。

○鎌倉時代に於ける禅文化を墨跡にふれ、貴族文化と武

　家文化の対比をさせる。

○室町、桃山時代の絵li、建築、工芸と書芸の動向を観

　る。また現代社会に於ける美の淵源を探る。

○江戸時代に於ける庶民文化隆盛の中の美と、和様、唐

　様の書の諸相を学ぶ。

○現代社会に於ける、文字、書文化の社会生活の中での

　意義を考えさせる。

【授業計画】

講義、実技を-ﾉIの時間内に進める。前後期共通の為、

各時代の書美、他の美術、文学の対比についての講義は

概論とする。現代社会に於ける書美と、日本人の美意識

を探求することを基準として進める。

【評価方法】

レポート三極､実技作品、学習態度、出欠状況などによ

る。

【テキスト】

担当者の小文、占典法帖。
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現代芸術２ 現代芸術２
　　　　　　　　　　　志水博子

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　……　　浅田まり子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代芸術としての「音楽」の意義と意味を問い、名曲

を鑑賞し、歌唱をする。

【授業計画】

　第１回

　第２回

　第３回

　第４回

　第５回

　第６回

　第７・８回

名演奏家によるオペラのビデオ鑑賞

声の出るしくみを知る

腹式呼吸と身体のつかい方の練習

ビデオ鑑賞

ビデオ鑑賞

ビデオ鑑賞

ピクニックや集会でのやさしいハーモ

ニーの楽しみ方練習

　第9～12同　各自の課題による実技発表とアドバイス

【評価方法】

　授業内での実技演奏（各自の得意とする歌"I'i又は楽器

の波奏、アンサンブル可）と出席状況

【テキスト】

　楽譜プリントは配布

-

【授業の概要】

　現代芸術としての「音楽」の意義と意味を問い、名曲

を鑑賞し、歌唱をする。

【授業計画】

　第１講　音楽について

　第２講　声のしくみ

　第３講　ヴォイストレーニング

　第４講　音楽と教育

　第５講　音楽療法

　第６講　音のスケッチ

　第７講　リズム

　第８講　メロディー

　第９講　ハーモニー

　第10講　表現と技術

　第11講　音楽と旅

　第12講～発表

＊各講それぞれのテーマで話し合い、歌唱やキーボード、

ギター、鑑賞、創作を、クラスまたはグループの要望に

あわせて指導していく。

＊発衣は、個人またはグループで、歌、楽器の演奏や、

コンピューターミュージックなどによる創作とし、ジャ

ンルを問わない。

＊音楽の機能を使って、健康的な人問形成に役立てるの

にはどうしたらよいかを考え、自分の音楽をよく聴きな

がら、ノンバーバルコミュニケーションとなる音楽を発

衣できることを｢|標とする。

【評価方法】

　実技、感想レポート、出席状況､授業態度で評価。

【テキスト】

　授業中に指示し、楽譜など貸与する。
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１ｆ現 1;芸術３

　　　　　　　　　　横山萬里

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代芸術としての「美術」の意義と意味を問い、名画

を鑑賞し、又レ顔則のうちで親しみやすい絵巻について

講義をする。

【授業計画】

　国宝に指定されている古い絵画あるいは目本の伝統的

な絵巻のなかから鳥獣人物戯画をとりあげて日本画の衣

現、色彩方法を講義する。

　また、授業の中で名古屋市内の美術館を訪問し、占哺

現代画にふれる。

　・日本画の特徴

　・鳥獣人物戯画の説明

　・鳥獣人物戯画における線の強弱と動き

　・日本画の模写について

　・日本画の鑑賞

　美術館入場料　500円程

　筆ペン　　　　500円

　費用　計　　1,000円

【評価方法】

　出席状況と感想文レポート（6回提出）を総合的に評

価。

【テキスト】

目本の絵巻６「鳥獣人物戯【軋

コピーした図を見る。

【参考文献・資料】

なし。

-

女性学・男性学
　　　　　　　　　　井深淳子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ﾘl女についての定説化した知識、それによって作り出

された役割、人格の内部に及ぶ性別化の影響とその結果

生まれる病理などについて、さまざまな事例や理論を紹

介し検討する。

　本授業を通して、私達の生活を、女性学・男性学から

点検し、そこに「どういう［^難があり、どういう課題が

あるのかを具体的に知ること］をめざす。

【授業計画】

　第i回　　はじめに

　第２～５回　家族問題

　第６～９回　子育て

　第10～11回　現代の病巣

　第12～13回　女性が働き続けることについて

【評価方法】

　期末試験、講義時に行う課題や、受講態度等、総合的

に評価する。

【テキスト】

　女性学への招待〔新版] （井上輝子著　有斐閣）

　テキストとともに、講義中に適宜配布する関連資料を

用いてすすめる。
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教
養

女性学・男性学 女性学・男性学
　　　　　　　　　　　伊藤公雄

集中　１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　松井やより

集中　１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

現代日本社会におけるジェンダー問題について、おもに

男性学の視点から考察を加える。

はじめに　ジェンダー論入門

1.女性問題の発展

2.現代日本の女性問題

3.男性問題の時代

４に作られる「男らしさ」「女らしさ」

5.体験的主夫論／働く主夫の生活と意見

6.ニッポンのお父さん／男性の育児をめぐって

7.男性学と男性運動の展開

8.試験

＜参考図書＞　伊藤公雄・牟田和恵編『ジェンダーで

学ぶ社会学』(世界思想社）

伊藤公雄・樹村みのり・國信潤子『女性学・男性学

ジェンダー論入門』（有斐閣）

【評価方法】

試験によって成績評価を行う。

【テキスト】

男性学人門（伊藤公雄　作品社　1,680円）

【授業の概要】

　21tli紀に一層進行する経済のグローバル化か女性にどの

ような影響を与えるのか、女性たちはどう対応するのか

日本とアジアの関係に重点を置いて、現地の最新情報を教

材に参加型の授業を行なう。

【授業計画】

第１講　国際的に見た女性問題一北京からニューヨークへ

第２講　グローバル化とは何か一女性の人権の視点から

第３講　貧国の女性化－アジアの現実を見る

第４講　人身売買と目本の性産業－タイ女性支援活動

第５講　国際移住労働の女性化とJFC問題

第６講　観光開発の問題点を考える丿

第７講　先住民族とマイノリティ女性はいま

第８講　熱帯雨林の破壊－アジアの環境問題

第９講　ＯＤＡとアジアの開発問題一日本の責任

第10講「慰安婦」問題と戦後責任－「女性国際戦犯法

　　　　廷」

第11講　現代の武力紛争と女性一戦時件暴力不処罰問題

第12講　暴力のない21［仕紀ヘーグローバル市民社会と

　　　　ＮＧＯの役割

【評価方法】

　出席状況とレポートで評価する

【テキスト】

　『グローバル化と女性への暴力－市場から戦場まで』

　　（松井やより著　インパクト出版会）

【参考文献・資料】

　女たちがつくるアジア（松井やより著　岩波新書）

　買春社会日本ヘータイ人女性からの手紙（明石書店）

　語りはじめたタイの人びと（サニッスダー・エーカチャイ

　明石書店）

　日本のお父さんに会いたい（松井やより編　岩波ブック

　レッド）

　第三世界の農村開発（ロバート・チェンバーズ　明石書

　店）

　戦時性暴力をどう故くか（国連マクドゥガル報告全訳　凱

　風社）

　2000年女性国際戦犯法廷の記録全５巻（緑風出版）

　女たちの21吐紀９号～26号（アジア女性資料センター）

　ニューヨーク2000iy;界女性会議「成果文書」をどう読む

　か（同）

　買弁に対する男性意識調査（同）

　憎悪のナショナリズムを越えて（VAWW-NET　ジャパン）
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【授業計画】

講義を中心に、ビデオ教材なども使用しつつ進める予定

である。

-



エコロジー 伝統文化

■
―

　　　　　　　　林和利

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　大島光昭

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　国際化が進み、さまざまな異文化にふれる機会も多く

なったが、日本の伝統文化にも目を向けることが大切だ。

伝統文化の中でも芸能・演劇を中心に講義する。舞楽・

能・狂言・歌舞伎・文楽など、実際の舞台をビデオ等で

確認しつつ、その歴史や演技・作品などについて講じる。

【授業計画】

　1.

　2.

　3.

　4.

　5.

　6.

　7.

　8.

　9.

また、

授業の口的と方針を提示。

日本芸能演劇史概説。

芸能の発生について

神楽について

伎楽・舞楽・散楽について

能について

狂言について

歌舞伎について

文楽について

学外の舞台芸術を有料で鑑賞することもありうる。

【評価方法】

出席状況と単位認定試験により総合的に評価する。

【テキスト】

目本文化論序説（林和利著　青山社）
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【授業の概要】

　今や地球規模で自然の環境破壊が進んでいる。自然を

保護し、環境を守る観点から地球のエコロジーを考える。

　エコロジーとは、生物とそれをとりまく外界すなわち

環境との関係についての総合科学である。生物の生存は

均衡のとれた有機的および無機的環境の上に成り立って

おり、均衡の崩壊は人類を含む生物界の未来を危うくす

る。人類の生活および生産活動はこれらの均衡を乱して

多くの生物の生存を脅かしつつあり、地球の未米に様々

な問題を投げかけている。それらの状況について解説す

るとともに、今後どうあるべきかについて問題提起を行

う。

【授業計画】

エコロジーの基礎

自然環境の保護と育成

　陸地環境

　水域環境

　流域圏環境

化石燃料と環境

　地球の温暖化

　酸性雨

　光化学オキシダント

　浮遊粉塵

化学物質と環境

　オゾン層の破壊

　生物濃縮と生態系の撹乱

　ヒトの健康被害

【評価方法】

出席状況と試験成績をもとに評価する。

【テキスト】

「生態学（エコロジー）」（大島光昭著　三恵社6oon）



アジアの生活と文化 生命の科学
　　　　　　　　　楊衛平

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　‥　富田武

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　口本は生活も文化もアジアの影響を強く受けている。

特に日本と歴史的にも関係の深い近隣の国を中心にアジ

アの生活と文化を講義する。

【授業計画】

1
2
3
4
5
6
7

　
　
　
　
　
回
―

8

9

ｍ

12

!3

中国の少数民族の構成

儒教、仏教と逆教の相異

中国の年中行事

南北食文化の比較

中医学と西洋医学

気の文化と気功術

飲茶の文化と歴史

伝統武術と映画

少数民族の音楽

少数民族の服装

中国人の姓の色々

中国の名勝物語

中国人と日本人の考え方の相異

【評価方法】

出席状況とレポートによって総合的に評価する。

【テキスト】

プリント配布。

-

【授業の概要】

　動物の生命の誕生、生体を構成する物質や生殖と遺伝

の仕組みなど、動物の生命の維持のメカニズムについて

学ぶ。

【授業計画】

　第１講　生命の科学序説

　第２講　生命誕生と進化

　第３講　動物細胞の分化

　第４講　動物体を構成する物質

　第５講　動物の生殖と発生

　第６講　動物の遺伝（１）

　第７講　動物の遺伝（２）

　第８講　動物の生命維持（１）

　第９講　動物の生命維持（2)

　第lO講　脳の進化、成長、老化

　第11講　動物の生殖現象操作

　第i2講　動物の遺伝現象操作

　第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験で総合的に評価する。

【参考文献・資料】

　生命科学への誘い（大島泰郎他編　東京化学同人）

　生物小事典（丘英通、岩波洋造監修　三省堂）
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食品の科学 生活の化学

■
馨

　　　　　　　　八代有

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　千葉善根

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　健康で豊かな生活を維持していくには、化学の知識と

活用は必要欠くべからざるものである。身近な生活に拘

わる化学的な要素について事例をあげて学ぶ。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10

栄養のバランスと健康増進を考える

食品成分の化学と食品の安全性

ビタミンの化学的性質と疾病とのつながり

生活習慣の改善と疾病予防

薬についての正しい認識

薬が生体に影響を与える因子

尿・[飢液成分のしくみ

暮らしのなかの酵素の働き

話題となった環境公害

生活のなかでの不思議

【評価方法】

　テストおよび出席状況により総合的に判定する。

【テキスト】

　テキスト使用せず、プリントを適宜配布する。
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【授業の概要】

　基礎的な科学と食品の科学との関わり、食品のもつ機

能や性質、貯蔵などを学び、食品と酵素の関係や化学物

質としての理解を深め、多様化した食生活や加工食品の

氾濫の中で生活に役立つ講義をする。

【授業計画】

１

２

３

現代食生活の問題点

食生活の変化と食糧資源について。

糖質と食品

デンプンの機能と利用、食物せんい、最近の甘味料

について。

たんぱく質と食品

変性と加工・調理との関係、加工食品と食物性たん

ぱく質の利用。

４。脂質と食品

　　脂肪の性質と脂肪酸、油脂の劣化、乳化と乳化食品。

5.無機質と食品

　　骨粗霧症等。

６

ビタミン

食品加工・調理との関係、生物学的触媒としての働

き。

７。発酵食品

　　食品と酵素・微生物との関係。

【評価方法】

定期試験にて評価。

【テキスト】

使用しない(プリント配布)。



■
―

生き物の世界１ 生き物の世界２
　　　　　　　　　　服部一Ｅ

Ｉ～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　石崎宏矩

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　地球上には多種多様な植物が生存しているが、これらの

植物は食物連鎖の基本を成すものである。植物の生物界に

おける位置付けや植物の成育地について紹介し、植物と人

間との関わりについて認識を深める。

【授業計画】

第＼［可　　　1.生物界の分類

　　　　　　　2.生物の進化

第２－６回　3.植物と人の関わり

　　　　　　　　１］農耕の始まり

　　　　　　　　2)世界の農耕文化

　　　　　　　　3）日本農耕文化の起源と発展

　　　　　　　4.人が手を加えた植物一作物

　　　　　　　　1)作物とは?

　　　　　　　　2）世界の作物の起源

第７－８回　5.作物改良の原理と方法

　　　　　　　　１）作物改良の原理

　　　　　　　　　　(1）メンデルの法則一一遺伝学

第９回　　　　　（2）遺伝の物質的基礎

第10回　　　　2）作物の改良方法

第11－12回　6.バイオテクノロジー

　　　　　　　　1）バイオテクノロジーとは?

　　　　　　　　2）作物の改良とバイオテクノロジー

　　　　　　　　　　(1) 細胞・組織培養

　　　　　　　　　　（２）遺伝子操作

　　　　　　　　　　（３）バイオテクノロジーで得られた

　　　　　　　　　　　　作物をいかに考えるか?

　　　　　　　　　　Ｏ）倫理

　　　　　　　　　　（2)安全性

【評価方法】

　受講資格についてはあえて問わないが、成績評価には出

席点を重視し、単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【参考文献・資料】

　下記の書籍を参考書籍として使用するが、テキストなどを

作成して講義を進めるので、特に買い求める必要はない。

生物的自然と人間（平田豊著　開成出版）

【授業の概要】

　身近に見られる昆虫や鳥などの生態のメカニズムを解説し、

生命の進化について学び、動物への関心といたわりを深めた

い。

【授業計画】

　次のような項目について講義する。○カイコはどうしてクワし

か食べないのか○モンシロチョウの雄はどのようにして雌を見

分けるか○生物がもっている時計（生物時計）とはどういうも

のか、時差ボケはどうして起こるか○モンシロチョウの頬はど

のようにして寒い冬をのりこえるか○アヒルのひなは生まれて初

めて見た生き物を親として認識し、終生変わらない（刷り込

み）。刷り込みの起こる機構は?○生命が地球上に生まれて

から40億年、さまざまの生物はどのようにして進化してきたの

か、ＤＮＡの性質、遺伝子の突然変異、自然淘汰とは。

　他に、NHKスペシャル「生命－40億年はるかな旅」他の

ＶＴＲを放映し、解説を加える。

　全体として、生物の進化、近未来における地球上の生命

一人問を含めてーの危機について、正しく理解してもらえるよう

につとめる。

【評価方法】

　出欠、レポート、期末試験によって総合評価する。欠席し

た時は、友人のノートを写させてもらって、内容を理解してお

くこと。試験問題が、たまたま欠席した日の授業内容だった

からといって白紙であれば、特に区別はしない。

【テキスト】

　「進化とはなんだろうか」長谷川真理子著（岩波ジュニア

新書）を購人しておくことが望ましい。これを読んで要約をレ

ポートとして提出してもらうことを単位修得のための必須作業と

して課する。図書館に指定図書として多数備え付けてあるが、

受講登録者が多い時は全貝の手に渡らないことがあり得る。

どこの書店でも注文すれば10日程で人手できるが、レポート

提出期限直前になってあわてないよう予め配慮されたい。

【参考文献・資料】

　随時、授業で指示する。図書館に備えつけてあるので、

自主的に勉強してほしい。
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人類と宇宙 数学の世界

■

教
養

　　　　　　　　　　岡田克彦

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　安野志津子

１～４年前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　我々は出肪生活の中で、数学の恩恵を受けて暮らして

いる。数学は云うまでもなく膨大な内容を持つ学問体系

であるが、ここではいろいろな分野の入門的・基本的な

事項を解説し、演習により少しでも多く身につけること

をめざす。

【授業計画】

以下の各項目について説明し、演習を行う。

１確率

２統計、偏差値

３ベクトル

４微分

５積分

６物理学への応用

【評価方法】

　課題及び試験で評価する。

【テキスト】

　特に使川しない。随時プリントを配布する。
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【授業の概要】

　宇宙観の始まり、星の生と死、地球の生成と進化など、

日進月歩の宇宙の科学の課題をふまえつつ、人類にとっ

ての宇宙についても考察する。

【授業計画】

一地球のまわり、太陽系、銀河系を知り、宇宙を身近に

　引き寄せるために－

1.宇宙観の変遷

2.宇宙を観測する手段

3.太陽系を探る

4.星の世界

5.銀河から宇宙へ

6.宇宙の始めと未来

毎回プリントを配布し、講義を主とするがその内容を巾

心としたＯＨＰ、ビデオ等も利用する。また、講義に関

連した質問を出してもらい次回に解答する。なお、随時

ホットな話越も取り入れたい。

【評価方法】

　基本的には、期末テスト（配布プリント、ノート持ち

込み可）によるが、出席状況も考慮して判定する。

【テキスト】

　使用しない。

【参考文献・資料】

(1）宇宙論のすべて　　池内　了（新書館）

（2)図解雑学　天文学　　二間瀬敏史（ナツメ社）

（3)星と宇宙の物理学読本　　並木雅俊（丸善）

（4)図解SPACE ATLAS 宇宙のすべてがわかる本

　　三品隆司・河島信樹（ＰＨＰ）

(5）見えてきた宇宙の神秘　野本陽代（草思社）

（６）太陽　－その素顔と地球環境との関わりー

　　ケネス, R.ランク著　渡辺　尭/桜井邦朋訳

　　（シュプリンガー・フェアラーク東京）

（７）理科年表　　国立天文台編（丸善）



生命の倫理 健康と医学
　　　　　　　　　加藤太喜子

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　ト　渡逞一功

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代の医学の進歩と発達によって今や人間の生命の誕

生も医学よりも倫理の問題になった。現代社会か抱えて

いる「生命」を倫理や哲学の面から考察する。

【授業計画】

　次の主な項目に従って授業を展開する。

C
X
I

Ｃ
Ｏ

"
^

L
O

C
O

■
―

７

８

９

生命倫理学の成り立ち

インフォームド・コンセント

脳死と移植医療

生殖医療

代理母

人工妊娠｢り絶

出生前診断

優生思想とは

よりよい自己決定に向けて

【評価方法】

　レポート及び期末に行う筆記試験により評価する。

【テキスト】

　授業中に指示する

【参考文献・資料】

　優生学と人間社会(米本昌平ほか著　講談社現代新

書)

-

【授業の概要】

　日本はますます高齢化社会に入り、人生80年の時代に

なった。しかし、長生きするための健康は自分で管理し、自

立自助によって初めて達成される。健康を保ち、命を守り育

てるにはどうすればよいか。医学の立場から、病気と健康に

ついて講義する。

【授業計画】

1）(i康とは何か

　　　健康の定義　健康管理　生命の尊さ

2）母と子の絆

　　　母子相互作用　児童虐待

３）子どもの心と身体

　　　子どもの特徴　発育・発達しつけ（基本的生活習

　　　慣）

4）女性の健康

　　　思春期への対応　ピル　更年期

5）生活習慣病（成人病）とは

　　　その予防は幼児期から　ＫＹＢ運動

6）アレルギーの話

　　　アレルギーと免疫　アレルギー病（気管支喘息など）

7）食物と健康

　　　母乳と人工乳　離乳　幼児食　食中毒

８）歯の健康

　　　歯の生理　虫歯と歯周病　高齢者と歯

9) 嗜好品と健康

　　　アルコール　タバコ

10）セクシュアリティに関わる問題

　　　性感染症（クラミジア感染症■ B型肝炎）性教育

Ｈ）高齢社会の健康問題

　　　ライフスタイルへの介人　介護　死を考える

12）インフォームド・コンセントとは

　　　３人要素　ムンテラとの違い　診療情報の提供

【評価方法】

　主に筆記試験によるが、講義の理解度をみるために小テス

トを２回、行なう。

【テキスト】

　健康と保健の科学（坂口他軒（|木小児医事出版社）
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健康とくすり ライフサイクルと健康

■
―

　　　　　　　　　　永井慎一

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代は飽食の時代といわれ、運動不足やストレス過多

のため薬品の助けがなければ健康の維持が難しい。薬品

についてのllﾓしい知識を学び、薬品への依存性や副作川

について理解を深める。

【授業計画】

第１回　受講生に「病気とくすりについて、今最も知り

　　　　たいこと」をアンケート調査後、創薬の歴史か

　　　　ら新薬開発まで、動物実験や治験の評価法も合

　　　　めて解説

第２～３回　くすりの基礎知識として、くすりのかたち

　　　　　　と生体内運命、くすりの効くメカニズムと

　　　　　　受容体、危険なくすりの飲み合わせと副作

　　　　　　用など２回にわたり解説

第４回　くすりの正しい知識のすべてを、イラスト入り

　　　　の質問形式でわかりやすく教える

第５～６回　最近許可されたピルなど生活改善薬をはじ

　　　　　　め、繁川される一般川医薬rff, (OTC) 500

　　　　　　種と医者が処方する医療川医薬品200鮭を

　　　　　　薬効別に解説

第７回　頭痛、生理痛の原因と治療薬のメカニズム

第8 回　受講生の多くが苦しむアトピー性皮膚炎や花粉

　　　　症の発症メカニズムとくすりの効き方

第９回　病気の早期発見に役立つ成人病検査値の見かた

　　　　と最新の画像診断法を解説

第10～13回　検診で見つかる生活習慣病を中心に、高巾L

　　　　　　圧、ガン、糖尿病、エイズなどの発症原因

　　　　　　と現在開発中の治験薬を含めた治療薬の作

　　　　　　用機作

【評価方法】

配布したプリントからテーマを出題し、出席率とレポー

トの内容で成績評価する。

【テキスト】

家族で利用できるようA3大の両面プリントを毎回配布

し（2枚）、講義する。

-

　　　　　　　　　　松田秀子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　人閥は年齢に伴い体刷も変化し、健康も害しやすくな

る。ライフサイクルに合せた運動と健康の維持について

身近な問題をとりあげて講義する。

【授業計画】

２。

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

ライフサイクルと健康とは

姿勢

プロポーション（埋想と現実）

身体意識

肥満とやせ

隠れ肥満

自分のからだを判定しよう

体脂肪

体脂肪を正しく落とす方法

筋肉と迦動神経

健康づくりのための運動

Walking

性のとらえ方

性への理解

学生生活と健康

【評価方法】

出席状況とレポートによって評価する。

【テキスト】

使用せず。

必要に応じて参考資料を配付し、参考書籍を指示する。
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■
Ｉ

スポーツ基礎
杉山和 山本啓子　松田秀子

　寺田邦昭　門間博

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　各種スポーツ（テニス、ゴルフ、バドミントン）をは

じめ、ストレッチ体操、トレーニングなどの運動の基礎

技術を習得することを目標として行う。

【授業計画】

川i日　２限　杉山　テニス・バドミントン

　　　　3限　寺田　バドミントン・ゴルフ

　　　　　　杉山　テニス・バドミントン

　　　　　４限

火|曜日　１限

　　　　　２限

　　　　　３限

　　　　　４限

水曜[1　1限

　　　　　２限

　　　　　3 IE

寺田　バドミントン・ゴルフ

松田　テニス・ゴルフ

松田　テニス・ゴルフ

山本　卓球・バレーボール

松田　バドミントン・ゴルフ

山本　卓球・バレーボール

門閥　テニス・バスケットボール

門閥

門閥

テニス・バスケットボール

テニス・バドミントン

　　　　　　　山本　バレーボール・'ft球

　　　　４限　門閥　テニス・バドミントン

　　　　　　　山本　バレーボール・卓球

木Ill」　２限　杉山　テニス・バドミントン

　　　　３限　山本　卓球・バレーボール

　　　　４限　山本　卓球・バレーボール

金|回目　2限　杉山　テニス・バドミントン

　　　　３限　杉山　テニス・バレーボール

　　　　４限　杉山　テニス

・第＼迦日の授業は教室にてガイダンスを行います。

・原則として、半期問に2種目を行います。（天候に

　よって種目を変更する場合があります｡）

・授業については、健康科学教育センターの掲示板を参

　照のこと。

【評価方法】

70点－（欠席回数／授業実施回数×70点）＝出席点

30点＝実技点

-

スポーツ応用
　Ｊ　　　　　　　杉山和

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　より高度なスポーツ技術の習得を目標とし、各種ス

ポーツを半期問通して行う。

【授業計画】

月曜日　２限　ゴルフ

　　　　　３限　ゴルフ

木曜日　２限　ゴルフ

金曜日　２限　バレーボール

　　　　　３限　バドミントン

　　　　　４限　バドミントン

・第１週目の授業は教室にてガイダンスを行います。

・天候によって種目を変更する場合があります。

・授業については、健康科学教育センターの掲示板を参

　照のこと。

　〔ゴルフ〕

1.ガイダンス

2.グリップ、スタンス、アドレス

３～6.アイアン練習（ショート・ミドルアイアン）

７～8.ウッド練習（１、３ウッド）

9.学外のゴルフ練習場にて練習

10～14. 総合練習

15.学外のゴルフ練習場にて練習

　〔バレーボール３

1.ガイダンス

2.ボールに慣れる、構え、動きの簾本姿勢

3.サーブの種類と打ち方

４～6.パス、トス、レシーブ、スパイク、ブロック

7～15.ゲームの進め方、ルール説明、ゲーム

　〔バドミントン〕

1.ガイダンス

２～3.ラケットワーク

4.ストローク練習（アンダーハンドを中心に）

5.ストローク練習（サイドハンドを中心に）

6.ストローク練習（オーバーヘッドを中心に）

7～15.ゲームの進め方、ルール説明、ダブルスゲーム

【評価方法】

70点－（欠席回数／授業実施回数×70点）＝出席点

30点＝実技点
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スポーツ応用 スポーツ応用
　　　　　　　　松田秀子

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　より高度なスポーツ技術の習得を目標とし、各印ス

ポーツを半期問通して行う。

【授業計画】

火曜日　１限　バドミントン

　　　　２限　バドミントン

　　　　３限　テニス

・第１週日の授業は教室にてガイダンスを行います。

・天候によって種目を変更する場合があります。

・授業については、健康科学教育センターの掲示板を参

　照のこと。

　〔バドミントン〕

1.ガイダンス

2.歴史的ゲームの追体験

3.ラケットワーク

4.ストローク練習（アンダーハンドを中心に）

5.ストローク練習（サイドハンドを中心に）

6.ストローク練習（オーバーヘッドを中心に）

7.ゲームの進め方、ルール説明

8.ダブルスゲーム（フォーメーションを中心に）

9～15.ダブルスゲーム

　〔テニス〕

1.ガイダンス

2.ボールとラケットに慣れる

3.グランドストローク（フォアハンドを中心に）

4.グランドストローク（バックハンドを中心に）

5.サービス、レシーブ

6.ボレー、スマッシュ

7.ゲームの進め方、ルール説明

8.ダブルスゲーム（フォーメーションを中心に）

9～15.ダブルスゲーム

【評価方法】

70点－（欠席回数／授業実施回数×70点）

30点=実技点

-

- 出席点

■
―

　　　　　　　　　山本啓子

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　より高度なスポーツ技術の習得を目標とし、各極ス

ポーツを半期問通して行う。

【授業計画】

火曜日　３限　バドミントン

　　　　４限　バドミントン

水曜日　３限　バドミントン

　　　　４限　バドミントン

木曜日　3 限　バドミントン

　　　　４限　バドミントン

・第１週目の授業は教室にてガイダンスを行います。

・天候によって種目を変更する場合があります。

・授業については、健康科学教育センターの掲示板を参

　照のこと。

　レくドミントン〕

1.ガイダンス

2.歴史的ゲームの追体験（シングルスゲーム）

3.ラケットワーク

4.ストローク練習（アンダーハンドを中心に）

5.ストローク練習（サイドハンドを中心に）

6.ストローク練習（オーバーヘッドを中心に）

7.ゲームの進め方、ルール説明

8.ダブルスゲーム（フォーメーションを中心に）

9～15.ダブルスゲーム

【評価方法】

70点－（欠席回数／授業実施回数×70点）=出席点

30点＝実技点
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■
Ｉ

スポーツ応用 スポーツ応用
間博

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　より高度なスポーツ技術の習得を目標とし、各種ス

ポーツを半期間通して行う。

【授業計画】

水曜目　１限　バドミントン

　　　　２限　ソフトボール

　　　　３限　サッカー

　　　　４限　サッカー

・第１週目の授業は教室にてガイダンスを行います。

・天候によって種目を変更する場合があります。

・授業については、健康科学教育センターの掲示板を参

　照のこと。

　レくドミントン〕

1.ガイダンス

２～3.ラケットワーク

4.ストローク練習（アンダーハンドを中心に）

5.ストローク練習（サイドハンドを中心に）

6.ストp ―ク練習（オーバーヘッドを中心に）

7～15.ゲームの進め方、ルール説明

　　　　ダブルスゲーム

　〔ソフトボール〕

1.ガイダンス

2.キャッチボールの基本、練習、ゲーム

3～5.バッティングの基本、練習、ゲーム

６～8.守備の基本、練習、ゲーム

9～11.リーグ戦　1

12～15.リーグ戦　２、まとめ（記録整理・レポート）

　〔サッカー〕

1.ガイダンス

2.個人技能の確認

３～5.ボールコントロールの正確性、巧みに運ぶため

　　　　の基本技術、基本技術を生かしたミニゲーム

６～7.個人技能をもとにチーム編成をし、ミニゲーム

8～10.ミニゲームのリーグ戦

11～15.リーグ戦、まとめ（記録整理・レポート）

【評価方法】

70点－（'x.席同数／授業実施回数×70点）=出席点

30点＝実技点

113 －

　　　　　　　　寺田邦昭

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　より高度なスポーツ技術の習得を目標とし、各種ス

ポーツを半期問通して行う。

【授業計画】

月曜日　３限　テニス

　　　　４限　テニス

・第１週目の授業は教室にてガイダンスを行います。

・天候によって種目を変更する場合があります。

・授業については、健康科学教育センターの掲示板を参

　照のこと。

　［テニス］

1.ガイダンス

2.ボールとラケットに慣れる

3.グランドストローク（フォアハンドを中心に）

4.グランドストローク（バックハンドを中心に）

5.サービス、レシーブ

6.ボレー、スマッシュ

7.ゲームの進め方、ルール説明

8.ダブルスゲーム（フォーメーションを中心に）

9～15.ダブルスゲーム

【評価方法】

70点－（欠席回数／授業実施回数×70点）＝出席点

30点＝実技点



スポーツ文化論
　　　　　　　　　　勝部篤美

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　スポーツが文化であることを歴史的・社会的事実から

論証し、さらにスポーツの生成・発展・衰退に関係する

諸要囚（政治・経済・産業・社会・教育・科学・宗教・

地理的環境等）について考え、現代社会におけるr人間

性復権」への道程を展望する。

【授業計画】

１。スポーツは遊びから出発する

2.スポーツは技能を追求する

3.スポーツは競争と協力の両面をもつ

4.スポーツはフェアプレイの精神によって成り立つ

5.スポーツは自己実現を志向させる

6.スポーツは舞踊とともに祭礼と結びついていた

7.スポーツには富と閑暇が関係する

8.スポーツは社会生活と関係が深い

9.スポーツには教育が関係する

10.スポーツには政治が関係する

11.スポーツには科学か関係する

12.スポーツは地理的環境に影響されることが大きい

13.スポーツには民族性が反映される

14.スポーツには商業主義がつきまとう

15.スポーツにはジャーナリズムがつきまとう

16.スポーツはガス抜き装置としての役割を果たす

17.スポーツのルールは法の体系に似た構造をもつ

18.スポーツは「強いもの」から「弱いもの」へと対象

　を拡げつつある

19.スポーツは「強いこと」から「美しいこと」へと対

　象を拡げつつある

20.スポーツは今や人間性の復権へ向って進む

21.スポーツの生成・発展・衰退の過程は、文化の場合

　と同じである

【評価方法】

　単位認定試験とレポートの成績および出席状況によっ

て評価する。

【テキスト】

　使用せず。参考図書は授業のとき指示する。

-

スポーツ文化論

■
―

　　　　　　　　　　松田秀子

１～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　スポーツが文化であることを歴史的・社会的事実から

論証し、さらにスポーツの生成・発展・衰退に関係する

諸要因（政治・経済・産業・社会・教育・科学・宗教・

地理的環境等）について考え、現代社会における「人間

性復権」への道程を展望する。

【授業計画】

1.スポーツは遊びから出発する

2.スポーツは技能を追究する

3.スポーツは競争と協力の両面をもつ

4.スポーツはフェアプレーの精神によって成り立つ

5.スポーツは自己実現を志向させる

6.スポーツ舞踊とともに祭礼と結びついていた

7.スポーツには富と閑暇が関係する

8.スポーツは社会生活と関係が深い

9.スポーツには教育が関係する

10.スポーツには政治が関係する

11.スポーツには科学が関係する

12.スポーツには地理的環境に影響されることが大きい

13.スポーツには民族性が反映される

14.スポーツには商業主義がつきまとう

15.スポーツにはジャーナリズムがつきまとう

16.スポーツはガス抜き装置としての役割を果たす

17.スポーツのルールは法の休系に似た構造をもつ

18.スポーツは「強いもの」から「弱いもの」へと対象

　を拡げつつある

胞　スポーツは「強いこと」から「美しいこと」へと対

　象を拡げつつある

20.スポーツは今や人問性の復権へ向って進む

21.スポーツの生成・発展・衰退の過程は、文化の場面

　と同じである

【評価方法】

出席状況とレポートによって評価する。

【テキスト】

使用せず。

必要に応じて参考資料を配付し。参考書籍を指示する。

Ｈ４－
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コミュニケーション入門
　　植村勝彦　松本青也　藤井正志

オムニバス　１年　前期　必修　２単位

心とコミュニケーション
　　　　　　　江口昇勇

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

個人は意識の中心にある自我を軸とした人格と無意識にある

もうひとつの人格との、両者のバランスを生きることになる。

また、人と人とのコミュニケーションの歪みが個人の病理を

生じさせることが今日、明らかになってきており、そうした対

人コミュニケーションのあり方も含めた、心の不思議につい

て述べていきたい。

【授業計画】

1）哨己探求jは臨床心理学の基礎であり、最終目標で

ある、2）エゴグラムによる自己理解;現実自己と５本柱の

説明と各種パターンの説明、３）エゴグラムによる自己理

解;理想自己と現実自己という視点からの比較、ペルソナ

と他者評価の差から見る人問関係の不思議、4）精神分析

の基本的考え方(I）;無意識の存在、局所論、三層説、

防衛機制、5）精神分析の基本的考え方（II）;力動論、

適応論、発達と固着、6 ）Projectionを体験的に味わう

( I ）;バウムテストに投影するもの（解説を理解する前後で

試行）、7 )Proiectionを体験的に味わう（II）:Ｆ-Ｃ-Ｃ-Ｄに

より家族力動を実際に探索してみる、８）イメージ療法を体

験する;感受性訓練の一環としてのイメージ体験、球体アク

ティブ・イマジネーション体験、体験を意識化することの大

切さ、9）心理療法の実際；事例を通しての人間理解の視

点、10）心理療法からコミュニティへ；スクールカウンセラー

の体験、虐待へのコミュニティ・アプローチ、11）心理療法

からコミュニティへ；学校、児竜相談所、家庭裁判所、福

祉施設等、現場でのスーパービジョンから分かること、12）

現在社会における臨床家の役割；時代の要請の巾で自分

の臨床活動を組み立てる、13）自我の野心と魂の野心

【評価方法】

基本的には授業中に与える課題レポートによって評価する。

その他、講義中、その後での質問やE-mail等での質問、

コメントも評価に加える場合もある。

【テキスト】

必要な資料を授業中に配布する。

【参考文献・資料】

なし。

115 －

【授業の概要】

　（概要）コミュニケーション学部の教育について、コ

ミュニケーション心理、ビジネスコミュニケーション、

言語コミュニケーションの３領域からの学習の動機づけ

をオムニバス方式で行う。★（オムニバス方式）★（植

村勝彦教授）コミュニケーションの問題を心理学の立場

からの理解の仕方を紹介する。中でも対人コミュニケー

ションについて、その理論を現実社会の問題とからめて

取ヒげる。★（松本青也兼担教授）言語や文化の異なる

もの同士が相互に伝達を図り、交流しようとする場合に

生じる様々な問題について、言語特有の発想や文化のも

つ(lUifiS観、更に言語教育・政策までを比較対照しながら

考察する。★（藤井正志兼担教授）コミュニケーション

の問題について、現実的なビジネスの立場に立って、効

果的なコミュニケーションの在り方を考察する。

【授業計画】

第１講　導入

第２講　ありのままを知らせるコミュニケーション：自

　　　　己開示

第３講　自分を演出するコミュニケーション：自己呈示

第４講　対人交渉のコミュニケーション：要請と承諾

第５講　非言語コミュニケーション：ボディー・ラン

　　　　グージ

第６講　言語と思考

第７講　言語と社会

第8講　言語と教育

第9講　言語と文化

第im　職場の活件化とコミュニケーション

第11講　職場における人材教育とコミュニケーション

第12講　企業経営のコンセプトの変化とコミュニケー

　　　　ション

第13,i　国際ビジネスの場におけるコミュニケーション

【評価方法】

出席状況と巾位認定試験の成績により総合的に評価する。

【テキスト】

コミュニケーション学人門一心理・言語・ビジネスー

(植村勝彦・松本青也・藤井正志着　ナカニシヤ出版)

-



言葉とコミュニケーション
　　　　　　張勤

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

人問のコミュニケーションの手段は様々あるが、本講義

では言葉によるコミュニケーションにスポットライトを

あて、特に言語行為の視点から言葉とコミュニケーショ

ンの複雑な関係を整理し、言葉のコミュニケーションに

おける役割を考える。

【授業計画】

第１回言語行為とコミュニケーション

第２回言語行為の主観性

第３回言語行為への名付け

第４回言語行為の明示性と非明示性

第５回適切性条件

第６回言語行為分類

第７回言語行為象徴形成

第８回会話の原理

第９回丁寧さの原則

第10回談話分析

第11回日本語・中国語・英語の比較（１）

第12回日本語・中国語・英語の比較（２）

【評価方法】

　出席状況とレポートの成績によって総合的に評価する。

【テキスト】

『比較言語行為論』帳勤著　好文出版。

【参考文献・資料】

　講義巾に指示する。

-

ビジネスとコミュニケーション

　　　　　　浅井敬一朗

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

日本企業の海外戦略の方向性をケーススタディーを通し

て学習。その巾でビジネス交渉に関するキーポイントを

解説し、生きたコミュニケーション術を考察する。

【授業計画】

　第１回

　第２～３回

　第４～７回

　第8～lOlnl

　第11～13回

　第14回

ガイダンス

株式会社のガバナンス

日本企業の国際化とその問題点

IT化か企業に与える影響

企業と社会のコミュニケーション

まとめ

【評価方法】

　レポートおよび定期試験によって評価する

【テキスト】

　特に指定しない

【参考文献・資料】

いま、なぜビジネスコミュニケーションか（宮智宗じ著

　アルク新書）

アジアからの視線（今田高俊・園出茂人編著　束京大学

出版会）

国際経営一新版一（吉原英樹著　有斐閣アルマ）

116 －
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コンピュータ入門 コンピユｔ夕応用
　　坂本剛　出口智子

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

コンピュータの初心者を対象にWindowsの基本操作、

ワープロソフトの操作、並びにインターネットの使用法

について学習する。授業のゴールは２つで、（１）レ

ポートをワープロで作成できるようになること、（2）

メールを使ってのコミュニケーションができること、で

ある。

【授業計画】

　第１回　Windowsの基本操作(1）

　第２回　Windowsの基本操作（2）

　第３回　ワープロソフトの操作（1)

　第41川　ワープロソフトの操作(2）

　第５回　ワープロソフトの操作(3）

　第６回　メールの使い方（１）

　第７回　メールの使い方（２）

　第8回　ブラウザ使川法

　第９回　ブラウザの活川

　第10回　表の作成

　第111"!　I刺の作成

　第12同　その他のアプリケーションの操作法

　第13回　補足とまとめ

【評価方法】

　出席、課題、レポートなどの総合評価による。

【テキスト】

未定

-

　　松尾貴司　吉崎一人

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　データ集計、整理、分析を行うために不可欠な道具で

ある表計算ソフトの基本的操作方法を習得する。

【授業計画】

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

授業ガイダンス、ＷＯＲＤ操作の確認

ＥＸＣＥＬの雌本操作（１）データの人力・編集、

ＥＸＣＥＬの基本操作（２）印刷、グラフ作成

計算

データ集計の基礎(1）調査紙からデータベースヘ

データ集計の基礎（2）ＥＸＣＥＬを使った集計

調査データの整理口）ＤＡＴＡＢＡＳＥ関数

調査データの整理（２）ピボットテーブル

調査データの整理（３）データの加工

調査データの整理（4）集計結果の提示

レポート作成（1）科学レポートのためのグラフ

レポート作成（２）ＷＯＲＤとＥＸＣＥＬの連携

模擬試験

【評価方法】

　出席、レポートの提出、並びに期末試験の総合評価に

よる。

【テキスト】

　未定
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プレゼンテーション 異文化トレーニング
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　　　　　　　　　　　近藤祐一

集中　2・3年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　松田照美

2・3年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　異なる文化背景を持つ人々がともに生活し、問題を解

決するためにどのような知識・態度をもちながらコミュ

ニケーションを収るべきかについて、ロールプレイや

シュミレーションを川い分析・考察する。

【授業計画】

異文化コミュニケーションとは

　授業の概要・授業の進め方について

どう言えば…

　言語メッセージとコミュニケーション

黙って座ればぴしゃりとあたる

　非言語メッセージとコミュニケーション

あばたもえくぼ

　知覚

私の大服なもの

　価値観とコミュニケーションー１

　｢水戸黄門｣の謎

　価値観とコミュニケーションー２

あなたって回りくどい！

　文化と思考方法

私はだれ？

　ステレオタイプ

あなたは男だから…

　共文化

もう昔の私には戻れない.…

　異文化コミュニケーションと自己変化

【評価方法】

　授業の特質上、出席状況および授業への参加度に重き

を置く。また、ジャーナルおよび最終レポートを課す。

【テキスト】

　関連する資料を適宜授業巾に配布する。

118 －

【授業の概要】

　一般社会人として、コミュニケーションを円滑に行な

うに必要な対人接遇の在り方について、電話による応待、

面談の効果的な什方、文書による衣現などについて学習

する。

【授業計画】

　第１回　　プレゼンテーションを学ぶにあたって

　第２回　　ノンバーバル・コミュニケーション

　第３回　　効果的な言語表現（１）

　第４回　　効果的な言語表現（２）

　第５回　　電話によるコミュニケーションの特性

　第６回　　ビジネス電話における自己表現

　第７回　　文書による表現技法

　第８回　　文書による表現

　第９回　　対人接遇の基礎一印象管理一

　第10回　　対人接遇の基礎－ビジネスマナー－

　第11回　　而接でのプレゼンテーションー先人印象－

　第12回　　面接でのプレゼンテーションー自己PR－

　第13回　　ビジネスプレゼンテーション

【評価方法】

　出席状況・平常点・課題などによって総合的に評価す

る。

【テキスト】

　プレゼンテーション（金子昭・一橋出版）

【参考文献・資料】

　社会人のパスポート増浦版(束福賢監修　嵯峨野書

院)
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TOEFL ・TOEIC トレーニングＩ TOEFL ・TOEIC トレーニングＩ
ﾃﾞｨﾋﾟﾂF･c,ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮﾅｻﾝ■E,Pﾝｸﾞﾊﾘｰ･T,ﾉﾘｽｼﾞｮｱﾝ■M,ｳﾂFﾏﾝ

　　　　　　　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･A. yﾖﾘｰ鉢肛野口苔

　　　　　1 ・2年　前・後期　選択　２単位

ﾃﾞｨﾋﾟﾂF･C.ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮﾅｻﾝ･E.Pﾝｸﾞﾊ')-■].ﾉﾘｽｼﾞｮｱﾝ･M,ｳﾂ■ﾏﾝ

　　　　　　　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ■A,ｼﾞｮﾘｰ鉢81野口賢

　　　　　1 ・2年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（１）

高佼時代の英語学習単位数、ネイティブの授業経験の有無、

英語の学力等の点からみて、英語の聞き取り及び表現の基

礎的能力のトレーニングを必要とする者を対象とする。授業

では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験を目標として、各自の

学習歴及び学力によりクラス編成を行い、キメ細かい学習指

導を行い、英語の基礎的運用能力を強化する。

TOEFL　means "Test　Of　Englishas　ａ Foreign
Language" ・

Students who have never done ａTOEFL test or who

have ａ score of less than 345 should consider doing

this course.

This is an introductory level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test-like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

　1. Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks (short lectures）

2. Structure and written expression (grammar）

　　　A. Structure

　　　B. Written ｅχpression

3. Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented willbe

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL 1（1）will be based on the

students attendance, participation, classwork and
homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（１）

高校時代の英語学習単位数、ネイティブの授業経験の有無、

英語の学力等の点からみて、英語の聞き取り及び表現の基

礎的能力のトレーニングを必要とする軒を対象とする。授業

では、TOEFLやＴｏＥＩｃなどの試験を目標として、各自の

学習歴及び学力によりクラス編成を行い、キメ維|かい学習指

導を行い、英語の基礎的運用能力を強化する。

TOEIC means "Test Of English for International

Communication" .

This is an introductory level course for preparation

for the TOEIC test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEIC test. TOEIC test-like

eχercises will be used to accustom the students to the

type of questions toｅχpectin the TOEIC test.

Students who have never done ａ TOEIC test or who

have ａ score of less than 250 should consider doing

this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A. Listening comprehension

　　　1. Sentences about photographs.

　　　2. Questions /responses

　　　3. Dialogues

　　　4. Short talks

B. Reading comprehension

　　　5. Sentence completion

　　　6. Error identification

　　　7. Short passages

【ＳＣｈｅｄＵｌｅ】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC 1（1）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングＨ
ﾃﾞ-(f*･c.ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮﾅｻﾝ･Eｼｸﾞ叫･T. ni Hｱﾝ･M, 外ﾏﾝｼﾞｪｰﾑｽ･A,ｼﾞか

　　　　　　　　沁ﾙ■A.ﾗｲﾝﾂﾏﾃﾞｨﾋﾟﾀ･p. ﾚヴｨｱﾗﾝ･ﾃﾞｰヴｨｽ駄肛

1・２年 前・後期　選択　２単位

TOEFL ・TOEIC
ト
レーニングII

ﾃﾞｨﾋﾟｆ･c,ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮﾅｻﾝ･E.ﾛｸﾞ八卜･].m ｼﾞMﾝ･M.ｳ抑ﾝｼﾞI-ﾑｽ･A,ｼﾞか

　　　　　　　　　ｼ悩し･A,ﾗｲﾝﾂﾏﾃﾞｨﾋﾟ*･■?.しｶﾞｲｱﾗﾝ･ﾃﾞづｲｽ財哲至

1・2年 前・後期　選択　２単位
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【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（２）

TOEFL ・TOEIC などの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬ　500点、TOEIC　640点などを到違

「I標として演習を行い、英語の総合運川能力を強化し、英

諸能力測定試験スコアの向上を目指す｡。

This is ａ basic level course for preparation for the

TOEIC test.It will give step by step strategies and

skillsto improve performance on each of the seven

sectionsof the TOEIC test.TOEIC test"likeexercises

will be used to accustom the students to the type of

questions to expect in the TOEIC test.

Students who have completed TOEIC　ｌ or have ａ

TOEIC score of less than 300 should consider doing

this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A. Listening comprehension

　　　1. Sentences about photographs.

　　　2. Questions / responses

　　　3. Dialogues

　　　4. Short talks

B. Reading comprehension

　　　5. Sentence completion.

　　　6. Error identification

　　　7. Short passages

【SChedUle】

The order in which material willbe presented willbe

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment]

Assessment for TOEIC II（2) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（２）

TOEFL ・TOEIC などの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　５００点、TOEIC　640点などを到達

目標として演習を行い、英語の総介運川能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を口指す。

TOEFL　means “Test　Of　English as　ａ Foreign

Language'≒

Students who have completed TOEFL ｌ or who have

ａ score of less than 370 should consider doing this

course.

This is ａ basic level course for preparation for the

TOEFL test.It will give step by step strategies and

skillsto improve performance on each of the seven

sectionsof the TOEFL test.TOEFL test-likeexercises

will be used to accustom the students to the type of

questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 . Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks（shortlectures）

2 . Structure and writtenｅχpression(grammar）

　　　A. Structure

　　　B. Written ｅχpression

3. Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL II（2）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一 般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-
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TOEFL ・TOEIC トレーニングⅢ TOEFL ・TOEIC トレーニングｔｹﾞ
ジョアン･M.ウッドマン　ジェームズ■ A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　　アラン・デーヴィス

　　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリ÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　アラン・デーヴィス

　　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（3）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、キメ細かい学習指導を行い、英語の運用能

力を強化し、英語能力測定試験への受験意欲の向上を目

指し、TOEFL ・ TOEIC トレーニングIVの授業につなげる。

This is ａ high －beginner course for the TOEIC test.

TOEIC test －like eχerciseswill be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This willin turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or II ，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability.

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions / responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　b.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【ＳＣｈｅｄＵｌｅ】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement ofthe students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC in（3) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

121 ―

【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（3）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、キメ細iかい学習指導を行い、莫語の運川能

力を強化しレ僥語能力測定試験への受験意欲の向上を目

指し、TOEFL ・ＴｏＥＩｃトレーニングIVの授業につなげる。

Students who have completed TOEFL

have ａ score of more than 370 should

this course.

I or II . or who

consider doing

This is a high-beginner level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test"like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability.

1 . Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks（shortlectures）

2. Structure and writtenｅχpression(grammar)

　　　A. Structure

　　　B. Written expression

3. Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL Ill（3) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

一



EFL・TOEICトレーニングIV
ジョアン・Ｍ　ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

ToEFL（4）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの災語能力洲定試験を利川すること

により、各自の英証能力を客観的に把捉させ、そこから白iﾓ

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　550点、TOEIC　720点などを到達

目標として演習を行い、低語の総合運川能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向|こを目指す。

Students who have completed TOEFL ｌor II，or who

have ａscore of more than 370 should consider doing

this course.

This　is　a　pre　' intermediate　level course　for

preparation for the TOEFL test.It will give step by

step strategies and skillsto improve performance on

each of the seven sectionsof the TOEFL test.TOEFL

test －like exercises will be used to accustom the

students to the type of questions to expect in the

TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability.

1.Listening comprehension

　　　A.Shortconversations

　　　B.Longconversations

　　　C.Talks(shortlectures)

2.Structure and writtenｅχpression(grammar)

　　　A.Structure

　　　B.Writtenexpression

3.Reading comprehension

　　　A.Readingcomprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

Judgement ofthe students needs.

【Assessment】
Aaaessment for TOEFL IV（4 ）willbe based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT:一般に英語の授業を履修することで、

TOEFLのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

TOEFL ・TOEIC トレーニングIV
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・Aジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（4）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の僥語能力を客観的に把握させ、そこから自上

的な処語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬ　550点、TOEIC　720;以などを到達

目標として演習を行いレ僥語の総合運川能力を強化し、英

語能力洲定試験スコアの向」こを目指す。

This

test.

is a pre ■intermediate course for the TOEIC

TOEIC test -like exercises will be used to

accustom the students to the type of questions to

expect in the TOEIC test. This course aims to develop

the students general English ability.This will in turn

produce an improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or H ，or

have ａＴＯＥＩＣ･score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability.

A.Listening comprehension

　　1 .Sentences about photographs.

　　2 .Questions / responses

　　3 .Dialogues

　　4 .Short talks

B.Reading comprehension

　　5.Sentence completion

　　6. Error identification

　　7 .Short passages

[Schedule】

The order in which material willbe presented willbe

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC IV（4）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

¶ＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングＶ TOEFL ・TOEIC トレーニングＶ
　　ジョアン・M.ウッドマン

　　ジェームズ・A.ジョリー

２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

ＴｏＥＦＬ（5）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

より自主的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFLやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、学力差に対応したキメ細かい学習指導を行

い、英語の運用能力を強化し、英語能力洲定試験への受

験意欲の向上を目指し、TOEFL ・TOEIC トレーニングVI

の授業につなげる。

Students who have completed TOEFL ｌ or n ，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This is an intermediate level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test －like

exercises will be used to accvistora the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability.

1 .Listening comprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Long conversations

　　　C.Talks (short lectures）

2.Structure and written ｅχpression（grammar）

　　　A.Structure

　　　B.Written ｅχpression

3.Reading comprehension

　　　A.Reading comprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL Ｖ（5）be will based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

　　ジョアン・Mウッドマン

　　ジェームズ・A.ジョリニ

２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（５）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

より自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、学力差に対応したキメ細かい学習指導を行

い。英語の運用能力を強化し、英語能力測定試験への受

験意欲の向上を目指し、TOEFL ・ＴｏＥＩｃトレーニングVI

の授業につなげる。

This is an intermediate course for the TOEIC test.

TOEIC test －like exercises will be used to accustom

the students to the type of questions to ｅχpectin the

TOEIC test. This course aims to develop the students

general English ability. This will in turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or II ，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions / responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented willbe

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC V（5 ) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

123 －



TOEFL ・TOEIC トレーニングVI
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　２～４年　前・後期　選択　２単位

EFL・TOEICトレーニングVI
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（６）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自!･

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　m)‰TOEIC　860点などを到辻

目標として演習を行い、英語の総合運川能力を強化し、!)i

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

This is an advanced course for the TOEIC test.

TOEIC test －like eχerciseswill be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This willin turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or H ，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability.

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions /responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【SChedUle】

The order in which material will be presented willbe

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC VI( 6 ）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Content】

ＴｏＥＦＬ(6)

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の僥語能力を客観的に把梶させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　６００点、TOEIC　860点などを到達

[]標として演習を行い、英語の総合運川能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を日指す。

Students who have completed TOEFL ｌ or 11,or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This is an advanced level course for preparation for

the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sectionsof the TOEFT. test.TOEFL test －like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1.Listening comprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Longconversations

　　　C.Talks（shortlectures）

2.Structure and writtenｅχpression（grammar)

　　　A.Structure

　　　B.Writtenｅχpression

3.Reading comprehension

　　　A.Readingcomprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented willbe

determined by each instructor according to their

Judgement ofthe students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL VI（6 ）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

TOEFLのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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異文化コミュニケーション
　　　　　　　　高井次郎

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　異文化の相手との相互作用を円滑に運ぶために必要な

知識、態度および対人行動技術について、言語および非

言語行動を中心に考察する。日本的対人行動パターンの

自覚を通じて、異文化コミュニケーションの障壁となり

得る要因を考察する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

コミュニケーションの定義

文化とコミュニケーション

言語コミュニケーション

非言語コミュニケーション

対人認知

ステレオタイプ

７。人種偏見

8.人種差別

9｡

10.

11.

12.

13.

異文化問能力

異文化問トレーニング

コミュニケーション研究

コミュニケーション理論

期末試験

【評価方法】

　出席および期末試験をもって成績の評価を実施する。

【テキスト】

　未定一授業巾に指示する。
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国際交流論
　　　　　　　榎田勝利

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

経済大国となった日本は、国際社会の有力な一員として

責任ある行動をとることが求められる。近年の「国際

化」に伴い、政治、経済、学術、芸術、スポーツなどの

分野でも、盛んに国際交流が行われているが、果たして

真の交流が実現しているのだろうか。主に口本に滞在す

る多くの外国人との異文化接触を通しての関際交流のあ

りかたについて論ずる。

【授業計画】

講義と各学生によるレポート発表により授業を展開する。

1）ガイダンス、国際交流に関連する用語解説

2）国際交流の定義

3）戦後の国際交流の軌跡

4）I」本の国際交流の現状と課題

　　・多様化、複雑化する国際交流

　　・自治体主導の地域の国際化

　　・民間非営利活動の社会的認知

５）ＮＧＯとボランティア

　　巾連組織とNGO

　　・国際ボランティア

6）交流相手から腿た国際交流

7）国際交流活動を担う専門的な人材育成

　　・プログラム・オフィサーに求められる能力

8）多文化共生社会と多文化共生能力

　　・多文化共生社会とは

　　・求められる多文化共生能力

9）よりよい地球市民社会の形成を目指して

【評価方法】

課題研究レポートおよび平常点にて評価する。

【テキスト】

国際交流人門（榎出勝利監修　アルク）



メディア論
　　　　　　　　遠藤雄久

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本構の｢I的は、マルチメディア峙代といわれる現代の

メディア状況をよりよくとらえるために、歴史社会的祝

点に立ってメディアと人間・社会の関わり方を振り返っ

て見ようというものである。ﾄ九lit紀後半に出現した電

信、電話から始めテレビジョンそしてパーソナルコン

ピュータに至る電子メディアの発展の過程を、人問や社

会がどのようにメディアをデザインしてきたかという観

点からたどっていく。

【授業計画】

　第１回　　総論

　第２回　　新聞の誕生と発展

　第３回　　新闘ジャーナリズム

　第４回　　電信と電話の発明

　第５同　　ラジオ放送の開始

　第６回　　写真技術の開発

　第７回　　映画の誕生

　第8 回　　ハリウッド映画と観客

　第９回　　映画ソフトの多様化

　第10回　　テレビ放送の誕生と発展

　第11回　　デジタル放送

　第12回　　メディアの境界領域

　第13回　　まとめ

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績を総合判断する

【参考文献・資料】

　授業中に指示する。

-

国際関係論
　　　　　　　　明石陽至

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講座は国際関係論人門科目である。多様な国際関係

を|川家・民族の利ft・戦略が交錯する田際社会の動きや

構造を外交・国力・経済など視点から国際関係理論と什

組を体系的に解き明す。

【授業計画】

　第１講

　第２講

　第３～４講

　第５～６講

　第７～８講

　第9～10馳

　第u講

　第12講

国際関係論のアプローチ

国家と国際体系

国家の能力と彫響力

外交政策の決定

外交政策の手段

各国の外交

国際平和の維持

南北問題・国際平和へのアプローチ

【評価方法】

　出席状況と試験の成績、クラスでの討論の積極的参加

等を総合的に評価する。欠席回数は３回を限度とし、そ

れ以ﾋ欠席した学生を単位収得失格とする。

【テキスト】

新剛際関係論（花井等苫　束洋経済新報社）
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異文化教育論 比較教養論
　　　　　　　　渡辺かよ子

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　言語を中心とする「教養」に関する各国の思想史を概

説し、国際化・高齢化・情報化の進展の中で今後の自己

教育としての「教養」の在り方、普遍的教養の有無、コ

ミュニケーションの基礎としての「教養」の問題を論じ

る。

【授業計画】

１：古代ギリシャ時代の教養と人問観

２：中国の伝統的教養と人間観

３：インドの伝統的教養と人間観

４：キリスト教の人間観と教養

５：西洋近代思想の人間観と教養

６：近現代日木の修善論と教養論

７：教養とコミュニケーション

【評価方法】

平常レポートと討議

【テキスト】

使川せず(資料配布)

【参考文献・資料】

教養とヒューマニズム（村瀬裕也　白石書店）

ディスタンクシオン（ブルデュー　藤原書店）

新しい教養を拓く（筒井清忠編　岩波ブックレット）

知と教養の文明学（梅棹忠夫他編　中央公論社）

東洋と西洋（レーヅイット　未来社）

芙徳なき時代（マッキンタイア　みすず書房）

知の文化と型の文化（鹿毛誠一　創文社）
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　　　　　　　　霜田一敏

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　口本においても国際化が進展し、さまざまな国の人た

ちが急速に増大している。私たちは益々異なった文化と

言語を持った人たちと共存して生きていかなければなら

ない。［止界の人々との平和的な交流を図る上で、異文化

理解はこれからの教育の重要な問題である。この問題を

国際理解教育の観点から具体的に論究する。

【授業計画】

　異文化とは何かを自らが体験した佃人内異文化状況を

もとに下記の項目で学生参加で行う。

1.大学生活の異文化状況一中高との対比－

2.一一人暮らしの異文化状況

3.方言と風習の違い

4.地域生活の違い

5.アルバイトの世界の異文化状況

6. Ill代問・家族開の異文化状況

7.いじめの世界・ひきこもりの世界、障害者の世界

8.インターネットの世界（メールや携帯電話の姿が見

　えないl旦界）

【評価方法】

　毎川行うミニテストと授業への参加度、期末の定期テ

ストで総合的に評価する。

【テキスト】

　使用しない。その祁度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。

-



比較文化論Ｉ（日・米）
　　　　　　　　松本青也

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　集団が共ｲfする価値観や規範の体系としての文化につ

いて、日本とアメリカを比較対照して、それぞれの文化

の特質を浮き彫りにするとともに、異文化理解を深める

方法についても考察する。

【授業計画】

　アメリカのテレビ番組や新聞雑誌の分析を加えながら

講義と意見交換で進行するこの授業は、いわば自国文化

に縛られた自分の姿を映し出す鏡。覗いてみると、もっ

と自山で仲びやかな生き方が目の前に広がります。

1.文化論

２～9.文化変形規則(ＣＴＲ)

10.システムとしてのCTR

11.研究対象としてのCTR

12.日本語の衝突とCTR

13. CTRと学校英語教育

14.これからの[l米文化

【評価方法】

　レポート、学習態度、出席状況による総合評価

【テキスト】

　日米文化の特質（松本青也　研究社）

-

比較文化論II（日・欧）
　　トマー・トドロヴィック

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　西ヨーロッパの主な諸国（フランス、イギリス、ドイ

ツ、イタリア、スペイン）と目本におけるさまざまな文

化様相の状況と問題点に関する最近のデータを利川して

比較を行ない、ヨーロッパ文化への理解と関心を深める。

【授業計画】

1）生活様式と生活枠

2）人目問題

3）消費社会文化

4）暴力、犯罪といじめの問題

５）ヨーロッパの匂いと味、しぐさと音

6）家族制度

7）フランス人の結婚

8）1=1山時間

9）教育制度

10)メディア

11）環境問題

12）地域文化

【評価方法】

テストによる評価する。

【テキスト】

使川せず。
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比較文化論Ⅲ（日・ アジア）

　　　　　　　　　　馮富柴　尹大辰

オムニバス　２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　（概要）アジア諸国の中でも、特に日木と深い関りのある中

国と韓国を収川こげ、歴史認識や政治までを含めた広範囲

な文化を日本と比較する。

　（オムニバス方式）

　（馮富栄兼批助教授）日本と中国の文化・習慣の違いに

ついて説明する。主として、両国の食文化、風俗習慣・建

築文化、漢字の文化、交流文化及びお茶とお酒の文化など

をテーマにし、講義し、比較する。

　けF大辰兼任講師）「「I韓両国の歴史認識への接近」を

テーマに韓国近代史に焦点をあて、まず自らを点検し、共有

するぼ史認識の確立をめざし、今後のあるべき姿を模索して

いこうとするものである。

【授業計画】

　この授業は、学生のアジア諸国に対する真の理解を深める

ことを目的としているので、巾国や韓国の文化習慣を多而的

に紹介する。授業は、具体的に以下の内容を中心に展開し

ていく予定である。

1

2

3

4

5

6

７。

8.

9.

10.

2

3

巾国文:化の原点である“天人介一”について

fillT-年の歴史を持つ中国の漢字文化

世界でも人変評判になっている中国の食文化

中国の祝日と風俗習慣

中国の古祁の紹介

中国の文化習慣がいかにして中国人の日本語学習に影

絆を及ぼすか

中国に関する全体的なまとめ

日本と朝鮮半島との文化交流

々
　
り

(占代)

(中lit)

(近代)

刺鮮｀|そ島の自然と文化・風･I:

韓国の家族制度と姓■本員

韓国の社会生活から昆た文化比較

【評価方法】

　レポート及び平目の出席状況などを考えて、総合的に判

断する。

【テキスト】

　自作教材

【参考文献・資料】

　金両Jぷ監修図説「韓国のぽ史」河川,i㈲新杜

-

比較文化論IV（日・中東）
　　　　　　　　　　　岡真理

集中　２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　アラビア語という言語の問題、その歴史言語学的性格

とHご会言語学的特徴r小説」という近代的認識の枠組

みの問題、そして主体としての民族あるいは女性とその

表象の問題等を主要なテーマとし考察する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

「文化」とはいかなるものか。

「巾東」とはいかなる概念か。

アラビア語とはいかなる言語か。

イスラーム世界とはいかなる世界か。

オリエンタリズムとは何か。

パレスチナ問題とは何か。

民族とジェンダーについて。

パレスチナ人女性は語ることができるか。

【評価方法】

出席状況およびレポート（または試験）によって評価す

る。

【参考文献・資料】

オリエンタリズム（エドワード・サイード　平凡社ライ

ブラリー）

文化と帝国主義（エドワード・サイード　みすず書房）

イスラム報道（エドワード・サイード　みすずライブラ

リー）

ペンと剣（エドワード・サイード　グレイン）

その他、授業巾に適宜、指示する。
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レポート作成法
植村勝彦　江口昇勇

一

二宮昭　森久美子

一
後期　必修　２単位

【授業の概要】

専門の講義科目、研究法演習科口の開始とともに、レ

ポートを作成する機会がきわめて多くなる。最終目標の

卒業論文作成のためにも、これは必須のスキルであり、

テーマの設定、資料の検索・収集、論理の構成、文章衣

現、図表の作成などの要点を講義と実践によって学習す

る。

【授業計画】

全体構想として、授業４コマ分を１セッションとし、３

セッションの課題と冬休みの宿題から講義を組み立てる。

１回目はオリエンテーションとして「レポート作成と

は」と題して講義を行い、同時にグループ分け等を行う。

２回～51百Iは課題図書r子どもの虐待1 (岩波ブック

レット）を熟読吟味した上で、指定された視点からの討

論を行い、それを記録に残し、最終的には客観性の高い

まとめに仕上げるまで推敲する作業を行う。６回～９回

は実験法のレポートであり、ミュラー・リヤーの錯視実

験を行い、そのデータに基づきレポートを作成する。10

回～13回は、信号無視行動というテーマを設定し、そう

した行動が起こる原理をあれこれ仮説を立ててみる。次

にそれらの仮説を実証するための方法論を組み立て、実

際に観察を実施して、結果を考察するまでのレポート作

成を行う。なお冬休みは課題として、回･どもの生活実

態についてのインタビュー・レポート」を作成すること

になっている。

【評価方法】

評価は、出1席およびレポートの提出に基づいて行う。

【テキスト】

子どもの虐待－その権利が虐待されるときー（森田ゆり

著　1995　岩波ブックレット　No. 385）

その他の使川教材は、授業巾に指示する

【参考文献・資料】

大学生と大学院生のためのレポート・論文の書き方(7^-

田建正著　1997　ナカニシヤ出版)

-

英語論文講読入門Ｉ
　　キース・イーズリー

１年　前期　必修　２単位

【Course Content】

英謡読解の堵礎を養成する。コンピュータ活川、イン

ターネット活川においても、また、３年次以降の研究論

文の講読においても、英語読解能力は不可欠であり、こ

の能力の仙人差を無くすように、和解度をチェックしな

がら坊礎トレーニングを行う。

【Schedule】

In　the　first semester the　course　will　focus on

psychology-related vocabulary, techniques of reading,

asking as well as answering key questions, and

showing understanding through summarising short

passages of academic teχt.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa･

tion,coursework and regular classreading tests.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

None.
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英語論文講読入門Ｉ
ベヴァリー･ F. M.カレン

　　１年　前期　必修　２単位

【Course Content】

英語読解の基礎を養成する。コンピュータ活用、イン

ターネット活川においても、また、３年次以降の研究論

文の講読においても、英語読解能力は不可欠であり、こ

の能力の佃人差を無くすように、理解度をチェックしな

がら基礎トレーニングを行う。

【Schedule】

The course will begin with an introduction to the

language and register usually found in academic

reading.　Using　paragraphs, and　later, longer

passages, the basic skillsof accurate understanding

and rephrasing will be practised using a variety of

academic reading material in English, of interest to

the students.

【Assessment】

Assessment willbe ongoing and based on attendance,

eff)rt, and ability.Short reading tests to check

progress willbe conducted in class.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No teχtbook is required.

-

英語論文講読入門Ｉ
ディビッド・c.ダイカス

　１年　前期　必修　２単位

【Course Content】
Academic　reading　involves　ａ　knowledge　of the

common patterns used in different types of academic

writing. It is ａ specialized type of writing and

requires　specialized　knowledge. In　this　course

students will read short texts and articles that

exemplify the basic structure and style common to

academic　reading.　Efforts　will　be　made　to　use

materials that match the students' major area of

study （i.e.selections from psychology teχts）.Vocabu-

lary development will be an important part of the

course, as　well as　timed　reading　using　SRA

specialized reading materials.

【Schedule】

The type of material and order in which they are

studied will be determined after an initialgeneral

reading level test.

【Assessment】

Assessment will be based on １ ）attendance and the

quality of work done in class, 2 ）regular quizzes, and

3）a finalｅχamination.

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

To be announced
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英語論文講読入門II

【Course Content】

　　キース・イーズリー

１年　後期　必修　２単位

講読人門１に続いて、平易な科学論文の講読を通して、

学生個々の英語読解能力の向｣こに努める。語彙の習得、

重嬰な語句・文の構造に対する理解を深めながら授業を

進める。

【Schedule]

In the second semester longer passages will be used

to further develop vocabulary and comprehension

skills.Knowledge of the subject area will be deepened

and critical/comparativeskillswillbe emphasised.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa-

tion,coursework and regular classreading tests.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

None.

-

英語論文講読入門II
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ベヴァリー・F. M.カレン

　　１年　後期　必修　２単位

【Course Content】

講読人門１に続いて、平易な科学論文の講読を通して、

学生個々の英語読解能力の向Ｌに努める。語彙の習得、

重要な語句・文の構造に対する理解を深めながら授業を

進める。

【Schedule】

The course will continue to increase the length and

level of difficulty in ａ selection of academic reading

material. Focussing on scholarly teχts,students will

practice reading to recognize essential words and

phrases and deepen their understanding･

【Assessment]

Student assessment will be ongoing, and based on

attendance, effort，and ability.Reading tests to check

progress will be conducted throughout the course.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No teχtbook is required
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英語論文講読入門II 英語論文講読Ｉ
坂田陽子　杉本助男　新美明夫　西出隆紀

　　　　　　　　２年　前期　必修　２単位

ディビッド・c. ダイカス

　１年　後期　必修　２単位

【Course Content】

In　the　second　semester　the　emphases　on　the

specialized aspects of academic will be continued. In

this course students will continue to read short teχts

and articles that ｅχemplify the basic structure and

style common to academic reading. Efforts will be

made to use materials that match the students' major

area of study （i.e.selections from psychology teχts）.

Vocabulary development will be an important part of

the course. as well as timed reading using SRA

specialized reading materials.

【Schedule】

The type of material and order in which they are

studied will be determined after consideration of the

students' progress in the first semester of the course.

【Assessment】

Assessment will be based on ｌ ）attendance and the

quality of work done in class. 2 ) regular quizzes, and

3)a final ｅχamination.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced

-

【授業の概要】

　３年生以降の専門教育を受けるのに必要な英語読解力

の基礎を養成することをめざす。心理学を中心とするや

さしい科学論文をテキストとしてとりあげ、論文英語に

固有の表現や学術川語に慣れることが目標となる。

【授業計画】

　予めプリントを配布し、毎回、定められた範囲の英文

を講読する。

【評価方法】

　読解力の平常点、出啼状況、テストなどによる。

【テキスト】

　プリント配布。
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英語論文講読II
坂田陽子　杉本助男　新美明夫　西出隆紀

　　　　　　　　２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　講読□こ続いて、心理学を中心とする研究論文を読み

こなす力の養成をめざす。比較的新しいトピックスをと

りあげている実験論文や調査論文をテキストとして、そ

のスタイルに慣れるとともに読解スピードをあげること

が目標になる。

【授業計画】

　予めプリントを配布し、研究論文の内容を理解しなが

ら講読する。

【評価方法】

　英文理解力の平常点、出席状況、テストなどによる。

【テキスト】

　プリント配布。

－134

研究法実験演習I ・II
清水遵　吉崎一人　出口智子　赤嶺亜紀

　　　　　　　　２年　前期　選択　４単位

【授業の概要】

｜：生理心理学の領城で扱われる生理学測定法を学習す

　る。種々の心理事態での脳波や自律神経ポリグラフの

　測定や分析法について習得させる。

II :認知心理学の領域で扱われる心理学実験の１法を学

　習する。記憶研究等の堆礎的実験を通じて実験の計|山j

　と実施法データの分析法、結果のまとめ方等を習得さ

　せる。

【授業計画】

実習は小グループ単位でローテンションしながら行い、

総実桝回数のうち半数を生川心理学、残りの半数を認知

心理学の学習に充てる。生理心理学ではさらに■Jf象関連

電位と自律神経ポリグラフに分かれて実習する。

【評価方法】

生理心理学、認知心理学のそれぞれでレポートの課題が

与えられる。それらのレポートの評点に遅刻、欠席など

を考慮した総合評価を行う。

【テキスト】

使用しない。授業中に適穴プリントを配布する。
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研究法観察演習I ・II
斎藤和志　松尾貴司　中藤淳　坂本剛

　　　　　　　２年　前期　選択　４単位

研究法調査演習I ・II
新美明夫　森久美子　石田靖彦　坂本剛

　　　　　　　　２年　後期　選択　４単位

【授業の概要】

１：コミュニケーション行動・心理学に関する実証的研

　究を進めていく場合、さまざまな種類の資料・データ

　を集めて分析を進めていくことになる。その研究法の

　一つである観察法の基礎技法（自然的観察、参加的観

　察、実験的観察など）を実際に体験しながら学ぶ。演

　習Ｉでは問題設定、データ収集について学習する。

II :研究法観察演習Ｉで得られたデータについて、分析

　し、報告書を作成するといった一連の研究プロセスを

　学習する。

【授業計画】

　ＩとＨは連続して受講すること。単独の履修は認めら

れない。前半は観察法の基礎技法を広く学習する。後半

はグループ単位に分かれ、具体的なテーマに沿って個別

研究を行い、その中で観察法の実際について理解を深め

る。必要に応じてビデオなどの視聴覚機器の使用法の実

習を行ったり、コンピュータを使川しての分析を行う。

1.授業全体のオリエンテーション、諸注意

2.観察法概説

3. 11察法基礎実習

4.問題の設定

5.データ収集法

6.データ収集

7.データ分析

8.報告書の作成と研究発表

【評価方法】

　授業への参加態度と、数本のレポートによる総合的評

価。

【テキスト】

　使川せず。

-

【授業の概要】

Ｉ：コミュニケーション行動などの実証的研究を進めて

　いく際の研究法の一つである、質問紙調査法の演習を

　行う。調査テーマの検討から始まり、調査票の作成と

　印刷、調査の実施等を学習する。

II :研究法調査演習Ｉで得られた調査データについて、

　データ人力・集計・分析・調査レポートの作成の一連

　のプロセスを少人数のグループ単位で行い、調査法の

　科学的方法論を身につける。

【授業計画】

IIは一体の授業であり、単独での履修は認められな

い。

1.調査テーマの検討

　（a）演習計画とグループ分け

　（ｂ）文献の収集

　（ｃ）調査目的の明確化・研究仮説の設定

2. 調査票の作成

　（a）測定尺度の作成

　（ｂ）調査票の作成・印刷

　（ｃ）調査の実施

3.データの整理と分析

　（a）調査票のコーディングとデータ人力

　（ｂ）データの集計と分析

　（ｃ）分析結果の整理

4.調査報告書の作成

　（a）調査報告書の書き方

　（ｂ）報告書の作成

　（ｃ）報告書の推敲・完成

　（ｄ）結果のプレゼンテーション

【評価方法】

　報告書の内容および演習への参加態度を評価の対象と

する。

【テキスト】

使川しない
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研究法面接演習I ・II 統計基礎
　　　　　　　坂田陽子

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　コミュニケーション行動・心理学に関する実証的研究

を進めていく場合、さまざまな種類の資料・データを集

めて分析を進めていくことになる。多くの場合、得られ

た資料・データは数値として扱われる。この数値はどの

ような特徴をもち、そこからどのようなことが読みとれ

るのであろうか。こうした数値を扱う際に必要となる統

計的な考え方、方法の基礎について講義する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

グラフの見方

データを集めよう

データを図表にまとめよう（it的変数）

データを図衣にまとめよう（質的変数）

データを計算したり分析しよう（量的変数）

データを計算したり分析しよう（質的変数）

試験

【評価方法】

　定期試験による。

【テキスト】

　ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法（田11

敏・山際勇一一郎著　教育出版）
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西出隆紀　古井景　大矢寿美子　渡辺はま

　　　　　　　　２年　後期　選択　４単位

【授業の概要】

１：心理学的な研究方法の一つである「而接法」の址礎

　を学び、実習を行う。内容は調食而接法と臨床面接法

　とに大別され、演習１では研究史から問題意識を明確

　に構成し、厳密な方法でデータを収集したﾋで、統計

　的な手法を中心に分析を進め、考察を加える。

II :臨床面接法について心理臨床現場で行われるガウン

　セリングをはじめとする心理療法の基本的態度と基礎

　知識を身につけていくことを学習する。

【授業計画】

第！回　演習計画（今後の予定）

　　　　グループ分け・調査テーマの討議

第２回　調査テーマの決定（要旨提出）

第３回　文献収集・調査目的の明確化

第４回　質問項目の検討

第５回　予備面接と項口の再検討

第６回　面接実施

第７回　評定・コード化基準の検討

第８回「問題」「方法」の下書き提出

　　　　テープ起こし・記録・データ人力

　　　　口検・チェイン（第９回迄に完了）

第９回　データ分析法の検討および分析処理

第lO回　データ分析処理（続）

　　　　および結果の倹討（解釈）

第11回　報告書作成（「結果」「考察」）

第12回　報告書作成（続）

　　　　（「結果」「考察」下書き提出）

第13回　報告書作成（修正）

第14回　臨床而接法について（その1）

第15回　臨床而接法について（その2）

　（グループ研究の進み具合で14, 15の内容が変更される

こともある）

【評価方法】

成績評価はグループレポートの出来による。その他、個

人のグループへの参加態度や出欠を考慮する。

【テキスト】

使用テキストなし。

-
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データ解析Ｉ
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データ解析IT
　　新美明夫　森久美子

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　統計パッケージソフトを利用して、複雑で冗長なデー

タを適切に集約し、そこに含まれる情報について正しく

解釈・推論する能力を身につける。具体的にはデータ解

析の基礎的技法を習得することを目標とし、質的データ

と量的データのそれぞれについて、a）データの集約を

適切に行えること、b) 変数の辿関を数量的に検討でき

ること、の２点を主な目標とする。

【授業計画】

１。イントロダクション

　（Ｉ）データの概念

　（２）データ解析の流れ

　（3）データのコーディングと人力

2. 雌本集計

　Ｏ）度数分布を知る

　（2）基木統計量の算出|：度数分布の数値要約

3. 2つの変数の関係

　Ｏ）質的変数どうし（χ付

　（２）量的変数と質的変数

　　　　Ｏ検定、-元配置分散分析）

　（3）量的変数どうし(相関係数）

4. SPSSによる結果のグラフ表示とファイル操作

　（1）インタラクティブ・チャート（igraph)の利川

　（2) Excelデータファイルの収り込み

　（3）データ変換・合成得点の算出

評価方法】

弔位認定試験の成績で評価する。

【テキスト】

　SPSSによるデータ解析の革礎

　(宮脇叫彦他　培風館)

　　　　　　　　　　　斎藤和志

-
３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　データ解析Ｉに引き続き、統計パッケージソフトを利

川したデータの分析について、実際にデータを処理しな

がら学ぶ。主に、実験計画法に基づいて収集されたデー

タを分析する分散分析と質問紙調査から得られた尺度得

点の扱い方について収り､Lげる。

【授業計画】

　授業の内容は以ドのようであるが、各単元に複数時間

をあてることがある。

1.データ解析の考え方と基本知識

2. SPSS基本操作の確認

3.データの要約と記述

七相関と回帰

臥推定と検定

6.実験計川法

7.分散分析

8.カテゴリカル・データの扱い方

9.尺度得点の算出

10.尺度間の関連性

11.試験

【評価方法】

　授業への参加態度と、試験による。

【テキスト】

　未定。



心理検査法I ・II

【授業の概要】

西出隆紀　大矢寿美子　渡辺はま

　　　　３年　前期　選択　４単位

：各種の心理検査についての雌礎知識と実施方法を学

ぶ 扱う心理検査としては令訂版田中ビネー知能検査、

　WAIS-R、PFスタディ、YG性恪検査、ミネソタ多而

　人洛目録、内田クレペリン枯神作栞検査、津守・稲毛

　乳幼児発達診断検査、遠城寺式乳幼児分析的発達検査

　法、等を予定している。

II :心理検査法Ｉで習得した基礎知識と実施力法に基づ

　いて実際に検査を実施し、結果を解釈し、報告書（ク

　リニカルレポート）を作成することで、心理診断の基

　礎を身につける。

【授業計画】

　全体的オリエンテーションと心川検査の基礎について

講義した後、以下の心理検査について学ぶ。3グループ

のローテーションで指導するため、以下に示した順番通

りに進まないグループもある。

1.知能検査(1）WAIS-R知能検査

　知能の概念と知能検査の歴史についての講義を含む

2.知能検査(2)全訂版田中ビネー式知能検査

　知能検査の問題点に関する講義を含む

3.人格（性格）検査（1 ）MMPI （ミネソタ多而人格

　目録）

4.人格(件格）検査（2）ＰＦスタディ

　　　　　　　　　　　　　ＹＧ性格検査

5.精神作業検査　内田クレペリン精神作業検査

6.発達倹査　津守・稲毛乳幼児発達診断検査

　　　　　　　遠城寺式乳幼児分析的発達倹査法

【評価方法】

　出欠・授業態度とレポートで成績評価する。レポート

は各検査毎に提出しなければならない。また、1回でも

欠席したりレポート提出を怠ったたりした場合は単位を

認めない。しかも、ペアの関係があるので、たとえ単位

を断念したとしても、出席し続けなければならない。

-

心理学概論Ｉ
　　　　　　　松尾貴司

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　心理学の研究対象および研究法法の特徴を明らかにす

ることによって、行動科学としての心理学を展望する。

心理学概論Iでは、心理学の一般的ﾌﾟ了法■A.行動の生物

学的基礎、社会的行動、学習行動などの領域について、

実験心川学に基づく知見を中心に講義する。

【授業計画】

１。心理学の対象と研究方法

2.行動の発生と形成

3.動機づけ

4 ｡ パーソナリティ

5.社会的行動

6.学習行動

　各トピックスについて２～３回の講義をおこない、最

終講に試験をおこなう。

【評価方法】

　学期末におこなう筆記試験により評価する。　レポート

の提出を課した場合は、これを加算する。授業への出席

状況および受講態度が不良の者は減点する。

【テキスト】

テキスト心理学
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心の理解を求めて

ミネルヴァ書房）
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心
理

(橋本憲尚　編著



コ
ミ
心
理

心理学概論II
　　　　　　　坂田陽子

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　心理学概論Ｉに引き続き、心理学の研究対象および研

究方法の特徴を明らかにすることによって、行動科学と

しての心理学を展望する。心理学概論IIでは、心理学史、

知覚心理学、発達心理学、認知心理学などの領域におけ

る基礎的な知見を慨観する。

【授業計画】

　講義を行うが、必要に応じてレポートを課す場合があ

る。また、調査や実験の被験者としての体験も重視する。

1.心理学史

2.知覚心理学

3.発達心理学

4.思考心理学

5.記憶心理学

6.生理心理学

7.試験

【評価方法】

　試験による。レポートや調査・実験の被験者体験を成

績に加味する場合には肝l1ijに通告する。

【テキスト】

テキスト心理学

(橋本憲尚編著

心の理解を求めて

ミネルヴア書房）

発達心理学
　　　　　　　坂田陽子

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　Freud,S.の精神性発達理論やErikson,E.H.の心理社

会的発達論、Piaget,J.の認知発達論など各発達論を解

説し、各発達期における特徴を概観した上で、知的発達

の遅れや情緒発達の歪みなど、発達的な問題について触

れていきたい。人間の発達のすばらしさと困難さを同時

に伝えられたらと考えている。主に認知の発達について

論じる。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10

発達理論と発達研究法

身体・運動機能の発達

知覚の発達

認知の発達

記憶の発達

学習の発達

ことばの発達

知能と創造性の発達

高齢期の発達

試験

【評価方法】

定期試験による。その他、講義中の発表や質問など、積

極的な授業参加態度も評価に加える場合がある。

【テキスト】

保育・看護・福祉プリマーズ⑤　発達心理学

　(無藤隆編　ミネルヴア書房)
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教育心理学

-

組織心理学

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　　　　斎藤和志

四
３年　前期　選択　２単位

　　　　　　　二宮昭

３年前期選択　２単位

【授業の概要】

　組織における人間行動を質問紙や而接、観察に基づく

調査などから得られた実証的データを用いて、-･定の仮

説に恭づき説明しようとする行動科学的アプローチとし

ての組織心理学の領域から、いくつかのテーマを取り｣こ

げ、考察する。ｲ上事への勤機づけと満足の問題、組織に

おけるリーダーシップの問題、組織内キャリア発達の問

題などを取り_hげる。

【授業計画】

　(社会)心理学の基礎知識があることを前提とした講

義を行う。必要に応じて、レポートを課す場合がある。

また、調査や実験の被験者としての体験も重視する。

1. 職場の人間関係と社会心理

2.コミュニケーションの基本過程と組織コミュニケー

　　ション

3.人間関係の諸相

4.職業選択

5.パーソナリティと適性

6.勤機づけと職務満足

7.集団の特性

8.集団の成果

9.集団とリーダーシップ

10. リーダーシップ・スタイル

11.職場のストレス

12.キャリアの発達

13.試験

【評価方法】

　試験による。レポートや調査の被験者体験を成績に加

味する場合には、事前に通告する。

【テキスト】

　未定。
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【授業の概要】

　教育活動を進めていく上で重要な問題となる、発進、

教授・学習、人格、評価・測定、障害児指導等について

心理学的な見方や考え方を解説するとともに、そうした

心理学的な見方・考え方と教育実践との関わりについて

検討する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

教育心理学とは

教育と発達

教育と学習

教育と人格

教育と社会

教育と評価

教育と障害児

【評価方法】

　学期末に行う筆記試験による。

【テキスト】

　教育心理学を愉しむ（宮原英種・宮原和子　ナカニシ

ヤ出版）
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生活ストレス論
　　　　　　　植村勝彦

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代人の最新の関心事となっている「ストレス」につ

いて、心理学の立場から考察する。コミュニケーション

行動との関辿については、コミュニケーション行動がス

トレスを引き起こすストレッサー（ストレス源）となる

場合もあれば、ストレスをもつ人へのソーシャル・サ

ポート（社会的支援）としてコミュニケーション行動を

有効に川いることも可能である。

【授業計画】

　第１講　序・導人

　第２講　1.ストレス研究の歴史

　　　　　　1)医学におけるストレスの概念

　第３講　　2）心理学におけるストレスの概念

　第４講　2.心理的ストレスの測定

　　　　　　１）生活ストレスの研究

　第５講　　2)生活ストレッサーの測定

　第６講　　3）心理的ストレス反応の測定

　第７講　3.ストレス対処行動

　　　　　　い対処行動とは

　　　　　　2)対処行動の分類と測定

　第s講　　3)対処の規定因

　　　　　　4）タイプＡ行動とストレス対処

　第９講　4.ソーシャル・サポート

　　　　　　1）ソーシャル・サポートとは

　第io講　　2) Vーシャル・サポートの測定

　第11講　　3）ストレスとソーシャル・サポート

　第12講　5.ストレス・マネージメント

　　　　　　1）バーンアウト現象

　第13講　　2）ストレス・マネージメント

【評価方法】

学期末の肌位認定試験により評価する。

【テキスト】

毎回配布するプリントにより講義･解説する。

【参考文献・資料】

「ストレス」の肖像（林　峻一一郎著　中公新書）
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社会心理学
　　　　　　　森久美子

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　社会心理学における主要な理論・研究について、特に

実験的研究を紹介しながら概説する。これを通して、実

験社会心理学の枠組みによって、社会的な行動や現象を

理解するための基礎的知識を身につける。具体的には、

実験社会心理学の方法論のほか、社会的認知、社会的態

度、対人魅力、社会的影響過程、集団行動、など社会心

理学に関する幅広いテーマに関する実証的研究について

解説する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

社会心理学の目的と方法

社会的認知

社会的アイデンティティ

社会的態度と偏見

集団間の葛藤と交渉

社会的影響過程

メディアを通した影響

メディアとコミュニケーション

【評価方法】

　テストの成績による。

【テキスト】

　使用しない。



視聴覚論 尺度構成法
　　　　　　　廣岡秀一

３年　前期　選択　２単位

コ
ミ
心
理

　　　　　　　松尾貴司

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　人の知覚のメカニズムを理解すると同時に、祝聴党メ

ディア、マルチメディア等と呼ばれるさまざまなコミュ

ニケーションメディアの技術的特性を理解することに

よって、視聴覚メディアが人のコミュニケーションに及

ぼす影響、およびその可能性について考える。

【授業計画】

１。視覚のメカニズム

2.聴覚のメカニズム

3.さまざまなメディアとその発達

4.映像メディアの特質

5. 祝聴覚機器の特徴とその活川

6.行動研究における視聴覚機器の刊川

　各トピックスについて２～３回の講義をおこない、最

終講に試験をおこなう。なお、受講者数が少数の場介は、

視聴覚機器の操作に関する実習をおこなうことがある。

【評価方法】

　学期末におこなう筆記試験により評価する。レポート

の提出を課した場合は、これを加算する。授業への出席

状況および受講態度か不良の者は減点する。

【テキスト】

使川しない。

-

【授業の概要】

　心理学の領域では質問紙によってデータを収集するこ

とが少なくない。社会的態度や性格特性を洲定するため

の尺度や心理テストを構成する際には信頼件と妥当性の

検討が必要となり、そのために囚了分析や多変は解析と

いった統計的処理を行うことになる。こうした尺度枇成

を行う場合に必要な、統計的な考え方とその技法につい

て学習する。

【授業計画】

第１回

第２～６回

第７回

第８回

第9～12回

オリエンテーション

柑関分析、囚子分析についての講義

尺度構成のJS本的考え方

尺度構成の実際

実習（コンピュータを用いた尺良樹成の実

習）

【評価方法】

　授業で課される課越へのレポート（数回）

　単位認定試験の成績

【テキスト】

　第1回目の授業で指示する。

　《備考》

　この授業の受講生は、統計の基礎知識があることを前

提としている。
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脳とコミュニケーション
　　　　　　　杉本助男

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　対人コミュニケーション場面における心理的諸現象を

脳の機能から解明することを目的とする。特に左右脳半

球と対人行動、大脳扁縁系機能と情動行動、顔面筋活動

と情動表出・認知などについて詳しく解説する。

【授業計画】

１。睡眠と覚醒（何故人は眠るか）

　　　脳波とは何か

　　　アルファはとは何か

　　　脳波で何かわかるか

2.香りと情動（香りは何故感情を喚起するか）

　　　脳波トポグラフィで脳の活動部位を知る

3.刺激希求の個人差（刺激強度の受容に個人差があ

　る）

　　　脳の情報処理過程は脳誘発電位によって分析する

　　　感覚刺激の欠乏は脳を無能にする

4.左脳と右脳（左脳人間と右脳人間はいるか）

　　　分離脳患者は２つの心をもっている

　　　右脳障害と左脳障害のコミュニケーション

5.生体リズム（脳に時計がある）

　　　サーカディアンリズム（約24時間のリズム）

　　　ウルトラディアンリズム（約90分のリズム）

脳のエイジング
　　　杉本助男

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　胎児から老年期までの脳の生涯発達と人問行動との関

係を解説する。特に、脳の発達に関わる環境の問題、個

人の生活史と左右脳の発達、脳の老化と高齢者のコミュ

ニケーションの問題などについて考察する。

【授業計画】

1.胎児の脳（胎児は学習するか）

2.生後の環境と脳の発達（子供の環境によって脳の発

　達か違う）

3.ヒトとネコとネズミの脳（どこが違う）

　　ヒトとウマとワニの脳（脳の進化）

4.成人の生活環境と脳（什事の種類によって脳の形態

　が変わる）

5.脳の老化（元気老人とボケ老人の脳の違い）

6.老人性痴呆の脳（アルツハイマー型痴呆）

7. 70歳でも脳は成長する
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精神生理学 生理心理学

コ
ミ
心
理

　　　　　　清水遵

２年　後期　選択　２単位

　　　　　　　清水遵

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

ヒトや動物の行動の諸側而を脳を中心とする中枢神経系

や自律神経系の構造や機能とに対応づけて考察すること

で心理的側而と生理的側面間の相互関係の川解をめざす。

また、これまでになされてきたモデル動物の行動と脳内

物質の関連からヒトの種々の疾患との対応関係について

も考察する。

【授業計画】

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

はじめに

中枢神経系の構造と機能

自律神経系の構造と機能

ニューロンとクリアの構造変化

ニューロンの電気的伝導と化学伝達

記憶と脳

ストレスと脳

心の異常と脳内物質

左右の脳（言葉と感情）

脳のリズム

脳のエイジング

まとめ

【評価方法】

学期末試験の成績で評価する。

【テキスト】

使川しない。授業巾に適宜プリントを配布する。
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【授業の概要】

　ヒトの行動の生理学的指標に関する基礎知識について

概説した後、現代社会で特に問題となっている情動やス

トレスをテーマにして、これらの問題に対する精神生理

学的アプローチについて論ずる。

【授業計画】

１

２

３

４。

5.

6.

7.

8.

9.

10

はじめに

自律神経系の電気生理学的指標

心電図・皮膚電気活動・呼吸・脈波

眼電図・筋電図

中枢神経系の電気生理学的指標

自発脳波・事象関連電位

脳のイメージング

精神内分泌指標と精神神経免疫指標

感情の精神生理学的研究(1）

感情の精神生理学的研究（２）

ストレスの精神生理学的研究（１）

ストレスの精神生理学的研究（２）

バイオフィードバック

まとめ

【評価方法】

定期試験の評点に基づき評価する。

【テキスト】

使用しない。授業中に適宜プリントを配布する。
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認知心理学
　　　　　　　吉崎一人

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　1970年代から盛んになってきた認知心理学の概説をす

る。人間をｰ-つの情報処理系とみなして、人間が外界の

情報をどのように取り入れて処理し、出力するのかにつ

いて学ぶ。具体的には、人問の知覚、記憶活動、知識構

造やその利用、思考活動、意識と無意識の情報処理、イ

メージの処理、日常生活の認知活動等に関する情報処理

モデルについて紹介する。

【授業計画】

1.記憶のボックスモデル（１）

　　（トップダウン、ボトムアップ処理・感覚記憶）

2.記憶のボックスモデル（2）（短期記憶、長期記憶）

3.処理水準と情報の精緻化

上符号化と検索の関係

5.知識と表象Ｏ）（意味記憶の構造と語の処川）

6.知識と表象（２）（イメージ）

7.潜在記憶と顕在記憶

8.注意と自動制御

9.日常生活の認知（1)目撃者証言と偽りの記憶

10. 1:1常生活の認知（2）推論

11. I」常生活の認知（３）メタ認知

12.テスト

【評価方法】

　期末テスト、中間テスト、さらには実験への参加（被

験者として最低１回参加）によって行われる。

【テキスト】

　使川せず。授業ごとにプリントを配布する(大きさは

A4)。

神経心理学
　　　　　　　吉崎“人

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　「脳と行動」の関係の解明を口指す神経心理学の概説

をする。特に、認知心理学的な視点から考察を中心とす

る。まず、基礎的な知識として（1)脳、特に大脳の基

本m造論じ、（2)さらに神経心理学の研究法を論じ。

　(3）最後に大脳半球機能差（ラテラリティ）について

論じる。次に、重要な認知活動ごとに脳との関連につい

て論じる。具体的には、脳とことば、脳と記憶、脳と物

体の認知、脳と注意、脳と情動、脳と運動である。

【授業計画】

２

。

3

,

4

.

5

.

6

.

7

.

8

.

9

.

１０

．

認知を支える生理学的基礎

神経心理学の研究法

ラテラリティ

物体認知と脳

記憶機能と脳

言語機能と脳

注意機能と脳

情動と脳

脳機能の発達と可塑性

脳と運動

【評価方法】

　期末テスト、中間テストさらには実験への参加（被験

者）回数によって行われる。

【テキスト】

　使用しない。授業毎にA 4版の資料を配付する。
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記憶と思考

-

生体情報学

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　　　田丸政男

集中　３年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口潤

　　　　　　　　　　　３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　認知心和学の領域で中心となる「記憶」と「思考」を

巾心に講義する。「記憶」においては、情報の貯蔵シス

テムの紹介とモデル問の比較、意識と記憶、記憶の区分

等について最近のトピックを含め論じる。「思考」にお

いては、問題解決、意志決定、確率推論等について論じ

る。できるだけ多くの研究事例を紹介して理解を深める。

【授業計画】

２。

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10

11

12

心のイリュージョン：認知の歪みについて

認知心理学の成り立ち・研究法

物体の認知

注意

記憶のモデル・作動記憶

長期記憶：符号化と検索

長期記憶：知識と意味

潜在記憶

記憶の歪み

記憶と感情

|｣常場而における認知と思考

まとめ

【評価方法】

随時のレポートおよび単位認定試験を総合的に評価する。

【参考文献・資料】

多鹿・川口・池上・山　情報処理の心理学　サイエンス

社

梅本尭夫（監修）・山口潤（編）現代の認知研究　培風

館

その他、授業中に指示をする。

【授業の概要】

　生体は外界の情報を感党刺激として受容し処理する。

これらの生体情報処理の中枢として、脳は最も重要な働

きを担っている。生体情報学では脳に人力された情報が

如何なるメカニズムで知覚・認繊・学習・記憶・情絣な

どの反応を生じるかについて、神経生理学的および神経

化学的な手法で明らかにする。

【授業計画】

第1回　脳の情報処理の慨要

第２川　神経の興奮伝導とシナプス伝達

第３回　脳の構造Ｉ　大脳皮質

第４回　脳の構造II　大脳辺縁系

第５回　脳の構造Ill　視床・視床卜部

第６回　反射

第７回　意識と睡||民

第８回　情動行動

第９回　学習と記憶

第10回　言語機能

第11回　視党の情報処理

第12回　聴覚の情報処理

第13回　単位認定試験

【評価方法】

出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価す

る。

【参考文献・資料】

　｢わかる脳と神経｣羊土社　99年

　｢絵で見る脳と神経｣医学書院　01年
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空間認知の発達
　　　　　　　坂田陽子

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　人間と環境とのコミュニケーションの基本にある空間

認知の基本的諸能力が誕生から大人になるまでにどのよ

引こ発達していくか（個体発生）を論ずるとともに、大

人の日常生活空間の分節化か時間とともにどのように変

わるか（微視発生）についても考察する。移動空問のイ

メージ形成、年齢にともなう地理的空問知識の増大、都

巾のイメージを規定する諸要囚の検討、などが具体的に

取り上げるテーマである。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7

8

9

10

12.

13.

空間認知とは

“目”で空問を認知する

“耳”で空間を認知する

乳児の空間認知１　－乳児の空間のとらえ方一

乳児の空問認知２　－視知覚の発達と空間認知一

幼児の空間認知１　－２次元空間の認知一

幼児の空間認知２　－探索行動一

幼児の空問認知３　－他者視点獲得一

成人の空間認知１　一方向感覚一

成人の空間認知２　一生活空間と空間認知一

成人の空間認知３　－空間認知とイメージー

障害および聯と郷訓

試験

【評価方法】

　定則試験による。その他ミ溝義中の発表や質問など、

積極的な授業参加態度も評価に加える場合がある。

【テキスト】

　必要な資料を授業巾に配布する。

【参考文献・資料】

　空問に生きる一空問認知の発達的研究- （空間認知の

発達研究会編　北大路書房）
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表現行為の発達
　　　　　　　　　　　坂田陽子

四
３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　コミュニケーションを成り立たせる表現の問題に焦点

を当てて、その発達を論ずる。ことばによる表現、こと

ばによらない身振りや手振りの表現、絵による表現の発

達をそれぞれ取り上げ、子どもの豊かな表現行為の獲得

を保障する条件とは何かについて考察を深める。主に社

会性の発達について論じる。

【授業計画】

１。

2.

3

4

5

6

7

8

9

10

愛着と発達

家族と社会化

仲間関係と発達

自己と人格の発達

感情と情緒の発達

他者理解の発達

コミュニケーションの発達

社会的淑象の理解とその発達

道徳性の発達

向社会的行動の発達

試験

【評価方法】

定期試験による。その他、講義巾の発表や質問など、積

極的な授業参加態度も評価に加える場合がある。

【テキスト】

保育・看護・福祉プリマーズ⑤　発達心理学

　(無藤隆編　ミネルヴア書房)



言語行動

-

ことばの発達と障害

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　　　二宮昭

〃
３年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　二宮昭

〃
２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　人間のことばによるコミュニケーション行動に関して、

それは一体どのような過程を経て発達してくるのか、ま

た、その障害はそのような場合にどのようなかたちで現

れ、それを改善していくにはどういうことが重要である

か、ということを通して、人間にとってことばのもつ意

義を考える。

【授業計画】

第1～6回「ことば」の発達

　1)原初的コミュニケーション一にとば」の発達

　　　の雌盤

　2)語と文の発達

　3）言語的現実の自覚の発達－３歳児はなぜしりと

　　　りができないのか

第7～12回「ことば」の障害

　1）自閉症児のにとば」

　2)知的障害児の「ことば」

　３）脳性まひ児の「ことば」

第13回　試験

【評価方法】

　各学期末に行う筆記試験による。

【テキスト】

　使用しない｡適時参考資料を配付する。
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【授業の概要】

　人間にとって最も重要なコミュニケーション手段と

なっていることばについて、どのような特性を有してい

るのか、他のコミュニケーション手段と比較しながら検

討し、また、日常の様々な場而における言語行動につい

て、その実態を明らかにするための分析の枠組みについ

て考察する。

【授業計画】

　第１～６回「ことば」とは何か

　　1）人間の「ことば」と動物の「ことば」

　　2）「ことば」のもつ特性

　　3）シンボルとしての「ことば」

　第7～10回　日常の言語行動の分析

　　1）「ことば」を数える

　　２）日常の使用語彙一からだことば

　　３）「ことば」の機能一伝言板のメッセージ分析

　第ｎ～12回　思考・行動調整の道具としての（こと

　　　　　　　ばj

　　1）外言と内言

　第13回　　　試験

【評価方法】

　学期末に行う筆記試験による。

【テキスト】

　使川しない。適時参考資料を配付する。



コ
ミ
心
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ノンバーバル行動 動物のコミュニケーション
　　　　　　　松尾貴司

２年　前期　選択　２単位

　　　　　松尾貴司

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ジェスチャー、表情、視線、接触などのヒトのコミュ

ニケーションにおける非言語的なシグナルの諸相につい

て概説し、個々のノンバーバル行動について、発達、因

果、機能、進化といった行動学的な視点から論ずる。

【授業計画】

Ｄノンバーバル行動とは

２）ノンバーバル行動の研究方法

3）ジェスチャーの分類と文化的異変

4）表出としての表情と制御された表情

5)視線の機能と規定囚

6)パーソナルスペースと空問行動

７）ノンバーバルコミュニケーション

　各トピックスについて１～２回の講義をおこない、最

終馳に試験をおこなうT'定。

【評価方法】

　学期末におこなう筆記試験により評価する。レポート

の提出を課した場合は、これを加算する。授業への川I席

状況および受講態度が不良の者は減点する。

【テキスト】

使川しない。

【授業の概要】

　ヒト以外の動物が示す、さまざまなコミュニケーショ

ン行動の特徴を動物行動学の知見を基に概観し、ヒトに

おけるコミュニケーションと比較しながら、コミュニ

ケーションの生物学的な基礎について論じる、

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

. 運動パターンと動機づけ

，行動の遺伝的基礎

，行動の個体発生

，生物学的現象としての学習

，動物のコミュニケーションとは

，コミュニケーションと環境

，コミュニケーションにおける感覚の役割

，コミュニケーションの進化

各トピックスについて１～２回の講義をおこない，最

終講に試験をおこなう。

【評価方法】

　学期末におこなう筆記試験により評価する。レポート

の提出を課した場合は、これを加算する。授業への出席

状況および受講態度が不良の者は減点する。

【テキスト】

　指定しないが、講義内容はﾄﾞ記の参考文献の内容に準

拠したものである。

【参考文献・資料】

　動物のコミュニケーション一行勤のしくみから学習の

遺伝子まで（Ｔ.Ｒ.パリティ、P.J.B.スレイター編　西村

書店）
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ビジュアルコミュニケーション
　　　　　　　後藤悼男

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　視党的な情報媒体を川いたコミュニケーションの比重

は、現代社会においてますます高まっている。本譜では、

人問の視党の什組みからはじまって、環境の知党が、外

界の刺激の正確な反映ではなく、いかに人間の側の条件

に依存しているかを論じ、コミュニケーションにおける

望ましい視党情報の利用について考察を深める。

　本講は、講義を中心とするが、テキストを使川せず、

随時ＯＨＰやプリントを利川し、また、授業巾に供覧実

験や調査を行ってショートレポートの提出を求め、授業

内容理解の補助とする。

【授業計画】

第１講　オリエンテーション（授業内容の説明）

第２講　ビジュアルコミュニケーションの意味について

第３講　視覚情報受容（視知覚）の生理的基礎

第４講　視環境(祝覚情報の発信・受信空問）の成立

第５講　祝環境の墟点（輪郭）

第６講　視環境の反転（図と地）

第７講　視環境のまとまり（形）

第８講　戻環境の広がり（奥行き）

第９講　視環境の安定性（恒常現象）

第10講　視環境の振れ－1 （形の錯視）

第11講　炭環境の振れ－２（色の錯祝）

第12講　視覚情報の統合（視覚モデルの説明）

第13講　ビジュアルコミュニケーションの意義と利用

【評価方法】

　期末には、ペーパーテストを行う。また、授業への意

欲的な出席を重視し、各授業時間毎のショートレポート

を評価に加える。

【参考文献・資料】

脳と視覚（グレゴリー著、近藤倫明他訳　ブレーン出

版）

視知覚（松田隆夫著　培風館）

錯覚の心理学（椎名健著　講談社現代新書）

-

福祉社会心理学
　　　　　　　植村勝彦

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　今川ほど家族と地域が福祉の問題と密接に関わり合って

いる時代はない。こうした現代社会の問題を、社会心理学

およびコミュニティ心理学の視点を導入して、福祉社会心

理学という発想で考察する。

【授業計画】

　第1講序章 mi社会心理学（コミュニティ心理学）

とは

第2 講

第３講

第４

第５

第６

講

講

講

第７講

第８講

第９講

　1）歴史的背景

　2)コミュニティ心理学の理念と目標

１章　高齢者とコミュニティ心理学

　1）高齢者の幸福な老い：クオリティ・オ

　　　ブ・ライフ（ＱＯＬ）

　2）

　3）

２章

　1)

　2）

　3)

高齢者の自立：エンパワーメント

高齢者のヘルスケア：予防

障害者とコミュニティ心理学

障害とは：ラベリング理論とスティグマ

知的障害者と社会：多様性の尊重

知的障害者と地域社会：コミュニティ感

覚

4）知的障害者の支援：セルフヘルプ・グ

　　ループ

第10講　３章

　　　　　　1)

第11講　　2)

子どもとコミュニティ心理学

子どもと生育環境：人一環境適合

子育て支援と社会資源の活川：ソー

シャルサポート・ネットワーク

第12講　　3）学校不適応と子ども：コンサルテージョ

　　　　　　　　ン

第13講　終章　再び、福祉社会心理学（コミュニティ心

　　　　　　　　理学）とは

　　　　　　1)まとめにかえて

　　　　　　2）応用問題：「いじめ」問題とコミュニティ

　　　　　　　　心理学

【評価方法】

学期末の単位認定試験により評価する。

【テキスト】

毎呵配布するﾌﾟﾘﾝﾄにより講義・解説する。

150 －

コ
ミ
心
理



■
コ
ミ
心
理

対人行動論

151

集団行動論
　　　　　　　森久美子

２年　前期　選択　２単位

　　　　　　　斎藤和志

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　われわれの生活は、さまざまな集団や社会の中で営ま

れている。そうした集団や社会で発生するダイナミック

スについて、社会心理学的理論をもとに解説し、個人と

集団・社会の相互作用過程について考察する。意思決定

や課題遂行における集団内の影響過程、集団間の葛藤と

協調、個人行動と集合行動の関連、などの問題を取り上

げて論じる。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12

集団と適応

社会的影響過程（１）

社会的影響過程（２）

社会的交換（１）

社会的交換（２）

社会的交換(3）

グループとしての協調

グループとしての協調

社会的認知(1）

社会的認知（２）

社会的認知（3）

まとめと展望

【評価方法】

テストの成績による。

２

【テキスト】

　複雑さに挑む社会心理学一適応エージェントとしての

人問一（屯田達也・村田光二著　有斐閣）

【授業の概要】

　現実の対人関係にはざまざまな問題が存在する。それ

らの中にみられる共通した特徴や法則性を、社会心理学

的観点から考察する。社会の巾で暮らす個人がどのよう

に自己や環境をとらえているかといった社会的認知の問

題、社会的な事象や他者に対してどのような心の姿勢を

もっているかという態度の問題や対人的欲求の問題など

を収り上げる。

【授業計画】

講義を行うが、必要に応じてレポートを課す場合があ

る。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12

13

また、調査や実験の被験者としての体験も重視する。

対人行動への社会心理学的接近

社会的認知から対人認知へ

対人行動と帰属過程

帰属の諸理論（その1）

帰属の諸理論（その2）

社会的態度の諸側面

態度の変容と説得

社会的態度から対人的態度へ

対人的相互作川の捉え方

社会的交換と対人関係

他者への志向と対人行動

社会への志向と対人行動

試験

【評価方法】

　試験による。レポートや調査・実験の被験片体験を成

績に加味する場合には事前に通告する。

【テキスト】

　使川しない。
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マンーマシン・インタラクション

　　　　　　　　　　　　　　　新美明夫

　　　　　　　　　3年　後期　選択　2単位

【授業の概要】

　コンピュータテクノロジーの浸透は個人のまわりにあ

るさまざまな機器を知的化し、人問との疑似的コミュニ

ケーションを可能にした。現代において人々はさまざま

な場而でこれらの機器と向き合わざるをえない。本講義

では個人がこれらの知的機器と対而する際の諸川題につ

いて考察する。

【授業計画】

１。人間と機械の情報交換

　　機械の川途の変遷／情報交換の歴史／２つのインタ

　　フェース

2.コンピュータの発達とユーザ層の拡大

　　コンピュータの歴史／ユーザの構成の変化／ヒュー

　　マン・インタフェース

3.見えないコンピュータとのインタラクション

　　公共の機械とのインタラクション／個人所有の機械

　　とのインタラクション

4.見えるコンピュータとのインタラクション

　　ＯＳのユーザインタフェース／出力インタフェース

　　／入力インタフェース／目本語とコンピュータ

5.人問一機械間のコミュニケーション・チャンネル

　　対面コミュニケーションとの比較／インタフェース

　　としてのメディア

【評価方法】

　単位認定試験の成績で評価する。

【テキスト】

使川しない

　　　　　　　新美明夫

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　個人が手軽に情報を受発信できるパーソナルメディア

の浸透は、既存の人的ネットワークと重なりつつも、新

たな人的ネットワークを形成している。各種のパーソナ

ルメディアが既存のネットワークに及ぼす彫糾や、それ

らを介して形成される新たなネットワークにおいて展開

される人間関係やコミュニケーションについて考察する。

【授業計画】

1.パーソナルメディアとコミュニケーション

　　メディアの歴史／メディア・コミュニケーションの

　　広がり／パーソナルメディアの特徴

2.ワープロとコミュニケーション

　　活字(|:|J刷)文字の変化／手書き文字の変化／ワー

　　プロ文字と手書き文字の与える印象

3.電話とコミュニケーション

　　電話の歴史と利川形態の変化／電話利川と人間関係

4.モバイルメディアとコミュニケーション

　　モバイルメディアの歴史／ケータイ前史としてのポ

　　ケベル／音声メディアとしての携帯電話／文字メ

　　ディアとしての携帯メール／モバイルメディアと人

　　間関係

5.コンピュータとコミュニケーション

　　CMC (Computer Mediated Communication)の現

　　状／ネットワーク上の顧客間インタラクション／自

　　己表現とパーソナルホームページ／匿名性とコミュ

　　ニケーション／デジタル・デバイド

【評価方法】

　単位認定試験の成績で評価する。

【テキスト】

　使川しない。
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マスコミュニケーション 放送メディア論
　　　　　　　遠藤雄久

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　マスコミュニケーションの機能、マスメディアの利川、

マスの送り手と受け手、ジャーナリズムとin-論などにつ

いて概説する。また、目本のテレビ放送の歩みをたどり、

21世紀の映像メディアの将来像を考える。

【授業計画】

　第１講　総論

　第２講　　新聞一新聞の種類、組織と収材

　第３講　　新聞一通信社、新聞経営と製作の什組み

　第４諧　　新聞―電子新聞、新聞の読者

　第５謁　　放送一放送制度と事業者

　第６講　　放送一番組制作・編成

　第７講　　放送―視聴者

　第８講　　メディア境界領域一概観

　第９講　　インターネット

　第10講　　メディアの一体化

　第11講　　映画一映画産業と観客

　第12講　　映画ソフトの多重使川

　第13講　　まとめ

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総介判断

【テキスト】

　授業中に指示

-

　　　　　　　　　　遠藤雄久

-
３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　多メディア化、多チャンネル化、更には国際化の趨勢

のなかで、放送システムとりわけテレビ放送の地位は大

きく揺らぎ、新しい対応を迫られている。本講義は、テ

レビ放送の「過去・現在・未来」を具体的な事実、デー

タに基づいて考察し、情報化社会のなかでのテレビ放送

の新しい可能性を探る。

【授業計画】

（1）［1本の放送の現状

（２）日本の放送制度（ヨーロッパ、アメリカ、アジア

　　諸国との比較

(3）放送のデジタル化をめぐって（その問題点）

（4）国民国家とは何か（ベネディクト・アンダーソン

　　の論議を中心に）

（５）国民国家のイデオロギー装置としての口本の放送

(6）戦時下のラジオ放送

（７）占領期の放送民主化の経過

（8）民間商業放送の開始

（９）テレビは何を放送してきたのか（テレビ番組論）

（10）メディア・リテラシーを考える

(11）主体的なオーディエンスを目指して

（12）放送の未来を展望する

随時、講義のレジメと関連する参考資料を配付する。ま

た、ビデオなど映像資料を見ながら進める。参考図書も

その都度紹介する。

【評価方法】

学問末の所定のテスト期間に論文形式のテストを行う。

【テキスト】

使川しない。
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分析心理学 カウンセリング
　　　　　　　江口昇勇

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　人の話を傾聴するとき、我々はその話の巾から自分に祁合

の良い部分だけを切り収って聞いていたり、反対に自分に祁

介の恋い部分を切り捨てているというのが実際である。そうし

た現実を体験的に川解するために傾聴の６パターンを実桝し、

自分の傾聴における癖を学ばせたい。カウンセリング・マイン

ドにおいては従来、ロジャースのいう受容、共感に力点が固

かれ過ぎていると思われるので、授業では自己一一致の重要

性を伝えたい。

【授業計画】

1）臨床心理学における方法論（事例研究法、関'j4睨察

　　法、臨床心理学と統計）(fjf究方法の問題；主観性の

　　克服と現象学的接近、訓査法における資料の信頼性：

　　　「倫川綱領」臨床心理学的接近の危険性

２～3）臨床心理学の理論と「人問論」について

＜ａ＞行動理論（パブロフ・ハル・スキナー・ワトソン）

＜ｂ＞ロジャース（ジェンドリン）の人間中心療法

＜ｃ＞精神分析(自我心理学と対象関係論、自己心理学）

＜ｄ＞分析心理学（ユング派）の人間論

４～5）心理査定と心理診断；心理査定の功罪、人格病

　　理と家族病理、社会病理の側面

６～８）ＶＴＲ；グロリヤと３人のカウンセラー；ロジャースの

　　解説、パールスの解説、エリスの解説

9～10）傾lliの各種バターンを実践する

11）個人心理療法からコミュニティへ；時代の要請の中で自

　　分の臨床活動をたえず組み立てる。スクールカウンセ

　　ラー体験、虐待のコミュニティ・アプローチ

12～13）臨床心理十をめざす学生へ；自我の野心と魂の野

　　心、傷つきの体験、傷つき易さ、傷の深さ、トラウマと

　　癒す力との相関性、深い傷つきが癒す力を深くする、し

　　かし、そのためには傷の癒しが完了していることが前提と

　　なる

【評価方法】

　講義終了後に試験、あるいはレポート課題を与え、それを

評佃l"対象とする。

【テキスト】

　テキストは使用しない。必要な資料をその都度、授業中に

配布する。
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1、
理

　　　　　　　江口昇勇

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　心理療法の理論のひとつにC.CJungの分析心理学があ

り、そこではFreudの精神分析学と同様、無意識の存在を

仮定している。しかし分析心理学では個人無意識の深層に

普遍的無意識を仮定し、その世界を意識化する技法として

夢分析や箱庭、芸術療法等イメージを介在させることが特

徴である。言語化の困難なこの領域を、体験的に理解でき

るよう心理テストを行ったり、グリム童話等、親しみの持てる

素材からイメージの共有化を行うなど、様々な媒体を駆使し

て分析心理学の本質を伝える。

【授業計画】

1）こころのタイプ論（1）;一一般的態度と心川機能

2）こころのタイプ論（2）;内向一外向×４の心理機能

３）言語連想検査とコンプレックス(1)

4）言語連想検査とコンプレックス（２）

5）元型論（1）;普遍的無意識；グレートマザー

6)元型論（2 ) ; 影

7）元型論（3) ;アニマ・アニムス、永遠の少年と老賢

　　者

８）グリム童話からの知見（1）;女性性の発達Ｉ

9）グリム童話からの知見（２）；女性性の発達Ｈ

　　一竹取物語との比較から見る東洋と西洋-

10）グリム童話からの臨床知見(3) ;共依存という現象

11）グリム童話からの臨床知見（4）; 思春期について

12）シンボルと夢の働き；無意識のメッセージをどう読みと

　　るか

13）夢分析の体験；こころを耕すこと、駄目な自分をこそ受

　　け入れることの苦しさ（悟りの心理学）

【評価方法】

評価は原則として授業中に課題として出すレポートによる。

ただ、授業巾に行われる質問やメール等でのコメントなど

で質の高いものは評価の対象としたい。

【テキスト】

ユング心理学人門（河合乍雄著　培風館）

【参考文献・資料】

なし

-
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心理療法
　　　　　　　西出隆紀

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　数多く存在する心理療法の基礎理論について講義をす

る。精神分析各学派、現象学的人間学派、家族療法・短

期療法など各学派の発達論、治療論、症候論、人格論な

どを具体的な事例も交えながら紹介し、心理療法という

もののイメージをつかめるように説明していきたい。

【授業計画】

1.心理臨床入門

　　心理臨床とは、心理臨床と人闘関係

2.占典的精神分析

　　精神分析以前、無意識の発見、夢、心的構造論、精

　　神性発達論、神経症総論、治療論

3.対象関係論

　　Klein,M.の早期対象関係論、Fairbairn, W.R.D.の

　　パーソナリティ構造論、Guntrip,H.のシソイド論、

　　Winnicott,D.W.の理論、Bion,W.R.の考え

4.自我心理学

　　自我の適応、防衛機制、分離個体化過程

5.自己心理学（Kohut, H.の理論）

6. 現象学的人間学派

　　Rogers, C.R.の来談者中心療法、Gendlin,E.T.の

　　体験過程療法

7.家族療法

　　家族システム論、Erickson, M.の影響、二重拘束理

　　諭、構造派、戦略的家族療法、解決志向型短期療法

【評価方法】

成績は出欠を考慮してテストで評価する。テストは手書

きのノートのみ持ち込み可（コピーを持ち込んだ場合は

失恪）とするので、毎回出席しないとテストの時に慌て

ることになる。

-

児童臨床
　　　　　　　西出隆紀

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　不登校をはじめとする情緒障害、自閉症や学習障害な

どの発達障害、低出生体重児などハイリスク児の発達的

問題やひきこもり・摂食障害など、思春期までの心の問

題を取り上げ、そのような子どもたちをどう理解し、ど

う関わっていくかを解説したい。

【授業計画】

１。子どもと症状・問題行動

2.発達障害

　　自閉症、学習障害、精神発達遅滞

3.情緒障害

　　不登校、神経性習癖、非社会的行動、心身症、反社

　会的行動

4.児童精神病（子どもの抑曇を含む）

5. 思存期の問題行動

6.ハイリスク児の心理臨床

7.遊戯療法について（その1）

　　Klein,M.の遊戯分析、Freud, A.の児童分析

8.遊戯療法について（その2)

　　Axline,V.M.の児童中心療法、Allen, F.の関係療法、

　　Moustakas,C.E.の制限設定

【評価方法】

成績は出欠を考慮してテストで評価する。テストは手書

きのノートのみ持ち込み可（コピーを持ち込んだ場合は

失格）とするので、毎回出席しないとテストの時に慌て

ることになる。

【テキスト】

　なし。参考文献などをその祁度指定。
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臨床心理学
　　　　　　　古井景

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　臨床心理学の基礎として、様々な治療理論とその背後にあ

る基本的な人間観の差異を明確化する。次に臨床心理学が

対象とする人々のアウトラインを示したい。発達的観点から乳

幼児から児童期、思春期、青年期、成人期から熟年期ま

での発達課題とそれが挫折した場合の障害、そして、障害

の種類の違いによる臨床心理学的アプローチの違いを提示し

ていく。

【授業計画】

資料配付により講義をすすめる。

・精神力動とストレス

・意識的行動と無意識的行動、身体症状化

・自我機能と防衛機制

・乳幼児期の母子関係、父親の関わり（分離個体化理論）

・錯覚と脱錯覚：空想と現実

・前エディプス期からエディプス期へ

　（二者関係から三者関係へ）

＜事例＞

・幼児期不適応：夜尿、夜驚、自家中毒、チック

・学校生活不適応：不登校、心因性視力障害・頭痛腹痛

・家庭内暴力

・摂食障害：拒食症・過食症

・児童虐待：子供を虐待する母親、虐待される子供

・職場不適応：長期欠勤、うつ病

・更年期うつ病、老年期うつ病

・薬物依存：有機溶剤、麻薬・覚醒剤、アルコール

・役割と責任を考える：

　　女児として・女性として・妻として・母親として、

　　男児として・男性として・夫として・父親として

【評価方法】

　レポート提出によって判定する。資料・参考図書などをそ

のまま写したものは評価に値しない。授業を通して理解した、

知識に基づき自分の言葉で文章を作成すること。レポートに

関しては厳しく評価し、内容が不十分な者に対しては再提出

を課す。

【テキスト】

　使用せず。参考図書はその都度提示する。
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精神医学
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理

　　　　　　　古井景

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　人問の精神現象を扱い、治療していくために必要な、生

物学的・心理学的方法論を論じ、多次元的な視野を持って

精神症状を把握する必要性を説く。又、具体的な各精神疾

患の事例を織り交ぜながら、力動的精神医学の観点から症

状をどう理解し、忠者とのコミュニケーションを通してどのように

治療をしていくかを解説していく。

【授業計画】

　資料配付により講義をすすめる。

１　力動精神医学的理解

　・自我機能

　・精神力勤

　・人格構造論

２　従来の疾病分類

　・内因性精神病

　　　精神分裂病(破瓜型、妄想型、緊張病型、単純

　　　型）

　　　噪穆病、うっ病

　　　非定型精神病（錯乱精神病）

　・外因性精神病

　　　器質性精神病

　　　症状性精神病

　　　中毒性精神病

　・心因性精神病

３　近年の疾病分類

　・ＩＣＤ-10（ＷＨＯ疾病分類）

　・ＤＳＭ-IV（ｱﾒﾘｶ精神医学会）

４　大脳生理学的理解

　・脳内神経伝達物質

　・画像診断

５　治療の実際（肌例を呈示して）

【評価方法】

　レポート提出によって判定する。資料・参考図書などをそ

のまま写したものは評価に値しない。授業を通して理解した、

知識に基づき自分の言葉で文章を作成すること。レポートに

関しては厳しく評価し、内容が不十分な者に対しては再提出

を課す。

【テキスト】

　使用せず。参考図書はその都度提示する。



コ
ミ
心
理

コミュニケーションの精神病理

　　　　　　　北畑英樹

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

（１）やさしい精神医学入門

（２）こころの豊かさを求めて

（１）コミュニケーションとは、つまるところ対人関係

であり、一方、精神医学で取り扱う疾患も、その症状の

中心は対人関係の障害である。それ故に、そこには我々

健常者（？）の中に時折みられるコミュニケーションの

ゆがみの先鋭化したものが認められる。そこで、ノイ

ローゼ、うつ病、精神分裂症などの疾患について、やさ

しくかつ具体例をあげて解説する。

（2 ）現代科学の進歩は、テレビをはじめとするマス・

メディア、コンピューター、インターネットなど無機質

なコミュニケーションの発達をうながした。しかし、そ

れが進めば進むほど、こころの豊かさに基づいた人間的

なコミュニケーションの価値がますます高まる時代にな

るであろう。そこで、こころ豊かに生きるための精神科

医からのアドバイスやヒントを提供する。

【授業計画】

　“おもしろくて、役にたづをモットーに。（い（２）に

関した読みやすい書籍を紹介したり、受講生の質問に答

えながら授業を進めたい。

【評価方法】

レポート提出による。

【テキスト】

使用せず。
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専門演習Ｉ
　　　　　　　植村勝彦

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

　質問紙調査の方法や技法を正確に理解することを目的

として、教科書を指定して順次解説する。

　また、前期のうちから、各自の研究テーマを模索して

おかないと、なかなか卒論のための問題意識が定まらな

いという経験的現実から、毎回個人発表を行う。

　さらに、夏期休暇を利用して、後期に全員合同で実施

する質問紙調査の項目作成を行う。

【評価方法】

　毎回の演習への出席と、個人発表、さらには授業での

取組みの姿勢等を加味して総合的に評価する。



専門演習Ｉ 専門演習Ｉ
　　　　　　　遠藤雄久

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教ｎ企Ｈが担当するゼミ形式の少人数授業であり、

町門領域の論文を学生各自が馳読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各nが興味をもてる研究課題をmm化し

ていく。

【授業計画】

（１）ジャーナリズム論関迪の文献雌読１

（2）ジャーナリズム論関連の文献購読２

（3 ）ジャーナリズム論関連の文献購読３

(4）ジャーナリズムのぽ史文献購読１

（5)ジャーナリズムの歴史文:献購読２

（６）ジャーナリズムの歴史文献購読３

{7）新聞報道の分析

（８）新聞報道の分析

（９）新闘樅道の分析

（10）テレビ報道の分析

（11）テレビ報道の分析

(12）テレビ報道の分析

【評価方法】

平常の研究態度を見て評filliする。

【テキスト】

使川しない。
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コ
ミ
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理

　　　　　　　江口昇勇

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全貝が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題をiDJi!化して

いく。

【授業計画】

Ｄゼミ進行のオリエンテーション、自分史作成課題、自己

　　紹介の方法、感受性訓練（1）ブライドウォーク

２～3)様々な状況を設定しての自己紹介

４～5)感受性訓練；メタルリハーサル；プレールームにて

　　自分をシンボル表現してみる（身体を川いて）

　　　　二人ペアのプログラム；見つめ合い、背中合わせ、

　　　　ミラーリングの実践とフィードバック

　　　　集団でプログラム；知恵の輪、仲間はずれ、閉じ

　　　　こめ、天国への昇天、イメージ共有体験

６～7）描画法演習＝バウムテスト、人物画、交互色彩分

　　割・相互スクイグル、風景構成法の方法論説明、バウ

　　ムテスト、人物画、交互色彩分割・相互スクイグル、

　　風景構成法の解釈技法

８～９）コラージュ療法と箱庭療法の説明（実践は4号棟

　　臨床面接実習室）コラージュ療法と箱庭療法の解説

10）各々の体験を終えた場合、できるだけ時間を置かない

　　でその体験を言語化すること。微妙なこころの動きを一

　　番、ぴったりする言葉を探し、それらを紡いで記録とする

　　こと、後でこれが貴重な一一級の資料となる。

11～12)「家族力動を探る」課題を進めるために「円伜家

　　族描画法（F-C-C-D、P-S-C-D-、Sym-C-D）」の方

　　法論を解説。

13）「球体アクティブ・イマジネーション体験」この実践は深

　　い内的作業を行うもので、時間をたっぷりと使い、多軸

　　的、多層的、多次元的な家族のイメージを膨らませる。

　　そこには相当な集巾力が必要となり、自分をかなり内的

　　に拘束しないとできない。そのためにイメージを豊かにす

　　るワークを行う予定である。

【評価方法】

　課題毎にレポートを提出、それらを評価対象とする。さらに

授業での質疑等積極的態度も評価対象とする。

【テキスト】

　テキストは使用しない。必要な資料を授業中配布する。

-
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専門演習Ｉ
　　　　　　　斎藤和志

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教貝全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味を持てる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

1.社会心理学的研究法

2.社会心理学論文講読

3.研究課題の明確ｲK

【評価方法】

　ゼミ形式で行うので、授業への参加が必須である。与

えられた課題・レポートおよび参加態度などを考慮した

総合的評fllliを行う。

【テキスト】

　未定｡使用する場合は、事前に連絡する。
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専門演習Ｉ
　　　　　　　坂田陽子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

１

２

３

実験計画法についての講義

各自興味のあるテーマにそった先行研究の講読

興味別班単位による実験計画の構築・発表

【評価方法】

　出席状況、論文講読、実験計画、小論文の内容および

グループワークへの積極的協力・参加等から判断する。

【テキスト】

　必要な資料を授業巾に配布する。



専門演習Ｉ
　　　　　　清水遵

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

　生体内外の情報のコミュニケーション過程で生じる

様々な反応のうち、行動に直接変化をもたらす感情的プ

ロセスを精神生理学的観点から考察していく。

【授業計画】

精神生理学に関する基礎的知識の習熟のため、入門的な

内外の書籍を講読し、適宜配布プリント等を用い、解説

を加える。

Ｏ）神経系の電気生理学的指標

（２）神経内分泌指標

（３）精神神経免疫学的指標

【評価方法】

授業への積極的参加度で評価する。

【テキスト】

特に指定せず､適宜配布するプリント等を用いる。
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専門演習Ｉ
　　　　　　　杉本助男

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

以下の研究テーマのうちいずれかを選択し、

る文献を各自が講読し、毎授業名が発表し

これに関わ

討論する。

　　　脳波、誘発電位を用いた研究

1. 香り、音楽、コーヒーなどのリラクゼーション効果

　　(アルファ波や脳地図による解析)

2.オークメンターとレデューサーの行動特性

　　　(脳誘発電位と心理テストによる解析)

3.左脳と右脳の働きの違い

　　　(コンピューターゲームなどを用いた連続脳波記録

　　による解析)

4.加齢の個人差と脳の働き

　　　(老人の行動特性の個人差と脳波との関連)

　　　仙経心理ヲし乙ト等を用いた研究

5.加齢現象と各脳領域の働きとの関連

　　　(前頭、頭頂、側頭領域の機能の解明)

6.老人性痴呆と健常者の比較研究

　　　(知能、情動、脳波による分析)

【評価方法】

　毎時間の発表・討論及び出席状況によって総合的に評

価する。

コ
ミ
心
理
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専門演習Ｉ
　　　　　　　新美明夫

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

　社会心理学的な観点からメディアコミュニケーション

を扱った基木的な文献の輪読を行う。毎回、指定された

レポーターが発表を行い、参加者全員での討論を通して、

/;ﾐいに知識を深めていく。

【評価方法】

　毎回の個人発表の内容、および、適宜提出を求めるレ

ポートにより、総合的に評価する。

【テキスト】

　使用しない。授業内で収り上げる文献については、適

竹指示する。

161

専門演習Ｉ
　　　　　　　西出隆紀

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

１。オリエンテーション　感受性訓練（運動場で実施）

2.事例研究論文講読

　２名ずつのペアで、神経症、不登校、摂食障害、自閉

症、精神分裂病などの症例の論文を読んでレジメにまと

め、レポーター形式で討論する。各症例の発症メカニズ

ムや治療方針を検討することにより、心理臨床実践に対

する理解を深める。

3.体験実習

　箱庭療法体験、コラージュ療法体験、催眠療法体験な

どを通じて、クライエントの立場に立って理解を進める

態度を養うと同時に、心理臨床実践への体験的理解を深

める。

　２、３の内容は毎週交互に行われる。箱庭療法体験な

どは授業時問外にも箱庭作成等のための時間が必要とな

る。

　また、授業時間枠とは別に情緒障害児短期治療施設で

の臨床実習を泊まり込みで行う予定である（5 ?i:j6日)。

臨床現場の厳しさを肌で感じ、1人の子どもの生き方に

貞剣に関わり、それを考え、ケースレポートをまとめて

ケースカンファレンスに臨む。それによって、心理臨床

の本当の難しさを体験することになろう。また、実習に

先立って、夏期休業中に事前学習を行う。

【評価方法】

出欠と授業態度を中心にして成績評価する。

【テキスト】

　なし。資料をその都度配布。

《備考》

症例を扱う関係上、受講生には守秘義務が課せられる。



専門演習Ｉ
　　　　　　二宮昭

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

明¨]領城の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

　ことばの獲得と障害、障害児の発達援助、少数事例か

らのデータ収集の方法に関する文献を担当者がその内容

を報告し、それに基づいて討論するという形式を中心に

行う。

【評価方法】

　報告の内容、および討論への参加の仕方によって評価

する。

-

専門演習Ｉ
　　　　　　古井景

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が佃^するゼミ形式の少人数授業であり、

Ｗ門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

　力動精神医学、力動的心理療法、心身医学などの立場

から、毎回担当者を決め課題発表を行っていく。参加者

全員での討論を通して、互いに知識を深めていきたい。

【評価方法】

　知識の深さ、理論の構築能力、言語的表現力など総合

的に評価する。
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専門演習Ｉ
　　　　　　　松尾貴司

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

1.『非言語コミュニケーションの基礎理論』の輪読

　１章について、２～３名の学生がレポーターとなって

内容を紹介し、全員で議論しながら理解を深めていく。

レポーターは事前にレジュメを用意する。また、各回に

議論された内容をふまえて、学期末に全員がレポートを

作成する。

2.各自の研究テーマの明確化

　学期の半ばからは(進行状況によっては、上記と並行

して）、各自の具体的な研究テーマを報告する。報告に

はレジュメを用意し、研究テーマの概略と今後読むべき

文献（研究論文）のリストを紹介する。

3.研究論文の紹介

　各自の研究テーマに関連する研究論文を紹介する。進

行状況によっては、夏期休業中に自主補講をおこなうこ

とがある。

【評価方法】

　授業への出席状況、授業への参加度（発言頻度）、お

よび授業の準備度（レジュメの内容および提出期限の遵

守）を平常点（50点）とし、学期末に提出するレポート

　（50点）とあわせて評価する。

【テキスト】

　非言語コミュニケーションの雌礎理論（M.L.パター

ソン著　誠但書房）

-

専門演習Ｉ
　　　　　　　森久美子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

　文献講読を中心に行う。各自テーマを選択し、関連領

域に関して研究論文を講読する。毎回指定された発表者

が論文内容を紹介し、全員で批判的討論を行う。平行し

て実際の社会心理学研究の実施に携わり、研究手法を実

践的に学ぶ。

【評価方法】

　発表･討論内容と授業への参加態度から評価する。

【テキスト】

　必要に応じて指示する。
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専門演習Ｉ
　　　　　　　吉崎一人

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教貝全貝が担当するゼミ形式の少人数授業であり、

専門領域の論文を学生各自が講読し、質疑、応答を行う。

この過程で学生各自が興味をもてる研究課題を明確化し

ていく。

【授業計画】

iiiJ期

　1

　2

　３

　４

　５

後期

　１

　２

　３

　４

　５

　６

クリティガルシンキング

実験計画法

実験論文の購読（邦文）

資料収集の方法

実験論文の購読（英文）

研究テーマの説明

実験の立案

課題の作成

実験実施

データ分析

レポートの書き方

【評価方法】

　実験レポートの内容と授業へ取り組む姿勢を総合的に

評価する。

【テキスト】

心理学実験・研究レポートの書き方（B・フィンドレイ

著　細江・細越　訳　北大路書房）
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専門演習II
　　　　　　　植村勝彦

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教貝全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

　各白の卒論のための研究テーマの発表を主体とする。

また、夏期休暇を利用して全員で作成した質問紙訓杏を

実施し、それを用いて各種の多変量解析の手法を試みる。

　２年次の『研究法訓査演習』を選択しなかった人のた

めにも調査票の作成法を学習しておかなければならない

ことと、より高度な分析法をマスターしておかねば卒論

が書けないことの口的から、これを行う。

【評価方法】

　毎回の演習への出席と、個人発表、さらには授業での

取組みの姿勢等を加味して総合的に評価する。

コ
ミ
心
理



■
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専門演習II
　　　　　　　江口昇勇

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　今年度から後期のゼミ内容を変更する。ゼミ生の増員

に伴う対応である。従来は3, 4年を通して「自己探

求jを目指してきたが、個別の分析を行うにはゼミ生の

数から難しいことが明らかとなった。そこで前期の集団

で行う訓練はこれまで通りとするが、３年後期からは、

ゼミ生を関心のある研究対象ごとに数名のサブグループ

に分け、対象別の研究発表を継続的に行うことになる。

【授業計画】

　まずゼミ生の希望に従っていくつかのサブグループに

分け、そこで各々の研究テーマを決めてグループごとに

ゼミを進めていく。現在でもそうであるが、私のゼミ生

は３年からボランティアとして、様々な形で実習を体験

してきている。例えば適応教室やフリースクールなどで

の不登校児、通所施設に通う障害幼児や、授産、更正施

設の知的障害者、あるいはアスペの会での自閉性スペク

トラム障害児（高機能白閉、アスペルガー症候群）、児

収養駿施設での虐待児、精神障害の作業所での精神障害

者、老人施設での老人、等々のかかわりを行っている。

そうした体験を元に対象を特定し、かかわりの詳糾Iな記

録を残して、そこから関引

る研究を行う。もちろん対象のみを研究するだけではな

く、対象にかかわる自分自身の時系列での内的変化＝逆

転移に着目するのが臨床心川学の焦点と考える。

　また、卜氾の事例研究ばかりでなく、治療関係論的な

臨床的実験を行ったり、対人恐怖、思春期病理、摂食障

害、自己愛人格傾向等を心理アセスメントやアンケート

による訓査法を川いて行う研究も従来、行われてきた。

　ゼミ生は自分が研究したい臨床の領域（発達別＝乳幼

児、児童、思春・青年期、成人期、老人期、あるいは障

害)JI]＝知的、精神、竹緒、自閉性スペクトラム、不登校、

摂食、非行、等々）を３年ii(j)9]中に選択して、できるだ

けボランティアとして現場とかかわるようにすること。

【評価方法】

　授業における参加態度が評価対象となる。

【テキスト】

　テキストは使川しない。必要な資料を授業巾配布する。

専門演習IT
　　　　　　　遠藤雄久

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計両法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

(1）マスコミの現状分析（新聞）

（２）マスコミの現状分析（放送）

（３）マスコミの現状分tif (出版）

(4）マスコミの現状分析（映画）

（５）マスコミの現状分析（音楽）

(6)マスコミの将来展望

（7)論文のテーマ発表

（8）各自研究発衣

（9）各自研究発表

（io）各自研究発表

（lD各自研究発表

（12）各自研究発表

【評価方法】

や常の研究態度によって評価
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専門演習II 専門演習II

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　　　坂田陽子

〃
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　斎藤和志

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　m£教貝全貝が担当し、4年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

２

３

４

各自興味のあるテーマにそった先行研究の講読

興味別班脇位による実験実施および結果発表

2についての小論文作成

卒論の実験計両

【評価方法】

　出席状況、論文講読、実験計画、小論文の内容および

グループワークへの積極的協力・参加等から判断する。

【テキスト】

　必要な資料を授業巾に配布する。
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【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計両法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

２

３

社会心川学論文講読

研究課題の明確化

研究計画の立案

【評価方法】

　ゼミ形式で行うので、授業への参加が必須である■J

えられた課題・レポートおよび参加態度などを考慮した

総合的評価を行う。

【テキスト】

　未定。使川する場合は、事前に連絡する。
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専門演習II 専門演習II
　　　　　　　　　　清水遵

-
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　杉本助男

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

　生体内外の情報のコミュニケーション過程で生じる

　様々な反応のうち、行動に直接変化をもたらす感情的

プロセスを精神生理学的観点から考察していく。

【授業計画】

感情体験と深く関係したトピックスについて内外の論文

を広く講読し、それらを参考にして各自が選択した研究

テーマとそれに関する論文についてレポーター形式で発

表、討論を重ねる。3年次終了までには自己の研究テー

マを具体化し、生理学的手法を取り入れた実験計画が立

案できるよう方向づけを行う。

【評価方法】

授業への積極的参加度、レポート評点など総合的に評価

する。

【テキスト】

適宜配布するプリント等を用いる。

-

【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

以下の研究テーマのうちいずれかを選択し、これに関わ

る雑誌論文（和文、英文）を各自が講読し、毎授業数名

が発表し、討論する。また、それを参考にして４年次の

卒業論文のための実験計画を立てる。

１

２

３

　　

香り、音楽、コーヒーなどのリラクゼーション効果

(アルファ波や脳地図による解析)

オークメンターとレデューサーの行動特性

(脳誘発電位と心理テストによる解析)

左脳と右脳の働きの違い

(コンピューターゲームなどを用いた連続脳波記録

による解析)

4.加齢の個人差と脳の働き

　　(老人の行動特性の個人差と脳波との関連)

　　　挫経心理テスト等を用いた研究

5.加齢現象と各脳領域の働きとの関連

　　(前頭、頭頂、側頭領域の機能の解明)

6.老人性痴呆と健常者の比較研究

　　(知能、情動、脳波による分析)

【評価方法】

　毎時間の発表・討論、出席状況及び実験計画の発想等

によって総合的に評価する。
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専門演習II

-

専門演習II

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　　　　西出隆紀

〃
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　新美明夫

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、4年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

１。論文講読

　「FamilyProcess」等の家族心理学関係の研究誌に掲

幟された論文を中心に、広く家族心理学・家族臨床に関

わる諭文にふれ、研究論文の読み方・書き方を学ぶ。

2.体験実習

　ミニ試行カウンセリング、解決志向型短期療法のロー

ルプレイ等を行い、体験的に心理療法を理解していく。

　また、実際のケースのビデオを見て、模擬ケースカン

ファレンスなども行い、症例に対する見立ての仕方など

についても学ぶ。

【評価方法】

　なし。資料をその都度配布。

《備考》

症例を扱う関係上、受講生には守秘義務が課せられる。
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【授業の概要】

　専任教貝全貝が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

　各自の関心テーマにしたがって、いくつかのグループ

に分かれ、予備的な研究を行うとともに、研究の一連の

流れや方法論を身につける。グループによる作業は、お

およそ次のような過程をたどる。授業では、それぞれの

段階での成果を発表し、全員で検討を行う。

　1.問題意識の明確化と研究目的の具体化

　2.研究方法の検討

　3.データの収集と分析

　4.絣果の考察と研究レポートの作成

【評価方法】

　毎回のグループ発表の内容と、提出された研究レポー

トにより総合的に評価する。

【テキスト】

　使用しない。必要な参考文献は適宜指示する。
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専門演習IT
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専門演習II
　　　　　　　　　　二宮昭

-
３年　後期　必修　２単位

　　　　　ト　古井景

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、4年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

　各自が研究テーマおよびそれを具体化するための研究

力法について報告し、討論を通して研究テーマの確定の

作業を行う。

【評価方法】

　報告の内容、および討論への参加の仕方によって評価

する。

-

【授業の概要】

　専任教員全貝が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

　力動精神医学、力動的心理療法、心身医学などの立場

から、毎回担当者を決め課題発表を行っていく。力動論

的見地から様々な出来事の背景要因を探っていく。この

ための研究方法を様々な方法論を屈指して見つけだして

いく。

【評価方法】

　知識の深さ、理論の構築能力、言語的表現力など総合

的に評価する。



専門演習II 専門演習II

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　　　　森久美子

〃
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　松尾貴司

-
３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専任教貝全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

　関心のあるテーマを選択し、3名程度の小グループで

研究計1山iを立案する。計画に基づいてデータを収集し、

個人県位で報告書を作成する。進行中の研究については

毎回グループ単位で報告発表を行い、討論する。この過

程で、研究法、データの分析丁法、研究のまとめ方につ

いて学ぶ。実施した研究の問題点を整理し、４年次の卒

業論文作成につなげる。

【評価方法】

　作成された報告書と授業への参加態度から評価する。

【テキスト】

　必要に応じて指示する。
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【授業の概要】

　専任教貝全員が担当し、４年次の卒業研究に必嬰な科

学的な表現方法、実証的な研究法法、研究計画法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

１

２

．各自の研究テーマに基づいて、予備的研究のための

具体的な研究方法（実施可能な手続き）を立案・検討

する。予備実験に関しては、テーマが共通する3名ま

での共同研究を認める。

。予備実験を実施し、その結果を報告する。この予備

実験については、全員が個人で論文形式のレポートを

作成し学期末に提出する。レポートの形式・内容につ

いて、後期授業終了後に個別に指導する。

【評価方法】

　授業への出席状況、授業への参加度（発言頻度）、お

よび授業の準備度（レジュメの内容および提出期限の遵

守）を平常点（50点）とし、学期末に提出するレポート

　（50点）とあわせて評価する。

【テキスト】

　必要が生じた場合、その都度指定する。
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専門演習II
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社会言語学Ｉ
　　　　　　　　　　吉崎一人

心
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　　　川村陽子

　
２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　専任教員全員が担当し、４年次の卒業研究に必要な科

学的な表現方法、実証的な研究方法、研究計両法、資料

やデータの分析方法などを学習する。

【授業計画】

前期

　卒業研究に関する論文の紹介、並びに研究計画のプレ

ゼンテーションを実施する。

後期

　卒業論文の執筆にむけ、研究の実施、途中経過をプレ

ゼンし、ディスカッションする。

【評価方法】

　プレゼンテーションの内容、授業へ取り組む姿勢を総

合的に評価する。

【テキスト】

心理学実験・研究レポートの書き方（B ■フィンドレイ

著　糾|江・細越　訳　北大路書房）

-

【授業の概要】

　本講では、出身地域、社会階級、民族、性別、年齢、

価値観など、話し手の社会的属性が、その人の言語使用

にどのように反映されるかについて概説する。

　全講、講義形式で行う。

【授業計画】

　口常のコミュニケーションにおいて、人びとは相手の

話し方の特徴から、その人の出身地域、階級、職業、性

別、年齢層が分かる場合がよくある。このように、話し

于はことばにより、言語的意味だけでなく社会的意味も

伝達している。授業では、ことばのもつ社会的意味に焦

点をあて、話し手が属する社会グループ（地域、階級、

性別、年齢）別に、ことば遣いにどのような特徴がみら

れるかについて見ていく。

　・社会のなかのことば

　・ことばの社会的評価

　・ことばの地域差

　・階級方言

　・階級と言語使用態度

　・ことばの男女差

　・男女の会話のスタイル

　・男女の言語使川態度

　・ことばの年齢差

　・若者ことば

【評価方法】

　出席状況とレポートによって総合的に評価する。

【テキスト】

　社会言語学への招待（田中春美他編著　ミネルヴア書

　房）



社会言語学II
　　　　　　　　　川村陽子

２～４年　後期　選択　２単位

社会学概論

コ
ミ
心
理

　　　　　　　　長演一夫

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代社会の主要な勁向をとりあげ、社会学的ｆ法一個

人・集団・社会の軒/i遡及－と実証的・総合的観点から、

検討・分析を加える。すなわち、都市化、情報化、国際

化、高度消費化、高齢化などの考察により、現代社会に

関する基礎的知識を修得させたい。

【授業計画】

　以下のそれぞれのテーマを主たる切り口とし(順序は

入れ替わることがあります)、私たちの社会七活につい

て考えを深めていきたい。

（1)社会学とはどんな学問か一個人と社会－

(2）都市とａ村一地域社会の変容－

（3）都市化の進展－その光と陰－

（4）人々の暮らしー「出稼ぎ」という暮らし方－

(5）現代社会における「豊かさ」と「貧困」

　　一国際社会を視野にー

(6)高齢化社会と家族

　授業は講義形式で行いますが、ＶＴＲなども随時、利

川していきます。また、人数によっては、意見・感想を

求めたり、ディスカッションしてもらうこともあります。

【評価方法】

　試験（レポートor筆記）および出席状況、平常点に

よって評価します。

【テキスト】

　使用しません。

172－

【授業の概要】

　吐界の多言語社会の言語事情および多言語社会か抱え

る言語問題について、マクロの視点とミクロの視点から

概説する。

　全講、講義形式で行う。

【授業計画】

　日常のコミュニケーションにおいて、人びとのことば

遣いと対人関係がどのように影響しあうかについて見て

いく。たとえば、多言語社会の人びとは、そのなかの・

つの言語を使うことにより相手に権力を示し、心理的に

射手を遠ざけたり、また別の言語を使うことにより仲間

意識や親近感を伝えたりする場合がある。このように、

言語の使い分けによっても、対人関係の情報を伝えるこ

とができる。授業では、対人コミュニケーションにおい

て、ことばのもつ社会的意味について考える。

　・対人関係を示すことば

　・多言語社会における言語の使い分け

　・ことばにみられる権力関係

　・ことばと親疎関係

　・対人関係ネットワークと言語使用

　・ことばによる丁寧表現

【評価方法】

　出席状況とレポートによって総合的に評価する。

【テキスト】

社会言語学への招待（田中春美他編著　ミネルヴア書

房）
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哲学概論
　　　　　　　　　　河邑光夫

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

哲学を一つの専門学科として限定してみるのではなく、

ソクラテスのフィロソフィーの精神をうけ、時代を生き

ながら真理を探究することと解したい。哲学とは隣人と

の、時代との真摯な対話である。しかし同時に哲学はプ

ラトン、アリストテレスなどのすぐれた原典をもってい

る。哲学の原典の根本にあるものを説明するが、受講者

はそこに人間に共通なものを見出し、ともに考えるよう

にしてもらいたい。つまりプラトンを通して現代を生き

る道を探りたい。

1.ガイダンス

　　日本最初の哲学者西周を話し、東洋の日本人が西洋

　　のフィロソフィーを学ぶことの意味を考えたい。

2.ギリシア哲学の立場

　　古代ギリシア文化を匪界史的立場で把え、インドの

　　宗教や中国の儒教と比較する。

3.ギリシアの白然の哲学とソクラテス

4.プラトンとアリストテレスの哲学の原型

　　この二大哲学にその後の哲学の原型をみる。

5.アウグスティヌスのキリスト教哲学

6.デカルトの哲学革命

　　ガリレイ以来の科学革命とデカルト哲学についての

　　べる。

7.カントとヘーゲルの哲学

8.ヘーゲル以後の、現代の哲学

【授業計画】

講義はノートをとりながら聞いてほしい。前期にギリシ

アを終えたいと思って始めるのですが、プラトンやアリ

ストテレスを現代の我々とつなげて話すようにしている

のでつい後期までずれこみ、計画通り進まないことが多

い。この点は御容赦ねがいたい。

【評価方法】

哲学は自分で考えないところには存在しない。だから試

験はあらかじめ問題を出しておきます。自分で勉強して

ドさい。哲学的にみてよく書けているかをみます。

【テキスト】

痢洋哲学史（岩崎武雄　有斐閣　1,845円）
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倫理学概論
　　　　　　　　　加藤太喜子

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　社会福祉や環境倫理・生命倫理が例になるように、倫

理学的なものが人々の関心を集めています。何故なら人

問は倫理的な動物であるからです。そこで、本講義では、

ソクラテス以降の倫理学を概説しながら、特に、人間の

尊厳について考えていきたいと思います。

【授業計画】

　次の主な項目に従って授業を展開する。

1.古代ギリシアの倫理思想（1）

２、古代ギリシアの倫理思想（２）

3.カントの倫理学

4.功利主義論（１）

5.功利主義論（２）

6. 現代の倫理的問題（１）

7. 現代の倫理的問題（2)

【評価方法】

　授業中に課す小レポートと、期末に行う筆記試験によ

り評価する。

【テキスト】

　倫理学の視座（新川孝彦苦　世界思想社）

【参考文献・資料】

　授業中に指示する。



宗教学概論
　　　　　　　　　川口高風

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　日本には異なった多くの宗教文化が混在している。宗

教に関する基礎的知識を習得するため、世界の九柿の宗

教を概観し、続いて目本の宗教の神道、仏教、キリスト

教、諸教に焦点をあてて役割や現代の状況などをながめ

てみる。

【授業計画】

１：はじめに

２：宗教の学問的見方

３：宗教教義の構成１

４：　　　ﾉﾉ　　　II

5:世界の諸宗教Ｉ

６
７

8

9

10

μ

)ﾉ

Ｈ
ｍ

：目本の諸宗教１

ﾉﾉ

II

Ｈ
ｍ

11:祖師の著作の解読1

12 : μ　　　　　11

13 : まとめ

必要に応じて、ビデオによる視聴覚授業もとり入れる。

【評価方法】

　学期末に行う論述式の試験による。

【テキスト】

　暮らしのなかの仏法（法蔵館刊・定価1,500円）を参

考資料とする。また、著作などのプリントは当方で用意

し配布する。

政治学
　　　　　　　西尾林太郎

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　18、19世紀的市民社会と20 杜紀的大衆社会とを比較対

照させつつ、現代社会の特質とそこで発生・厦闘する政

治現象について、多fH的に考察するとともに政治学の川

論を体系的に学び、ボーダレス化と相互依存性が高まっ

た国際社会における国家や民族についても考察する。

【授業計画】

国内政治と田際政治

ａ国際社会とは？

ｂ国民国家、ナショナリズム、イデオロギー

ｃトランス・ナショナル現象、相互依存性の増人

ｄイスラム原川主義とグローバルスタンダード

２。占典的デモクラシーとマス・デモクラシー

　　a i|j'民社会と人衆社会

　　ｂ立法国家と行政国家

　　ｃファシズム、ナチズム

3.現代の政治過程

　　ａ政治と利益団体、NPO

　　ｂ選挙、官僚、議会

　　ｃマスメディアとマスコミュニケーション

4.政治権力とは何か

　　ａ人間はどうして支配を受け容れるか？

　　ｂリーダー・シップ

　　ｃシンボル操作

5.戦後国際社会と55年俸制

　　ａ冷戦構造と55年体制

　　ｂ利権の構造

【評価方法】

　試験(教科書と自筆ノートのみ持込可)と出席状況に

よる。

【テキスト】

現代政治学の基礎（西尾林太郎　早稲田経営出版、2000

円）

174 －

コ
ミ
心
理



■
コ
ミ
心
理

国際政治論
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法律学概論
　　　　　　　　大嶽浩

２～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　明石陽至

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代社会は「法」という社会規範が網の目のようには

りめぐらされている。日常生活の中で「法」がいかにか

かわっているかをふまえつつ、法律学の基礎について学

ぶ。

【授業計画】

　1.法学の入門書と文学作品

　2.法学学習と文学作品

　3.法学学習の方法

　4.法学と政治と文学

　5.法学と活字

　6.法学と批評

【評価方法】

　試験による評価。

【テキスト】

　使用せず。プリントを配布。

【授業の概要】

　第二次世界大戦後の冷戦の開始以来1990年代までの激

動する現代世界を理解するための国際政治人門科目であ

る。

【授業計画】

第１講

第２－３講

第４－５講

第６－７講

第8－9si

第10講

第11講

第12講

序説　第一次、第二次世界大戦

ヨーロッパの冷戦開始と激化

アジアの冷戦

1950年代の平和共存路線と西欧の統合

中東・東欧の紛争と激動

60年代の東西対立の再燃

ベトナム戦争・デタント外交

冷戦の終焉

【評価方法】

　出席状況と試験の成績、クラスでの積極的な討論の参

加など総合的に評価する。欠席回数は３回を限度とし、

それ以上欠席した学生を単位取得失格とする。

【テキスト】

20|lt紀の国際政治（松岡　完著　同文I!）



国際法概論
　　　　　　　　岡田泉

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　主権国家問の法として成立した国際法の基本概念を把

梶した上で、個人、民族、国際機構という新たな主体が

登場する現代国際社会で、国際法がいかに変貌しつつあ

るかを、戦争の規制や人権の保障などの分野を中心に見

ていく。

【授業計画】

Ｏ）講義概要・計画の説明、「国際法とはなにか」（国

　　際法の概念）

（2) 「これまで戦争はどのように考えられていたか」

　　　（戦争の規制の歴史）

（３）「国連の時代に武力行使はどのように考えられるこ

　　とになったか」（国連と武力行使の禁止と日本の立

　　場）

（4）VTR rigsg年米軍パナマ侵攻」（感想文作成）

（5）「もし武力行使がおきだとしたら、どうするか」

　　　（安全保障体制）

（６）「国連のもとで武力行使は実際にどのようにおこな

　　われたか」（国連と武力行使の現実一朝鮮、ペトナ

　　ム、ユーゴー－）

（7)「自衛権は国民を守ってくれるか」（自衛権の意味）

「8戸核兵器は国民を守ってくれるか」（核兵器規制と

　　核実験禁止）

（9）「核兵器のない地域はつくれるのか」（非核地帯と

　　日本の非核３原則）

（10）「もし核兵器が使われたら、どうしてくれるのか」

　　　（原爆訴訟と核兵器使用の合法性の問題）

（11)「戦争犠牲者の被害はどうやって償うのか」（戦後

　　補償一束京大空襲、広島・長崎、元日本人の場合）

（12）「戦争をおこなうと処罰されるようなことはないの

　　か」（戦争犯罪）

（13）「武力あるいは暴力を防止するような制度はないの

　　か」（テロ行為防止条約）

（14戸地域と世界の平和のために日本はなにができるの

　　だろうかj

なお、上記のうち授業計画は、進度などの事情により、

講義担当者の判断で、変更されることがありえます。

経済学概論Ｉ
　　　　　　　　石坂綾子

２～４年　後期　選択　２単位

コ
ミ
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理

【授業の概要】

　最初に「経済学とは何か」について述べ、次に「資本

主義経済システムの特徴」と「市場経済と政府の役割」

について経済学の基礎的知識を与え、さらに「資本主義

経済システムの成立と展開」について歴史的視点から考

察する。

【授業計画】

第1［u］なぜ経済学を学ぶのか（ガイダンス）

第２同　マーケットメカニズム

第３回　社会主義の失敗

第４回　金融仲介機能

第５回　株式会社

第６回　競争社会の光と影

第７回　所得の決定

第８回　市場の失敗

第９回　大不況を克服する方法

第10回　グローバルエコノミー

第11回　貿易黒字の発生

第12回　日本型システムの崩壊

【評価方法】

単位認定試験の成績によって評価する。

【テキスト】

特に指定しない。

【参考文献・資料】

『痛快!経済学』（中谷巌著　集英社）
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下記の科目は、本年度開講しません。

専門演習Ⅲ国際経済事情
　　　　　植村勝彦　他

４年　前期　必修　２単位

　　　　　　　　真田幸光

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　専任教員全貝が担当し、学生が各自設定した研究テー

マに沿って文献を講読し、調査、而接、実験等を通して

卒業研究の指導を行う。

【授業の概要】

　外国系主要各紙、雑誌等の経済トピックスを毎週採り

ロデ、世界情勢を分析した上で日本経済がそれにどう対

応していくかを考察する。

【授業計画】

第１回　年間計画指示・オリエンテーション

第2～11回　配布する時事経済トピックスに関する解説

　　　　　　を行った上で国際経済情勢について意見交

　　　　　　換を行う。

第12回　試験

第13回　試験解説

【評価方法】

脇位認定試験の成績による。

【テキスト】

授業巾に配布する。

専門演習IV
　　　　　植村勝彦　他

４年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　専門演習Illに引き続き、学生各自の研究の進捗状況に

応じて、助言、指導を行う。特に、調査、面接、実験等

で得られた各自のデータに基づく分析方法などについて

個別指導を行う。

卒業論文
　　　　　植村勝彦　他

４年　通年　必修　８単位

【授業の概要】

　専門演習Ｈで計両立案した卒業研究を実行に移し、各

専任教貝の指導のﾄﾞで各学生は明確な問題意識と自党を

もって研究活動に取り紺む。
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コミュニケーション入門 心とコミュニケーション
　　　　　　長谷川純子

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　｢コミュニケーションをとる」　とは情報を伝達しあうこ

とである。コミュニケーションにより伝達される情報は、

単に物質的な内容だけでなく、感情を共感しあうなどの

↑i7緒的なものも含まれる。人間は個人の感情や思考スタ

イルなどがそれぞれ異なることから、コミュニケーショ

ンにより伝えあう情報についての双方の理解は必ずしも

同質なものであるとは限らない。この講義では心とコ

ミュニケーションのさまざまな問題について認知・神

経・礼会心理学の立場から考えていきたい。

【授業計画】

授業は講義形式で以下の内容に準じて進める予定である。

1）心とは何か？

　一脳と心について

　一心（脳？）の発達について

2)コミュニケーションとは何か？

　－コミュニケーションモデル

　ーメンタルモデル

　一言語コミュニケーションと語川論的理解

3）心とコミュニケーション

　ー社会的認知

　一非言語コミュニケーション

　ー障害とコミュニケーション

【評価方法】

出席状況と試験の成績により総合的に評価する。

【テキスト】

使川テキストなし。
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　　藤井正志　植村勝彦　松本青也

オムニバス　１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　（概要)コミュニケーション学部の教育について、コ

ミュニケーション心理、ビジネスコミュニケーション、

言語コミュニケーションの３領域からの学習の動機づけ

をオムニバス方式で行う。★（オムニバス方式）★（藤

井正志教授）コミュニケーションの問題について、現実

的なビジネスの立場に立って、効果的なコミュニケー

ションの在り方を考察する。★（松本青也兼担教授）言

語や文化の異なるもの同上が相互に伝達を図り、交流し

ようとする場合に生じる様々な問題について、言語特有

の発想や文化のもつ価値観、更に言語教育・政策までを

比較対照しながら考察する。★（植村勝彦兼担教授）コ

ミュニケーションの問題を心理学の立場からの理解の什

方を紹介する。中でも対人コミュニケーションについで

その理論を現実社会の問題とからめて取上げる。

【授業計画】

第１講　導人

第２講　職場の活性化とコミュニケーション

第３講　職場における人材教育とコミュニケーション

第４講　企業経営のコンセプトの変化とコミュニケー

　　　　ション

第５講　国際ビジネスの場におけるコミュニケーション

第６講　言語と思考

第７講　言語と社会

第８講　言語と教育

第９講　言語と文化

第10講　ありのままを知らせるコミュニケーション：自

　　　　己開示

第11講　自分を演出するコミュニケーション：自己呈示

第12講　対人交渉のコミュニケーション：要請と承諾

第13講　非言語コミュニケーション：ボディー・ラン

　　　　グージ

【評価方法】

出席状況と単位認定試験の成績により総合的に評仙する。

【テキスト】

コミュニケーション学入門一心理・言語・ビジネスー

(植村勝彦・松本青也・藤井正志著　ナカニシヤ出版)

-
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言葉とコミュニケーション

-

ビジネスとコミュニケーション
　　　　　　　真田幸光

１年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　張勤

四
１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

日本企業の海外戦略の方向性をケーススタディーを通し

て学習。その中でビジネス交渉に関するキーポイントを

解説し、生きたコミュニケーション術を考察する。

【授業計画】

第１回　年間計画指示・オリエンテーション

第２回　日本企業の海外戦略（概論）

第３回　欧米企業の海外戦略（概論）

第４～５回　中小企業の海外進出（ケーススタディー）

第６～７回　大企業の海外進出（ケーススタディー）

第８～９回　金融機関のアドバイス業務

第10～11回　国内ビジネスにおけるコミュニケーション

第12回　試験

第13回　試験解説

【評価方法】

単位認定試験の成績による。

【テキスト】

授業巾に配布する。
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【授業の概要】

人問のコミュニケーションの手段は様々あるが、本講義

では言葉によるコミュニケーションにスポットライトを

あて。特に言語行為の視点から言葉とコミュニケーショ

ンの複雑な関係を整理し、言葉のコミュニケーションに

おける役割を考える。

【授業計画】

第１回言語行為とコミュニケーション

第２［回言語行為の主観性

第３回言語行為への名付け

第４回言語行為の明示性と非明示性

第５回適切性条件

第6I"1 言語行為分類

第７回言語行為象徴形成

第８回会話の原理

第９回丁寧さの原則

第10回談話分析

第11回日本語・中国語・英語の比較（1)

第12回日本語・中国語・英語の比較（2)

【評価方法】

　出席状況とレポートの成績によって総合的に評価する。

【テキスト】

『比較言語行為論』張勤著　好文出版。

【参考文献・資料】

　講義巾に指示する。



コンピュータ入門
　　　　　　　太田伸幸

１年　前期　選択　２単位

コンピュータ応用

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　太田伸幸

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　｢コンピュータ基礎｣からさらに一歩進んだ形でコン

ピュータを心理学研究で活用する方法について学習する。

目的は２つである。　１つは、実験、調査、観察、面接等

で得られた心理学的なデータの基本的な整理法並びに分

析法を学ぶことである。そのために主に表計算ソフトの

操作法を学ぶ。もう１つは、研究情報の収集あるいはコ

ンピュータを使ったコミュニケーションの方法を学ぶこ

とである。そのために、メールソフトやブラウザの操作

を習得する。

【授業計画】

１

エクセルの基本操作（１）（エクセルへのデータ人

力、並びに編集）

２。エクセルの基本操作（２）（コピー、移動、文字装

　　飾等）

３。

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

m

13

14

エクセルでの計算（四則演算、

エクセルでの計算（相対参照、

表作成とエクセルでの印刷

グラフ作成（1)

グラフ作成（２）

関数を使った計算（１）

関数を使った計算（2)

セルを使った計算）

絶対参照）

実際のデータを使ってのデータ処理（１）

実際のデータを使ってのデータ処理(2）

実際のデータを使ってのデータ処理(3）

テスト

総合演習

【評価方法】

　出席、レポートの提出。

　小テスト、最終テスト

【テキスト】

　授業中に指示する。
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【授業の概要】

コンピュータの初心者を対象にWindowsの基本操作、

ワープロソフトの操作、並びにインターネットの使用法

について学習する。授業のゴールは２つで、(1)レ

ポートをワープロで作成できるようになること、（２）

メールを使ってのコミュニケーションができること、で

ある。

【授業計画】

第１回　Windowsの基本操作（１）

第２回　Windowsの基本操作（２）

第３回　ワープロソフトの操作（1）

第４回　ワープロソフトの操作（２）

第５回　ワープロソフトの操作（３）

第６回　ワープロソフトの操作（4）

第７回　メールの使い方（1）

第８回　メールの使い方(2）

第９回　ブラウザ使用法（インターネット）

第10回　ブラウザの活用

第11回　画像ソフトの使用法

第12回　その他アプリケーションの操作法

第13回　テスト

第14回　総合演習

【評価方法】

出席、レポートの提出1.

小テスト、最終テスト

【テキスト】

授業中に指示する。

-
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プレゼンテーション

-

異文化トレーニング
　　　　　　　　　　　近藤祐一

集中　2・3年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　松田照美

２・３年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　異なる文化背景を持つ人々がともに生活し、問題を解

決するためにどのような知識・態度をもちながらコミュ

ニケーションを取るべきかについて、ロールプレイや

シュミレーションを川い分析・考察する。

【授業計画】

異文化コミュニケーションとは

　授業の概要・授業の進め方について

どう言えば…

　言語メッセージとコミュニケーション

黙って座ればぴしゃりとあたる

　非言語メッセージとコミュニケーション

あばたもえくぼ

　知党

私の大事なもの

　価値観とコミュニケーションー１

　「水戸黄門」の謎

　価値観とコミュニケーションー２

あなたって回りくどい！

　文化と思考方法

仏はだれ？

　ステレオタイプ

あなたは男だから…

　共文化

もう廿の私には戻れない…．

　異文化コミュニケーションとrid変化

【評価方法】

　授業の特質上、出席状況および授業への参加度に重き

を置く。また、ジャーナルおよび最終レポートを課す。

【テキスト】

　関連する資料を適宜授業巾に配布する。
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【授業の概要】

　一般社会人として、コミュニケーションを円滑に行な

うに必要な対人接遇の在り方について、電話による応待、

面談の効果的な仕方、文書による表現などについて学習

する。

【授業計画】

　第１回　　プレゼンテーションを学ぶにあたって

　第２回　　ノンバーバル・コミュニケーション

　第３回　　効果的な言語表現（１）

　第4回　　効果的な言語表現（２）

　第５回　　電話によるコミュニケーションの特性

　第６回　　ビジネス電話における自己表現

　第７回　　文書による表現技法

　第8回　　文書による表現

　第９回　　対人接遇の基礎一印象管理－

　第IO回　　対人接遇の基礎－ビジネスマナー－

　第u川　　|fii接でのプレゼンテーションー先人印象－

　第12川　　㈲接でのプレゼンテーション一自己PR－

　第13回　　ビジネスプレゼンテーション

【評価方法】

　出席状況・平常点・課題などによって総合的に評価す

る。

【テキスト】

　プレゼンテーション（金子昭・一橋出版）

【参考文献・資料】

　什会人のパスポート増補版(Jli福賢監修　嵯峨野書

院)



TOEFL ・TOEIC トレーニングＩ

一

TOEFL ・TOEIC トレーニングＩ
ﾃﾞｨﾋﾟﾂF
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c.ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮすｻﾝ･E.Pﾝｸﾞﾊ')ｰ･T,ﾉ1ﾘｽｼﾞｮｱﾝ■M.ｳ7h'ﾏﾝ

　　　　　　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･Kｼﾞｮﾘｰ財哲至野口賢

　　　1 ・2年　前・後期　選択　２単位

ﾃﾞｨﾋﾟﾂK･C.yｲｶｽｼﾞﾖtｻﾝ■E.ﾛﾝｸﾞﾊ'Jｰ･T.ﾉｽｼﾞｮｱﾝ･M.ｳﾂkﾏﾝ

　　　　　　　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･A. y'ｮ'Jｰ財哲至郵Sfll

　　　　　１・２年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（１）

鳥校時代の英語学習中｡位数、ネイティブの授業経験の有無、

英語の学力等の点からみて、英語の闘き取り及び表現の基

礎的能力のトレーニングを必要とする者を対象とする。授業

では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験を目標として、各自の

学習歴及び学力によりクラス編成を行い、キメ細かい学習指

導を行い、英語の基礎的運川能力を強化する。

TOEIC means “Test Of English for International

Communication" .

This is an introductory level course for preparation

for the TOEIC test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEIC test. TOEIC test-like

eχercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEIC test.

Students who have never done ａ TOEIC test or who

have ａ score of less than 250 should consider doing

this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability.

A. Listening comprehension

　　　1. Sentences about photographs.

　　　2. Questions /responses

　　　3、Dialogues

　　　∠1.Short talks

B. Reading comprehension

　　　5. Sentence completion

　　　6. Error identification

　　　7. Short passages

【Schedule】

The order in which material willbe presented willbe

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC 1（1）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT; 一 般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To)be announced.

182 ―

【Course Ｃｏｎｔｅｎｔ】

ＴｏＥＦＬ（１）

高校時代の英語学習県位数、ネイティブの授業経験のｲf無、

英語の学力等の点からみて、英語の聞き取り及び衣現の基

礎的能力のトレーニングを必要とする者を対象とする。授業

では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験を目標として、各自の

学習歴及び学力によりクラス編成を行い、キメ細かい学習指

尋を行い、英語の基礎的運川能力を強化する。

TOEFL　means "Test　Of　Englishas　ａ Foreign

Language" ・

Students who have never done ａ TOEFL test or who

have ａ score of less than 345 should consider doing

this course.

This is an introductory level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test-like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 . Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks（shortlectures）

2. Structure and writtenｅχpression（grammar)

　　　A. Structure

　　　B. Written ｅχpression

3 . Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL I (1) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

¶ＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングII
ﾃﾞｨﾋﾟ*･c.ﾀﾞｲ尨ｼﾞaﾅｻﾝ･E,[lﾝｸﾞﾊﾄi.ぶｼﾞiｱﾝ･M.ｳ'yﾏﾝｼﾞ1-ﾑｽ･A,ｼﾞか

　　　　　　　ｼﾔしﾙ･A.ﾗｲｶﾏﾃﾞｨﾋﾟ弥･p,ﾚヴｨｱﾗﾝ･ﾃﾞづｲｽ財gl

　　　　　　　1 ・2年　前・後期　選択　２単位

TOEFL ・TOEIC トレーニングＨ
ﾃﾞｨt･*･c,ﾀﾞｲｶﾇｼﾞﾖ竹ﾝ･E. Dﾝ1 洽･T.刀ｽｼﾞｮｱﾝ･U,'>Jfﾏﾝｼﾞｪｰﾑｽ･A,ｼﾞか

　　　　　　　　　　　　　洲ﾉﾙ･A,ﾗｲﾝﾂﾏﾃﾞｨﾋﾟﾂF･p.ﾚヴｨｱﾗﾝ･ﾃﾞﾀﾞｲｽ鮮曹至

1・2年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（2）

TOEFL ・TOEIC などの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから白圭

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　500点、TOEIC　640点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向ﾋを目指す。

TOEFL　means “Test　Of　Englishas　ａ Foreign
Language" ，

Students who have completed TOEFL ｌ or who have

ａ score of less than 370 should consider doing this

course.

This is ａ basic level course for preparation for the

TOEFL test.It will give step by step strategiesand

skillsto improve performance on each of the seven

sectionsof the TOEFL test.TOEFL test-likeeχercises

will be used to accustom the students to the type of

questions toｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability.

1 . Listening comprehension

　　A. Short conversations

　　B. Long conversations

　　C. Talks (shortlectures）

2. Structure and writtenｅχpression(grammar)

　　A. Structure

　　B. Written expression

3. Reading comprehension

　　A. Reading comprehension

　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment forTOEFL II（2）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（2）

TOEFL ・TOEIC などの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　５００点、TOEIC　640点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す｡。

This is ａ basic level course for preparation f(⊃ｒthe

TOEIC test. It will give step by step strategies and

skills to improve performance on each of the seven

sections of the TOEIC test. TOEIC test-like exercises

will be used to accustom the students to the type of

questions to expect in the TOEIC test.

Students who have completed TOEIC　ｌ or have ａ

TOEIC score of less than 300 should consider doing

this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A. Listening comprehension

　　　1. Sentences about photographs.

　　　2. Questions / responses

　　　3. Dialogues

　　　4. Short talks

B. Reading comprehension

　　　5. Sentence completion.

　　　6. Error identification

　　　7. Short passages

【SChedUle】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC 11（2) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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EFL・ToEIcトレーニングｍ
ジョアン

-

EFL・TOEICトレーニングⅢ

ビ

ジ
コ
ミ

ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ･ A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　アラン・デーヴィス

　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

・M.ウッドマン　ジェームズ・A. ジョリー

　　　　　　　　　　　　　アラン・デーヴィス

　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥ¶ｃ（3）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

自上的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、キメ細かい学習指導を行い、英語の運川能

力を強化し、英語能力測定試験への受験意欲の向上を目

指し、TOEFL ・TOEIC トレーニングIVの授業につなげる。

This is a high －beginner course for the TOEIC test.

TOEIC test－like eχerciseswill be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This willin turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or H ，or

have ａTOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions / responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【Schedule]

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC Ill（3 ）will be based on the

students attendance， participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＢＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に｢上級英語セミナー｣や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Content】

ToEFL（3）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、キメ細かい学習指溥を行い、英語の運用能

力を強化し、英語能力測定試験への受験意欲の向上を目

指し、TOEFL ・TOEIC トレーニングIVの授業につなげる。

Students who have completed TOEFL

have ａscore of more than 370 should

this course.

I or II , or who

consider doing

This is ａ high-beginner level course for preparation

for the TOEFL test. It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test-like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions to ｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven differenttypes of
questionsto testEnglishability･
１

２

Listening comprehension

A. Short conversations

B. Long conversations

C. Talks（short lectures)

Structure and written expression（grammar)

　　A. Structure

　　B. Written expression

3. Reading comprehension

　　A. Reading comprehension

　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL ｍ （3）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT; 一 般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.



ビ

ジ
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ミ

TOEFL ・TOEIC トレーニングIV TOEFL ・TOEIC トレーニングIV

ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・Aジョ'J-

　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン･ノリス

ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン･ ノリス

　　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位 1～3年 前・後期　選択　２単位

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

ＴｏＥＦＬ（4）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　550点、TOEIC　720.･乱などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運川能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

Students who have completed TOEFL ｌ or 11，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This　is　a　pre　■intermediate　level course　for

preparation for the TOEFL test.It will give step by

step strategiesand skillsto improve performance on

each of the seven sectionsof the TOEFL test.TOEFL
test like exercises will be used to accustom the

students to the type of questions to expect in the

TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 .Listeningcomprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Longconversations

　　　C.Talks(shortlectures)

2.Structure and writtenｅχpression(grammar)

　　　A.Structure

　　　B.Writtenexpression

3 .Reading comprehension

　　　A.Readingcomprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented willbe

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL IV（4 ）willbe based on the

students attendance， participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（４）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各白の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　550点、TOEIC　720点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

This is a pre －intermediate course for the TOEIC

test. TOEIC test －like exercises will be used to

accustom the students to the type of questions to

expect in the TOEIC test. This course aims to develop

the students general English ability. This will in turn

produce an improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC Ｉ　or 11，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　1 .Sentences about photographs.

　　2. Questions / responses

　　3.Dialogues

　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　5.Sentence completion

　　6.Error identification

　　7 .Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC IV( 4 ）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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-

TOEFL ・TOEIC トレーニングＶ

ビ
ジ
コ
ミ

　　ジョアン・M.ウッドマン

　　ジェームズ・A.ジョリー

２～４年　前・後期　選択　２単位

TOEFL ・ TOEIC トレーニングＶ

　　　　　　　　　ジョアン・M.ウッドマン

　　　　　　　　　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　2～４年　前･後期　選択　2単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（5）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把捉させ、そこから

より自V.的な僥語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、学力差に対応したキメ細かい学習指導を行

い、英語の迎用能力を強化し、英語能力測定試験への受

験意欲の向I-.を目指し、TOEFL ・TOEIC lヽレーニングVI

の授業につなげる。

This is an intermediate course for the TOEIC test.

TOEIC test－like eχerciseswill be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This willin turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or II，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions Lu test English ability.

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions/responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Shorttalks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC V ( 5 ) will be based on the

students attendance. participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（5）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの莫語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

より自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、学力差に対応したキメ糾|かい学習指導を行

い- 笑語の運川能力を強化し、英語能力測定試験への受

験意欲の向ﾋを目指し、TOEFL ・ＴｏＥＩｃトレーニングVI

の授業につなげる。

Students who have completed TOEFL ｌ or 11，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This is an intermediate level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test －like

ｅχei-ciseswill be used to accustom the students to the

type of questions toｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 .Listening comprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Long conversations

　　　C.Talks（short lectures）

2.Structure and written ｅχpression (grammar）

　　　A.Structure

　　　B.Written ｅχpression

3 .Reading comprehension

　　　A.Reading comprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL Ｖ（5）be will based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

TOEFLのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングVI
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（6）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬ　600点、TOEIC　860点などを到達

日標として演習を行い、英語の総合運川能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

Students who have completed TOEFL ｌor II，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This is an advanced level course for preparation for

the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sectionsof the TOEFL test.TOEFL test－like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions toｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability.

1.Listening comprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Longconversations

　　　C.Talks（shortlectures）

2.Structure and writtenｅχpression(grammar）

　　　A.Structure

　　　B.Written ｅχpression

3.Reading comprehension

　　　A.Readingcomprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL VI( 6 ）willbe based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

TOEFL ・TOEIC トレーニングVI
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン･ノリス

　　　　　　　　２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（6）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　６００点、TOEIC　860点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

This is an advanced course for the TOEIC test.

TOEIC test－like exercises will be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This wiU in turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or II，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions /responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement ofthe students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC Vl( 6）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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異文化コミュニケーション

-

188

国際交流論

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　　榎田勝利

２～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　高井次郎

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

経済大国となった口本は、国際社会の有力な一貝として

責任ある行動をとることが求められる。近年の「国際

化」に伴い、政治、経in、学術、芸術、スポーツなどの

分野でも、盛んに国際交流が行われているが、果たして

真の交流か実現しているのだろうか。主に目本に滞在す

る多くの外国人との異文化接触を通しての国際交流のあ

りかたについて論ずる。

【授業計画】

講義と各学生によるレポート発表により授業を展開する。

1）ガイダンス、国際交流に関連する用語解説

2）国際交流の定義

３）戦後の国際交流の軌跡

4）日本の国際交流の現状と課題

　　・多様化、複雑化する国際交流

　　・自治体主導の地域の国際化

　　・民間非営利活動の社会的認知

５）ＮＧＯとボランティア

　　・国連組織とNGO

　　・国際ボランティア

６）交流相手から見た国際交流

7）国際交流活動を担う専門的な人材育成

　　・プログラム・オフィサーに求められる能力

8) 多文化共生社会と多文化共生能力

　　・多文化共生社会とは

　　・求められる多文化共生能力

９）よりよい地球市民社会の形成を目指して

【評価方法】

課題研究レポートおよび平常点にて評価する。

【テキスト】

国際交流人門（榎田勝利監修　アルク）

【授業の概要】

　異文化の相T^との相互作用を円滑に運ぶために必要な

知識、態度および対人行動技術について、言語および非

言語行動を中心に考察する。日本的対人行動パターンの

自党を通じて、異文化コミュニケーションの障壁となり

得る要囚を考察する。

【授業計画】

１。

2.

3.

乱

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

コミュニケーションの定義

文化とコミュニケーション

言語コミュニケーション

非言語コミュニケーション

対人認知

ステレオタイプ

人種偏見

人種差別

異文化間能力

異文化間トレーニング

コミュニケーション研究

コミュニケーション理論

期末試験

【評価方法】

　出席および期末試験をもって成績の評価を実施する。

【テキスト】

　未定一授業中に指示する。
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メディア論 国際関係論
　　　　　　　　　明石陽至

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講座は国際関係論入門科目である。多様な国際関係

を国家・民族の利害・戦略が交錯する国際社会の動きや

構造を外交・国力・経済など視点から国際関係理論と仕

組を体系的に解き明す。

【授業計画】

　第１講

　第２講

　第３～４講

　第５～６講

　第７～８講

　第9～10講

　第11講

　第12講

国際関係論のアプローチ

国家と国際体系

国家の能力と影響力

外交政策の決定

外交政策の手段

各国の外交

国際平和の維持

南北問題・国際平和へのアプローチ

【評価方法】

　出席状況と試験の成績、クラスでの討論の積極的参加

等を総合的に評価する。欠席回数は３回を限度とし、そ

れ以上欠席した学生を単位取得失格とする。

【テキスト】

新国際関係論（花井等著　東洋経済新報社）

189 －

　　　　　　　　遠藤雄久

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本構の目的は、マルチメディア時代といわれる現代の

メディア状況をよりよくとらえるために、歴史社会的視

点に立ってメディアと人間・社会の関わり方を振り返っ

て見ようというものである。十九世紀後半に出現した電

信、電話から始めテレビジョンそしてパーソナルコン

ピュータに至る電子メディアの発展の過程を、人問や社

会がどのようにメディアをデザインしてきたかという観

点からたどっていく。

【授業計画】

第１回　　総論

第２回　　新聞の誕生と発展

第３回　　新聞ジャーナリズム

第４回　　電信と電話の発明

第５回　　ラジオ放送の開始

第６回　　写真技術の開発

第７回　　映画の誕生

第8【可　　ノヽリウッド映画と観客

第9回　　映画ソフトの多様化

第10回　　テレビ放送の誕生と発展

第11回　　デジタル放送

第12回　　メディアの境界領域

第i3回　　まとめ

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績を総合判断する

【参考文献・資料】

　授業中に指示する。

-



異文化教育論
　　　　　　　　霜田一敏

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　口本においても国際化が進展し、さまざまな国の人た

ちが急速に増大している。私たちは益々異なった文化と

言語を持った人たちと共存して生きていかなければなら

ない。世界の人々との平fll的な交流を図る｣･lで、異文化

川解はこれからの教育の'(i要な川題である。この問題を

国際理解教肯の観点から具体的に論究する。

【授業計画】

　異文化とは何かを自らか体験した個人内異文化状況を

もとに下記の項目で学生参加で行う。

1.大学生活の異文化状況一中高との対比－

2.一人暮らしの異文化状況

3.方ｊと風習の違い

4.地域生活の違い

5.アルバイトの他界の異文化状況

6. Ili代問・家族間の異文化状況

7.いじめの世界・ひきこもりの|旦界、障害軒のI吐μ

8.インターネットの世界（メールや携帯電話の姿が見

　えない世界）

【評価方法】

　毎回行うミニテストと授業への参加度、期末の定則テ

ストで総合的に評価する。

【テキスト】

　使用しない。その都度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。

-
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比較教養論
　　　　　　　渡辺かよ子

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　け語を中心とする「教養」に関する各国の思想史を概

説し、国際化・鳥齢化・帖報化の進展の巾で今後の自己

教育としての「教養」のをり方、普遍的教養の行無、コ

ミュニケーションの基礎としての「教養」の問題を論じ

る。

【授業計画】

：占代ギリシャ時代の教養と人間眼

２：中国の伝統的教養と人闘観

３：インドの伝統的教養と人間観

4:キリスト教の人間観と教養

５：西洋近代思想の人間観と教養

６：近現代目本の修養論と教養論

７：教養とコミュニケーション

【評価方法】

平常レポートと討議

【テキスト】

使川せず(資料配布)

【参考文献・資料】

教養とヒューマニズム（村瀬裕＼£　白石書店）

ディスタンクシオン（ブルデュー　藤原書店）

新しい教養を拓く（筒井清忠編　岩波ブックレット）

知と教養の文明学（梅悼忠夫他編　中央公論桂）

束洋と西洋（レーヴィット　未来社）

美徳なき時代（マッキンタイア　みすず書房）

知の文化と型の文化（鹿毛誠‥-　創文社）

■
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ジ
コ
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比較文化論Ｉ（日・米）
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比較文化論II（日・欧）
　　トマー・トドロヴィック

２～４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　松本青也

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　西ヨーロッパの主な諸国（フランス、イギリス、ドイ

ツ、イタリア、スペイン）と日本におけるさまざまな文

化様朴Iの状況と問題､点に関する最近のデータを利用して

比較を行ない、ヨーロッパ文化への理解と関心を深める。

【授業計画】

1）生活様式と生活枠

2）人口問題

3）消費社会文化

4）暴力、犯罪といじめの問題

5）3ーロッパの匂いと味、しぐさと音

6）家族制度

7）フランス人の結婚

8）自由時間

9）教育制度

10）メディア

11）環境問題

12）地域文化

【評価方法】

テストによる評価する。

【テキスト】

使川せず。

【授業の概要】

　集団が共有する価値観や規範の体系としての文化につ

いて、日本とアメリカを比較対照して、それぞれの文化

の特質を浮き彫りにするとともに、異文化理解を深める

方法についても考察する。

【授業計画】

　アメリカのテレビ番組や新聞雑誌の分析を加えながら

講義と意見交換で進行するこの授業は、いわば自国文化

に縛られた自分の姿を映し出す鏡。覗いてみると、もっ

と自山で仲びやかな生き方が目の前に広がります。

1.文化論

２～9.文化変形規則（ＣＴＲ）

10.システムとしてのCTR

11.研究対象としてのCTR

12.「」木語の衝突とCTR

13. CTRと学校英語教育

託　これからの日米文化

【評価方法】

　レポート、学習態度、出席状況による総合評価

【テキスト】

　日米文化の特質（松本青也　研究社）



比較文化論m （日・ アジア）
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比較文化論IV（日・中東）
　　　　　　　　　　　岡真理

集中　２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　アラビア語という言語の問題、その歴史言語学的性格

と社会言語学的特徴、「小説」という近代的認識の枠組

みの問題、そして主体としての民族あるいは女性とその

表象の問題等を主要なテーマとし考察する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

「文化」とはいかなるものか。

「中束」とはいかなる概念か。

アラビア語とはいかなる言語か。

イスラーム世界とはいかなるL仕界か。

オリエンタリズムとは何か。

パレスチナ問題とは何か。

民族とジェンダーについて。

パレスチナ人女性は語ることができるか。

【評価方法】

出席状況およびレポート（または試験）によって評価す

る。

【参考文献・資料】

オリエンタリズム（エドワード・サイード　平凡社ライ

ブラリー）

文化と帝国K義（エドワード・サイード　みすず書房）

イスラム報道（エドワード・サイード　みすずライブラ

リー）

ペンと剣（エドワード・サイード　グレイン）

その他、授業中に適宜、指示する。

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　　　馮富栄　尹大辰

オムニバス　２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　（概要）アジア諸国の巾でも、特に川本と深い関りのある中

国と韓国を取り上げ、歴史認識や政治までを含めた広範囲

な文化を川本と比較する。

　（オムニバス方式）

　（馮富柴兼担助教授）［1本と中国の文化・習慣の違いに

ついて説明する。主として、両国の食文化、風俗習慣・建

築文化、漢字の文化、交流文化及びお茶とお酒の文化など

をテーマにし、講義し、比較する。

　（尹大辰兼任講師）「日韓両国の歴史認識への接近」を

テーマに韓国近代史に焦点をあて、まず自らを点検し、共有

する歴史認識の確立をめざし、今後のあるべき姿を模索して

いこうとするものである。

【授業計画】

　この授業は、学生のアジア諸国に対する真の理解を深める

ことを目的としているので、中国や韓国の文化習慣を多面的

に紹介する。授業は、具体的に以下の内容を中心に展開し

ていく予定である。

1.中国文化の原点である“天人合一一”について

2.何千年の歴史を持つ中国の漢字文化

3.世界でも大変評判になっている巾国の食文化

4.中国の祝日と風俗習慣

5.中国の古都の紹介

6.中国の文化習慣がいかにして中＼M人の日本語学習に影

　　響を及ぼすか

7.中国に関する全体的なまとめ7｡

8.

9.

10.

11.

12

13

日本と朝鮮半島との文化交流

μ
　
η

(古代)

(中世)

(近代)

朝鮮半島の自然と文化・風上

韓国の家族制度と姓・本貫

韓国の社会生活から見た文化比較

【評価方法】

　レポート及び平日の出席状況などを考えて、総合的に判

断する。

【テキスト】

　自作教材

【参考文献・資料】

　金両基監修図説｢韓国の歴史｣河出書房新社
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ビジネスジャーナル講読
藤井正志　森下允之

　　　　浅井敬一朗

梅田敏文

石川雅之
-
　１年

杉本典之　真田幸光

石坂綾子　浅野敬志
一
前期　必修　２単位

【授業の概要】

目経ビジネス、束洋経済、ダイヤモンドなどの経済誌等

から毎週テーマを決め、輪読と質疑応答を通じて現実の

経済状況の把握と、経済学の専門川語を学ぶとともに経

済学的な解説を加える。

【授業計画】

第1～12講　経済、金融、ビジネスコミュニケーション

　　　　　など幅広いテーマを取上げる。

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　第＼講の開始前に配布する。

-

英文ビジネスジャーナル講読
藤井正志　森下允之　梅田敏文　杉本典之　真田幸光

　　　　浅井敬一朗　石川雅之　石坂綾子　浅野敬志

　　　　　　　　　　　　　１年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

ビジネスウィークやインターネット上のＢＢＣ、ABC

の経済ニュース記事等を英文教材として川い、Ill-界でど

のような経済問題が起きているのか、海外から見た日本

経済の評価などについて英語での理解を深める。

【授業計画】

第1～12講　経済、金融、ビジネスコミュニケーション

　　　　　　など幅広いテーマを取上げる。

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　第1講の開始前に配布する。

】93 －



経済学概論Ｉ

]94

経済学概論Ｈ
　　　　　　　太田聴－

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　マクロ経済学とミクロ経済学の基礎について概説する。

【授業計画】

　講義形式で行なう。

【評価方法】

　定則試験で評価する。

【テキスト】

　講義巾に適宜指示する。 ■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　石坂綾子

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　最初に「経済学とは何か」について述べ、次に「資本

主義経済システムの特徴」と「市場経済と政府の役割」

について経済学の基礎的知識を与え、さらに「資本主義

経済システムの成立と展開」について歴史的視点から考

察する。

【授業計画】

第１回　なぜ経済学を学ぶのか（ガイダンス）

第２回　マーケットメカニズム

第３回　社会主義の失敗

第４回　金融仲介機能

第５回　株式会社

第６回　競争社会の光と影

第７回　所得の決定

第８回　市場の失敗

第９回　大不況を克服する方法

第10回　グローバルエコノミー

第11回　貿易黒字の発生

第12回　日本型システムの崩壊

【評価方法】

単位認定試験の成績によって評価する。

【テキスト】

特に指定しない。

【参考文献・資料】

『痛快!経済学』（中谷巌著　集英社）

-
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経営学概論Ｉ
　　　　　　浅井敬一朗

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

経営学の某本的な概念と理念を体系的に学ぶとともに

現代の企業と経営者の役割と意義について考察する。

【授業計画】

　第１回

　第２回

　第３～４回

　第５～６回

　第７～８回

　第9～11回

　第12～13回

　第14|nl

ガイダンス

企業とは何か

企業の諸形態

株式会社の経営機構

日本型株式会社制度の構造と実態

経営組織の諸形態

会社分割・持株会社制度

まとめ

【評価方法】

　レポートおよび定期試験によって評価する

【テキスト】

　未定

【参考文献・資料】

　企業論（三戸浩他著　有斐閣アルマ）

　経営のしくみ（青木三十一著　日本実業出版社）

　株式会社のしくみがよくわかる木（北條慎- -著

　ＰＨＰ）

-

経営学概論II
　　　　　　浅井敬一朗

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　経営学の知識をさらに深めるために、経営手法として

経営戦略、組織形態、人事労務、インセンティブシステ

ムについて考察する。

【授業計画】

第１回

第２～７回

第８～９回

第10～ll回

第12～13回

第14回

ガイダンス

企業の経営戦略

　・経営戦略の体系

　・戦略の策定

　・成長戦略

　・PPM

　・競争戦略

　・ケーススタディ

企業のインセンティブシステム

いわゆる日本的経営と人事労務管理

企業の社会的責任

まとめ

【評価方法】

　レポートおよび定期試験によって評価する

【テキスト】

　未定

【参考文献・資料】

　経営戦略（大滝精一･他薯　有斐閣アルマ）

　新しい人事労務管理（佐藤博樹他著　有斐閣アルマ）

　経営学への招待・改訂版（坂下昭宣苦　白桃書房）

　有力企業の社会貢献度2002 mi]新聞文化財団編

　ＰＨＰ）

　なんでアタシだけ叱るのよ

　一会社のフシギな人間行動学－

　　（上田　泰著　同友fif!）
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基礎数学 統計学基礎
　　　　　　　　坂井貞彦

1・2年　後期　選択　２単位

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　坂井貞彦

1・2年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

専門科目を学ぶ際に必嬰な基礎的数学として、線形数学、

微分法および積分法の初歩を学習する。

【授業計画】

講義方式による。

第１回～第５回　線形代数

　連立１次方程式、行列式、行列、数ベクトル

第６回～第10回　微分法

　極限値、連続、導関数、初等関数の微分、極大極小

　平均値の定理、2変数の関数、偏導関数

第11回～第12回　積分法

　不定積分、定積分

【評価方法】

おもに期末試験（筆記）による。（毎回出欠席を調査す

る。欠席回数が多い場合は受験資恪を失う｡）間巾にレ

ポートを提出させ、また小テストを実施した場合は、成

績評価に反映させる。

【テキスト】

プラクティカル基礎数学（永田幸令・三好武雄　開成川|

版）

【授業の概要】

身近なデータを教材にして、統計学の基本的な概念と手

法を講義し、社会統計が現代社会生活にどのようにかか

わっているか、いかに必要であるかについて学習する。

【授業計画】

講義方式による。

１　統計と統計分析

２　［l本の統計調査

３　代表値、標準偏差、時系列データ

４　相関、相関係数

５　総合指数、物価指数

６　回帰分析

７　統計的推測のあらまし

【評価方法】

おもに期末試験（筆記）による。（毎回出欠席を調査す

る。欠席回数が多い場合は受験資格を失う｡）期中にレ

ポートを提出させ、また小テストを実施した場合は、成

績評価に反映させる。

【テキスト】

入門統計学（木下宗七　有斐閣）

1% ―
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情報システム概論Ｉ 情報システム概論II
　　　　　　　梅田敏文

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

コンピュータの原理と歴史、ハードウェア、ソフトウェ

ア、ネットワークの概説、情報化の課題を通して、情報

システムの塙礎知識を収得する。

【授業計画】

第１講　ガイダンス

第２講　Windows 98の操作(1）

第３講　コンピュータの歴史

第４講　データの衣現

第５講　ハード／ソフトの概要

第6講　Windows 98の操作（2）

第７講　プログラムの設計と開発

第８講　データベースシステム

第９講　通信ネットワーク

第10講　Windows 98の操作(3)

第11講　情報システムの今後の課題

第＼2講　まとめ

【評価方法】

ひとつのテーマが終了した時点でミニテストを実施する

　(2-3川)。出席点40%、ミニテストその他60%で評

価する。

【テキスト】

エンドユーザコンピューティング（ウイネット）

授裳の途中に適宜、資料を配布する。

　　　　　　　　石橋善弘

2・3年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　計算機械、通信技術、制御技術の発展の跡をたどり。

　｢情報システム｣という概念が生まれた必然性について

解説する。また、情報に関する基礎概念を、情報の表現

形式、加工、変形およびそれらに基づく情報の発生、処

理という一辿の流れを通して把握させる。さらに、情報

システムがいかに構築され、いかに活用されているかに

ついての理解を深める。

【授業計画】

　第l[可　本講義の目的と授業計画の提示

　第2回～第11回　以下の項目について解説する

　　　　　情報と表現

　　　　　コンピュータシステムのしくみと機能

　　　　　ソフトウェアシステム

　　　　　人｣こ知能

　　　　　ネットワーク社会

　第12川　まとめ

【評価方法】

　出席状況およびレポートまたは試験の成績により総合

的に評価する

【テキスト】

　未定

【参考文献・資料】

　文科系のコンピュータ概論(ｲf沢誠著　岩波書店)
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プログラミングＩ プログラ
-
－
へ ングII

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　梅田敏文

２・３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　プログラミング言語の機能と特徴を理解し、簡単なプ

ログラム（ＶＢ、JAVAなど）を作成することによって、

マン・マシン・インターフェースの実際と課題を考察す

る。

【授業計画】

第１講　プログラミングの基礎

第２講　ＶＢＡによるプログラミング手順

第３講　ＶＢＥの活用

第４講　マクロの作成

第５講　マクロの修正と拡張

第６講　条件による処理の分岐

第７講　変数、関数の使用

第８講　エラー処理の方法

第９講　フォームオブジェクト

第10講　ユーザーフォームの作成

第11講　マクロの実行

第12講　まとめ

【評価方法】

ひとつのテーマが、終了した時点でミニテストを実施す

る(2～３回)。出席点40％、ミニテストその他60%で

評価する。

【テキスト】

最初に全体のプリントを配布する。

授業の途中に適宜、資料を配布する。

　　　　　　　　石橋善弘

２・３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　コンピュータを道具として問題解決をはかるという過

程が、諸方面で進脛している。プログラミングの基本的

な考え方を慨説し、BASICを川いて日常生活、社会活

動において有用なプログラムを作成する能力を養う。

【授業計画】

　第１回　本講義の目的と授業計画の掲示

　第2リ～第11回　以下の項目について解説する

　　　　　コンピュータの歴史

　　　　　プログラミングの基礎

　　　　　プログラミングに必要な数学的基礎

　　　　　２進法

　　　　　算術演算

　　　　　論理演算

　第12回　まとめ

【評価方法】

　出席状況およびレポートまたは試験の成績により総合

的に評価する。

【テキスト】

　未定
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システムデザインＩ システムデザインIT
　　　　　　　　梅田敏文

3・4年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　内野明

集中　３・４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　金融情報システムのパッケージや最新業務システムを

分析することによって、アプリケーションプログラムや

データベースシステムのデザインの概念、方法、手順な

どを学ぶ。

【授業計画】

第１講　ガイダンス

第２講　システムデザインの概念と方法論

第３講　金融情報システムの設計

第４講　プログラム設計とデータベース設計慨要

第５講　データベース設計の方法論

第６講　データベース設計（１）

第７講　データベース設計（２）

第８講　データベース設計（３）

第９講　データベース設計（4）

第10講　データベース設計(5）

第11講　データベース設計（6）

第12講　まとめ

【評価方法】

一つのテーマが終了した時点で、ミニテストを実施する

　(2～3回)。出席点40％、ミニテストその他60%で評

価する。

【テキスト】

最初に全体のプリントを配布する。

授業の途巾に、適宜、資料を配布する。

-

【授業の概要】

　会計システムのデザインの方法、その基本的な仕組み

を理解するために、まず最初に簿記一巡の手続き処理を

Excelで実習する。その上でExcel VBAを用いて作成さ

れた会計システムを利用する。自作のシステムと作り込

まれたシステムの機能、操作性を比較する。さらに市販

されている会計システムの特徴を学んでいく。

　本講を通じて会計システムならびにビジネス上で使わ

れるパッケージ化されたアプリケーションの一般的な構

造の原理を理解することを目的とする。

【授業計画】

集中講義の初年度なので大まかな進行予定を示す。

（１）講義の進行予定の提示

（2）勘定科目の倹索処理と集計処理

（３）簿記一巡予続きの実行（什訳から精算表作成まで）

（4）会計システムの利用

（５）市販されている会計パッケージの特徴

（６）会計システムのデザインと利用

【評価方法】

出席状況および２回のレポートによる。

第１レポート：簿記一巡手続き実習結果

第２レポート：会計システム利用を経験して

【テキスト】

必要な資料は配付する。

　《履修条件》

　Excelの基本的な操作、集計、グラフ作成、計算式の

定義、if関数、lookup関数の利川についの知識があるこ

と。

　会計については、什訳、決算整理、試算表、精算衣、

貸借対照衣、損益計算書についての基礎的な知識がある

こと。すなわち日商の簿記検定３級程度の知識があるこ

と。

　以上の知識を前提として講義体系ができている。学生

自らが「Excelで会計の実習を行う」ことを履修にあ

たってよく認識しておくこと。
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金融論 国際金融論

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　藤井正志

2・3年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　藤井正志

〃
１年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

資金循以勘定と企業の資金訓達、直接金融・間接金融に

係る金融仲介機関の機能、金融市場と金利等、金融の役

割・什組みについて論ずる。

【授業計画】

第１講　貨幣と決済

第２講　日本の資金循環

第３講　金融取引と金利

第４講　短期金融巾場と金利

第５講　長期金利はどう決まるのか

第６講　企業の金融行動

第７講　銀行の機能

第８講　証券会社の機能

第９講　自己資本比率規制

第10講　バブルの崩壊と口本の金融システム

第11講　銀行経営と情報開示

第12講　金融制度改革と金融機関の将来展望

第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　使用しない。

【授業の概要】

　国際金融市場、国際証券巾場の動向、起債に関する実

務、デリバティブの動向とリスク管珊!等、基礎と現実の

動きを帽広く考察し、今後の課題についても検討する。

【授業計画】

第１講　金融のグローバル化と金融制度改革

第２講　外国為替業務と国際収支

第３講　国際金融市場

第４講　国際金融のリスク

第５講　国際貸付市場

第６講　国際債券市場

第７講　デリバティブ取引

第８講　スワップ取引・先物取引

第９講　オプション収引

第10講　国際金融の指標の読み方

第11講　国際金融の拡大とリスクの回避

第12誰　国際金融の将来展望

【評価方法】

　㈲帽犬況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】
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■
ビ
ジ
コ
ミ

国際投融資論 外国為替論
　　　　　　　　森下允之

２・３年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　森下允之

２・３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　歴史と最新の統計に基づき国際資本すなわち国際投融

資の動きとその各国経済発展への影響について論じる。

【授業計画】

第１講　国際投融資の口的

第２講　国際投融資の形態（直接投資、証券投資）

第３講　証券投資の急増とその功罪

第４講　世界の直接投資

第５講　目本の対外直接投資

　　　　本邦企業の海外進出とグローバル戦略

第６講　対外直接投資が国内産業へ及ぼす影響

　　　　産業の空洞化問題

第７講　日本への対内直接投資

　　　　優良企業も外資に狙われる

第8講　経済協力の実態と効果

第9講　カントリー・リスクとビジネス・リスク

第lo講　プロジェクト・ファイナンス

第11講　自山貿易協定か投資におよぼす影響

第12講　世界主要地域の投資環境概観

第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　プリントを適時配布する。

【参考文献・資料】

　マネー・マーケットの人潮流

　（加野忠、砂村賢、湯野勉著東洋経済新報社）

　2000年版ジェトロ貿易自書（川本貿易振興会）

　2001年版ジェトロ投資白書（川本貿易振興会）

-

【授業の概要】

　「国際金融」のExchange （交換、為替）の側面。基

礎的な概念・理論から今日の制度・為替政策、さらに経

済への影響まで触れる。経済的なできごと、変化が外国

為替相場にどう影響するか理解できるようにしたい。

【授業計画】

第１講　外国為替の仕組み

第２講　外国為替市場

第３講　外国為替相場の種類

第４講　スワップとアウトライト

第５講　外国為替リスクと回避方法

第６講　外国為替相場と経済の関係

第７講　外国為替相場と国際収支

第８講　オプション取引

第９講　外国為替相場の決定理論

第10講　国際通貨制度

第11講　ユーロ

第12講　アジアと円の国際化

第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　外国為替の基礎知識

　(川本明人著　中央経済社)
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銀行ビジネス論
　　　　　　　　森下允之

2・3年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　現在、口本の銀行界は未曾町の危機、再編の渦中にあ

り、日本経済不振の元凶とも非雌されている。しかしな

がら、実際には銀行は加害者でもあり、被害者でもある。

金融機関その代表である銀行が再びﾄ分な利益をあげ、

日本経済に貢献する方法を論ずる。

【授業計画】

第１講　金融システムの基礎知識

第2 講　金融システムにおける銀行

第３講　バブル崩壊と不良資産

第４講　間接償却と直接償却

第５講　金融再編成

第６講　日本の銀行の特徴（なぜ儲からないか）

第７講　ペイオフ問題と中小金融機関

第８講　政府系金融機関の功罪

第９講　郵政民営化

第10講　日本の資金需給の大変化

第11講　金融ビッグバン

第12講　異種業種からの参入

第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　必要に応じ、プリントを配布

【参考文献・資料】

　図説　わが国の銀行

　(全国銀行協会調査部編　財経詳報社)

　日経文庫　ベーシック金融自山化入門

　(円居総一著　日本経済新聞社)

　21胆紀日本の金融産業革命

　(植出、川北、高月著　東洋経済新報社)

　銀行収益革命

　(川本裕子著　東洋経済新報社)

-

保険ビジネス論

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　跡部浩一

2・3年後期選択２単位

【授業の概要】

　保険米法の基本事項を学習し、現代の企業経営にとっ

て不可欠な各種保険の意義と役割についての和解を深め

る。

　特に保険業法の法的解釈論よりも、日常の経済活動を

通じての保険実務とその意義を中心のテーマに、その法

的根拠としての保険業法の基木を解説する。

【授業計画】

第１講　保険業法の概要と保険業界のll}編動向

第２講　損害保険の基礎知識①

　　　　　＊s＼保の主流＝自動車保険（事例研究①）

第３講　損害保険の基礎知識②

　　　　　＊批保の主流＝ri動車保険（事例研究②）

第４講　損害保険の幕礎知識③

　　　　　＊火災保険と賠償責任保険

第５講　生命保険の基礎知識①

　　　　　＊'&近の保険犯罪と保険業法（事例研究①）

第６講　生命保険の基礎知識②

　　　　　＊最近の保険犯罪と保険業法（事例研究②）

第７講　生命保険の基礎知識③

　　　　　＊生命保険商品入門

第８講　保険とは何か・事例研究で学んだこと

第９講　生命保険会社が、何故、破綻したのか

第lO講　企業経営と新たなリスクに対応する損害保険

第11講　企業経営と生命保険

第12講　最近の経済情勢下での生損保商品の変化

第13講　まとめにかえて・保険業法の今口的意義

　　　　　＊保険業の意義と企業経営について

第14講　単位認定試験

【評価方法】

　出I席状況と単位認定試験の成績により、総合的に評価

する

【テキスト】

　テキストは使用しないが、毎回レジメを配布する

【参考文献・資料】

　『現代保険概論J （加藤修著　中央経済社）
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証券ビジネス論
　　　　　　　　　島田舒－

２・３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　日本版ビッグバン後、証券市場。証券会仕、証券行政

などいずれも変革が進みつつあり、また、グローバル化

の中で証券ビジネスは質量とも変わってきている。そこ

で広範囲にわたる証券ビジネスを具体的に論ずるととも

に、金融システムや市場の変化の中でどう変わっていく

か、その背景と方向性についても考察する。

【授業計画】

第１講　証券市場の機能と役割

第２講　証券の種類と内容

第３講　証券市場の仕組

第４講　証券会社の業務１　株式業務

第５講　証券会社の業務２　債券業務ほか

第６講　銀行の証券業務

第７講　投資信託業務

第８講　資産運川業務と投資計算

第９講　証券流通市場関連業務

第10講　国際証券業務

第11講　日本版ビッグバンと金融・証券llj-場の変化

第12講　規制緩和と新しい証券ビジネス

第13講　単位認定試験

【評価方法】

出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価す

る。

【テキスト】

証券ビジネスの基礎知識（島田舒‥著

化会）

D部日本教育文

-

金融システム論
　　　　　　　　石坂綾子

２・３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　中央銀行と金融政策、銀行と証券市場、国際的金融制度

　(IMF、世界銀行など)など金融システムについての基本的特徴

をその機能と歴史的背景から考察する。

【授業計画】
１

２

　1980・1990年代の金融世界

（１）バブルの陶酔と清算(1985-1994)

（2)ボーダーレスマネー(1994年) －「円・ドル」の事例－

（3)金融異変（メルトダウン) 一国際金融危機の事例一

　日本の金融システム

（１）金融システムの発展とその特色・再編と現状・公的金融

　　　システム

（２）金融業務にかんする規制・慣行とその変容

（３）金融制度改革

３。ヨーロッパ諸国の金融システム

　Ｏ）イギリス　ーロンドン・シティの国際金融市場とビッグ・バ

　　　　ン一

　（2)フランス　一実物資産選考と国有化－

　(3)ドイッ　ーユニバーサルバンキングの展開一

　（4)ヨーロッパ連合（European Union ;ＥＵ）一通貨統合・

　　　　鼎一通貨制度への移行－

4.金融自山化　一口本とアメリカの事例－

　(1）口本の金融自巾化　一日本型金融革命の展開－

　(2)アメリカ金融革命のダイナミズム

5.金融システムと中央銀行

　（1）='央銀行の機能　―発券銀行・銀行の銀行・政府の銀

　　　　行－

　（２）巾央銀行の役割　一金融システムに対する監視－

　（3)中央銀行の独立性とアカウンタビリティー改正日銀法の特

　　　　徴－

6.金融政策の目的と手段

　Ｏ）金融政策の目的　－ポリシーミックス(policy mix）一

　（2) 金融政策の手段と効果　一金利政策・市場操作・準備

　　　　預金制度－

　（３）金融政策の効果波及過程　―金融政策と実体経済－

7.国際通貨体制

　(1)国際通貨制度の変遷　一第二次世界大戦後を中心にー

　（2）m在の国際協調体制

【評価方法】

　単位認定試験の成紋によって評価する。

【テキスト】

　特に指定しない。

【参考文献・資料】

　rゼミナール現代金融人門J (斎藤精‥-･郎著　日本経済新聞

　社）

　　『金融システムJ(酒井良消・鹿野嘉昭著　有斐閣）

　　『金融政策J (酒井良清一榊原健一一一・鹿野嘉昭著　有斐

　IS]）
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Ｉ記簿
　　　　　前川三喜男

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

複式簿記の基礎原理と什訳から財務諸表の作成にいたる

会計p続の全体系を慨説し、簿記の基礎の理解を完全に

するため記帳練習も行う。

【授業計画】

第１回　簿記を学ぶにあたって

第２回　損益計算書と貸借対照表

第３回　取引と勘定

第４回　仕訳帳と総勘定元帳

第5 I'll　商品売買の記帳方法

第６回　現金・預金と手形の記帳方法

第７回　その他の勘定の記帳方法

第8lnl　補助簿の記帳方法

第９回　試算表

第10回　決算

第11回　決算修正の記帳方法

第12回　損益計算書と貸借対照表の作成

第13回　単位認定試験

【評価方法】

出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価す

る。

【テキスト】

例解演習基本簿記（山本孝夫・前川邦生編著　創成社）

圃
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ジ
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ミ

　　　　　　　　　　細野義晴

集中　３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　企業経営資金の需要軒と供給者との間には、現在多種

多様な金融機関が存在している。これらの金融構造を学

習し、現在の各種金融機関の特色とその役割を理解する。

【授業計画】

　以下のような内容で講義する。

1.日本の資金循環と各経済主体の金融行動

　　貨幣の機能と日本の資金循環、家計の金融行動、

　企業の金融行動、政府の金融行動、経済主体別資金

　過不足の動向、など。

2.わが国の金融機関とその変化

　　わが国における近代的金融機関の成立、第1次大

　戦後に確立した金融システムと金融機関の体系、金

　融の自山化・国際化による金融システムの変化、な

　ど。

3.金融機関の業務とその変貌

　　中央銀行の機能と金融政策、民間金融機関の業務

　とその変貌、公的金融の役割の変化とそこでの課題、

　など。

4.わが国の金融構造と金融機関行政の変化

　　高度成長時代の金融構造の特色・護送船団方式の

　金融機関行政と金融機関経営、低成長時代への移行

　に伴う金融構造の変化・市場機能重視の金融機関行

　政と金融機関経営、など。

5.金融ビックバンと金融機関の将来像

　　金融ビッグバンの背景とそのスケジュ'―ル、金融

　ビッグバンの金融機関と国民生活への影響、など。

【評価方法】

　単位認定試験の成績に出席状況を加味して評価する。

【テキスト】

　使用しない。

【参考文献・資料】

1.金融(貝塚啓明・奥村洋彦・首藤恵著、東洋経済新

　　報社)

2.図説、わか国の銀行(全国銀行協会連合会訓査部編

　　著、財経詳報社)

-
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簿記Ｉ
　　　　　　森恒夫

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

複式簿記の基礎原理と仕訳から財務諸表の作成にいたる

会計手続の全体系を概説し、簿記の基礎の理解を完全に

するため記帳練習も行う。

【授業計画】

　第１回　簿記の成立及び現代社会と会計|肖報

　第２同　複式簿記の基本原理

　第３～４回　現金・預金及び商品売買に関する記帳処

　　　　　　　理

　第５回　債権・債務及び手形に関する記帳処理

　第６回　有価証券・資産管理及び資本に関する記帳処

　　　　　理

　第７回　費川・収益に関する記帳処理

　第８回　帳簿組織

　第9～11回　決算の簿記

　第12回　単位認定試験

【評価方法】

　単位認定試験によって評価。

【参考文献・資料】

現代簿記会計（大塚宗春他著　中央経済社）

簿記教科書五訂新版（沼田嘉穂著　同文館)
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簿記II
　　　　　　　森恒夫

1・2年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

複式簿記の理解を深めることを目的にして、内容的によ

り高度な個別問題を詳論するとともに、取引の仕訳、勘

定記入や財務諸表の作成という具体的処理を論ずる。

【授業計画】

　第１回　前期簿記Ｉの復習

　第２回　債権及び棚卸資産の管理と評価

　第３回　有価証券及び固定資産の管理と評価並びに繰

　　　　　延資産

　第４～５回　特殊な商品売買

　第６～８回　株式会社の資金調達

　第９回　引当金と偶発債務

　第lO回　本支店会計及び連結会計

　第11回　コンピューター会計

　第12回　単位認定試験

【評価方法】

　単位認定試験によって評価。

【参考文献・資料】

現代簿記会計（大塚宗谷他著　中央経済社）

簿記教科書五訂新版（沼田嘉穂著　同文館)



会計学概論
　　　　　　　石川雅之

2・3年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　一般に公正妥当と認められている会計の諸原則や手続

きを学習し、会計諦帳簿の記載事項についての基本的理

解を深める。

【授業計画】

第１回　会計の意味

第２回　会計報告の必要性

第３回　財務会計と管理会計

第４回　会計と法令

第５回　会計基準の役割

第６回　損益計算書の什組み

第７回　貸借対照表の仕組み

第8回　キャッシュフロー計算書

第９回　財務諸表

第10回　中問財務諸表

第11回　連結財務諸表

第12同　監査制度

【評価方法】

　単位認定試験およびレポートによって評価する。

【テキスト】

　未定

-

原価計算
　　　　　　　　木村彰吾

２・３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　企業活動の原点である物作りと生産物の原価の什組み

を{'P.解するとともに、製品原価の計算方法、目的、手段、

利川方法について考察する。

【授業計画】

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

イントロダクション(原ii計算の前捉）

費目別計算

部門費の計算

個別原価計算

単純総合原価計算

工程別原価計算

組別総合原価計算

等級別総合原価計算

連産品の原価計算

標準原価計算

直接原価計算

まとめ

【評価方法】

試験による。日商簿記検定試験２級以上の合格者は、試

験の成績にｰ一定の割合で得点を加算する。

【テキスト】

原価計算論（廣本敏郎著　中央経済社）

【参考文献・資料】

日商簿記検定試験川のテキストなど
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管理会計 国際会計
　　　　　　　　山川勝

３年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　木村彰吾

２・３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　企業の経営活動の国際化に伴い、各国の会計基準の相

違が問題になる。特に、米国会計基準、国際会計基準の

動向に注目して会計基準の国際的調和について考察する。

また、個別の企業会計の問題として、為替レート変動が

企業に与える影響に関して、会計的な側面から論じる。

【授業計画】

１。総論

2.国際会計基準の概要

3.米国会計基準の概要

4.会計原則各論

　（1）連結財務諸表

　（２）金融商品会計

　（３）引当金、偶発債務

　（4）m職給付

　（５）外貨換算

　（６）中問財務報告

　（７）その他

5.企業の会計↑i腎報開示の現状比較（日本企業のマニュ

　アルレポート（国内向及び海外向け）の分析）

6.会計と監査

【評価方法】

　単位認定試験（英語の辞書持込可）の成績による。

【参考文献・資料】

　国際会計基準なるほどQ＆A (中央青山監査法人編

中火経済社）

　目本の有力企業の国内向及び海外向けに開示された会

計情報の実例をケース・スタディとして使川する。

　この授業の履修は、財務会計論又は会計学概論を履修

していることが望ましい。また、英文の企業会計開示情

報（マニュアルレポート）も授業で扱う予定である。
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【授業の概要】

　現代の企業経営における意志決定には、予測情報と実

績情報が必要不可欠である。企業内の各階層の経営管理

者は、これらの提供された情報の分析・解明を通じてど

のように合理的な企業経営を行っているか、具体例をあ

げて講ずる。

【授業計画】

2
3
4
5
6
7
8

　
　
　
圃
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9

m

1 1，

イントロダクション（会計の経営への応用）

ＣＶＰ分析

特殊原価計算

投資の意思決定

ABC／ABM

原価企画

品質原価計算

企業連携のコスト管理

予算管理

業績管理会計

まとめ

【評価方法】

試験による。原価計算の知識がないと講義の理解は難し

し稲

【テキスト】

原価計算論(廣本敏郎　中央経済社）

管理会計人門（加登豊　日経文庫）

【参考文献・資料】

授業巾に紹介する。



国際会計
　　　　　　　白木俊彦

３年　後期　選択　２単位

監査論
　　　　　　　前川三喜男

２・３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　近年、都市銀行や大手証券会社等の上場企業の倒産が

相続き、会計士監査のあり方が問題とされている。この

様な現状下における監査の実態と歴史的な考察ならびに

今後の発展のための監査理論について考える。

【授業計画】

第１回　監査とは？

第２同　監査の目的

第３回　監査の種類

第４回　公認会計士について

第５回　企業内容の開示制度（ディスクロージャー）

第６回　財務諸表監査

第７回　予備調査

第8 回　監査契約

第９回　監査計画

tf510回　内部統制制度について

第11回　内部統誹制度の評価

第12回　不正と誤謬

第13回　監査報告書

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

「スタンダード監査論」（友杉芳正著　中央経済社）

ビ
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【授業の概要】

　企業の経営活動の国際化に伴い、各国の会計基準の相

違が問題になる。特に、米国会計基準。国際会計基準の

動向に注目して会計基準の国際的調和について考察する。

また、個別の企業会計の問題として、為替レート変動が

企業に与える影響に関して、会計的な側面から論じる。

【授業計画】

第１講　総論：国際会計とは

第２講　各論１：国際財務報告

第３講　各論２：日本

第４講　各論３：米国

第５講　各論４：英国

第６講　各論５：フランス

第７講　各論６：ドイツ

第８講　各論７：中国・韓国

第９講　各論8 ：国際財務報告基準

第10講　各論９：外貨換算会計その１

第11講　各論10 : 外貨換算会計その２

第12講　各論11 : 外貨換算会計その３

第13講　単位認定試験

【評価方法】

　出席状況とレポート及び単位認定試験結果によって総

合的に評価する。

【テキスト】

　国際会計論（仮称）（権康殷編著　創成社）
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財務会計論 経営分析
…………j…………万…………　浅野敬志／

2・3年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　資金を効率的かつ安全に運用するためには、優良な企

業・金融機関とそうでない企業・金融機関を見分ける力

が必要である。その力を養うために、本講では、具体的

な経営分析の技法を学ぶと共に、外部向けに公表されて

いる財務情報を用いて、安全性・収益性・成長性などの

面から、企業や金融機関を実際に評価する。

【授業計画】

1.経営分析の必要性

2.財務諸表を理解する

3.成長性の分析（1)

4.成長性の分析（２）

5.収益性の分析（１）

6.収益性の分析（２）

7.採算性の分析（１）

8.採算性の分析（２）

9.安全性の分析（1）

10.安全性の分析（2）

11.実例を使っての総合分析

12.実例を使っての総合分析

13.実例を使っての総合分析

１

２

３

【評価方法】

　出席状況、課題、単位認定試験の成績によって総合的

に評価する。

【テキスト】

　３ステップ式だから経営分析がらくらくできる本（増

木清行著　あさ出版）

【参考文献・資料】

ゼミナール現代会計人門（伊藤邦雄著　日本経済新聞

社）

MBA講座　財務・会計

　　　　（J.L.リビングストン編著　日本経済新聞社）

企業分析人門（パレプ他著　東京大学出版会）
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　　　　　　　　石川雅之

2・3年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　企業等が公表する財務諸表の作成につき、その基礎と

なる会計処理および手続と、財務諸表の表示方法の基礎

的理論を講ずる。

【授業計画】

第1回　財務会計の社会的役割

第２回　財務会計と規制

第３回　企業会計原則

第４回　資産会計の原則

第５回　流動資産

第６回　固定資産

第７回　その他の資産

第８回　負債会計

第９回　資本会計

第lO回　損益会計

第11回　財務数値の分析１

第12回　財務数値の分析２

【評価方法】

　肌位認定試験およびレポートによって評価する。

【テキスト】

　未定

-



会計学特論Ｉ
　　　　　　　　友杉芳正

２・３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　国際化・情報化に直面している企業経営において、会

計学が果たす社会的役割を理論的・実証的に研究し、ビ

ジネスの言語としての会計学が、ステークホルダーの意

思決定に有用な会計↑青報を提供する要件とその信頼性の

保証問題を論じる。

【授業計画】

　会計学の各論が別途開講されるため、ここでは会計学

総論としての基本的、全般的な点の理解に努め、豊かな

社会の構築に貢献する会計学の社会的川具としての有用

性を講義する。

【評価方法】

　出席状況、リポート、小テスト、試験により、総合的

に評価する。

【テキスト】

　追って指示する。

【参考文献・資料】

　講義の進度に応じて指示する。

-

会計学特論II
　　　　　　　　杉本典之

3・4年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　を業や経済の国際化に不可欠な会計制度の国際比較、

会計基準の国際的統一一化・調和化に資する各国における

制度改正の動向把握、企業情報開示政策をめぐる諸問題

の解明等を通じて国際的会計政策について論じる。

【授業計画】

　ﾄﾞ記の事項をそれぞれ複数回に分けて説明する。

1

2

3

4

5

6

株式会社会計を典型とする企業会計

情報システムとしての企業会計

会計情報を搬送する決算財務諸表

決算財務諸表をめぐる会計基準

会計基準の国際的訓和化

各国の会計法準と国際会計基準

【評価方法】

　授業中に実施する複数lulのテストやレポートの成績と、

学期末試験の成績とを総合して評価する予定。

【テキスト】

　未定。履修者数が多くない場合には、各種の教材や下

記の拙著のコピーを印刷物にして配布する。

　『会計理論の探究一会計情報システムへの記号論的接

近－』（杉本典之著　同文舘）

　『キャッシュフロー計算書－その国際的調和化の現状

と課題一』（杉本典之・洪慈乙共著　東京経済情報出版）

【参考文献・資料】

　『『|本経済新聞』を含む新聞([]1-IJ紙)の経済面や。

　『週刊束洋経済』、『週卜Jダイヤモンド』等の週刊経済誌

にも日頃から目を配り、企業会計の動向やその環境の変

化に関心を持つようにしていただきたい。会計関係の月

刊誌としては、『企業会計』、『JICPA ジャーナル』、『税

経通信』、『會計』、等の多数のものがある。インター

ネットを通じて企業会計に関するさまざまな情報を人手

することもできる。

　必読・必見の参考文献・資料やその人手方法について

は、授業巾に具体的に紹介・教示するだけでなく、学生

の皆さんからの積極的な問い合わせにも答えたい。
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日本経済事情 国際経済事情
　　　　　　　　　　真田幸光

２～４年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　真田幸光

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

日系主要各紙、雑誌等の経済トピックスを毎週採り上げ、

日々刻々と変化する目本の経済情勢を金融マン的視野か

ら考察する。

【授業計画】

第１回　年間計画指示・オリエンテーション

第2～11回　前週に配布した時事経済トピックスに関す

　　　　　　る資料につき解説を行った上で経済情報に

　　　　　　関する意見交換を行う。

第12|n|　試験

第13回　試験解説

【評価方法】

単位認定試験の成績による。

【テキスト】

授業巾に配布する。

【授業の概要】

　外国系主要各紙、雑誌等の経済トピックスを毎週採り

上げ、世界情勢を分析した上で日本経済がそれにどう対

応していくかを考察する。

【授業計画】

第１回　年間計画指示・オリエンテーション

第2～11回　配布する時事経済トピックスに関する解説

　　　　　　を行った上で国際経済情勢について意見交

　　　　　　換を行う。

第12回　試験

第13回　試験解説

【評価方法】

単位認定試験の成績による。

【テキスト】

授業中に配布する。
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経済交流史
　　　　　　　　清水洋

３・４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　国際経済交流の歴史的意義を明らかにし、明治期から

今日に至るまでの日本と東南アジアの経済交流を事例と

して、移民、金融、通商、直接投資、ＯＤＡなどの面を

多目的に考察する。

【授業計画】

　講義を主体とするが、ビデオ・ＯＨＣなどの視聴覚設

備も適宜使用する。

1）国際経済交流の歴史的意義

2）ill南アジアにおける初期日本人移民の経済活動

３）～5）蘭印現・インドネシア）と英領マラヤ

　　（現・シンガポールと西マレーシア）における口本人

　移民の経済活動－からゆきさん先導型経済進出

6）アジア内貿易ネットワーク：神戸・横浜の華僑商人

　とインド人商人

7)戦前期シンガポールにおける日本人漁業

８）太平洋戦争期東南アジアにおける日本の経済活動

９）戦争賠償問題と日本の対東南アジア経済回帰

10）～12）東南アジア諸国の経済発展における日本の役

　割

13）その他

【評価方法】

　定期試験が主体となるが、レポート等も考慮に入れる。

【テキスト】

　からゆきさんと経済進出一世界経済のなかのシンガ

ポール・日本m係史（清水洋・平川均共著　コモンズ）

【参考文献・資料】

　日本と東南アジア（吉川利治編著　東京書籍）

　近代日本の東南アジアIB (正田健一郎編　アジア経済

研究所）
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ビジネスプレゼンテーション

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　　　梅田敏文

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ビジネスの場而における自己表現の効果的な技法を理

論而、実践而から考察する。ビジネスの諸局而で発生す

る課題を各自で分析し、プレゼンテーションツール（パ

ソコンなど）を使用して実践することにより、プレゼン

テーションスキルを取得する。

【授業計画】

第１講　ガイダンスとプレゼンテーション概要

第２講　パワーポイントの構成と基本機能

第３誹　プレゼンテーションシナリオの作成

第４講　プレゼンテーション資料の作成Ｏ）

第５講　プレゼンテーション資料の作成（２）

第６講　プレゼンテーション資料の作成（３）

第７講　プレゼンテーション資料の作成（4）

第８講　発表（１）

第９講　発表（２）

第10講　発表（３）

第11講　まとめ（１）

第12講　まとめ(2)

【評価方法】

作成されたプレゼンテーション資料、発表内容を総合的

に評価する。

【テキスト】

創造するプレゼンテーション（梅田敏文著　弘学出版）
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スキルマネージメント
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比較文化特論･･･
　　　　　　　　國信潤子

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　この講座では文化比較をジェンダーの視点から試みる。

まず、ジェンダー概念とはどのようなものであるか、ま

た異なる社会にはどのように多様なジェンダー関係があ

るかについて検討する。社会におけるジェンダー・バラ

ンスを統計、事例などを材料に、その背景にはどのよう

な法制度、慣習、宗教、カストなどの社会規範があるか

について検討する。

【授業計画】

　まず、各自の持つジェンダー観念を学生に語ってもら

い、それをグループ・ディスカッションの形で共有する。

社会統計事例、新聞、などに現れるジェンダー関係に関

わる情報を批判的に読み解き、ジェンダーそのものの多

様性、異文化性を明らかにしてゆく。

またジェンダーに関係する法制、人権規約などについて

も近年の岡連などを通じて出される国際基準がどのよう

なものであるかについて検討する。各自が担当資料を分

析し、報告する形式をとる。

【評価方法】

　履修態度、出席状況、期末レポート、報告内容などの

総合評価による。

【テキスト】

　特になし、随峙資料配付

【参考文献・資料】

　授業時に掲示する。

　　　　　　　　　浅井敬一朗

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　工学技術が進展するに伴ってスキルが企業の競争力と

して重要となっている。企業経営におけるスキルの意味

を明らかにした上で、スキルの獲得、移転のプロセスに

ついて論じる。

【授業計画】

第１回

第２回～５回

第６回～８回

第９回～10回

第11回

第12回～13回

第14回

スキルの概念

生産システムとスキル

日本的経営とスキル

I T化とスキル

スキルの海外移転

知識としてのスキル

ホワイトカラーのスキル

【評価方法】

　講義での発表、レポートおよび定期試験によって評価

する

【テキスト】

　特に指定しない

【参考文献・資料】

　ものづくりの技能（小池和男他苦　東洋経済新報社）

　日本のりーン生産システム（石川光男・藤村博之他著

　　中央経済社）

　人丈人か日本のもの作り（馬場錬成箸　プレジデント

　礼）

　デジタル化時代の組織革新（尾高煌之助他著　行斐

　閣）



異文化コミュニケーション特論
　　　　　　　　霜田一敏

２～４年　後期　選択　２単位

-

社会心理学

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　森久美子

3・4年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　社会心理学における主要な理論・研究について、特に

実験的研究を紹介しながら概説する。これを通して、尖

験社会心理学の枠組みによって、社会的な行動や現象を

理解するための基礎的知識を身につける。具体的には、

実験社会心理学の方法論のほか、社会的認知、社会的態

度、対人魅力、社会的影響過程、集団行動、など社会心

理学に関する幅広いテーマに関する実証的研究について

解説する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

社会心理学の目的と方法

社会的認知

社会的アイデンティティ

社会的態度と偏見

集団川の葛藤と交渉

社会的影響過程

メディアを通した影響

メディアとコミュニケーション

【評価方法】

　テストの成績による。

【テキスト】

214 －

使川しない。

【授業の概要】

　異なったライフ・スタイルや価値観を持った人々との

共存が時代の要請であり、異質なもの、異文化的なもの

を知ることは自国文化の本質を知ることでもある。その

意味からも、日本人の常識と社交性の特質を取り上げ、

究明するなかから外国人とのコミュニケーションを良く

する方途を考えてみたい。

【授業計画】

　文化背景を異にする諸外国の人々の行動を理解し、円

滑なコミュニケーションが行えるような基礎的な知識を

次のような項目についてテキストにもとづいて学ぶ。

1.異文化問コミュニケーションの背景

2.異文化間コミュニケーションの領城

3.文化とコミュニケーション

4.非言語コミュニケーション

5.言語と文化的認識

6.言葉の巾のジギルとバイト

7.カルチャー・ショック

8.より効果的なコミュニケーション

9. 異文化間コミュニケーションの教育と訓練

【評価方法】

　毎回行うミニテストと順次行うレポートとその発表問

題提起と期末の定期テストで総合的に評価する。

【テキスト】

　鍋倉健悦著『異文化コミュニケーション入門』丸善

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。
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組織心理学
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集団行動論
　　　　　　　　斎藤和志

３・４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　組織における人間行動を質問紙や面接、観察に基づく

調査などから得られた実証的データを用いて、･一定の仮

説に基づき説明しようとする行動科学的アプローチとし

ての組織心理学の領域から、いくつかのテーマを取り上

げ、考察する。仕事への動機づけと満足の問題、組織に

おけるリーダーシップの問題、組織内キャリア発達の問

題などを取り上げる。

【授業計画】

　(社会)心理学の基礎知識があることを前提とした講

義を行う。必要に応じて、レポートを課す場合がある。

また、訓査や実験の被験者としての体験も重視する。
１

２

3｡

4.

5.

6

7

8

9

10

11

12

13

職場の人問関係と社会心理

コミュニケーションの基本過程と組織コ

ション

人間関係の諸相

職業選択

パーソナリティと適性

動機づけと職務満足

集団の特性

集団の成果

集団とリーダーシップ

リーダーシップ・スタイル

職場のストレス

キャリアの発達

試験

こ
｀ ユニ ケー

【評価方法】

　試験による。レポートや調査の被験者体験を成績に加

味する場合には、事前に通告する。

【テキスト】

　未定。

-

　　　　　　　　森久美子

3・4年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　われわれの生活は、さまざまな集団や社会の巾で営ま

れている。そうした集団や社会で発生するダイナミック

スについて、社会心理学的理論をもとに解説し、個人と

集団・社会の相互作用過程について考察する。意思決定

や課題遂行における集団内の影響過程、集団間の葛藤と

協調、個人行動と集合行動の関連、などの問題を取り上

げて論じる。

【授業計画】

　授業では、「仮想世界ゲーム」への参加を通して、社

会心理学的な現象を自ら体験する。ゲームはある程度ま

とまった時間をとって実施する必要があるため、下記の

3.～6.は、土曜日などを利用した補講に振り替えて

実施する場合がある。詳細は受講者の希望を尊重して決

定する。

　1.仮想世界ゲームと社会心理学的現象

　2.仮想世界ゲームの参加説明

　3.仮想吐界ゲーム実施（1）

　4. 仮想世界ゲーム実施（2）

　5.仮想世界ゲーム実施（３）

　6.仮想世界ゲーム実施（4）

　7.集団間に生ずる認知過程

　8.社会理解の基礎としての原因帰属

　9.集団意思決定の合理性・非合理性

　10.マジョリティとマイノリティ

　11.私益と共益のジレンマ

　12.集団問関係と社会的アイデンティティ

　13.まとめ

【評価方法】

　レポートによる。

【テキスト】

　シミュレーションlit界の社会心理学－ゲームで解く葛

藤と共存－（広瀬幸雄編著　ナカニシヤ出版）



マスコミュニケーション

-

216

放送メディア論

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　遠藤雄久

３・４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　遠藤雄久

3・4年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　多メディア化、多チャンネル化、更には国際化の趨勢

のなかで、放送システムとりわけテレビ放送の地位は大

きく揺らぎ、新しい対応を迫られている。本講義は、テ

レビ放送の「過去・現在・未来」を具体的な事実、デー

タに基づいて考察し、情報化社会のなかでのテレビ放送

の新しい可能性を探る。

【授業計画】

Ｏ）目本の放送の現状

（２）口本の放送制度（ヨーロッパ、アメリカ、アジア

　　諸旧との比較

（３）放送のデジタル化をめぐって（その問題点）

(4）国民国家とは何か（ベネディクト・アンダーソン

　　の論議を中心に）

（5）国民国家のイデオロギー装置としての目本の放送

（６）戦時下のラジオ放送

（７）占領期の放送民主化の経過

（８）民問商業放送の開始

（９）テレビは何を放送してきたのか（テレビ番組論）

（10）メディア・リテラシーを考える

（11)主体的なオーディエンスを目指して

（12）放送の未来を展望する

随時、講義のレジメと関連する参考資料を配付する。ま

た、ビデオなど映像資料を見ながら進める。参考図書も

その都度紹介する。

【評価方法】

学期末の所定のテスト期間に論文形式のテストを行う。

【テキスト】

使川しない。

【授業の概要】

　マスコミュニケーションの機能、マスメディアの利川、

マスの送り予と受け于、ジャーナリズムと世論などにつ

いて概説する。また、「1本のテレビ放送の歩みをたどり、

21IJi紀の映像メディアの将来像を考える。

【授業計画】

第１講　　総論

第２講　　新聞一新聞の種類、組織と取材

第3講　　新聞一通信社、新聞経営と製作の仕組み

第４講　　新聞―電子新聞、新聞の読者

第５講　　放送－放送制度と事業者

第６講　　放送一番組制作・編成

第７講　　放送―視聴者

第８講　　メディア境界領域―概観

第９講　　インターネット

第10講　　メディアの一体化

第11講　　映画一映画産業と観客

第12講　　映画ソフトの多重使用

第13講　　まとめ

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合判断

【テキスト】

　授業中に指示
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現代マーケティング論
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消費者行動
　　　　　　　　石田米和

３・４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　石田好江

3・4年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義では、消費を支えてきたマーケティングの歴史

と特徴を概観しつつ、社会経済環境が激変するなかでの

消費者＝生活者像および生活意識、価値観等の変容、メ

ディアの進展と情報伝達方法や新たな時代のマーケティ

ングの在り方等について、さまざまなデータ、事例等を

交えて考えていきたい。

【授業計画】

　テキストの解説を中心とし、適宜、参考資料、ビデオ

等を使用する。

【評価方法】

・真剣に学ぶ意欲のある学生のみが履修すること。

・評価は、レポート提出、定期試験、受講態度等により

　行う。

【テキスト】

　未定。

【参考文献・資料】

　未定｡適宜､紹介する。

【授業の概要】

　消費者行動分析は、非常に学際的な分野である。本講

では経済学による消費選択行動、家計行動を中心に扱う

が、他の学問分野の枠組みも取り入れながら、変化する

消費者の行動を分析したい。

【授業計画】

１　消費者行動とマーケティング

　消費者行動分析の重要性

２　消費者を理解する

　S-O-Rモデル

　消費者情報処理研究

　ライフスタイル研究

３　消費者のインタラクションを理解する

　新製品の普及・選択

　準拠集団

４　新しい視点の消費者行動分析

【評価方法】

　成績評価は定期試験の結果で行う。なお、出席率は受

験資格にはしない。

【テキスト】

　使用しない。講義レジュメ（資料を含む）を配布する。



Communication Strategiesl
ジェームズ・A.ジョリー

3・4年　前期　選択　２単位

Communication StrategiesII
ジェームズ・Ａ．ジョリー

3・4年　後期　選択　２単位
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【Course Content】

　議論やディベートについての様々な概念を考察しながら、

実際に自分の主張を発表し、その主張を証拠や論拠をあげ

て反論から守る訓練をする。

The objectivesof this course are to provide students

with continued review and practiceof English as used

in　international business communication.　Class

assignments willinclude written work in addition to

conversation practices.Lesson topics and content are

designed to provide students with opportunities for

expanding their functional vocabulary and to better

express themselves in varied business situations.

Special handout supplementary materials will be

used with the teχtbook drills to provide broader

experience.

【Schedule】

Basically class sessions will cover one unit of the

teχtbook each week. A schedule of class dates and

assignments will be provided at the second class

meeting.　There will be three or four homework

assignments related to special lesson topics and two

short quizzes will be given during the class term. Ａ

finalｅχamination over the whole course will be given

after the final lesson.

【Assessment】

The students willbe graded on their performance in（

1 ）attendance and class participation,（2）ｈｏｍｅ-

work　assignments, （3 ）quizzes　and （4 ）final

examination. Active participationin class will be

valued highly.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The textbook for this course will be Workplace English:

Office　File （Marc　Helgesen　and　Keith　Adams,

Longman Asia ELT）. Additionally each student is

expected to have her or his own personal English /

Japanese dictionary to be used for study, during class

sessions, for homework and during quizzes or the

final eχamination.
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【Course Content】

　議論やディベートについて基本的な概念を学びながら、そ

の際の主張や証拠、論理の組立てについて分析し、話し合

う。

This course is aimed at providing students with

training　and　practice　in　English, as　used　in

international　business　communication, through

review of basic English grammar with practical

application in model conversations in social and

business situations.　Lesson topics and conLenl will

also provide students with opportunities for ｅχpand-

ing　their　functional　vocabularies　and to　gain

confidence in ｅχpressing themselves. Ｔｅχtbook drills

will be supplemented with additional materials and

activities to facilitate and enhance conversational

skills.

【Schedule】

Basically class sessions will cover one unit of the

textbook each week. A schedule of class dates and

assignments will be provided at the second class

meeting.　There will be three or four homework

assignments related t.０speciallesson topics and two

short quizzes will be given during the class term. A

finalexamination over the whole course will be given

after the finallesson.

【Assessment】
The students will be graded on their performance in（

1 ）attendance and class participation, ( 2 ）home-

work　assignments, （3 ）quizzes　and （4 ) final

examination. Active participation in class will be

valued highly.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The textbook for this course will be Longman English

Express 1 （Michael　Rost, Stephen　Thewlis　and

Jennifer Schmidt, Longman Asia ELT）. Additionally

each student is ｅχpected to have her or his own

personal English / Japanese dictionary to be used for

study, during class　sessions, for　homework　and

during quizzes or the final ｅχamination.

-
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ビジネス英語
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基礎演習Ｉ
　　　　　　　藤井正志

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　第1講~第12講 演習の受講者が、経済金融の基礎知

識を修得することを目的とする。テ

キストを使用し、受講者が交代で自

分の担当部分について報告し、質疑

応答により進める。

【評価方法】

　出席状況と授業への取り組み姿勢によって総合的に評

価する。

【テキスト】

　受講者のニーズをヒヤリングした上で決定する。

　　　　　　　　　蜂須賀幸志

3・4年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　21世紀、いかにインターネット上の取り引きが主流で

あっても、ビジネス界で使用される公式社外用ビジネス

レターの作成並びに社内報メモランダムの作成能力の修

得は不可欠である。このコースはこうした実践的ビジネ

ス英語の能力養成をゴールとする。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12

13

導入：ビジネス英語の特徴

ビジネス会議における人々との交流

電話の応答（1）（ＶＩＤＥＯ使川）

電話の応答(2）

アポイントメントの取り方

プレゼンテーション（１）企業紹介（小テスト）

プレゼンテーション（２）

製品と販売

企業の方針。決定についての討論

苦情処理

社内メモランダム作成

社外公式レター作成練習

試験

【評価方法】

出席状況。小テスト。プレゼンテーション。課題。

クラスにたいする貢献等による総合評価

【テキスト】

教科書：Business Venture ２ By Roger Barnard ＆

　　　　Jeff Cady, Oxford

テープ、ビデオ等視聴覚教材



基礎演習Ｉ
　　　　　　國信潤子

２年　前期　必修　２単位

基礎演習Ｉ

■
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　　　　　　森下允之

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　世界の国、地域の政治・経済状況を調べ、ビジネスの

可能性を探る。そのための基礎知識を対話形式で論ずる。

【授業計画】

　国際的な資本の流れ、国際投融資の現状を最新の統計

から把握する。さらにll±界経済の鳥瞰図を参考書籍

　『2000World Bank Atlas』を使用しながら修得させる。

【評価方法】

　出席状況と演習への姿勢を総合的に評価する。

【テキスト】

　2000 World Bank Atlas 世界200ヶ岡の経済・社会・

環境　指標（シュプリンガー・フェアラーク東京）

　《その他》

　本基礎演習Ｉ受講者は「国際投融資論」を受講する必

要はない。
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【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

キーワードとしてジェンダー、女性学、男性学、雇用機

会均等法、持続可能な社会開発、南北社会対立、などを

切り口に、基礎資料、国連文書、研究論文、統計データ

などを読み解いてゆく。英文資料を含む。

学生各自が自分の問題意識にそって、資料、データなど

をリサーチし、レジメ作成の上、報告する。講義形式と

学生による報告と両方を並行し、討論なども含めて、ゼ

ミ形式で進める。主体的、積極的に問題意識を発言し、

各自のテーマにそって、調査を主体的に進めること。期

末レポート提出が義務である。

【評価方法】

ゼミでの報告内容、発言内容、履修態度、リサーチ方法、

期末レポートなどの総合評価。

【テキスト】

随時資料配付、参考文献を掲示する。

【参考文献・資料】

随時資料配付、参考文献を掲示する。
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基礎演習Ｉ
　　　　　　　霜田一敏

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　学生の問題意識によって授業計画は異なってくるが大

凡次のような計画で行う。

1.現在の起こっている社会的な諸問題

　（l）異なった宗教観を背景としたテロ事件と経済

　（2)教師をめぐる犯罪について

　（3)キャンバス内でのジェンダー問題

　（4）いじめをめぐる問題

　（5）［IJ-代間異文化問題一親と子の考え方のズレ

　（6）商取り引き上のコミュニケーション

　それぞれの問題について学生が提案し相互に討論を行

う。

2.自分史の作成

　成人を契機に今まで生きてきた足跡をたどり、自己を

振り返り、新たな生き方を模索する。

　自らの生き方に則した問題意識の発掘と問題追究計画

の作成を行う。

【評価方法】

　各人のレポートと発表、討論への態度、テーマごとに

提出するミニ論文によって評価する。

【テキスト】

　使用しない。その都度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。
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基礎演習Ｉ
　　　　　　　梅田敏文

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　プレゼンテーションに関係する以下の項目を検討しな

がら、各自の調査、分析結果を発表する。

　1.プレゼンテーションのシステム分析

　　　（１）聞き手の分析

　　　（2）内容の分析

　　　（３）プレゼンターの分析

　2.プレゼンテーションの計画

　　　(1）目的の明確化

　　　（２）シナリオの作成

　　　（３）ツールの活用

　3.プレゼンテーション資料の設計

　　　（１）文字とレイアウト

　　　（２）図形の作成

　　　（3）色の種類と効果

　　　（4）グラフの利用

【評価方法】

　作成されたプレゼンテーション資料、発表内容を、総

合的に評価する。

【テキスト】

創造するプレゼンテーション（梅田敏文著　弘学出版）



基礎演習Ｉ 基礎演習Ｉ
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　　　　　　杉本典之

２年　前期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　真田幸光

四
２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心を引き川していく。

【授業計画】

学生各自テーマを選び事業を創設していくということを

仮定して情報収集、分析を行い、事業企画討を立案する。

教貝はこれに対する個別アドバイスを実施する。

【評価方法】

立案した事業企画書とゼミ活動姿勢による。

【テキスト】

無し。
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【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生か選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　この基礎演習１の共通テーマは、ビジネス社会の「国

際語」であるF複式簿記の機構に支えられた企業会計」

を学んで、考えよう、ということである。

　このような共通テーマに接近するために、さしあたり

下記のテキストを教材にして、発表の什方や討論の仕方

等を実践にそくして学習する。学生各人の問題意識が芽

生えかつ発展するにしたがって、各人のテーマにもとづ

いた発表と討論とを積み重ねる。

【評価方法】

　演習形式のこの授業では、講義形式の多くの授業とは

異なり、学生の皆さんが主役である。各人の主体的・能

動的・積極的な行動が授業を活性化させる。よって皆さ

んの授業活性化への貢献度によって成績を評価する。

【テキスト】

　さしあたり下記の２点（いずれも自習しておくことか

宿題になっているもの）を使用する。

　『歴史に触れる会計学J（友岡賛著　有斐閣アルマ）

　レポートや論文の書き方に関する解説書

【参考文献・資料】

　『日本経済新聞』を含む新聞（日刊紙）の経済而や、

　『週刊東洋経済』、『週刊ダイヤモンド』等の週刊経済誌

にも日頃から目を配り、企業会計の動向やその環境の変

化に関心を持つようにしていただきたい。会計関係の月

刊誌としては、『企業会計』、『ＪＩＣＰＡジャーナル』、『税

経通信』、『會計』、等の多数のものがある。インター

ネットを通じて企業会計に関するさまざまな情報を入手

することもできる。

　必読・必見の参考文献・資料やその人手方法について

は、学生からの閥い合わせに応じて個別具体的に紹介・

教示する。

-
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基礎演習Ｉ
　　　　　　浅井敬一朗

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心をひきだしていく。

【授業計画】

　戦後の日本経済の軌跡を学ぶことにより企業経営を学

ぶ前提となるような経済のしくみについて、レポーター

が指定されたテキストおよび資料の担当箇所をレジメに

まとめ、報告し、質疑応答を行う。適宜、国際経済、国

内経済の新聞記事をグループごとにまとめ、発表する。

　ゼミでのディスカッションを通じて、他のひとの意見

を聞き、自分の意見との相違点・共通点について考える

理解力を養う。さらに、その意見についての前提、事実

認識、論理構成について批判的検討を可能にする洞察力

を習得する。

【評価方法】

　演習での報告、討論の状況、レポートにより評価する。

必要に応じ小テストを行う。

　無断欠席をした場合は単位を認定しない。

【テキスト】

　適宜指定する

【参考文献・資料】

　適宜紹介する
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基礎演習Ｉ
　　　　　　石川雅之

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

学生による発表と講義をおりまぜながら行う。



基礎演習Ｉ
　　　　　　　浅野敬志

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　下記教科書を使用して、ディベートの技法、考える技

術・書く技術、プレゼンテーションの技法などを習得さ

せる。

【評価方法】

ゼミヘの参加、取り組みなどを考慮して決定する。

【参考文献・資料】

考える技術・書く技術（バーバラ・ミント著　ダイヤモ

ンド社）

頭を鍛えるディベート入門（松本茂著　ブルーバック

ス）

はじめてのディベート（西部直樹著　あさ出版）

基礎演習Ｉ
　　　　　　　石坂綾子

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授業

の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

アメリカ・ヨーロッパ諸国を中心に国際経済、通貨・金

融分野でのトピックスを取り上げ、演習参加生の報告と

討論を行う。

【評価方法】

出席状況・演習での報告を中心として総合的に評価する。

【テキスト】

第1回目の演習において指示する。

【参考文献・資料】

演習において指示する。
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基礎演習Ｉ
　　　　　　　島田舒－

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　第１～２回　証券、証券市場などの基礎的分野、証券

　　　　　　　業務と証券ビジネスなどの中からテーマ

　　　　　　　を選択し、問題のとり上げ方、まとめ方

　　　　　　　について方向づけを行う。

　第３～６回　テーマごとの発表とディスカッションを

　　　　　　　通じて問題をクリアーにし理解を深める

　第７同　　　修正したレポートの発表とディスカッ

　　　　　　　ションおよびまとめ

　第８回　　　関心あるテーマを選択し、間題のとり上

　　　　　　　げ方とまとめ方について方向づけを行う

　第9～11回　テーマごとの発表とディスカッション。

　　　　　　　同時に、レポート修正の方向づけを行う

　第12回　　　修正したレポートの発表とディスカヽタ

　　　　　　　ションおよびまとめ

【評価方法】

　出席状況、課題のまとめ方、理解度などによって評価

する。

【参考文献・資料】

証券ビジネスの基礎知識(島田舒一著　中部日本教育文

化会）

証券経営の新ビジネスモデル（財団法人　資本市場研究

会編　清文社）

現代目本の証券市場（財団法人　日本証券経済研究所編

集・発行）

基礎演習Ｉ
＼　　　　　森恒夫ぺ

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　簿記には原理原則を頭で理解しただけではどうにもな

らない、身体で覚えて初めて使いものになるという、ス

キルの要素が多分にある。自分でやってみて体得するこ

とが何より大切であるから、練習を重ねると共に理論的

背景及び財務諸表論もあわせて学ぶ。

次の順に個別論点の理解を深める。

　（ｌ）現金・預金

　（２）商品売買

　（３）債権・債務

　（4）手形

　（5)有価証券

　（６）固定資産

【評価方法】

　出席状況･平常点及びレポートにより評価。

【参考文献・資料】

　体系簿記論(飯野利夫監修　税務経理協会)
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基礎演習Ｉ
　　　　　　前川三喜男

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

第１[司　自己紹介、ゼミの年間計画とすすめ方

第2～13回　上級簿記演習、毎回テーマを決め企業会計

　　　　　　の実務で使用されている会計処理の実例を

　　　　　　演習するとともに、その基礎となっている

　　　　　　会計原則を理解する。

【評価方法】

出1席状況、課題に対する研究発表などを考慮して行なう。

【テキスト】

授業中に指示する。

-

基礎演習Ｉ
　　　　　　石橋善弘

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　出f;生活にかかわる数学的な問題について、講義、学

生の発表、討論をセミナー形式で行う。

【評価方法】

　出席状況およびレポートまたは試験の成績により総合

的に評価する。

【テキスト】

　未定
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基礎演習II
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基礎演習II
　　　　　　　國信潤子

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

前期に引き続いて、キーワードとしてジェンダー、女性

学、男性学、雇川機会均等法、持続可能な社会開発、開

発途上国などを切り口に、基礎資料、国連文書、研究論

文、統計データなどを読み解いてゆく。英文資料を含む。

学生各自が自分の問題意識にそって、資料、データなど

をリサーチし、レジメ作成の上、報告する。講義形式と

学生による報告と両方を並行し、討論なども含めて、ゼ

ミ形式進める。主体的、積極的に問題意識を発言し、各

自のテーマにそって、調査を主体的に進めること。

前期に引き続いて、学生各自の問題意識にそったテーマ

での調査、研究を継続する。国内外のゲストスピーカー

を時折招く。期末レポート作成、提出が義務である。

【テキスト】

随時資料配付、参考文献を提示する。

【参考文献・資料】

随時資料配付､参考文献を提示する。

　　　　　　　藤井正志

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し。双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　第1講~第12講 演習の受講者が、経済金融の基礎知

識を修得することを目的とする。テ

キストを使用し、受講者が交代で自

分の担当部分について報告し、質疑

応答により進める。

【評価方法】

　出席状況と授業への取り組み姿勢によって総合的に評

価する。

【テキスト】

　受講者のニーズをヒヤリングした上で決定する。



基礎演習II
　　　　　　　森下允之

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　Ill-界の国、地域の政治・経済状況を調べ、ビジネスの

可能性を探る。そのための基礎知識を対話形式で論ずる。

【授業計画】

　教師が指定した国について政治・経済状況を中心に対

話形式で訓べる。

【評価方法】

　出席状況と演習への姿勢を総合的に評価する。

【テキスト】

　国に応じ演習中に指示する。

-

基礎演習IT

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　霜田一敏

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　学生の問題意識によって授業計画は異なってくるが人

凡次のような計両で行う。

1.現在の起こっている社会的な諸問題

　（１）異なった宗教観を背景としたテロ事件と経済

　（２）教師をめぐる犯罪について

　（３）キャンバス内でのジェンダー問題

　（4）いじめをめぐる問題

　（5）I旦代間呉文化問題一親と子の考え方のズレ

　（6)商取り引き上のコミュニケーション

　それぞれの問題について学生が提案し相互に討論を行

う。

2.自分史の作成

　成人を契機に今まで生きてきた足跡をたどり、白己を

振り返り、新たな生き方を模索する。

　自らの生き方に則した問題意識の発掘と問題追究計画

の作成を行う。

【評価方法】

　各人のレポートと発表、討論への態度、テーマごと(

提出するミニ論文によって評価する。

【テキスト】

　使用しない。その都度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。
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基礎演習II 基礎演習Ｈ
　　　　　　　梅田敏文

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　プレゼンテーションに関係する以下の項目を検討しな

がら、各自の調査、分析結果を発表する。

■
ビ
ジ
コ
ミ

プレゼンテーションの実施

Ｏ）プレゼンテーションの構造と流れ

（2）導人部／主要部／最終部

（3）質問と応答

プレゼンテーションの技法

(1）言葉と声

（2）表情とアイコンタクト

(3)態度と服装

３。プレゼンテーションの評価

　　（1)聞き手の満足度チェック

　　（2）プレゼンターの成功度チェック

　　（３）最終目的の達成度評価

【評価方法】

　作成されたプレゼンテーション資料、発表内容を、総

合的に評価する。

【テキスト】

創造するプレゼンテーション（悔田敏文杵　弘学出版）
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　　　　　　　杉本典之

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　この基礎演習IIの共通テーマも、基礎演習Ｉのそれと

同じく、ビジネス社会の「国際語」である「複式簿記の

機構に支えられた企業会計」を学んで、考えよう、とい

うことである。

　征礎演習Ｉの成果として学生各人が自覚するように

なった問題意識を、さらに明確化させかつ発展させる。

そして、そのような各人のテーマにもとづいた発表と討

論とを積み重ねる。

【評価方法】

　この基礎演習の主役は学生自身に他ならない。よって

学生である皆さんの授業活性化への貢献度によって成績

を評価する。

【テキスト】

　企業会計諸則集。それ以外は未定。学生と協議して選

定する。

　学内ＬＡＮのような情報システムを利川できる場合に

は、これを最大限活川したい。

【参考文献・資料】

　『日本経済新聞』を含む新闘山刊紙）の経済面や、

　『迦刊東洋経済』、『週刊ダイヤモンド』等の週刊経済誌

にも日頃から目を配り、企業会計の動向やその環境の変

化に関心を持つようにしていただきたい。会計関係の月

回誌としては、『企業会計』、『JICPAジャーナル』、『税

経通信』、『會計』、等の多数のものがある。インター

ネットを通じて企業会計に関するさまざまな情報を人手

することもできる。

　必読・必見の参考文献・資料やその人手方法について

は、学生からの問い合わせに応じて個別具体的に紹介・

教示する。



基礎演習II

-

基礎演習II

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　　浅井敬一朗

〃
２年　後期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　真田幸光

-
２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心をひきだしていく。

【授業計画】

　経営学の基本的なテキストを輪読する。レポーターが

指定されたテキストおよび資料の担当箇所をレジメにま

とめ、報告し、質疑応答を行う。適宜、国際経済、国内

経済の新聞記事をグループごとにまとめ、発表する。

　ゼミでのディスカッションを通じて、他のひとの意見

を闘き、自分の意見との相違点・共通点について考える

理解力を養う。さらに、その意見についての前提、事実

認識、論理構成について批判的検討を可能にする洞察力

を習得する。

　またテキストとは別に適宜、課題図書を指定し、レ

ポートを提出する。

【評価方法】

　演習での報告、討論の状況、レポートにより評価する。

必要に応じ小テストを行う。

　無断欠席をした場合は単位を認定しない。

【テキスト】

　適宜指定する

【参考文献・資料】

　適宜紹介する
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【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

前期に作成した事業計画書をそれぞれが発表、当該企画

の実現性をゼミ参加者全員で議論・考察していく。

【評価方法】

発表内容･議論参加内容による。

【テキスト】

無し
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基礎演習IT 基礎演習II
　　　　　　石川雅之

２年　後期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　浅野敬志

-
２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

学生による発表と講議をおりまぜながら行う。

-

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の｢いで、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　下記教科書を使用して、ディベートの技法、考える技

術・書く技術、プレゼンテーションの技法などを習得さ

せる。

【評価方法】

ゼミヘの参加､取り組みなどを考慮して決定する。

【参考文献・資料】

考える技術・書く技術（バーバラ・ミント著　ダイヤモ

ンド社）

頭を鍛えるディベート入門（松本茂著　ブルーバック

ス）

はじめてのディベート（西部直樹著　あさ出版）
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基礎演習II 基礎演習II

■
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ミ

　　　　　　　　　　　島田舒一

四
２年　後期　必修　２単位

　　　　　　　石坂綾子

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　第１～２回　証券会社の経営、証券市場の国際化、金

　　　　　　　融・証券の新ビジネスなどの巾からテー

　　　　　　　マを選択し、問題のとり上げ方、まとめ

　　　　　　　方について方向づけを行う。

　第３～６回　テーマごとの発表とディスカッションを

　　　　　　　通じて問題をクリアーにし理解を深める。

　第1回　　　修正したレポートの発表とディスカッ

　　　　　　　ションおよびまとめ。

　第８同　　　関心あるテーマを選択し、問題の取り上

　　　　　　　げ方とまとめ方について方向づけを行う。

　第9～11回　テーマごとの発表とディスカッション。

　　　　　　　同時に、レポート修正の方向づけを行う。

　第12回　　　修正したレポートの発表とディスカッ

　　　　　　　ションおよびまとめ。

【評価方法】

　出席状況、課題のまとめ方、理解度などによって評価

する。

【参考文献・資料】

証券経営の新ビジネスモデル（財団法人　資本巾場研究

会編　清文社）

現代日本の証券市場（財団法人　日本証券経済研究所編

集、発行）

証券経営のフロンティア（財団法人　資本市場研究会編

　清文社）
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【授業の概要】

それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授業

の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

アメリカ・ヨーロッパ諸国を中心に国際経済、通貨・金

融分野でのトピックスを取り上げ、演習参加生の報告と

討論を行う。

【評価方法】

出席状況・演習での報告を中心として総合的に評価する。

【テキスト】

第１回目の演習において指示する。

【参考文献・資料】

演習において指示する。



ビ
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ミ

基礎演習II 基礎演習II
　　　　　　　　　　森恒夫

-
２年　後期　必修　２単位

　　　　　　前川三喜男

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

Ｉ前期に引き続き個別論点の理解を深める。

　　（１）繰延勘定

　　（２）資本

　　（３）費用・収益

II決算の簿記をマスターして、諸会計法規に準拠した財

　務諸表の作成を学ぶ。

【評価方法】

　出席状況･平常点及びレポートにより評価。

【参考文献・資料】

　体系簿記論(飯野利夫監修　税務経理協会)

-

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の中で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

第1回~第6回

第7回~第13回

上級簿記演習

上級簿記演習

(商業簿記)

(工業簿記)

　毎回テーマを決め企業会計の実務で

使川されている会計処理の実例を演習

するとともに、その基礎となっている

会計原則を理解する。

【評価方法】

出席状況、課題に対する研究発表などを考慮して行なう。

【テキスト】

授業中に指示する。
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基礎演習II 専門演習Ｉ
　　　　　　　藤井正志

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

学生の発表と講義をおりまぜながら行う。

【評価方法】

出席状況､演習での報告等から総合的に評価する。

【テキスト】

適宜指定する。
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■
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　　　　　　　石橋善弘

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　それぞれの分野の演習は、学生が選択し、双方向の授

業の巾で、学生の関心を引き出していく。

【授業計画】

　日常生活にかかわる数学的な問題について、講義、学

生の発表、討論をセミナー形式で行う。

【評価方法】

　出席状況およびレポートまたは試験の成績により、総

合的に評価する。

【テキスト】

　未定

-
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専門演習Ｉ
　　　　　　　國信潤子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

　学生各自が自分の問題関心をほりおこし、文献・資

料・情報を多様なメディアから収集する。

各自の報告によってすすめる。共同調査等もとり入れる。

【授業計画】

　学生各自の問題意識にそったテーマを決定し、主体的

にリサーチ、発表をする。

　リサーチ方法、発表方法は随時指導する。また講義を

折り込み、基礎情報や最新情報を紹介する。

【評価方法】

　授業出席状況､履修態度､感想カード内容､期末レ

ポートなどの総合評価による

【テキスト】

　授業時に提示する。

【参考文献・資料】

　また随時資料配布する。
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専門演習Ｉ
　　　　　　　森下允之

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　世界の国、地域の政治・経済状況を調べ、ビジネスの

可能性を探る。そのための専門知識を対話形式で論ずる。

【授業計画】

　教師の指導のもと学生が選択した国について政治・経

済状況、企業進出を中心に学生が調べ、発表する。

【評価方法】

　出席状況と演習への姿勢を総合的に評価する。

【テキスト】

　国に応じ演習中に指示する。



専門演習Ｉ
　　　　　　　霜田一敏

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　基礎演習で明確になった各人の研究テーマをどのよう

に展開するか、その計画を相互に検討して明確にしてい

く。

1.問題意識の具体化

2.研究計画の作成

3.資料収集の方法

4.参考文献の収集と理解

5.調査方法の検討

6.論文作成の書き方

　などを一人一人に則して具体的に検討する。

【評価方法】

　各人のレポートと発表、討論への態度、最後の提出1す

る論文によって評価する。

【テキスト】

　使用しない。その都度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。
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専門演習Ｉ
　　　　　　梅田敏文

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に雌づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

第１講　ガイダンス

第２講　インターネットを活用した情報収集と情報発信

第３講　ＨＴＭＬの機能（１）

第４講　ＨＴＭＬの機能（２）

第５講　ＨＴＭＬの機能（３）

第６講　ホームページの作成（１）

第７講　ホームページの作成（２）

第８講　ホームページの作成（3)

第９講　ホームページの発表と評価Ｏ）

第10講　ホームページの発表と評価（２）

第11講　ホームページの発表と評価（３）

第12講　まとめ

【評価方法】

作成されたホームページ、そのプレゼンテーション、発

表内容、態度などを統合的に評価する。

【テキスト】

最初に全体のプリントを配布する。

授業の途中に、適宜、資料を配布する。

■
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専門演習Ｉ
　　　　　　　杉本典之

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　この専門演習Ｉの共通テーマは、企業会計の構造と機

能ないし会計制度の国際化についての学習と卒業論文の

準備、である。

　基礎演習ｌと11の成果として学生各人が自覚するよう

になった問題意識を明確化・発展させ、各人のテーマに

もとづいた発表と討論とを積み重ねる。これらの作業を

通じて、卒業論文のテーマを模索する。

【評価方法】

　この専門演習の主役は学生自身に他ならない。よって

学生である皆さんの授業活性化への貢献度によって成績

を評価する。

【テキスト】

　企業会計諸則集。それ以外は未定。学生と協議して選

定する。

　学内ＬＡＮのような情報システムを利用できる場合に

は、これを最大限活用したい。

【参考文献・資料】

　『[]本経済新聞』を含む新聞(日刊紙)の経済面や、

　『週刊東洋経済』、『週刊ダイヤモンド』等の週刊経済誌

にも日頃から目を配り、企業会計の動向やその環境の変

化に関心を持つようにしていただきたい。会計関係の月

刊誌としては、『企業会計』、『JICPA ジャーナル』、『税

経通信』、『會計』、等の多数のものがある。インター

ネットを通じて企業会計に関するさまざまな情報を人手

することもできる。

　必読・必見の参考文献・資料やその人手方法について

は、学生からの問い合わせに応じて個別具体的に紹介・

教示する。

-
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専門演習Ｉ
　　　　　　　真田幸光

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

束アジア経済の現状を分析、その上で日本と東アジア経

済の関わり合いを考案する。

その後、各ゼミ生か特定地域を分析し日本との関係につ

いて考察する。

【評価方法】

演習に対する取組姿勢と分析・考察レポートによる。

【テキスト】

無し



専門演習Ｉ
　　　　　　浅井敬一朗

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　経営戦略、人事労務、国際経営など企業経常に関する

理論を学習し、現実の企業のヶ－スを考察する。さらに、

日本企業が抱える闘題点や社会的な行動についても取り

上げる。

【評価方法】

　演習での報告、討論の状況、レポートにより評価する。

必要に応じ小テストを行う。

　無断欠席をした場合は単位を認定しない。

【テキスト】

　適宜指定する

【参考文献・資料】

　適宜紹介する

専門演習Ｉ
　　　　　　石川雅之

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　学生による発表を中心に行う。
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専門演習Ｉ 専門演習Ｉ
　　　　　　　石坂綾子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　アメリカ・ヨーロッパ諸国を中心に国際経済情勢、通

貨・貿易体制についてのトピックスを取り上げ、演習参

加生の報告と討論を行う。

【評価方法】

　出席状況･演習での報告を中心として総合的に評価す

る。

【参考文献・資料】

　第1回目の演習において指示する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野敬志

　　　　　　　　　　　　３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　バーチャル株式投資をしながら、会計、ファイナンス、

経済学、経営学などを幅広く学習し、企業・景気・その

時々のトピックなどを深く分析・議論していく。

【評価方法】

　ゼミヘの参加、取り組みなどを考慮して決定する。

【参考文献・資料】

企業分析シナリオ（西山茂著　東洋経済新報社）

ゼミナール現代会計人門（伊藤邦雄著　日本経済新聞

社）

すぐわかる株式投資2002年度版(n本経済新聞社編著

日本経済新聞社）
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専門演習Ｉ
　　　　　　　島田舒－

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

第１[可～６回　資金運用と投資幟略などを中心に、いく

　　　　　　　つかの課題を取り上げ、理論とビジネス

　　　　　　　の両而から研究し、その報告をもとに討

　　　　　　　論を行う。

第７回～12回　資金調達とファイナンスを中心とする諸

　　　　　　　問題について、理論に加え、実務的な取

　　　　　　　り扱いを含め研究し、討論を通じて理解

　　　　　　　を深める。

　なお、上の学習と並行して、その時々のマーケットの

動きを取り上げ、現実的な感覚と対応の仕方についても

習熟させる。

【評価方法】

　出席状況、課題に対する取組み姿勢、報告内容によっ

て評価する。

【参考文献・資料】

証券投資論（口本証券アナリスト協会編　日本経済新聞

社）

現代ファイナンス入門（現代ファイナンス講座Ｉ　中央

経済社）

専門演習Ｉ
　　　　　　森恒夫

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に巣づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　我々の経済生活の中で会計学は欠くべからざる存在で

あり、会計学なくして企業は成立し得ない。基礎演習で

は、財務諸衣の作成を中心に学んできたが、専門演習で

は、一部作成とその利川に主軸を移す。

　「主な予定」

　（I)工業簿記演習

　（２）管理会計

　（３）監査の概要

　（4）会計に関するNEWSについて討論

【評価方法】

　出席状況､平常点により評価

【テキスト】

　演習時に指示
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専門演習Ｉ
　　　　　　前川三喜男

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

新会計基準のしくみを理解させる

連結財務諸表原則の理解、実務指針の演習

税効果会計

キャッシュフロー計算書

【評価方法】

授業への出席状況と発表の仕方・内容で評価

【テキスト】

監査小六法

-

専門演習Ｉ
　　　　　　石橋善弘

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。
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専門演習II
　　　　　　　藤井正志

３年　後期　必修　２単位

専門演習II

■
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　　　　　　　國信潤子

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

　後期には卒論テーマを決定し、それについての先行研

究を体系的にリサーチし、各自が報告する。

【授業計画】

　学生各自の問題意識にそったテーマを決定し、宅体的

にリサーチ、発表をする。

　リサーチ方法、発表方法は随時指導する。また講義を

折り込み、基礎情報や最新情報を紹介する。

【評価方法】

　授業出席状況、履修態度、感想カード内容、卒業論文

などの総合評価による

【テキスト】

　授業時に提示する。

【参考文献・資料】

　また随時資料配布する。

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

学生の発表と講義をおりまぜながら行う。

【評価方法】

出席状況､演習での報告等から総合的に評価する。

【テキスト】

適宜指定する。
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専門演習II
　　　　　　　森下允之

３年　後期　必修　２単位

専門演習II
　　　　　　　霜田一敏

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　基礎演習で明確になった各人の研究テーマをどのよう

に展開するか、その計画を相互に検討して明確にしてい

く。

1.問題意識の具体化

2.研究計画の作成

3.資料収集の方法

4.参考文献の収集と理解

5.調査方法の検討

6.論文作成の書き方

　などを一人一人に則して具体的に検討する。

【評価方法】

　各人のレポートと発表、討論への態度、最後の提出す

る論文によって評価する。

【テキスト】

　使用しない。その祁度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。

【授業の概要】

　世界の国、地域の政治・経済状況を調べ、ビジネスの

可能性を探る。そのための専門知識を対話形式で論ずる。

【授業計画】

　教師の指導のもと学生が選択した国について政治・経

済状況、企業進出を中心に学生が調べ、発表する。

【評価方法】

　出席状況と演習への姿勢を総合的に評価する。

【テキスト】

　国に応じ演習中に指示する。
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専門演習II
　　　　　　　梅田敏文

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

第１講　ガイダンス

第２講　問題解決とグループワーク

第３講　問題解決の手法（１）

第４講　問題解決の手法（２）

第５講　闘題解決の手法（３）

第６講　グループ討議の進め方Ｏ

第７講　グループ討議の進め方(2

第８講　グループ討議の進め方（３

第９講　検討結果の発表口）

第10講　検討結果の発表（２）

第11講　検討結果の発表（３）

第12講　まとめ

【評価方法】

グループ討議のリーダーシップ、討議内容、検討結果の

プレゼンテーション、態度などを総合的に評価する。

【テキスト】

最初に全体のプリントを配布する。

授業の途中に、適宜、資料を配布する。

専門演習II

ビ
ジ
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　　　　　　　杉本典之

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　この専門演習IIの共通テーマも、専門演習Ｉのそれと

同じく、企業会計の構造と機能ないし会計制度の国際化

についての学習と卒業論文の準備、である。

　専門演習Ｉでの作業を通じて模索した学生各人の卒業

論文のテーマを絞り込み、必要な参考文献や資料の収集

に努め、専門演習inへつなげるように準備する。

　改めて論文の書き方に関する解説書を学習する。

【評価方法】

　この専門演習の主役は学生自身に他ならない。よって

学生である皆さんの授業活性化への貢献度によって成績

を評価する。

【テキスト】

　企業会計諸則集。論文の書き方に関する解説書。それ

以外は未定。学生と協議して選定する。

　学内ＬＡＮのような情報システムを利川できる場合に

は、これを最大限活川したい。

【参考文献・資料】

　『日本経済新聞』を含む新聞（日刊紙）の経済面や、

　『週刊東洋経済』、『週刊ダイヤモンド』等の週刊経済誌

にも日頃から日を配り、企業会計の動向やその環境の変

化に関心を持つようにしていただきたい。会計関係の月

刊誌としては、『企業会計J、『JICPAジャーナル』、『税

経通信』、『會計』、等の多数のものがある。インター

ネットを通じて企業会計に関するさまざまな情報を人手

することもできる。

　必読・必見の参考文献・資料やその人手方法について

は、学生からの問い合わせに応じて個別具体的に紹介・

教示する。
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専門演習II 専門演習II
　　　　　　　真田幸光

３年　後期　必修　２単位

　　　　　　浅井敬一朗

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

前期に作成した各自レポートを発表、これを基に全ゼミ

生によるディベートを実施する。

【評価方法】

各自発表内容とディベート参加姿勢による

【テキスト】

無し

-

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　経営戦略、人事労務、HI際経営など企業経営に関する

理論を学習し、現実の企業のヶ－スを考察する。さらに

日木企業が抱える問題点や社会的な行動についても取り

上げる。

　なるべく早い時期に卒業論文のテーマと文献リストを

決定し、３年次終了時までに概要についてのレポートを

提出する。

【評価方法】

　演習での報告、討論の状況、レポートにより評価する。

必要に応じ小テストを行う。

　無断欠席をした場合は単位を認定しない。

【テキスト】

　適宜指定する

【参考文献・資料】

　適宜紹介する
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専門演習IT

-

専門演習II

■

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　　　　浅野敬志

四
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　石川雅之

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　バーチャル株式投資をしながら、会計、ファイナンス、

経済学、経営学などを幅広く学習し、企業・景気・その

時々のトピックなどを深く分析・議論していく。

【評価方法】

　ゼミヘの参加、収り組みなどを考慮して決定する。

【参考文献・資料】

企業分析シナリオ(西山茂著　東洋経済新報社）

ゼミナール現代会計人門（伊藤邦雄著　日本経済新聞

社）

すぐわかる株式投資2002年度版（日本経済新聞社編著

日本経済新聞社）
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【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　学生による発表を中心に行う。
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専門演習II 専門演習II
　　　　　　　石坂綾子

３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　　　　島田舒-

-

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

アメリカ・ヨーロッパ諸国を中心に国際経済情勢、通

貨・貿易体制についてのトピックスを取り上げ、演習参

加生の報告と討論を行う。

【評価方法】

　出席状況･演習での報告を中心として総合的に評価す

る。

【参考文献・資料】

　第1回目の演習において指示する。

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

第１回～６回　金融工学など新しい金融技術を学ぶとと

　　　　　　　もに、デリバティブや証券化などのビジ

　　　　　　　ネスについても実務的な面から研究し、

　　　　　　　討論する。

第７回～12回　また、証券関連の法律や慣行、証券税制

　　　　　　　など制度的な面についても研究し、討論

　　　　　　　を通じて理解を深め、実務的な応用力を

　　　　　　　高める。

【評価方法】

　出席状況、課題に対する取組み姿勢、報告内容によっ

て評価する。

【参考文献・資料】

デリバティブ入門（高橋誠、新井富雄著　日本経済新聞

社）

金融工学（野口悠紀雄、藤井侃理子著　ダイヤモンド

社）
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専門演習II

-

専門演習II

ビ
ジ
コ
ミ

　　　　　　　　　前川三喜男

〃
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　森恒夫

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

新会計基準のしくみを理解させる

退職給付会計制度

金融商品会計

【評価方法】

授業への出席状況と発表の仕方、内容で評価

【テキスト】

監査小六法
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【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

【授業計画】

　専門演習口こ引き続き下記の如く予定

　（１）財務諸表の読み方

　　　有価証券報告書

　　　営業報告書

　（２）経営分析の纂礎

　（３）会計領域の拡大及び現代の問題

　　　環境、企業倫理, M＆A、情報技術、グローバル

化

　（４）会計に関するNEWSについて討論

【評価方法】

　出､席状況､平常点により評価

【テキスト】

　演習時に指示
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専門演習II 法律学概論
　　　　　　　　　　　石橋善弘

-
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　　大嶽浩

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

-

【授業の概要】

　現代社会は「法」という社会規範が網の目のようには

りめぐらされている。日常生活の中で「法」がいかにか

かわつているかをふまえつつ、法律学の基礎について学

ぶ。

【授業計画】

2

3

4

5

6

法学の入門書と文学作品

法学学習と文学作品

法学学習の方法

法学と政治と文学

法学と活字

法学と批評

【評価方法】

　試験による評価。

【テキスト】

　使用せず。プリントを配布。
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国際法概論
　　　　　　　　岡田泉

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　主権国家問の法として成立した国際法の雌本概念を把

握した上で、個人、民族、国際機構という新たな主体が

登場する現代国際社会で、国際法がいかに変貌しつつあ

るかを、戦争の規制や人権の保障などの分野を中心に見

ていく。

【授業計画】

（１）講義概要・計両の説明、「国際法とはなにか」（国

　　際法の概念）

（2）「これまで戦争はどのように考えられていたか」

　　　（戦争の規制の歴史）

（３）「国連の時代に武力行使はどのように考えられるこ

　　とになったか」（国連と武力行使の禁止と口本の立

　　場）

（4）ＶＴＲr1989年米軍パナマ侵攻」（!i想文作成）

（5)「もし武力行使がおきたとしたら、どうするか」

　　　（安全保障体制）

（６）「岡連のもとで武力行使は実際にどのようにおこな

　　われたか」（国連と武力行使の現実一朝鮮、ベトナ

　　ム、ユーゴー－）

（７）「自衛権は国民を守ってくれるか」（自衛権の意味）

（8）「核兵器は国民を守ってくれるか」（核兵器規制と

　　核実験禁止）

（９）「核兵器のない地域はつくれるのか」（非核地帯と

　　日木の非核３原則）

（10）「もし核兵器が使われたら、どうしてくれるのか」

　　　（原爆訴訟と核兵器使用の合法性の問題）

（11)「戦争犠牲者の被害はどうやって償うのか」（戦後

　　補償一束京大空襲、広島・長崎、元日本人の場合）

（12）「戦争をおこなうと処罰されるようなことはないの

　　か」（戦争犯罪）

「13戸武力あるいは暴力を防止するような制度はないの

　　か」（テロ行為防止条約）

（14）「地域と世界の平和のために日本はなにができるの

　　だろうかj

なお、上記のうち授業計画は、進度などの事情により、

講義担当者の判断で、変更されることがありえます。

-

政治学
　　　　　　　西尾林太郎

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　18、19IIJ:紀的市民社会と20l!i紀的大衆社会とを比較対

照させつつ、現代社会の特質とそこで発生・展開する政

治現象について、多角的に考察するとともに政治学の理

論を体系的に学び、ボーダレス化と相互依存性が鳥まっ

た国際社会における国家や民族についても考察する。

【授業計画】

国内政治と国際政治

ａ国際社会とは？

ｂ国民国家、ナショナリズム、イデオロギー

ｃトランス・ナショナル現象、相互依存性の増大

ｄイスラム原理主義とグローバルスタンダード

２。古典的デモクラシーとマス・デモクラシー

　　ａ市民社会と大衆社会

　　ｂ立法国家と行政国家

　　ｃファシズム、ナチズム

3.現代の政治過程

　　ａ政治と利益団体、NPO

　　ｂ選挙、官僚、議会

　　ｃマスメディアとマスコミュニケーション

4.政治権力とは何か

　　ａ人間はどうして支配を受け容れるか？

　　ｂリーダー・シップ

　　ｃシンボル操作

5.戦後国際社会と55年体制

　　ａ冷戦構造と55年体制

　　ｂ利権の構造

【評価方法】

　試験（教科書と自筆ノートのみ持込可）と出席状況に

よる。

【テキスト】

現代政治学の基礎（西尾林太郎　早稲田経営出版、2000

円）
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国際政治論
　　　　　　　　明石陽至

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　第二次lit界大戦後の冷戦の開始以来1990年代までの激

動する現代世界を理解するための国際政治人門科目であ

る。

【授業計画】

第１講

第２－３講

第4－5講

第６－７講

第８－９講

第10講

第11講

第i2講

序説　第一次、第二次世界大戦

ヨーロッパの冷戦開始と激化

アジアの冷戦

1950年代の平和共存路線と西欧の統合

中東・束欧の紛争と激動

60年代の東西対立の再燃

ベトナム戦争・デタント外交

冷戦の終焉

【評価方法】

　出席状況と試験の成績、クラスでの積極的な討論の参

加など総合的に評価する。欠席回数は３回を限度とし、

それ以上欠席した学生を単位取得失格とする。

【テキスト】

20|吐紀の国際政治（松岡　完著　同文館）

251

社会学概論
　　　　　　　　長演一夫

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代社会の主要な動向をとりあげ、社会学的手法一個

人・集団・社会の相互遡及－と実証的・総合的観点から、

検討・分析を加える。すなわち、都市化、情報化、国際

化、高度消費化、高齢化などの考察により、現代社会に

関する基礎的知識を修得させたい。

【授業計画】

　以下のそれぞれのテーマを主たる切り口とし（順序は

入れ替わることがあります）、私たちの社会生活につい

て考えを深めていきたい。

1

2

3

4

5

社会学とはどんな学問か一個人と社会一

都市と農村一地域社会の変容一

都市化の進展－その光と陰一

人々の暮らしー「出稼ぎ」という暮らし方一

現代社会における「豊かさ」と「貧困」

一国際社会を視野にー

（６）高齢化社会と家族

　授業は講義形式で行いますが、ＶＴＲなども随時、利

川していきます。また、人数によっては、意見・感想を

求めたり、ディスカッションしてもらうこともあります。

【評価方法】

　試験（レポートor筆記）および出席状況、平常点に

よって評価します。

【テキスト】

　使用しません。



哲学概論
　　　　　　　　　　河邑光夫

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

哲学を･･つの専門学科として限定してみるのではなく、

ソクラテスのフィロソフィーの精神をうけ、時代を生き

ながら真理を探究することと解したい。哲学とは隣人と

の、時代との真摯な対話である。しかし同時に哲学はプ

ラトン、アリストテレスなどのすぐれた原典をもってい

る。哲学の原典の根本にあるものを説明するが、受講者

はそこに人間に共通なものを見出し、ともに考えるよう

にしてもらいたい。つまりプラトンを通して現代を生き

る道を探りたい。

1.ガイダンス

　　日本最初の哲学者西周を話し、東洋の日本人が西洋

　　のフィロソフィーを学ぶことの意味を考えたい。

2.ギリシア哲学の立場

　　古代ギリシア文化を吐界史的立場で把え、インドの

　　宗教や中国の儒教と比較する。

3.ギリシアの自然の哲学とソクラテス

4.プラトンとアリストテレスの哲学の原型

　　この二大哲学にその後の哲学の原型をみる。

5.アウグスティヌスのキリスト教哲学

6.デカルトの哲学革命

　　ガリレイ以来の科学革命とデカルト哲学についての

　　べる。

7.カントとヘーゲルの哲学

8.ヘーゲル以後の、現代の哲学

【授業計画】

講義はノートをとりながら聞いてほしい。前期にギリシ

アを終えたいと思って始めるのですが、プラトンやアリ

ストテレスを現代の我々とつなげて話すようにしている

のでつい後期までずれこみ、計画通り進まないことが多

い。この点は御容赦ねがいたい。

【評価方法】

哲学は自分で考えないところには存在しない。だから試

験はあらかじめ問題を出しておきます。自分で勉強して

下さい。哲学的にみてよく書けているかをみます。

【テキスト】

西洋哲学史（岩崎武雄　有斐閣　1,845円）

-

倫理学概論
　　　　　　　　　加藤太喜子

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

　社会福祉や環境倫理・生命倫理が例になるように、倫

理学的なものが人々の関心を集めています。何故なら人

間は倫理的な動物であるからです。そこで、本講義では、

ソクラテス以降の倫理学を概説しながら、特に、人間の

尊厳について考えていきたいと思います。

【授業計画】

　次の主な項目に従って授業を展開する。

1.古代ギリシアの倫川思想（1）

2.古代ギリシアの倫理思想（２）

3.カントの倫理学

4.功利七義論（１）

5.功利主義論（２）

6.現代の倫理的問題（１）

7.現代の倫理的問題（２）

【評価方法】

　授業巾に課す小レポートと、期末に行う筆記試験によ

り評価する。

【テキスト】

　倫理学の視座（新田孝彦著　世界思想社）

【参考文献・資料】

　授業巾に指示する。
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宗教学概論
　　　　　　　　　川口高風

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　日本には異なった多くの宗教文化が混在している。宗

教に関する基礎的知識を習得するため、I止界の九種の宗

教を概観し、続いて日本の宗教の神道、仏教、キリスト

教、諸教に焦点をあてて役割や現代の状況などをながめ

てみる。

【授業計画】

１：はじめに

２：宗教の学問的見方

３：宗教教義の構成１

４：　　　ﾉ/　　　II

5:世界の諸宗教１

C
Ｏ

t
＞
-

８

９
1
0

ﾉﾉ

μ

Ｈ
ｍ

：日本の諸宗教１

II

ﾉl

Ｈ
ｍ

11 :祖師の著作の解読1

12 :　　　/;　　　　11

13 : まとめ

必要に応じて、ビデオによる視聴覚授業もとり入れる。

【評価方法】

　学期末に行う論述式の試験による。

【テキスト】

　暮らしのなかの仏法（法蔵館刊・定価1,500円）を参

考資料とする。また、著作などのプリントは当方で用意

し配布する。
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心理学概論Ｉ
　　　　　　　　　岩原昭彦

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　木講義では、認知心理学の慨説を行う。人間がどのよ

うに外界の情報を収り入れ、処理するのかに関する心理

学的アプローチについて学習する。具体的には、人間の

知覚、記憶、学習、思考、言語活動と理解について講義

する。

【授業計画】

１
ｎ
乙

３
４

t
n

c
£
)
７
８

９

知覚

記憶

日常記憶

言語

学習

思考

社会的認知

感情

発達

10～12.人格

【評価方法】

　期末試験と授業中に実施する実験･調査への参加回数。

【テキスト】

　使川しない。必要に応じてプリントを配布する。



民法基礎
　　　　　　　　柄麦貞介

3・4年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　「権利と義務の体系」を中心にして講義を進め、「権利

の濫用」と「信義誠実の原則」について具体例をふまえ

て、日常生活と関わりの深い民法への人門としたい。

【授業計画】

第１講　民法典の沿革と構造及び民法の学び方

第２講　契約の成立

第３講　契約の主体　特に成年後見制度について

第４講　代理と法人

第５講　契約の効力と時効

第６講　民事裁判のしくみと家截について

第７講　裁判傍聴と公証役場見学（学外教育）

第８講　親族法

第g講　相続法　特に遺言について

第10講　債権総論

第11講　債権各論

第12講　不法行為

第13講　物権総論

第14講　物権各論

第15講　ヶ－ス研究と課題

【評価方法】

　出席状況､平常点、課題などによる。

【テキスト】

　追って指定する。

商法基礎
　　　　　　　　上田純子

３・４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講では、商法総則と商行為法に焦点をあて、現代礼

会における企業の組織と活動との関係を銭判例や学説な

どに基づいて譜ずる。

【授業計画】

c
乙
４

７
９

10.

13

～３

～６

～８

イントロダクション

商人問の売買（国内売買）

商人間の売買（国際売買）

物品・サービスの流通取引

運送取引

電気通信事業

～12.保険取引

　　　信託取引

【評価方法】

　筆記試験。

【テキスト】

　開講時に指示。六法（出版社は問わない）必携。
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税法基礎
　　　　　　　　　上田純子

３・４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　税法の内容を、租税実体法、租税手続法、および租税

処罰法に大別して、それぞれについて裁判例や学説など

に依拠しつつ解説し、税法への理解を深めたい。

【授業計画】

C
＼
.
l

Ｃ
Ｏ

４
７

10

11

12

13

～６

～９

イントロダクション

租税法の意義と特質

わが岡における租税制度の発達

所得税

法人税

同族会社と所得課税

国際取引と所得課税

住民税・事業税

相続税・贈与税

【評価方法】

　筆記試験。

【テキスト】

　開講時に指示。六法（出版社は問わない) 必携。
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税務特講
　　　　　　　森恒夫

3・4年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　税法の内税理士試験では必修とされている法人税法お

よび所得税法の重要項目について、徹底的に解明し、理

解を深め、計算ミス等のない様に講ずる。

【授業計画】

　資格付与試験である税理士試験にあっては、税法の条

文をできるだけ体系的に整理し、無用の技葉は切り捨て

ることが大切である。従って講義は基本的な事項、重要

な事項を中心に行う。

　第１回～第12回

　　各回共、法人税及び所得税の重要事項を取り上げ、

　　知識を完全なものにしていく。

【評価方法】

　出席状況及び講義の理解度による。

【テキスト】

　授業において指示



会計特講
　　　　　　　前川三喜男

3・4年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　株式会社が公表する財務諸衣の仙礎となる会計理論、

財務諸表の作成方法および財務諸表の見方について諭求

する。

【授業計画】

第１回～第４回

第５回～第７回

第８回～第10同

第11回～第13回

連結財務諸表

キャッシュフロー計算書

税効果会計

退職給付会計

【評価方法】

授業への出席状況と演習問題の成績で評価

【テキスト】

レジメ（計算演習）

職業指導論
　　　　　　　　　大倉芳雄

集中　３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　職業生活に必要な基本的な能力、態度、勤労観及び職

m観の育成を口指し、自己の将来の生き方や進路につい

て考えることの出来る人間の育成を目標とする。

　商業学校出身者の進路と必要な知識、技能について学

習することによって、専門教育に積極的に取り組み、各

種技能検定によってより専門的な知識と技能を習得し、

経済社会に主体的に生きる人材育成を目指す職業指導の

在り方を学習する。

【授業計画】

第１章　進路指導の歴史と発展

第２章　進路指導の基礎理論

第３章　教育課程と進路指導

第４章　進路指導における組織と体制

　　　　・ホームルーム担任の什事

　　　　・進路指導主事の仕事

第５章　特別活動における進路指導

第６章　進路指導の方法と技術

　　　　・進路情報の収集と活用

　　　　・進路の選択決定と適応

　　　　・職業観の形成

第７章　進路柵談の方法と技術

第８章　進路指導の評仙i

第９章　資格収得指導

第10章　産業構造、職業構造の変化と学校進路指導

第il章　職業生汎設計の在り方

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価

する。

【テキスト】

　人門進路指導り日談(flll崎　武他編　福村出版）

【参考文献・資料】

　日本の雇川（島田　晴雄著　筑摩書房）
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下記の科目は、本年度開講しません。

Communication Strategiesｍ

ジェームズ･ A.ジョリー

　４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　-i-張や証拠、川論の組み立てを論破する様々な方法を

学びながら、論議やディベートへの対応について考察す

る。

Communication Strategies IV

　　　　　　　ジェームズ・Ａ.ジョリー

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　議論やディベートにおける相互作川という側而に焦点

をあてながら、実際にディベートを準備してクラスで行

い、ディベートのもつ様々な要素について考察を加える。

専門演習Ⅲ
　　　　　藤井正志　他

４年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に址づき、それぞれの分野の演桝を選択す

る。嘔裂論文を選択する学生の指導を併せ行う。
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専門演習IV
　　　　　藤井正志　他

４年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生の関心に基づき、それぞれの分野の演習を選択す

る。卒業論文を選択する学生の指導を併せ行う。

卒業論文・制作
　　　　　藤井正志　他

４年　通年　選択　８単位

【授業の概要】

　専門演習1、専門演習IIを通じて興味と関心のある分

野を発見し、専門演習ｍ、専門演習IVにおいての中問研

究発表をもとにして、演習指導教員の個別指導により卒

業論文・制作に結実させる。



コミュニケーション入門
　　松本青也　藤井正志　植村勝彦

オムニバス　１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　（概嬰）コミュニケーション学部の教育について、コ

ミュニケーション心理、ビジネスコミュニケーション、

言語コミュニケーションの３領域からの学習の動機づけ

をオムニバス方式で行う。★（オムニバス方式）★（松

本青也教授）言語や文化の異なるもの同士が相互に伝達

を図り、交流しようとする場合に生じる様々な問題につ

いて、言語特有の発想や文化のもっ価値観、更に言語教

育・政策までを比較対照しながら考察する。★（藤井正

志兼担教授）コミュニケーションの問題について、現実

的なビジネスの立場に立って、効果的なコミュニケー

ションの在り方を考察する。★（植村勝彦兼担教授）コ

ミュニケーションの問題を心理学の立場からの理解の化

方を紹介する。中でも対人コミュニケーションについて、

その理論を現実社会の問題とからめて取上げる。

【授業計画】

第１講　導入

第２講　言語と思考

第３講　言語と社会

第４講　言語と教育

第５講　言語と文化

第６講　職場の活性化とコミュニケーション

第７講　職場における人材教育とコミュニケーション

第８講　企業経営のコンセプトの変化とコミュニケー

　　　　ション

第９講　国際ビジネスの場におけるコミュニケーション

第10講　ありのままを知らせるコミュニケーション：自

　　　　己開示

第11講　自分を演出するコミュニケーション：自己呈示

第12講　対人交渉のコミュニケーション：要請と承諾

第13講　非言語コミュニケーション：ボディー・ラン

　　　　グージ

【評価方法】

出席状況と単位認定試験の成績により総合的に評価する。

【テキスト】

コミュニケーション学入門一心理・言語・ビジネスー

(植村勝彦・松本青也・藤井正志著　ナカニシヤ出版)

-
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心とコミュニケーション
　　　　　　　坂田陽子

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

個人は意識の中心にある自我を軸とした人洛と無意識に

あるもうひとりの自分の両者のバランスを生きることに

なる。また、人と人とのコミュニケーションの歪みが個

人の病理を生じさせることが明らかになってきており、

そうした家族コミュニケーションのあり方も含めた、心

の不思議について述べていきたい。

【授業計画】

　講義形式で行う。調査や実験の被験者として参加する

場合が何回かある。

1. 知覚心理学１（視覚）

2.知覚心理学2 (聴覚）

3.発達心埋学（乳児）

4.発達心理学（幼児）

5.発達心理学（比較認知）

6.認知心理学（思考）

7.認知心理学（記憶）

8.学習心理学

9.社会心理学（自己認知、対人認知、対人行動）

10.社会心理学（集団ダイナミクス）

11.臨床心理学

12.試験

【評価方法】

定期試験による。その他、講義巾の発表や質問など、積

極的な授業参加態度も評価に加える場合がある。

【テキスト】

必要な資料を授業中に配布する。

言
語
コ
ミ



■
言
語
コ
ミ

言葉とコミュニケーション
　　　　　　張勤

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

人間のコミュニケーションの手段は様々あるが、木講義

では言葉によるコミュニケーションにスポットライトを

あて、特に言語行為の視点から言葉とコミュニケーショ

ンの複雑な関係を整理し、言葉のコミュニケーションに

おける役割を考える。

【授業計画】

第１回言語行為とコミュニケーション

第２回言語行為の主観性

第３回言語行為への名付け

第４回言語行為の明示性と非明示性

第５川適切性条件

第６回言語行為分類

第７回言語行為象徴形成

第８回会話の原理

第９回丁寧さの原則

第lO回談話分析

第UN日本語・中国語・英語の比較（い

第12回目本語・中国語・英語の比較（２）

【評価方法】

　出席状況とレポートの成績によって総合的に評価する。

【テキスト】

『比較言語行為論』張勤著　好文

【参考文献・資料】

　講義中に指示する。

‐
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ビジネスとコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　浅井敬一朗

　　　　　　　　　1年　後期　選択　2単位

【授業の概要】

日本企業の海外戦略の方向性をケーススタディーを通し

て学習。その巾でビジネス交渉に関するキーポイントを

解説し、生きたコミュニケーション術を考察する。

【授業計画】

　第１[回

　第２～３回

　第４～７回

　第8～10回

　第11～13回

　第14回

ガイダンス

株式会社のガバナンス

口本企業の国際化とその問題点

汀化か企業に与える影響

企業と社会のコミュニケーション

まとめ

【評価方法】

　レポートおよび定期試験によって評価する

【テキスト】

　特に指定しない

【参考文献・資料】

いま、なぜビジネスコミュニケーションか（宮智宗七著

　アルク新書）

アジアからの視線（今田高ft-園川茂人編著　束京大学

出版会）

国際経営一新版－（占原英樹著　有斐閣アルマ）



コンピュータ入門
　　　　　　　三和義秀

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

コンピュータの初心者を対象にWindowsの坊本操作、

ワープロソフトの操作、並びにインターネットの使用法

について学習する。授業のゴールは２つで、(1)レ

ポートをワープロで作成できるようになること、(2）

メールを使ってのコミュニケーションができること、で

ある。

【授業計画】

第１回　Windowsの基本操作(1)

第２回　Windowsの基本操作（２）

第３回　ワープロソフトの操作（１）

第４回　ワープロソフトの操作（２）

第５回　ワープロソフトの操作（３）

第６回　ワープロソフトの操作（4）

第７回　メールの使い方（１）

第８回　メールの使い方（２）

第９回　ブラウザ使用法

第10同　ブラウザの活川

第11回　画像ソフトの使用法

第12回　その他アプリケーションの操作法

第13回　テスト

【評価方法】

出席、レポートの提出、並びにテストの総合評価による。

【テキスト】

授業中に指示する。

-

コンピュータ応用
　　　　　　　出口智子

１年　後期　選択　２単位

言
語
コ
ミ

【授業の概要】

　データの集計、整理、分析を行うために不可欠の道具

である表計算ソフトの基本的操作方法を習得する。

【授業計画】

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11

12

13

Excelの基本操作（1）

Excelの坊本操作（2）

Excelの基本操作（3）

Excelでグラフを作る（1）

Excelでグラフを作る（2）

Excelで･データベースを使う（い

Excelでヽデータベースを使う（2）

ExcelとWordの辿携

Power Pointでのプレゼンテーション作成(1）

Power Pointでのプレゼンテーション作成（2)

Power Pointでのプレゼンテーション作成（３）

アプリケーション問のm携

試験

【評価方法】

出席、課題の提出、並びにテストの総合評価による。

【テキスト】

　未定
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プレゼンテーション
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異文化トレーニング
　　　　　　　　　　松田照美

2・3年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　近藤祐一

集中　2・3年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　一一般社会人として、コミュニケーションを円滑に行な

うに必要な対人接遇の在り方について、電話による応待、

而談の効果的な什方、文書による表現などについて学習

する。

【授業計画】

　第１川　　プレゼンテーションを学ぶにあたって

　第２回　　ノンバーバル・コミュニケーション

　第引口|　　効果的な言語表現（１）

　第利口|　　効果的な言語表現（2）

　第５回　　電話によるコミュニケーションの特性

　第６【亘|　　ビジネス電話における自己表現

　第７川　　文書による表現技法

　第８回　　文書による表現

　第９回　　対人接遇の基礎一印象管理－

　第lo回　　対人接遇の基礎－ビジネスマナー－

　第ll回　　面接でのプレゼンテーションー先人印象－

　第12回　　面接でのプレゼンテーションー自己PR－

　第13同　　ビジネスプレゼンテーション

【評価方法】

　出席状況・平常点・課題などによって総合的に評価す

る。

【テキスト】

　プレゼンテーション（金子昭・　一橋出版）

【参考文献・資料】

　社会人のパスポート増補版（栄福賢監修　嵯峨野書

院）

【授業の概要】

　異なる文化背景を持つ人々がともに生活し、問題を解

決するためにどのような知識・態度をもちながらコミュ

ニケーションを取るべきかについて、ロールプレイや

シュミレーションを川い分析・考察する。

【授業計画】

異文化コミュニケーションとは

　授業の概要・授業の進め方について

どう言えば…

　言語メッセージとコミュニケーション

黙って座ればぴしやりとあたる

　非言語メッセージとコミュニケーション

あばたもえくぼ

　知覚

私の大事なもの

　価値観とコミュニケーションー１

　「水戸黄門」の謎

　価値観とコミュニケーションー２

あなたって回りくどい！

　文化と思考方法

私はだれ？

　ステレオタイプ

あなたは男だから…

　共文化

もう仕の私には戻れない…．

　異文化コミュニケーションと自己変化

【評価方法】

　授業の特質h、出席状況および授業への参加度に重き

を置く。また、ジャーナルおよび最終レポートを課す。

【テキスト】

　関連する資料を適宜授業中に配布する。



TOEFL ・TOEIC トレーニングＩ

-

TOEFL ・TOEIC トレーニングＩ

ﾃﾞｨﾋﾟﾂF
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C｡ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮﾅｻﾝ･E.ﾛﾝｸﾞﾊﾘｰ･ T,ﾉJｽｼﾞｮｱﾝ･M, ｳﾂFﾏﾝ

　　　　　　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ■A.ｼﾞｮﾘｰ財哲至即脆

　　　1 ・2年　前・後期　選択　２単位

ﾃﾞｨﾋﾟﾂF･c,ﾀﾞｲｶｽｼﾞｮﾅｻﾝ･E.ﾛﾝｸﾞﾊﾘｰ･^.ﾘｽｼﾞｮ7ﾝ･M.ﾂﾏﾝ

　　　　　　　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ■A.ｼﾞｮﾘｰ財哲至順路

　　　　　１・２年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（１）

高校時代の英語学習単位数、ネイティブの授業経験の有無、

英語の学力等の点からみて、英語の聞き取り及び衣現の基

礎的能力のトレーニングを必要とする者を対象とする、授業

では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験を目標として、各自の

学習歴及び学力によりクラス編成を行い、キメ細かい学習指

導を行い、英語の仙礎的運用能力を強化する。

TOEIC means "Test Of English for International

　　　　　　　●　●　９Communication　｡

This is an introductory level course for preparation

for the TOEIC test.It,will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEIC test. TOEIC test-like

eχercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEIC test.

Students who have never done ａ TOEIC test or who

have ａ score of less than 250 should consider doing

this course.

The TOEIC test covers seven differenttypes of
questionstotestEnglishability.
A. Listeningcomprehension

　　　　1. Sentencesabout photographs.
　　　　2.Questions/responses
　　　　3.Dialogues
　　　　4.Short talks
B. Reading comprehension
　　　　5.Sentencecompletion

　　　　6.Erroridentification
　　　　7.Shortpassages

【Schedule】
The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC I （1 ）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（１）

高校時代の英語学習単位数、ネイティブの授業経験の有無、

英語の学力等の点からみて、英語の聞き取り及び衣現の基

礎的能力のトレーニングを必要とする者を対象とする。授業

では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験を目標として、各自の

学習歴及び学力によりクラス編成を行い、キメ糾lかい学習指

導を行い、英語の基礎的運川能力を強化する。

TOEFL　means "Test　Of　Englishas　ａ Foreign

Language" ・

Students who have never done ａ TOEFL test or who

have ａ score of less than 345 should consider doing

this course.

This is an introductory level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test-like

eχercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 , Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks （shortlectures）

2. Structure and writtenｅχpression（grammar）

　　　A. Structure

　　　B. Written ｅχpression

3. Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment forTOEFL 1(1）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT;一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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Ｅ FL・TOEICトレーニングII
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　　　　　　　　　ｼﾔﾚﾙ･A.ﾗｲﾝﾂﾞﾏﾃﾞｨかP.しヴｨｱﾗﾝ･ﾃﾞづｲｽ財曹至

１・２年　前・後期　選択　２単位 1・2年 前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（2）

TOEFL ・TOEIC などの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　５００点、TOEIC　640点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

TOEFL　means“Test　Of　English as　ａ Foreign
Language"・

Students who have completed TOEFL ｌ or who have

ａ score of less than 370 should consider doing this

course.

This is ａ basic level course for preparation for the

TOEFL test.It will give step by step strategiesand

skillsto improve performance on each of the seven

sectionsof the TOEFL test.TOEFL test-likeexercises

will be used to accustom the students to the type of

questions toｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL tost covers seven different types of

questions to test English ability･

1 . Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks（shortlectures）

2. Structure and written expression (grammar）

　　　A. Structure

　　　B. Written ｅχpression

3. Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL II（2）will be based on the

students attendance, participation, classwork and
homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（2）

TOEFL ・TOEIC などの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　５００点、TOEIC　640点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す｡。

This is ａ basic level course for preparation for the

TOEIC test.It will give step by step strategies and

skillsto improve performance on each of the seven

sectionsof the TOEIC test.TOEIC test-likeeχercises

will be used to accustom the students to the type of

questions toｅχpectin the TOEIC test.

Students who have completed TOEIC　I or have ａ

TOEIC score of less than 300 shovildconsider doing

this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A. Listening comprehension

　　　1. Sentences about photographs.

　　　2. Questions / responses

　　　3. Dialogues

　　　4. Short talks

B. Reading comprehension

　　　5. Sentence completion.

　　　6. Error identification

　　　7. Short passages

【SChedUle】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC II (2) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に２科目以上の英語の授業を履修することを勧めま

す。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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ジョアン･M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　アラン・デーヴィス

　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　　アラン・デーヴィス

　　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（3）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの災語能力測定試験の受験結米によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

自主的な笑語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、キメ細かい学習指導を行い、僥語の迎川能

力を強化し、英語能力洲定試験への受験意欲の向Ｌを目

指し、TOEFL ・ＴｏＥＩｃトレーニングIｖの授業につなげる。

This is a high －beginner course for the TOEIC test.

TOEIC test－like exercises will be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This willin turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or H ，or

have ａTOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　1. Sentences about photographs.

　　2. Questions /responses

　　3. Dialogues

　　4. Short talks

B.Reading comprehension

　　5. Sentence completion

　　6. Error identification

　　7. Short passages

【Schedule]

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC Ill（3 ）willbe based on the

students attendance. participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Ｃｏｎtｅｎt】

ＴｏＥＦＬ（3）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、キメ細かい学習指導を行い、災語の運川能

力を強化し、英語能力測定試験への受験意欲の向七を目

指し、TOEFL ・ＴｏＥＩｃＩヽレーニングIVの授業につなげる。

Students who have completed TOEFL
have ａ score of more than 370 should

this course.

I or II , or who

consider doing

This is a high-beginner level course for preparation

for the TOEFL test. It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test-like

ｅχerciseswill be used to accustom the students to the

type of questions to ｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 . Listening comprehension

　　　A. Short conversations

　　　B. Long conversations

　　　C. Talks (short lectures)

2. Structure and writtenｅχpression（grammar)

　　　A. Structure

　　　B. Written expression

3. Reading comprehension

　　　A. Reading comprehension

　　　B. Vocabulary

【Schedule】

The order in which material willbe presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment]

Assessment for TOEFL Ill（3）will be baaed on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングIV TOEFL ・TOEIC トレーニングIV
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン･ ノリス

　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

ジョアン■M.ウッドマン　ジェームズ・Ａ．ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　１～３年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＦＬ（4）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利川すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　550点、TOEIC　720点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

Students who have completed TOEFL ｌ or II，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This　is　a　pre　－intermediate　level course　for

preparation for the TOEFL test.It will give step by

step strategies and skillstoimprove performance on

each of the seven sectionsof the TOEFL test.TOEFL

test －like eχerciseswill be used to accustom the

students to the type of questions to expect in the

TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 .Listening comprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Longconversations

　　　C.Talks（shortlectures)

2.Structure and writtenｅχpression(grammar）

　　　A.Structure

　　　B.Writtenｅχpression

3.Reading comprehension

　　　A.Readingcomprehension

　　　B.Vocabulary

【SChedUle】

The order in which material will be presented willbe

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEFL IV（4 ) will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（４）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　550点、TOEIC　720点などを到達

口標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

This is ａ pre －intermediate course for the TOEIC

test. TOEIC test －like exercises will be used to

accustom the students to the type of questions to

expect in the TOEIC test. This course aims to develop

the students general English ability.This will in turn

produce an improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or 11 ，or

have ａ TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　　1.Sentences about photographs.

　　　2.Questions / responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC IV(4）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングＶ

ジョアン・M.ウッドマン

ジェームス･ A,ジョリー
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語
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2～４年 前・後期　選択　２単位

　　ジョアン■ M.ウッドマン

　　ジェームズ・A.ジョリー

２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（5）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

より自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、学力差に対応したキメ糾かい学習指導を行

い、英語の運用能力を強化し、災語能力測定試験への受

験意欲の向上を［|指し、TOEFL ・TOEIC トレーニングVI

の授業につなげる。

This is an intermediate course for the TOEIC test.

TOEIC test -like exercises will be used to accustom

the students to the type of questions to expect in the

TOEIC test.This course aims to develop the students

general English ability.This willin turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or II，or

have a TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability･

A.Listening comprehension

　　1 .Sentences about photographs.

　　2.Questions /responses

　　3 .Dialogues

　　4 .Short talks

B.Reading comprehension

　　5.Sentence completion

　　6. Error identification

　　7. Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC V（5 ）will be based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT;一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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【Course Ｃｏｎtｅｎt】

ToEFL（5）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験の受験結果によ

り測定された各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから

より自主的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬやＴｏＥＩｃなどの試験スコアにより、クラ

ス編成を行い、学力差に対応したキメ細かい学習指導を行

い、英語の運用能力を強化し、英語能力測定試験への受

験意欲の向上を目指し、TOEFL ・ TOEIC トレーニングVI

の授業につなげる。

Students who have completed TOEFL ｌ or 11 ，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This is an intermediate level course for preparation

for the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test. TOEFL test －like

eχercises will be used to accustom the students to the

type of questions to ｅχpectin the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 .Listening comprehension

　　　A.Short conversations

　　　B.Long conversations

　　　C.Talks (short lectures)

2.Structure and written ｅχpression (grammar)

　　　A.Structure

　　　B.Written ｅχpression

3.Reading comprehension

　　　A.Reading comprehension

　　　B.Vocabulary

【Schedule]

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs｡

【Assessment】

Assessment for TOEFL V（5 ）be will based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IMPORTANT:一般に英語の授業を履修することで、

TOEFLのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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TOEFL ・TOEIC トレーニングVI TOEFL ・TOEIC トレーニングVI
ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ･A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン・ノリス

　　　　　　　　２～４年　前・後期　選択　２単位

ジョアン・M.ウッドマン　ジェームズ・A.ジョリー

　　　　　　　　　　　　　　　ジャクリーン･ ノリス

　　　　　　　　２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

ＴｏＥＦＬ（6）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、TOEFL　６００点、TOEIC　860点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

Students who have completed TOEFL ｌ or II，or who

have ａ score of more than 370 should consider doing

this course.

This is an advanced level course for preparation for

the TOEFL test.It will give step by step strategies

and skills to improve performance on each of the

seven sections of the TOEFL test.TOEFL test－like

exercises will be used to accustom the students to the

type of questions to expect in the TOEFL test.

The TOEFL test covers seven different types of

questions to test English ability･

1 .Listeningcomprehension

　　　A.Shortconversations

　　　B.Longconversations

　　　C.Talks（shortlectures）

2.Structure and writtenｅχpression（grammar）

　　　A.Structure

　　　B.Writtenexpression

3.Reading comprehension

　　　A.Readingcomprehension

　　　B.Vocabulary

【SChedUle】

The order in which material will be presented willbe

determined by each instructor according to their

Judgement of the students needs.

【Assessment]

Assessment for TOEFL VI（6 ）willbe based on the

students attendance, participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＦＬのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To）be announced.

-

【Course Content】

ＴｏＥＩｃ（６）

TOEFL ・ＴｏＥＩｃなどの英語能力測定試験を利用すること

により、各自の英語能力を客観的に把握させ、そこから自主

的な英語学習を促すものである。

授業では、ＴｏＥＦＬ　６００点、TOEIC　860点などを到達

目標として演習を行い、英語の総合運用能力を強化し、英

語能力測定試験スコアの向上を目指す。

This is an advanced course for the TOEIC test.

TOEIC test －like eχercises will be used to accustom

the students to the type of questions to ｅχpectin the

TOEIC test. This course aims to develop the students

general English ability. This will in turn produce an

improved TOEIC score.

Students who have completed TOEIC ｌ　or H ，or

have ａ TOEIC score higher than 300 should consider

taking this course.

The TOEIC test covers seven different types of

questions to test English ability.

A.Listening comprehension

　　　！.Sentences about photographs.

　　　2.Questions / responses

　　　3.Dialogues

　　　4.Short talks

B.Reading comprehension

　　　5.Sentence completion

　　　6.Error identification

　　　7.Short passages

【Schedule】

The order in which material will be presented will be

determined by each instructor according to their

judgement of the students needs.

【Assessment】

Assessment for TOEIC VI（6 ）will be based on the

students attendance. participation, classwork and

homework.

IＭＰＯＲＴＡＮＴ:一般に英語の授業を履修することで、

ＴＯＥＩＣのスコアが良くなるという調査報告があります。効

果的な勉強のために、この科目を履修するにあたっては、

その他に「上級英語セミナー」や２科目以上の英語の授

業を履修することを勧めます。

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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異文化コミュニケーション
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国際交流論

言
語
コ
ミ

　　　　　　　　榎田勝利

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

経済大国となった日本は、国際社会の有力な･ｎとして

責任ある行動をとることが求められる。近年の「国際

化」に伴い、政治、経済、学術、芸術、スポーツなどの

分野でも、盛んに国際交流が行われているが、果たして

真の交流が実現しているのだろうか。主に目本に滞在す

る多くの外国人との異文化接触を通しての国際交流のあ

りかたについて論ずる。

【授業計画】

講義と各学生によるレポート発表により授業を展開する。

1）ガイダンス、国際交流に関連する川語解説

２）国際交流の定義

3）戦後の国際交流の軌跡

4）日本の国際交流の現状と課題

　　・多様化、複雑化する国際交流

　　・自治体主導の地域の国際化

　　・民問非営利活動の社会的認知

５）ＮＧＯとボランティア

　　・国連組織とNGO

　　・国際ボランティア

６）交流相手から見た国際交流

7）国際交流活動を担う専門的な人材育成

　　・プログラム・オフィサーに求められる能力

８）多文化共生社会と多文化共生能力

　　・多文化共生社会とは

　　・求められる多文化共生能力

9)よりよい地球市民社会の形成を目指して

【評価方法】

課題研究レポートおよび平常点にて評価する。

【テキスト】

国際交流入門(榎田勝利監修　アルク)

　　　　　　　　　高井次郎

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　異文化の相手との相互作用を円滑に迎ぶために必要な

知識、態度および対人行動技術について、言語および非

言語行動を中心に考察する。日本的対人行動パターンの

自覚を通じて、異文化コミュニケーションの障壁となり

得る要囚を考察する。

【授業計画】

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

コミュニケーションの定義

文化とコミュニケーション

言語コミュニケーション

非言語コミュニケーション

対人認知

ステレオタイプ

人種偏見

人種差別

異文化問能力

異文化間トレーニング

コミュニケーション研究

コミュニケーション理論

期末試験

【評価方法】

　出席および期末試験をもって成績の評価を実施する。

【テキスト】

　未定一授業中に指示する。



言
語
コ
ミ

メディア論 国際関係論
　　　　　　　　遠藤雄久

２～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　明石陽至

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本構の目的は、マルチメディア時代といわれる現代の

メディア状況をよりよくとらえるために、歴史社会的視

点に立ってメディアと人間・社会の関わり方を振り返っ

て見ようというものである。十九世紀後半に出現した電

信、電話から始めテレビジョンそしてパーソナルコン

ピュータに至る電子メディアの発展の過程を、人問や社

会がどのようにメディアをデザインしてきたかという観

点からたどっていく。

【授業計画】

　第１回　　総論

　第２同　　新聞の誕生と発展

　第３回　　新聞ジャーナリズム

　第４回　　電信と電話の発明

　第５回　　ラジオ放送の開始

　第６回　　写真技術の開発

　第７回　　映画の誕生

　第８回　　ハリウッド映画と観客

　第９回　　映画ソフトの多様化

　第10回　　テレビ放送の誕生と発展

　mi回　　デジタル放送

　第12回　　メディアの境界領域

　第13回　　まとめ

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績を総合判断する

【参考文献・資料】

　授業中に指示する。

【授業の概要】

　本講座は国際関係論入門科目である。多様な国際関係

を国家・民族の利害・戦略が交錯する国際社会の動きや

構造を外交・国力・経済など視点から国際関係理論と仕

組を体系的に解き明す。

【授業計画】

第１講

第２講

第３～4講

第５～６講

第７～８講

第9～10講

第11講

第12講

国際関係論のアプローチ

国家と国際体系

国家の能力と影響力

外交政策の決定

外交政策の手段

各国の外交

国際平和の維持

南北問題・国際平和へのアプローチ

【評価方法】

　出席状況と試験の成績、クラスでの討論の積極的参加

等を総合的に評価する。欠席回数は３回を限度とし、そ

れ以上欠席した学生を単位取得失格とする。

【テキスト】

新田際関係論（花井等著　東洋経済新報社）
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異文化教育論 比較教養論

言
語
コ
ミ

　　　　　　　　　　　　霜田一敏

　
２～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　渡辺かよ子

　
２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　口本においても閲際化か進展し、さまざまな国の人た

ちが急速に増人している。私たちは益々異なった文化と

言語を持った人たちと共存して生きていかなければなら

ない。吐界の人々との平和的な交流を図る上で、異文化

理解はこれからの教育の重要な問題である。この問題を

[可際理解教育の観点から具体的に論究する。

【授業計画】

　異文化とは何かを自らが体験した個人内異文化状況を

もとに下記の項目で学生参加で行う。

1.大学生活の異文化状況一中高との対比－

2.一一･人暮らしの異文化状況

3.方言と風習の違い

4.地域生活の違い

5.アルバイトの世界の異文化状況

6.胆代間・家族間の異文化状況

7.いじめの世界・ひきこもりの財界、障害者の世界

8.インターネットの世界（メールや携帯電話の姿が見

　えない世界）

【評価方法】

　毎回行うミニテストと授業への参加度、期末の定期テ

ストで総合的に評価する。

【テキスト】

　使川しない。その都度プリント資料を配布する。

【参考文献・資料】

　講義のなかで紹介する。

-

【授業の概要】

　言語を中心とする「教養」に関する各国の思想史を概

説し、国際化・高齢化・情報化の進展の中で今後の自ii

教育としての「教養」の在り方、普遍的教養の有無、コ

ミュニケーションの基礎としての「教miの問題を論じ

る。

【授業計画】

１：古代ギリシャ時代の教養と人間観

２：中国の伝統的教養と人問観

３：インドの伝統的教養と人間観

４：キリスト教の人間観と教養

５：西洋近代思想の人間観と教養

６：近現代目本の修養論と教養論

７：教養とコミュニケーション

【評価方法】

平常レポートと討議

【テキスト】

使用せず(資料配布)

【参考文献・資料】

教養とヒューマニズム（村瀬裕也　白石書店）

ディスタンクシオン（ブルデュー　藤原書店）

新しい教養を拓く（筒井清忠編　岩波ブックレット）

知と教養の文明学（梅棹忠夫他編　中火公論社）

束洋と西洋（レーヴィット　未来社）

美徳なき時代（マッキンタイア　みすず書房）

知の文化と型の文化(鹿毛誠一･　創文社）
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比較文化論Ｉ（日・米）
　　　　　　　　松本青也

２～４年　後期　選択　２単位

-

比較文化論II（日・欧）
　　トマー・トドロヴィック

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　西ヨーロッパの主な諸国（フランス、イギリス、ドイ

ツ、イタリア、スペイン）と日本におけるさまざまな文

化様相の状況と問題点に関する最近のデータを利用して

比較を行ない、ヨーロッパ文化への理解と関心を深める。

【授業計画】

1）生活様式と生活枠

2）人口問題

3) 消費社会文化

4）暴力、犯罪といじめの問題

5)ヨーロッパの匂いと味、しぐさと音

６）家族制度

7）フランス人の結婚

8) 自山時間

9）教育制度

10）メディア

11）環境問題

12）地域文化

【評価方法】

テストによる評価する。

【テキスト】

使川せず。
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【授業の概要】

　集団が共有する価値観や規範の体系としての文化につ

いて、日本とアメリカを比較対照して、それぞれの文化

の特質を浮き彫りにするとともに、異文化理解を深める

方法についても考察する。

【授業計画】

　アメリカのテレビ番組や新聞雑誌の分析を加えながら

講義と意見交換で進行するこの授業は、いわば自国文化

に縛られた自分の姿を映し出す鏡。覗いてみると、もっ

と自山で伸びやかな生き方が目の前に広がります。

1.文化論

２～9.文化変形規則（ＣＴＲ）

10.システムとしてのCTR

11.研究対象としてのCTR

12.［］本語の衝突とCTR

13. CTRと学校英語教育

14.これからの日米文化

【評価方法】

　レポート、学習態度､出席状況による総合評価

【テキスト】

　日米文化の特質（松木青Ui　研究社）



比較文化論Ⅲ（日・ アジア）

272

比較文化論IV（日・中東）

言
語
コ
ミ

　　　　　　　　　馮富柴　尹大辰

オムニバス　２～４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　　　　　　岡真理

　
集中　２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　（概嬰）アジア諸国の中でも、特に日本と深い関りのある中

国と韓国を取り上げ、歴史認識や政治までを含めた広範囲

な文化を日本と比較する。

　（オムニバス方式）

　（馮富策兼担助教授）日本と中国の文化・習慣の違いに

ついて説明する。主として、両国の食文化、風俗習慣・建

築文化、漢字の文化、交流文化及びお茶とお泗の文化など

をテーマにし、講義し、比較する。

　けt大辰兼任講師）「日韓両国の歴史認識への接近」を

テーマに韓国近代史に焦点をあて、まず自らを点検し、共行

する歴史認識の確立をめざし、今後のあるべき姿を模索して

いこうとするものである。

【授業計画】

　この授業は、学生のアジア諸国に対する真の理解を深める

ことを目的としているので、中国や韓国の文化習慣を多面的

に紹介する。授業は、具体的に以下の内容を中心に展開し

ていく予定である。
1

2

3

4

5

6

7

8

9

旧

11

12

13

巾国文化の原点である“天人合一一”について

何千年の歴史を持つ中国の漢字文化

世界でも大変評判になっている中国の食文化

中国の祝日と風俗習慣

中国の古都の紹介

中国の文化習慣がいかにして中国人の日本語学習に影

響を及ぼすか

中国に関する全体的なまとめ

日本と朝鮮半島との文化交流

μ
　
η

(古代)

(中世)

(近代)

朝鮮半島の自然と文化・風上

韓国の家族制度と姓・本貫

韓国の社会生活から見た文化比較

【評価方法】

　レポート及び平日の出席状況などを考えて、総合的に判

断する。

【テキスト】

　自作教材

【参考文献・資料】

　金両基監修図説「韓国の歴史」河川書房新社

-

【授業の概要】

　アラビア語という言語の問越、その歴史言語学的性格

と社会言語学的特徴r小説」という近代的認識の枠組

みの問題、そして主体としての民族あるいは女性とその

表象の問題等を£要なテーマとし考察する。

【授業計画】

2

3

4

5

6

7

8

「文化」とはいかなるものか。

「中束」とはいかなる概念か。

アラビア語とはいかなる言語か。

イスラーム世界とはいかなる世界か。

オリエンタリズムとは何か。

パレスチナ問題とは何か。

民族とジェンダーについて。

パレスチナ人女性は語ることができるか。

【評価方法】

出席状況およびレポート（または試験）によって評価す

る。

【参考文献・資料】

オリエンタリズム（エドワード・サイード　平凡社ライ

ブラリー）

文化と帝国主義（エドワード・サイード　みすず書房）

イスラム報道（エドワード・サイード　みすずライブラ

リー）

ペンと剣（エドワード・サイード　グレイン）

その他、授業中に適宜、指示する。
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言語学概論Ｉ 応用言語学概論Ｉ
　　　　　　　田中春美

１年　前期　必修　２単位

　　松本青也　B.サン・ジャック

　　アンドリュー・」．ムーディー

オムニバス　１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

日本語学と英語学の基盤となる言語学の広大な分野を概

観し、人間の言語に共通する特性、どの言語にも適用で

きる音声而・文法而・語彙面の分析の手順、言語の変化

と系統などについて学ぶ。

【授業計画】

言語の‥一般的特徴、言語の単位と構造などの概論から始

め、各論として音声学と音韻論、文法、意味論、歴史・

比較言語学などに進む予定。

【評価方法】

筆記試験を巾心に、学期中に提出してもらう１～２回の

リポートも評mに加える。

【テキスト】

言語学のすすめ（田中春美ほか著　大修館書店　2,000

円十税）

【授業の概要】

応用言語学の分野を概観しながら、言語について様々な

問題を考える。オムニバス方式。

1.　松本青也：母語と外国語の習得、日本語と英語の、

　　背景文化も含めた比較対照、マルチメディアにおけ

　　る言語の機能、人間関係において言語が果たす役割、

　　異なる言語間に起こる問題、などを概説する。

2.　バーナード・サンジャック：「教養としての応用

　　言語学」をテーマに、言葉の多様性と普遍性、世界

　　の言語、地理的、及び社会的方言、言語干渉、翻訳、

　　通訳などの問題を考察する。

3.　アンドリュー・ムーディー：社会言語学の視点か

　　ら、共通語としての世界の多様な英語の歴史と現状、

　　非英語圏の人々の英語に対する意識、言語政策など

　　を考察する。

【授業計画】

第１～５回：松本青也担当

第6～10回：バーナード・サンジャック担当

第11～15回：アンドリュー・ムーディー担当

【評価方法】

レポート、学習態度、出席状況による総合評価。

【テキスト】

プリント、等。
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　　　　　　　　ジョリー幸子

-
１年　前期　必修　２単位

アンドリュー・J.ムーディー

　　　１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

概念、機能、状況など、様々なレベルでの話し言葉とし

ての英語への導人。学生は英語を使川してお互いにやり

取りしながら、基本的な会話に焦点を絞って多様な表現

を学ぶ。

【授業計画】

第１週　コースオリエンテーション

第２週　Articulatory Phonetics

第３週　How's it going?

第４週　How's it going?

第５週　Passport, please.

第６週　Passport, please.

第７週　May l help you?

第８週　May l help you?

第９週　Just ａ moment, please.

第lO週　Just ａmoment, please.

第11週　Homemade

第12週　Oral Presentations

【評価方法】

毎回の授業への参加、グループ発表（会話才劇）の成績、

及び期末試験の結果に基づいて、総合的に判定する。

【テキスト】

①Ａ Handbook of Daily Conversation.

　大学生のための日常英会話（Jim I^udsen

　Nan' un-do,1996. ＼1900）

-

【Course Content】

概念、機能、状況など、様々なレベルでの話し言集としての

莫語への導人。学生は英語を使川してお互いにやり収りしな

がら、基本的な会話に焦点を絞って多様な表現を学ぶ。

This　course　will　emphasize　the　importance　of

speaking and listening to English in an interactive

approach. Students　will　be　asked　to　study　ａ

particular topic each week in depth in an attempt to

develop interaction skills.The purposes of the course

will assume interaction with English speakers that

students would likelyhave while livingin Japan.

【Schedule】

Some of the specific topics that will be address in this

class include:

　・introductions

　・small talk

　・friendships

　・meals

　■formal rituals

　・student interaction

　・close friendships

　･sociolinguistics

　・non-verbal communication

　･listening activities

　･persuasion & society

　・academic discussion

【Assessment】

daily participation 25%

homework 25％

report 25%

examination 25％

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The textbook for this class will be announced at the

first　class　meeting.　Depending　on　the　level　of

students when they enter the class, text materials

willbe developed that respond to the particular needs

and interests of the students.
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English Interaction l

-

English Interaction l
ジョナサン・E.ロング

１年　前期　必修　２単位

　ダニー■ T.モルデン

１年　前期　必修　２単位

【Course Content】
This section of English Interaction l will stress the

language and thought patterns that are used in daily

settings. Special attention will be given to developing

the mental and verbal skills to present one's ideas

with clarity.

【Schedule】

Not yet determined

【Assessment】

Assessment will be based upon

1 . class participation （50％）

2. class attendance （50％)

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

275 －

【Course Content】

概念、機能、状況など、様々なレベルでの話し言葉とし

ての英語への導人。学生は英語を使川してお互いにやり

取りしながら、基本的な会話に焦点を絞って多様な表現

を学ぶ。

This course aims to help students interact in English.

The focus of the course will be on English as itis used

in real, daily interactions.　Speaking and listening

skills will be stressed.

【Schedule】

The course will cover topics dealing with actual

interactionssuch as:

　　1. Greetings

　　2.Smalltalk

　　3. Socialencounters.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa

tion,homework and quizzes.

【Ｔｅｘtｂｏｏｋｓ】

A text may be assigned on the first day of the course.



English Interaction l English Interaction l
　　アラン・デーヴィス

１年　前期　必修　２単位
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　ポール・c.リンガー

１年　前期　必修　２単位

【Course Content】

概念、機能、状況など、様々なレベルでの話レI t葉とし

ての英語への導人。学生は英語を使川してお町いにやり

取りしながら、基本的な会話に焦点を絞って多様な衣現

を学ぶ。

The overall goals of this course are twofold:　to

promote lively interaction and to heighten student

sensitivities　tothe diversity of others' thoughts,

ideas, opinions, and values.

Communicative　activities　will　be　organized　to

stimulate real conversation as much as possible and

therefore will provide motivation for the students to

speak and increase their ability to communicate

effectively.

【Schedule】

Each topic willbe covered over a 2 or 3 week period

and win include the followingthemes:

･ collegelife

■dating and marriage

・leisure

･ changing cultures

・rolesof men and women

■beliefsand values

【Assessment】

Λssessment will be continuous and will be based on

the following criteria:

・ATTENDANCE

■CLASS EFFORT/ PARTICIPATION

・HOMEWORK AND ASSIGNMENTS

・END OF SEMESTER REPORT

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

【Course Content】

概念，機能，状況など，様々なレベルでの話し,ﾌﾟ1葉とし

ての英語への導人。学生は英語を使川してお互いにやり

取りしながら，坊本的な会話に焦点を絞って多様な衣現

を学ぶ。

The overall goals of this course are twofold: to

promote lively interaction and to heighten student

sensitivitiesto the diversity of others' thoughts.

ideas, opinions,and values.

Communicative　activities　will　be　organized to

stimulate real conversation as much as possible and

therefore will provide motivation for the students to

speak and increase their ability to communicate

effectively.

【Schedule】

The topics to be covered include:

1 : Past events and ｅχperiences

2 : Family life

3 : The future

4 : Conversation strategies and techniques

5 : Talking about yourself and things in your life

6 : Talking about other cultures

7 : People and places

【Assessment】

Assessment willbe as follows:

70%　Class work: Participationin communicative

activities

30％　Homework assignments

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no teχtbookfor this class. The teacher will

provide worksheets and other materials suitable for

the topicfocus of each lesson.
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Cyber-English l 中国語概論
　　　∧　ニ　馮富栄

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　巾国語の漢字、発音、文の構成規則などにおける中国

語全体の特徴について重点的に説明する。また日本語と

巾匡I語の比較をしながら、両言語の相違による中国語の

学習の困難点を探る。

【授業計画】

　主として以下のステップを踏んで授業を進める予定で

ある。

1.日本語の発音との違いによる中国語の発音の難点を

　詳しく説明し、その難点を克服する方法を提示する。

　学生の一人一人が立派な発音を身に付けることができ

　るように、発音を徹底的に訓練する。学生の一人一一人

　が研究室に来て、一対一で発音の練習ができるような

　時間帯を設定する。

2.中国語表現の基本的、尚且つ重要な文型を中心にし

　て説明する。

3. 単語リストを用意し、授業で習った基本文型の使用

　練習を繰り返して行う。よって中国語の実際実用能力

　を高め、中国語の基礎を固める。

4.日本語の基本文型との違いを比較することによって、

　中国語の基本文型への理解を深め、中国語表現の特色

　を掴める。

5.練習問題を宿題に出し、宿題に出た問題点について

　説明をする。

【評価方法】

　学期末試験の成績に、㈲割犬況及び平目の宿題の完成

状況、小テストの成績を加味して、総合的に判断する。

【テキスト】

　自作教材。

【参考文献・資料】

《初級淡語課本》第1冊と第２冊　北京語言学院出版社

ジェニファ・」．マギー

１年　前期　必修　２単位

【Course Ｃｏｎｔｅｎｔ】

Ｅメールやメーリングリスト、さらにリアルタイムな

チャットなどによる、コンピュータを介しての英語コ

ミュニケーションを実際に経験する。お互い同上の英語

によるやり取りも活動に含めながら、インターネットの

歴史と仕組みにも触れる。

【Schedule】

1 . Introduction to the Internet

2. Looking at English Web pages

3. Eχchanging English email with classmates

4. Real"time chat with classmates

【Assessment】

Assessment will be based on classroom attendance,

effort,and completion ofassignments.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

None. There　may　be　readings　on　the　Internet

assigned by the teacher.
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中国語読解Ｉ
　　　　　　　劉乃華

１年　前期　必修　２単位

中国語読解Ｉ

圃

言
語
コ
ミ

　　　　　　高新

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　主として、「足」による判断文、形容詞による描写文、

動詞による叙述文と存在文などを中心にして説明してい

く。いわゆる中国語の人門編にあたる講義である。

【授業計画】

　学生の中国語を読んで理解する力を養成することを目

的としているので、中国の学校、社会、経済及び文化習

慣などを紹介する多くの楽しい話題を提供する。授業の

展開の什方としては、主として以下のステップを踏む。

1.文法現象などを詳しく分析しながら読む。この段階

　　では、内容と文法を含めて文章の徹底的な理解を辿

　　及する。

2.本文を概略的に読んで、内容を要約する。この段陪

　　では、文章を完全に理解しなくてもよいが、できる

　　だけ速く大体の意味を理解する訓練を行う。

3.時間を制限して読んで、文章の意味を理解する。こ

　　の段階では、文章の読む時問を制限する。制限時間

　　が来ると、学生たちをグループに分け、グループ内

　　で文章の内容について話しあう。よって自分の理解

　　できない部分を補う。

【評価方法】

　期末テストの成績と出席状況及び平日の宿題の提出状

況などを考えて、総合的に判断する。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　閲読理解(北京語言学院出版社)
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【授業の概要】

　主として「是」による判断文、形容詞による描写文、

動詞による叙述文と存在文などを中心にして説明してい

く。いわゆる中国語の人門編にあたる講義である。

【授業計画】

　学生の中国語を読んで理解する力を養成することを目

的としているので、巾国の学校、社会、経済及び文化習

慣などを紹介する多くの楽しい話題を提供する。授業の

展開の仕方としては、主として以下のステップを踏む。

　1.文法現象などを詳しく分析しながら読む。この段

　　階では、内容と文法を含めて文章の徹底的な理解を

　　追求する。

　2.本文を概略的に読んで、内容を要約する。この段

　　階では、文章を完全に理解しなくてもよいが、でき

　　るだけ速く大体の意味を理解する訓練を行う。

　3.時間を制限して読んで、文章を意味を理解する。

　　この段階では、文章を読む時間を制限する。制限時

　　問が来ると、学生たちをグループに分け、グループ

　　内で文章の内容について話しあう。よって自分の理

　　解できない部分を補う。

　4.《西遊記》などのような楽しい中国の映画や童話、

　　またはアニメーションの台本を事前に読んでおき、

　　それを鑑賞する。いわゆる耳からも中国語が理解で

　　きるように訓練する。

【評価方法】

　期末テストの成績と川1席状況及び平目の宿題の提出状

況などを考えて、総今的に川析する。

【テキスト】

　自作教材。

【参考文献・資料】

　《閲読理解》北京語言学院出版社

-
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中国語作文Ｉ
　　　　　　　馮富栄

１年　前期　選択　２単位

　　　　　　　高新，

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国語の学習者にとって、読んで理解するだけでなく、

自分で中国語が書けることも必要である。ゆえに、本講

義では、作文の練習を反復して行なう。よって、中国語

に関する基礎的な文法知識と基本的な語彙の使い方をマ

スターする。

【授業計画】

　中国語は、格助詞などもなく、述語の語尾変化もない。

巾国語を作文する時、語彙を並べれば、それだけで文に

なる。ゆえに、中国語の作文をするとき、一番大切なこ

とは語彙の並べ順序である。

　この授業では、中国語の語彙の並べ順序と並べる時の

コツを徹底的に説明する。語学の力は作文にあると言わ

れているように、この授業に出れば中国語の力を一段と

高めることが期待できよう。具体的には。以下のステッ

プを踏んで授業を進める予定である。

1.メッセージの書きかたの練習をする。

2．日記の書き方の練習をする。

3.手紙の書き方の練習をする。

4.自己紹介文の書き方の練習をする。

　もちろん、上述した各練習に入る前に、教師側から、

書き方の説明、書くときの注意事項などについて講義す

るほか、例文も提供する。そして学生の作文に川1ている

問題点も詳しく説明する。

【評価方法】

　出席状況や平日の宿題の提出状況などを考えて総合的

に評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　自作教材。

【参考文献・資料】

　基礎漢語写作(北京語ａ学院出版社)

-

【授業の概要】

　巾国語の学習者にとって、読んで理解するだけでなく、

自分で中国語が書けることも必要である。ゆえに、本講

義では、作文の練習を反復して行なう。よって、中国語

に関する基礎的な文法知識と基本的な語彙の使い方をマ

スターする。

【授業計画】

　中国語は、格助詞などもなく、述語の語尾変化もない。

中国語を作文する時、語彙を並べれば、それだけで文に

なる。ゆえに、中国語の作文をするとき、一番大切なこ

とは語彙の並べ順序である。

　この授業では、中国語の語彙の並べ順序と並べる時の

コツを徹底的に説明する。語学の力は作文にあると言わ

れているように、この授業に出れば中国語の力を一段と

高めることが期待できよう。具体的には、以下のステッ

プを踏んで授業を進める予定である。

1.メッセージの書きかたの練習をする。

2.日記の書き方の練習をする。

3.手紙の書き方の練習をする。

4.知らせの書き方の練習をする。

　もちろん、上述した各練習に入る前に、教師側から、

書き方の説明、書くときの注意事項などについて講義す

るほか。例文も提供する。そして学生の作文に出ている

問題点も詳しく説明する。

【評価方法】

　出席状況や平日の宿題の提出状況などを考えて総合的

に評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　自作教材。

【参考文献・資料】

　基礎漢語写帽北節言学院結社)



中国語会話Ｉ
　　　　　　　　劉乃華

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　自己紹介、初対面の挨拶、家庭で交わされている家族

の間での基本的な挨拶、また友達同士でよく使われてい

る基本的な会話、要するに中国語会話の基本を中心に説

明する。会話の練習をすると同時に、発音の徹底的な指

導を行う。

【授業計画】

　以下のステップを踏んで、授業を展開する予定である。

１。まず常川表現について、統語論と語川論の両方から

　説明する。つまり文法現象のみでなく、中国語の表現

　習慣と日本語の表現習慣の違いについても説明を加え

　る。

2.読む練習を繰り返して行う。初歩から正しい発音を

　身につけることが極めて大切であるので、そのための

　徹底的な訓練を行う。

3.本文の内容をめぐって学生と中国語で会話をする。

4.単語のリストを配って、置き換え練習などをする。

　よって、学生たちの会話の応用能力を高める。

5.本文の内容と関連する実際の場面を設定し、その場

　面で行われる会話を学生同士で練習する。

　この授業では、本文の暗記ではなく、中国語の生きて

いる会話表現を身につけることができるように工夫がな

されている。しかもみんなで楽しく中国語の会話ができ

るような授業としてデザインがされている。要するに、

この授業を履修することによって、中国人と簡単な会話

ができるように期待している。

【評価方法】

　出席状況及び平日の宿題の提出状況などを考えて、総

合的に判断する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

中国語会話Ｉ

言
語
コ
ミ

　　　　　　　高新

１年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　自己紹介、初対面の挨拶、家庭で交わされている家族

の間での基本的な挨拶、また友達同十でよく使われてい

る基本的な会話、要するに中国語会話の基本を中心に説

明する。会話の練習をすると同時に、発音の徹底的な指

導を行う。

【授業計画】

　以下のステップを踏んで、授業を展開する予定である。

１。まず常川表現について、統語論と語用論の両方から

　　説明する。つまり文法現象のみでなく、中国語の表

　　現習慣と口本語の表現習慣の違いについても説明を

　　加える。

2.読む練習を繰り返して行う。初歩から正しい発音を

　　身につけることが極めて大切であるので、そのため

　　の徹底的な訓練を行う。

3.本文の内容をめぐって学生と中国語で会話をする。

4.単語のリストを配って、置き換え練習などをする。

　　よって、学生たちの会話の応用能力を高める。

5.本文の内容と関連する実際の場而を設定し、その場

　　面で行われる会話を学生同士で練習する。

　この授業では、本文の暗記ではなく、中国語の生きて

いる会話表現を身につけることができるように工夫がな

されている。しかもみんなで楽しく中国語の会話ができ

るような授業としてデザインがされている。要するに、

この授業を履修することによって、中国人と簡単な会話

ができるように期待している。

【評価方法】

　出席状況及び平日の宿題の提出状況などを考えて、総

合的に判断する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。
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日本語表現演習Ｉ
　　　　　　　　　　窪田守弘

-
１年　前期　必修　２単位

　　山内啓介　窪田守弘

-
１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

日本語とはどういう言語かについて、その系統、周辺の

言語との関係、また日本語の位置などを概観する。そし

て、特に日本人の話し言葉と書き言葉の違い、地域によ

る違い、性別による違い、階層による違いなどをまとめ、

日本人がどのような言語生活を送っているかについて、

資料やデータを十分活用しながら言及していく。

【授業計画】

日本語には多くの特徴や面白さかあり、それが現代の[|

本人の言語運用にどのように反映されているかを解明す

る。そして日本語の構造を中心として生き九日本語の諸

相について、具体的な例をあげながら考えていく。木講

義は、日本語と外国語との比較も随時行ない、広い視野

より日本語を考え、発音・語彙・文法・文体などの領域

が概観できるように配慮する。主な内容は次のように

なっている。

　〈日本語の世界に触れる〉

1.日本語の特色

2.新しい[]本語の特徴

3.日本語の国際化

4.方言の魅力

【評価方法】

学期末の試験結果、提出レポート、出席状況などで総合

的に判断する。

【テキスト】

日本語論（窪田守弘著　晃学出版　2,000円）

【参考文献・資料】

ムービーDEイングリッシュ（窪田守弘編著　スクリー

ンプレイ出版　1,200円）

-

【授業の概要】

この演習は、学生の書いた小論文を毎回添削することに

大きな特徴がある。それは、日本人として日本語の文章

の基本的な表現力を身につけることを目標としているか

らである。そのために、学生は新聞や週刊誌などを主な

教材として、毎回提示されたテーマに従って自分の考え

をまとめ、書く練習を繰り返して文章の完成を図る。そ

して、それを他学生の前で発表して、お互いがディス

カッションを通じてテーマの内容を深めていくようにす

る。

【授業計画】

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

演習ガイダンス　自己紹介文の作成　350字

作文課題　大学に入学して　800字

小論文　最近のニュースから　1200字

要約を作る　200字文に要約してみる＜１＞

要約を作る　200字文に要約してみる＜２＞

要旨を作る　100字文にしてみる＜３＞

要旨を作る　100宇文にしてみる＜４＞

小論文　政治と経済と　2000字

小論文　社会と国際と　2000字

小論文　教育と専門と　2000宇

ディスカッション　テーマについて

ディスカッション　文章について

ディスカッション　論文について

論文課題　愛知淑徳大学の未来像について

講義は第１回～第５回を窪田、第６回～第10回を山内、

第llliTI～第14回をそれぞれがクラスにわかれて担当する。

作文練習はクラス編成をして行う。

【評価方法】

作文･小論文による。出席を重視する。

【テキスト】

文章表現法（樺島忠夫　角川選書）

【参考文献・資料】

授業巾に指示する



言語コミュニケーション研究方法論

　　　　　　　高井次郎

１年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

言語・非言語コミュニケーション行動を研究するために

川いられる様々な計量的な手法、すなわち実験法、調査

法、面接法、自然観察法の各方法、及びそれらから得ら

れたデータの解析法について検討する。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12

13

コミュニケーション研究とは

人文学的と科学的研究パラダイム

科学的研究の特徴

研究問題の設定と仮設

研究の企画

研究方法の選択

実験研究

調査研究

資料研究

観察研究

データ処理法

研究の報告

期末試験

【評価方法】

出席および期末試験をもって成績の評価を実施する。

【テキスト】

社会心理学研究入門（末永俊郎遍　東京大学出版）
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言語学概論II
　　　　　　　田中春美

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

日本語と英語を中心として、社会言語学・文化人類学的

言語学・心理言語学などの諸分野を具体的に詳しく学び、

さらに時開か許せば、言語類型論や応用言語学などにつ

いても概観する。

【授業計画】

学際的言語学の主な分野を詳しく検討した上で、

型論・応用言語学の諸分野などにも触れる。

言語類

【評価方法】

筆頭試験を主とするが、出席とリポートも評価に加える。

【テキスト】

言語学のすすめ（田中春美ほか著　大修館書店　2,000

円十税）

言
語
コ
ミ
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応用言語学概論IT
　　松本青也　B.サン・ジャック

　　アンドリュー・」．ムーディー

オムニバス　１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

応用言語学の研究分野を展望させ、言語について様々な

問題意識を持たせる。オムニバス方式。

1.　松本青也：日本人の言語生活の視点から、英語を

　　中心とする第二言語習得論と言語政策などのマクロ

　　な社会言語学を中心に考察し、日英対照言語学、語

　　用論、などの分野にも触れる。

2.　バーナード・サンジャック：「文化と応用言語

　　学」をテーマに、文化の構造と機能、言葉と文化の

　　関係、言葉と思想、非言語コミュニケーション、多

　　民族の文化、対人関係と異文化コミュニケーション

　　能力、などの問題を考察する。

3.　アンドリュー・ムーディー：多様な社会的状況に

　　おける談話分析、非英語圏の各国別の言語政策を考

　　察した後、応用言語学の分野における調査研究方法

　　の概要にも言及する。

【授業計画】

第１～５回：松本青也担当

第6～10回：バーナード・サンジャック担当

第11～15回：アンドリュー・ムーディー担当

【評価方法】

レポート、学習態度、出席状況による総合評価。

【テキスト】

プリント、等。

-

社会言語学Ｉ
アンドリュー・」．ムーディー

　　　２年　前期　選択　２単位

【Course Content】
This course will introduce students to the study of

language variation. The particular focus of the course

will be upon variation as it occurs as ａ result of

language contact. Topics that will be covered include

bilingualism and multilingualism， pidgins, Creoles

and trade languages, second language variation， and

language and identity. Students are ｅχpected to have

ａ good understanding of linguistics and language

structure before they enter the course, as these topics

will　depend　upon　ａ　prerequisite　knowledge　of

linguistics.

Throughout the study of language contact phenom-

ena, this study will introduce students to the theories

and　methods　used　to　ｅχamine　and　understand

language contact phenomena.

【ＳＣｈｅｄＵｌｅ】

･ historicallinguistics

■pidgins and Creoles

･ bilingualism/multilingualism

･ second language variation

･ code switching

■language attitudes

･ acts ofidentity

■endangered languages/endangered cultures

■language maintenance

【Assessment】

quizzes20%
homework 20％
examinations60%

【Ｔｅｘtbookｓ】

東照二（1997）社会言語学入門。

【Reference】

Weinreich, U.（1953) Languages in Contact: Findings

and Problems.

Appel, R. & P. Muysken （1987）Language Contact ant

Bilingualisra.

Coulmas，F. （ed.）（1997）The Handbook of Sociolin-

guistics.
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社会言語学II

-

英語科教育法Ｉ

言
語
コ
ミ

　　　　　　　　　　　松本青也

〃
２年　前期　選択　２単位

アンドリュー・」．ムーディー

　　　２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　英語教育法をテーマとして、目的論、技能論、方法論

を中心に、日本における英語教育の歴史、諸外国の言語

政策と英語教育、マルチメディアを活川した英語教育、

などの話題を含めて考察する。

【授業計画】

1.目的論：問題提起。コミュニケーション能力

2.学習指導要領。学校英語教育の目標

3.異文化と出際理解

4.機能論:Sound

5. Listening

6. Speaking

7 . Reading & Writing

8.方法論：教授法の歴史（日本）

9.教授法の歴史（外国）

10.外国語教授理論

11.新しい教授法

12.マルチメディア利用の可能性と課題

13.〈模擬授業〉指導過程の構成

14.まとめ：これからの英語教育

15.テスト

【評価方法】

テストの成績、学習態度、出席状況等による総合評価。

【テキスト】

未定。
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【Course Content】
This course will introduce students to the study of

language variation. The particular focus of the course

will be upon variation as it occurs in monolingual

environments. Because monolingual variation is not

necessarily　qualitatively　different　from　language

contact variation, students in this course are strongly

urged to have taken 社会言語学I .As with the first

course in this set,ａ strong background in linguistics

is required. The course will cover topics such as

regional, social, ethnic　and　gendered　variation,

phonological and grammatical variation, conversation

analysis　and　discourse　analysis, and　pragmatic

variation.

【Schedule】

■dialectology

･ regional variation

･ socialvariation

・ethnic variation

･ gender variation

･ phonological variation

･ dialectgrammar

･ discourse analysis

・pragmatics

【Assessment】

quizzes20%

homework 20%

examinations60%

【Ｔｅｘtbookｓ】

束照二（1997）社会言語学入門。

【Reference】

Davis, L.（1983）English Dialectology: An Introduc-

tion.

Coulmas, F.（ed.)（1997）The Handobook of Sociolin･

guistics.

Labov，W. （1994）Principles of Linguistic Change

Internal Factors.
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英語科教育法II
　　　　　　　宮田修

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　学習指導要領の趣旨に沿って、コミュニケーション能

力の基礎を育成するためには、日本の中学校ではどのよ

うな授業を行えばよいのか、模擬授業を行いながらその

具体的な指導法を研究する。

【授業計画】

２時間：学習指導案の書き方と実際の授業。

＼時問：中学校の授業の進め方、テクニックをビデオを

川いて研究。

10～11時間：班ごとに模擬授業を行い、コミュニケー

ション能力を育成する効果的な授業方法を研究する。

　数名で一つの班を構成し、中学校の教科書の中から適

切な教材を選び出し、50分の授業を行う。準備は教材選

びから始まり、各班ごとに授業の進め方を研究し、学習

指導案を作成する。授業実践のあと授業を批評しあい、

よりよい授業を工夫していく。

【評価方法】

　出席状況、模擬授業の取り組み方、研究態度を大きく

評価する。さらにレポートを課し、学習指導案の作成、

授業研究を評価する。試験は実施しない。

【テキスト】

なし。

英語科教育法Ⅲ
　　　　　　　宮田修

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　学習指導要領の趣旨に沿って、コミュニケーション能

力を育成することに主眼をおいて、生徒の多様化した日

本の高等学校における英語教育を効果的に行うにはどの

ようにするか、具体的、実践的に指導する方法を研究す

る。

【授業計画】

２時|!II：学習指導案の書き方と実際の授業。

１時問：高等学校の授業の進め方、テクニックをビデオ

を用いて研究。

10～11時間：班ごとに模擬授業を行い、コミュニケー

ション能力を育成する効果的な授業方法を研究する。

　数名で一一つの班を構成し、高等学校の教科書の中から

適切な教材を選び出し、50分の授業を行う。準備は教材

選びから始まり、各班ごとに授業の進め方を研究し、学

習指導案を作成する。授業実践のあと授業を批評しあい、

よりよい授業を工夫していく。

【評価方法】

　出席状況、模擬授業の取り組み方、研究態度を大きく

評価する。さらにレポートを課し、学習指導案の作成、

授業研究を評価する。試験は実施しない。

【テキスト】

なレ
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応用言語学海外研修
松本青也　アンドリュー・J.ムーディー

集中　オムニバス　３年　前期　選択　８単位

【授業の概要】

　異文化体験学習（ホームステイ、小旅行など）を加味

した語学研修を中心に、phi大学教員の連携指導のもとで、

メーリングリストを利用したE-メール交信などによっ

て各自のテーマに沿った調査・研究も行う。

【授業計画】

米国West Virginia University (ＷＶＵ)で実施。詳細は

別の資料を参照のこと。

【評価方法】

wvuでの成績を中心に、事前オリエンテーションへの

参加状況、事後報告レポートなどを加味して評価する。

-

English Linguistics l
アンドリュー・」．ムーディー

　　　１年　後期　選択　２単位

言
語
コ
ミ

【Course Content】

英語学の諸分野の紹介をした後、英語音声学・音韻論に

関して、日本語と対照しながら、母音と子音、音節、アクセ

ント、リズム、イントネーションについて学習する。

This course willserve as an introduction to the study

of linguistics through the　study　of the　English

Language. The primary focus of the course will be on

structural descriptions of English. Particular atten-

tion will be paid to study of the phonological and

grammatical structure of English. While reference

may be made to structures in other languages,

especially Japanese， the primary purpose of the

course will be to develop structural analyses of

English.

　Inaddition to structural description， this course will

also introduce students to some applied fields of

English linguistics. Applied Linguistics （t:-川言語学）

topics will include:

･ pragmatics

■language acquistion

･ language teaching

･ language policy

l sociolinguistics

･ history of English

【Schedule】

phonetics,phonology, morphology, and syntax

【Assessment】

quizzes 20%

homework 20%

midterm ｅχam20％

finalexam 40%

【ＴｅｘtｂＯＯｋＳ】

西光義弘（ed.) （1997）英語学概論。

【Reference】

Ohio State University (1998）Language Files. 7 th

Edition.

Finegan，Edward （1999）language:Its Structure and

Use. 3 rd Edition.

Students are encouraged to consult the instructor for

references on specificareas.
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English Linguistics II
アンドリュー･ J.ムーディー

　　　２年　前期　選択　２単位

【Course Content】
This course will serve as ａ basic introduction to the

study the English language and to the more general

field of language and linguistics. The primary aim of

the course is to develop structural descriptions of

English using principles of linguistics. Particular

attention will be paid to the　study of English

pragmatics and variation. Although references will be

made to structures in other languages， especially in

Japanese, the primary purpose of the course is to

develop structural analyses of English.

In addition to structural description， this course will

also introdvice students to some applied fields of

English linguistics. Applied Linguistics （応用言語学）

topics will include:

　･pragmatics

　･language policy

　・language acquisition

　■sociolinguistics

　･language teaching

　･history of English

　【Schedule】

　･syntaχ

　・semantics

　･history of English

　･Speech Act Theory

　･sociolinguistics

　･language acquisition

　■writing

　･World Englishes

　【Assessment】

quizzes 20％

homework 20％

mid term ｅχam 20％

final examination 40%

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

西光義弘（ed.）（1995）英語言語学概論

【Reference】
Ohio　State　University (1998) Language　Files. 7th

Edition.

Finegan, Edward （1999）Language:　Its　Structure

and Use｡

3 rd Edition.

Students are encouraged to consult the instructor for

references on specificareas.

-

English Interaction II
　　　　　ジョリー幸子

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

概念、機能、状況など、様々なレベルでの話し言葉とし

ての英語への導入。学生は英語を使用してお互いにやり

取りしながら、基本的な会話に焦点を絞って多様な表現

を学ぶ。

【授業計画】

第１週　Tonight' s special

第２週　　　　;ﾉ

第３週　What do you want to do tonight？

第４週　　　　　　　μ

第５週　How long have you had this cold？

第６週　　　　　　　μ

第７週　l must be lost

第８週　　　μ

第９週　What･ｓ the hurry ？

第10週　　　μ

第11週　Family album

第12週　Oral Presentations

【評価方法】

毎回の授業への参加、グループ発表（会話、寸劇）の成

績、及び期末試験の結果に基づいて総合的に判定する。

【テキスト】

Jim Knudsen (1996). A Handbook of Daily Conversa"

tion.

Nan' un-DO, Tokyo
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　　　　　　　　　ダニー･Ｔ.モルデン
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アンドリュー･ J.ムーディー

　　　１年　後期　選択　２単位 １年　後期　選択　２単位

【Course Content】

Englishlnteraction lの内容をもとに、引き続き話し言

葉を中心に学習を深める。ここでは小グループなどの形

も取り入れ、英語によるやり収りを学ぶ。

This course will emphasize the skills of oral English

listening and speaking. The class will use ｅχtensive

group work to develop the skills necessary for success

in studying in ａ University in North America. Typical

activities will include things like group presentations,

interaction　simulation, and　study　of　cultural

differences.

【Schedule】

Ａ survey of student needs for English communica-

tion will be made at the beginning of the semester

and the course design will be adjusted to accommo"

date those needs. Some likelytopics willinclude-

･ studying abroad

・travel and tourism

･ English as an International Language

■Japanese uses of English

【Assessment】

daily participation 25%

homework 25％

report 25％

examination 25%

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The teχtbookfor this class will be announced at the

first class　meeting.　Depending　on　the　level　of

students when they enter the class, teχtmaterials

will be developed that respond to the particularneeds

and interests of the students.

-

【Course Content]

English Interaction l の内容をもとに、引き続き話し

言葉を中心に学習を深める。ここでは小グループなどの

形も取り入れ、英語によるやり取りを学ぶ。

This course continues to aim to help students interact

in English. The focus of the course will be on English

as it is used in real, daily interactions. Speaking and

listening skills will be stressed.

【Schedule】

The course is fieχible,and the content will be

determined by the students in combination with the

instructor. We will cover topics dealing with actual

interactionssuch as:

２

Classroom behavior

Seeking help in a library.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa"

tion,homework and quizzes.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ teχt may be assigned on the firstday of the course.
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English Interaction II

【ＣｏｕrｓｅＣｏｎtｅｎt】

ジョナサン･ E.ロング

１年　後期　選択　２単位

This section of English Interaction II will stress the

language and thought patterns that are used in the

everyday settings.Special attention will be given to

developing the mental and verbal skillsto present

one'sideas with clarity.

【Schedule]

Not yet determined

【Assessment】

Assessment willbe based upon

1 . outside research（50%)

2. class attendance （50%）

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

-

English Interaction II
　　アラン・デーヴィス

１年　後期　選択　２単位

【Course Content】

Englishlnterraction l の内容をもとに，引き続き話し

言葉を中心に学習を深める。ここでは小グループなどの

形も取り入れ，英語によるやり取りを学ぶ。

The aim of this course is to develop students' ability

to communicate effectivelyin English on ａvariety of

conversation and culture-focused topics. Throughout

the course, students will be encouraged to engage in

activitiesdesigned to stimulate genuine interaction

and an ｅχchangeof ideas and opinions relevant to

students' own lives and situations. Students will be

encouraged to activate and use the language they

already possess and to combine this with an active

approach to developing new, mainly leχicalchunks-

based, vocabulary.　Classroom activitieswill include

role play. mini-discussions, conversation, and small

group presentation.

【Schedule】

The topics to be covered include:

１

２

３

４

People and places

Cross-culturalissues

Conversation/discussion strategiesand techniques

People and places

5 : Talking about yourself and things in your life

【Assessment】

Assessment willbe as follows:

70%　Class work:　participation in communicative

tasks.

30%　Homework assignments

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no textbook for this class. The teacher will

provide worksheets and other materials suitable for

the topicfocus of each lesson.
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Cyber-English IT
ジェニフア・」．マギー

１年　後期　選択　２単位

【Course Content]

Cyber-English l の内容を更に発展させて、アメリカの

学生とのやり取りも含め、コンピュータによる海外との

交信を実習する。|司時にインターネットについての文献

や講義も取り入れ、例えば、コンピュータによってコ

ミュニケーションが変化するか、すべてがインターネッ

トに依存する社会はありうるか、といった問題を考える。

【Schedule】

1 . Real-time chat

2. Email “pen pals"

3. Mailing lists

4 . Online diaries

【Assessment】

Assessment will be based on classroom attendance

and four“reaction papers" on each of the sections

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

None. Students willhave to do computer work outside

class,however.

-

Cyber-EnglishⅢ
ジェニフア・」．マギー

２年　前期　選択　２単位

【Course Content】

　コンピュータを介してのコミュニケーションの多様な

側面や人間関係に与える影響について文献を読んだり、

研究発表をしながら、インターネットを利川した多様な

交信を経験する。

【Schedule】

Topics to be covered willinclude:

1 . Want makes ａ good/bad web page?

2. What content do you want on your web page?

3. How do you want your web page tolook?

3. How do you createａ web page?

[Assessment】

Students will have to write papers analyzing various

web pages' strengths and weakness. By the end of the

class, students　will　create　their　own　English-

language web page.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There willbe a Japanese-language supplemental

teχtbookfortheclass.
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Reading and Discussion l
ﾀﾞﾆｰ･T.モルデンポール・c.ﾘﾝｶﾞｰ　ﾋﾟｰﾀｰ・スローン

　　　　　　　　アラン・デーヴィスニコラス・F.メトカルフ

　　　　　　　　　　　　　２年　前期　選択　２単位

【Course Content】

　幅広いジャンルにわたる多様な英語作品を読んで英語

で話し合い、更に各自が感じた疑問と教師によって与え

られた課題について英語による議論を深める。

This class will introduce students to a discussion

centered classroom.

In this class, students will be asked to read ａ variety

of articles (covering a range of topics from current

events to fiction to language theory). The emphasis

will be placed on students asking questions and then

talking to each other about the readings.

【Schedule】

Each week, students will be eχpectedhave read the

assigned article,attend class with questions, and be

prepared to talk about the article.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance. participa

tionin the discussions,and homework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ teχtbook has not yet been selected for this class, but

one may be assigned on the firstday of class.

-

Reading and Discussion II
ﾀﾞﾆｰ･T. モルデンポール･c. ﾘﾝｶﾞｰ　ﾋﾟｰﾀｰ･スローン

　　　　　　　　アラン･ﾃﾞｰヴｨｽ　ﾆ］ラス･ F.メトカルフ

　　　　　　　　　　　　　　２年　後期　選択　２単位

【Course Content】
　文化比較の視点から異文化でのライフスタイルや価値

観に触れることができる題材を中心に読み，ペアー，あ

るいはグループでの議論を通して自分の意見を充分に表

明する。

This class will introduce students to a discussion

centered classroom. In this class, students will be

asked to read ａ variety of articles (covering a range of

topics from current events to fiction to language

theory）. The emphasis will be placed on students

asking questions and then talking to each other about

the readings.

【Schedule】

Each week, students will be ｅχpectedhave read the

assigned article,attend class with Questions, and be

prepared to talk about the article.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa･

tionin the discussions,and homework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ textbook has not yet been selected for this class, but

one may be assigned on the firstday of class.
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English Literature IT
　　キース・イーズリー

２年　後期　選択　２単位
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　　キース・イーズリー

２年　前期　選択　２単位

【Course Content】

Romanticism （1789-1832）

The　many　kinds　of　Romantic　fiction　will　be

considered, along with their relationship to the key

themes of Romantic poetry.Selections will be made

from Jane Austen, gothic romances, social satire,

feminist　fiction, historical　romances　and　Mary

Shelley's"Frankenstein."

【Schedule】

Weeks l －２　Key themes, then and today

Weeks 3－6 Individual writers

Weeks ７　Key themes

Weeks 8 -11 Indvidual writers

Week 12 Review

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa-

tion，coursework and finalｅχamination.

Depending on the number of applicants，there may be

ａ test in the first class to decide entrance to the

course.

【Ｔｅｘtｂｏｏｋｓ】

To be announced

292 －

【Course Content】

Romanticism （1789-1832）

The course will show something of the literary and

cultural importance of Romantic poetry, both in its

own time and today. Key themes will be Romantic

individualism, beauty and nature. Selections will be

made　from　Keats, Byron, Shelley, Wordsworth。

Coleridge and Blake.

【SChedUle】

Weeks卜２　Key themes,then and today

Weeks 3 －6 Individualwriters

Weeks ７ Key themes

Weeks 8-11 Individualwriters

Week 12 Review

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa-

tion,coursework and finaleχamination.

Depending on the number of applicants,there may be

ａ test in the firstclass to decide entrance to the

course.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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American Literature l
ニコラス・F.メトカルフ

　３年　前期　選択　２単位

【Course Content】

This course will introduce students to some of the

major figures of mid - nineteenth century American

literature.This was ａ time when American writers

were　beginning　to　promote　a　distinct　national

literature.Selections will be made from the works of

Hawthorne, Melville,Thoreau and Whitman.

【Schedule】

Weeks l －2　Historical background.

Weeks 3 一11　Individual writers will be covered over

　　　　　　　ａ two or three week period.

Week 12　Review

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa-

tion and coursework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ textbook may be announced

-

American Literature II
ニコラス・Fメトカルフ

　３年　後期　選択　２単位

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

The period following the Civil War saw the rise of

modern America. It was ａ time of rapid social and

economic change. In this course we will consider how

writers of this period responded to the changing

world around them. Mark Twain, Stephen Crane，

Jack London and O.Henry are some of the writers we

will cover.

【Schedule】

Weeks 1 － 2　Historical background.

Weeks 3 -11　Individual writers willbe covered over

　　　　　　　ａ two or three week period.

Week 12　Review

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa

tion and coursework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ teχtbookmay be announced
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ディビッド・Ｃ．ダイカス

　　　３年　前期　選択　２単位

　ダニー・T.モルデン

〃
３年　前期　選択　２単位

【Course Content】

　英文を書き，英語で目頭発表する際に役立つ実川的な

知識や方法を学ぶ。更にコミュニケーションの様々な状況を

考えながら実際に論文を完成し，それを口頭発表する。

This course will focus on beginning-level skillsand

techniques needed for informative and persuasive

writing and presentations, especially for business

purposes.　　This　will　include　recognizing　and

understanding the differencesin rhetorical patterns

between Japanese and English as they relate to

differentgenres of writing.　Students will study how

to gather, evaluate, and organize information, and

assignments will include writing informative and

persuasive essays and making presentations and

speeches based on the information gathered｡

　The course is topic/theme oriented, so students will

read about, discuss,research and write about selected

topics. Writing practice will include the study of

paragraph organization and the effectivepresenta-

tion and support ofideas in written English. Written

work will provide the basis for presentations. If

computer facilitiesare available，the course will

include using presentation software programs to

supplement presentations.

[Schedule】

As described above, the course will move from basic

organization and presentation ofideas in short pieces

of writing to essays and presentations based on their

content. The ｅχactcontent will depend in part on

student interests and abilities,and on current events

that may provide timely material forprojects.

　《Grading》

Grading will be based on attendance and participa･

tion，homework assignments, and in-class presenta

tions.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced
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【Course Content】

　英文を書き、英語で目頭発衣する際に役立つ実川的な

知識や方法を学ぶ。更にコミュニケーションの様々な状

況を考えながら実際に論文を完成し、それを目頭発表す

る。

This class will introduce students to a discussion

centered classroom. In this class, students will be

asked to write ａ variety of articles (covering ａ range

of topics from current events to fiction to language

theory)and give presentations about their topics. The

emphasis will be placed on students asking questions

and then talking to each other about the topics.

【Schedule】

Each week, students will be expected to write an

article,attend class with questions, and / or be

prepared to give ａ presentation. Students will also

study about how to give presentations and how to

write using academic English.

Topics may include:

Organization and outlining

Using outside sources

Footnotes and Endnotes

Speech Anxiety

Impromptu and ｅχtemporaneous speaking

Persuasive speaking

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, presenta-

tions，participationin the discussions,and homework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ textbook has not yet been selected for this class, but

one may be assigned on the first day of class.
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Writing and Presentation II Writing and Presentation II
ジェニフア･ J　マギー

３年　後期　選択　２単位

ディビッド・c.ダイカス

　３年　後期　選択　２単位

【Course Content】
　　１に引き続き英文を書く練習を重ね、英語による様々

な形式の口頭発表を試みることで英語による発表能力を

更に高めながらr発表｣の背景にある考え方と書き言

葉と話し言葉による文体の違いなどについて考察する。

This class will introduce students to a discussion

centered classroom. In this class, students will be

asked to write ａ variety of articles (covering a range

of topics from current events to fiction to language

theory) and give presentations about their topics. The

emphasis will be placed on students asking questions

and then talking to each other about the topics.

【Schedule】

Each week, students will be eχpected to write an

article,attend class with questions, and / or be

prepared to give ａ presentation. Students will also

study about how to give presentations and how to

write using academic English. ，

Topics may include:

Organization and outlining

Using outside sources

Footnotes and Endnotes

Speech Anxiety

Impromptu and ｅχtemporaneous speaking

Persuasive speaking

【Assessment]

Assessment will be based on attendance, presenta-

tions,participationin the discussions,and homework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ textbook has not yet been selected for this class, but

one may be assigned on the first day of class.

-

【Course Content】

　Ｉに引き続き英文を書く練習を重ね，英語による様々な形

式の口頭発表を試みることで英語による発表能力を更に高め

ながら，「発表」の背景にある考え方と書き言葉と話し言葉に

よる文体の違いなどについて考察する。

This course will focus on skills and techniques needed

for informative and persuasive writing and presenta-

tions, especially for business purposes, but at ａ more

advanced level than Writing and Presentation I. This

will　include　recognizing　and　understanding　the

differences in rhetorical patterns between Japanese

and English as they relate to different genres of

writing. Students will study how to gather, evaluate，

and　organize　information, and　assignments　will

include writing informative and persuasive essays

and making presentations and speeches based on the

information gathered.

　The course is topic/theme oriented, so students will

read about, discuss, research and write about selected

topics. Writing practice will include the study of

paragraph organization and the effective presenta-

tion and support of ideas in written English. Written

work will provide the basis for presentations. If

computer facilities are available, the course will

include using presentation software programs to

supplement presentations.

【SChedUle】

As described above, the course will move from basic

organization and presentation of ideas in short pieces

of writing to essays and presentations based on their

content. The ｅχact content will depend in part on

student interests and abilities，and on current events

that may provide timely material for projiects.

　(Grading》

Grading will be based on attendance and participa-

tion，homework assignments, and in-class presenta-

tions.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced
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　ダニー･ T.モルデン

〃
３年　前期　選択　２単位

　ダニー・Ｔ．モルデン

３年　後期　選択　２単位

【Course Content】

　議論やディベートについて基本的な概念を学びながら，

その際の主張や証拠，論理の組立てについて分析し，話

し合う。

Communication Strategies focuses on the choices we

make in public communication, so, the class will focvis

first on the study of persuasion and debate, then it

will look at specific examples of debates. The students

will decide what topics they have an interest in

studying, then they will examine the various forms of

communication about that subject. We will study

speeches, newspapers, magazines, books, etc.

【Schedule】

Class meetings will consist oflectures and discussion

about persuasion and debate. Students will give

persuasive speeches and also conduct debates. Topics

covered willinclude:
１

２

３

Persuasion theory

Debate theory

Research

【Assessment】

Assessment willbe based on attendance,written

papers,and presentations.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no assigned teχtbook for this course although

readings may be provided
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[Course Content】

　　いこ引き続き英文を書く練習を重ね、英語による様々

な形式の目頭発衣を試みることで英語による発表能力を

更に高めながら、｢発表｣の背景にある考え方と書き言

葉と話し言葉による文体の違いなどについて考察する。

This class will introduce students to a discussion

centered classroom. In this class, students will be

asked to write ａ variety of articles (covering a range

of topics from current events to fiction to language

theory) and give presentations about their topics. The

emphasis will be placed on students asking qviestions

and then talking to each other about the topics.

【Schedule】

Each week, students will be eχpected to write an

article,attend class with questions, and / or be

prepared to give ａ presentation. Students will also

study about how to give presentations and how to

write using academic English.

Topics may include:

Organization and outlining

Using outside sources

Footnotes and Endnotes

Speech Anxiety

Impromptu and ｅχtemporaneous speaking

Persuasive speaking

【Assessment】

Assessment will be based on attendance. presenta･

tions,participationin the discussions,and homework

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ teχtbook has not yet been selected for this class, but

one may be assigned on the firstday of class.
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Communication Strategiesl
ジェニフア・」．マギー

３年　前期　選択　２単位

【Course Content】

　議論やディベートについて基本的な概念を学びながら，

その際の主張や証拠，論理の組立てについて分析し，話

し合う。

Communication Strategies focuses on the choices we

make in public communication, so, the class will focus

first on the study of persuasion and debate, then it

will 100k at specificｅχamples of debates. The students

will decide what topics they have an interest in

studying, then they will examine the various forms of

communication about that subject. We will study

speeches, newspapers, magazines, books, etc.

【Schedule】

Class meetings will consistoflectures and discussion

about persuasion and debate. Students will give

persuasive speeches and also conduct debates. Topics

covered willinclude:

　　　］.Persuasion theory

　　　2. Debate theory

　　　3. Research

【Assessment】

Assessment willbe based on attendance,written

papers,and presentations.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no assigned teχtbook for this course ａ!though

readings may be provided

-

Communication strategiesH
　ダニー・Ｔ．モルデン
－
３年　後期　選択　２単位

【Course Content】

　議論やディベートについての様々な概念を考察しなが

ら，実際に自分の主張を発表し，その主張を証拠や論拠

をあげて反論から守る訓練をする。

Communication Strategies focuses on the choices we

make in public communication, so, the class will focus

first on the study of persuasion and debate, then it

will look at specific eχamples of debates. The students

will decide what topics they have an interest in

studying, then they will eχamine the various forms of

communication about that subject. We will study

speeches, newspapers, magazines, books, etc.

【Schedule】

Class meetings will consistoflectures and discussion

about persuasion and debate. Students will give

persuasive speeches and also conduct debates. Topics

covered willinclude:

　　　1. Persuasion theory

　　　2. Debate theory

　　　3. Research

【Assessment】

Assessment willbe based on attendance,written

papers，andpresentations.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no assigned textbook forthis course although

readings may be provided
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ジェニフア・」　マギー

３年　後期　選択　２単位

ジョリー幸子　ダニー・Ｔ．モルデン

　　　　　　ジェニフア・J.マギー

　　　　集中　３年　前期　選択　８単位

【Course Content】

　議論やディベートについての様々な概念を考察しなが

ら，実際に自分の主張を発表し，その主張を証拠や論拠

をあげて反論から守る訓練をする。

Communication Strategies focuses on the choices we

make in public communication, so, the class will focus

first on the study of persuasion and debate, then it

will 100k at specific examples of debates. The students

will decide what topics they have an interest in

studying,then they will eχamine the various forms of

communication about that subject. We will study

speeches, newspapers, magazines, books, etc.

【Schedule】

Class meetings will consistoflectures and discussion

about persuasion and debate. Students will give

persuasive speeches and also conduct debates. Topics

covered willinclude:

　　　1. Persuasion theory

　　　2. Debate theory

　　　3. Research

【Assessment】

Assessment willbe based on attendance,written

papers，andpresentations.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no assigned textbook forthis course although

readings may be provided

【授業の概要】

　異文化体験学習（ホームステイ、小旅行など）を加味

した語学研修を中心に、両大学教員の連m指導のもとで、

メーリングリストを利川したE－メール交信などによっ

て各自のテーマに沿った調査研究も行う。

【授業計画】

１。目的

　　St. Cloud大学での夏季授業とホームステイ，小旅

　　行を通じて，米国文化とアメリカ英語を習得するこ

　　と。

2. 期間（予定）

　　2001年７月31口～8月26日

3.研修先

　　Prof. Jim　Robinson, Coordinator, English

　　Seminar Program, St. Cloud　University, St.

　　Cloud, Minnesota, U.S.A.

4.費用（未定）

5.渡航前　オリエンテーション（予定）

　　2001年６月17日～21日

【評価方法】

scsでの成績を中心に、事前オリエンテーションへの

参加状況、事後報告レポートなどを加味して評仙する。
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中国語読解Ｈ
　　　　　　　　馮富栄

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　基本的な文法知識と幅広い語彙の習得に力を入れて授業

を進める。受講者の読解力を引き上げると同時に、中国語

への勉強意欲を引き出すこともこの授業の目的である。ゆえ

に、興味深い読み物を教材とする。

【授業計画】

　中国語読解IIは、中国語読解１と同じように、学生の中

国語を読んで理解する力を養成することを目的としているが、

例年の11月に実施される中国語の検定試験の４級にパスす

ることができるように授業を進めていく予定である。ゆえに、教

材は、検定試験の内容を配慮して作成されている。もちろん、

白作教材である。また教材をホームページ化にするので、自

分の好きな時間に発音の練習から、いろいろな練習問題まで、

すべて自分のパソコンを通して行うことかできる。練習問題の

解答は、メールとして先生の所に届くようになっている。そして

添削後のものをまたメールで、各個人に返すという形を取る。

さらにはインターネットを利用して巾国の社会現状、経済情報

及び文化習慣などに関する記事や話を引き出し、それを読ん

で理解する。最後に、E-mailなどを利川して巾国の大学生

などと文通をする練習もする。授業の展開の仕方としては、

主として以下のステップを踏む。

1.まず、本文について講義する。説明の重点は、日・巾

　両言語の違いに置かれる。本文の内容に関しては、興味

　深く読めるか否か、そして知識性が高いか否かという二つ

　の要素が配慮されている。ゆえに、教材は、中国の文化

　習慣や中国の歴史、また中国の有名人などの紹介を題材

　とするものが多い。

2.インターネットを利用して、中国の社会や経済などに関

　する記貌あるいは自分にとって興味のある話題を引き出し、

　それを読んで理解する。

3. E-mailなどを利用して中国の人学生などと文通する練

　習を行う。

【評価方法】

　出席状況及び平目の宿題の提出状況などを考えて、総合

的に判断する。期末テストは実施しない。尚、宿題の提出は、

すべてメールで行う。

【テキスト】

　自作教材。

【参考文献・資料】

閲読理解(北京証言学院出版社)
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中国語会話II
　　　　　　　劉乃華

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　教室で、各会話の場（たとえば、買い物や銀行や病院

などの場面を設定する）を作って、場との連合をはかり

ながら、会話の授業を進める予定である。目的は、生き

ている会話能力を養成することにある。

【授業計画】

　この授業は、中国語会話Ｉの延長として考えているの

で、中国語会話Ｉと同じように、以下のステップを踏ん

で、授業を展開する予定である。

1.まず常用表現について、統語論と語用論の両方から

　説明する。つまり文法現象のみでなく、中国語の表現

　習慣と日木語の表現習慣の違いについても説明を加え

　る。

2.読む練習を繰り返して行う。初歩から正しい発音を

　身につけることが極めて大切であるので、そのための

　徹底的な訓練を行う。

3.本文の内容をめぐって学生と中国語で会話をする。

4.単語のリストを配って、置き換え練習などをする。

　よって、学生たちの会話の応用能力を高める。

5.本文の内容と関連する実際の場面を設定し、その場

　而で行われる会話を学生同Lで練習する。

　この授業では、本文の暗記ではなく、中国語の生きて

いる会話表現を身につけることができるように工夫がな

されている。　しかもみんなで楽しく中国語の会話ができ

るような授業としてデザインがされている。要するに、

この授業を履修することによって、巾国人とある程度の

会話ができるように期待している。

【評価方法】

　出席状況及び平|]の宿題の提出状況などを考えて、総

合的に判断する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

プリントを配布する。
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　　　　　　　　馮富柴

１年　後期　選択　２単位

　　　　　　　高新

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　教室で、各会話の場（たとえば、買い物や銀行や病院

などの場而を設定する）を作って、場との連合をはかり

ながら、会話の授業を進める予定である。目的は、生き

ている会話能力を養成することにある。

【授業計画】

　この授業は、中国語会話Ｉの延長として考えているの

で、中国語会話Ｉと同じように、以下のステップを踏ん

で、授業を展開する予定である。

1.まず常用表現について、統語論と語川論の両方から

　　説明する。つまり文法現象のみでなく、中国語の衣

　　現習慣と日本語の表現習慣の違いについても説明を

　　加える。

2.読む練習を繰り返して行う。初歩から正しい発音を

　　身につけることが極めて大切であるので、そのため

　　の徹底的な訓練を行う。

3.本文の内容をめぐって学生と中国語で会話をする。

4.単語のリストを配って、置き換え練習などをする。

　　よって、学生たちの会話の応用能力を高める。

5.本文の内容と関連する実際の場面を設定し、その場

　　面で行われる会話を学生同士で練習する。

　この授業では、本文の暗記ではなく、中国語の生きて

いる会話表現を身につけることができるように工夫がな

されている。しかもみんなで楽しく中国語の会話ができ

るような授業としてデザインがされている。要するに、

この授業を履修することによって、中国人とある程度の

会話ができるように期待している。

【評価方法】

　出席状況及び平日の宿題の提出状況などを考えて、総

合的に判断する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

プリントを配布する。

【授業の概要】

　中国語を書く力を養成することが木講義の最大の目的

であるが、内容を聞いてから書くこと、図の意味を言葉

で書くこと、概要の肉付けを書くこと、または文章の概

要を書くこと、短文の表現を変えて別の表現にすること

など多くの方法を取り入れ、常に書く材料があるように

心がけて授業を進める。

【授業計画】

　中国語は、格助詞などもなく、述語の語尾変化もない。

中国語を作文する時、語彙を並べれば、それだけで文に

なる。ゆえに、中国語の作文をするとき、一番大切なこ

とは語彙の並べ順序である。ゆえに、この授業では、中

国語の語彙の並べ順序と並べる時のコツを徹底的に説明

する。語学の力は作文にあると言われているように、こ

の授業に出れば中国語の力を一段と高めることが期待で

きよう。具体的には、以下のステップを踏んで授業を進

める予定である。

　1.メッセージの書きかたの練習をする。

　2. 日記の書き方の練習をする。

　3.手紙の書き方の練習をする。

　4.知らせの書き方の練習をする。

　もちろん、上述した各練習に入る前に、教師側から、

　書き方の説明、書くときの注意事項などについて講義

　するほか、例文も提供する。そして学生の作文に出て

　いる問題点も詳しく説明する。

【評価方法】

　出席状況や平目の宿題の提出状況などを考えて総合的

に評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　未定。

【参考文献・資料】

《基礎漢語写作》北京語言学院出版社
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【授業の概要】

　中国語を書く力を養成することが本講義の最大の目的

であるが、内容を聞いてから書くこと、図の意味を言葉

で書くこと、概要の肉付けを書くこと、または文章の概

要を書くこと、短文の表現を変えて別の表現にすること

など多くの方法を取り入れながら授業を展開する。要す

るに、常に書く材料があるように心がけて授業を進めて

いく予定である。

【授業計画】

　中国語は、格助詞などもなく、述語の語尾変化もない。

中国語を作文する時、語彙を並べれば、それだけで文に

なる。ゆえに、中国語の作文をするとき、一番大切なこ

とは語彙の並べ順序である。ゆえに、この授業では、中

国語の語彙の並べ順序と並べる時のコツを徹底的に説明

する。語学の力は作文にあると言われているように、こ

の授業に出れば中国語の力を一段と高めることが期待で

きよう。具体的には、以下のステップを踏んで授業を進

める予定である。

1.メッセージの書きかたの練習をする。

2.日記の書き方の練習をする。

3.手紙の書き方の練習をする。

4.知らせの書き方の練習をする。

もちろん、上述した各練習に入る前に、教師側から、書

き方の説明、書くときの注意事項などについて講義する

ほか、例文も提供する。そして学生の作文に出ている問

題点も詳しく説明する。

【評価方法】

　出席状況や平目の宿題の提出状況などを考えて総合的

に評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

基mm語写作(北京語言学院出版社)

-

中国語表現Ｉ
　………………………　盛玉騏

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国語の幅広い表現に触れ、中国語独特の表現の仕方

に慣れることをこの授業の目的とする。特に重要な表現

に関しては、日本語との比較をしながら重点的に説明を

行う。

【授業計画】

　この授業は、現代巾国の社会生活を反映することので

きる興味深い文章を題材とする。リスニング、会話、読

む、そして作文という四つの技能から、中国語コミュニ

ケーション能力を仲ばしていく。一年の学習を通じて、

比較的正確に、中国語を使って会話し、また中国人と文

通できるようなレベルまで到達できるようにする予定で

ある。要するに、中国語の能力検定試験の３級にパスで

きるように、学生の中国語の能力を初級レベル（1500語

個の単語）から中級レベル（3000語の単語）までに引き

上げる。この授業は、高レベルの中国語への過度段階と

して位置付けられている。

　授業の内容は、主として「アルバイト」、「大学の変

遷」、「ファストフードからの影響」、「北京の夜」などで

ある。文法のポイントは、二重否定、反語、強調表現、

そして命令などの構文構造である。授業の進行方法につ

いて説明すると、まず学生が本文の事前予習をしておき、

授業で先生が質問の形で文法の重点や本文の内容を説明

していく。それから、本文の内容についてのリスニング

の練習を行う。もちろん、毎回宿題を川1し、それを規定

の時問内で捉出することを学生に要求する。

【評価方法】

　受講態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて評

価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業の時に指示する。
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【授業の概要】

　中国語の幅広い表現に触れ、巾国語独特の表現の仕方

に慣れることをこの授業の目的とする。特に重要な表現

に関しては、日本語との比較をしながら重点的に説明を

行う。

【授業計画】

　この授業は、現代中国の社会生活を反映することので

きる興味深い文章を題材とする。リスニング、会話、読

む、そして作文という四つの技能から、中国語コミュニ

ケーション能力を仲ばしていく。一一年の学習を通じて、

比較的正確に、中国語を使って会話し、また中国人と文

通できるようなレベルまで到達できるようにする予定で

ある。要するに、中国語の能力検定試験の３級にパスで

きるように、学生の中国語の能力を初級レベル（1500語

個の単語）から巾級レベル（3000語の単語）までに引き

上げる。この授業は、高レベルの中国語への過度段階と

して位置付けられている。

　授業の内容は、主として「アルバイト」、「大学の変

遷」、「ファストフードからの影響」、「北京の夜」などで

ある。文法のポイントは、二重否定、反語、強調表現、

そして命令などの構文構造である。授業の進行方法につ

いて説明すると、まず学生が本文の事前予習をしておき、

授業で先生が質問の形で文法の重点や本文の内容を説明

していく。それから、本文の内容についてのリスニング

の練習を行う。もちろん、毎回宿題を出し、それを規定

の時間内で提出することを学生に要求する。

【評価方法】

　受講態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて評

価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業の時に指示する。

-

　　　　　　　盛玉騏

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　新闘や雑誌などから興味深い文章を選択して教材にす

る。人目、民族、教育、婚姻、家庭概念、価値観など幅

広い題材のものを読むことによって、中国に関しての知

識を増やす。速読力を養成することもこの講義の目的で

ある。

【授業計画】

　この授業は、現代中国の社会生活を反映することので

きる興味深い文章を題材とする。リスニング、会話、読

む、そして作文という四つの技能から、中国語コミュニ

ケーション能力を仲ばしていく。一年の学習を通じて、

比較的正確に、中国語を使って会話し、また中国人と文

通できるようなレベルまで到達できるようにする予定で

ある。要するに、中国語の能力検定試験の３級にパスで

きるように、学生の中国語の能力を初級レベル（im語

個の単語）から中級レベル（3000語の単語）までに引き

上げる。この授業は、高レベルの中国語への過度段階と

して位置付けられている。

　授業の内容は、主として「外国人が服を買う」、「カラ

オケ大会」、「若者の恋愛観」、「発展中のサービス業」、

そして「企業の倒産」、などを題材とする。文法のポイ

ントは、単文、複文、修飾語などの巾国語の表現構造で

ある。授業のやり方であるが、基本的に前期と同じ形で

ある。しかし、中国語のコミュニケーション能力を実践

的に磨くところに力をいれる。例えば、中国語で質問を

したり、中国語で日記を書いたりするように学生に要求

する。

【評価方法】

　受講態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて評

価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業の時に指示する。
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中国文学講読Ｉ 中国文学講読Ｉ
　　　　　　　高新

２年　前期　選択　２単位

　　　　　　盛玉騏

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国の激動時代一文化大革命を描いた文学作品を教材

にする。つまりなぜこのような国をあげての運動を行わ

なければならなかったのか？文化大革命の間に何か起

こって、社会に、人々の観念にどういった変化が起こっ

たのか？文化大革命の後遺症は何であろうか？われわれ

に残した教訓は何であろうか？それを引き起こした毛沢

東はどういった人物で、その時の時代背景はどうであっ

たのかを文学作品を通して探ってみる。

【授業計画】

　この授業の目的は、文学作品の鑑賞と言語能力の向上

という二つのところにある。言語能力の内、特に読む力

とそのテクニックの養成に重点を置く。授業の内容は、

主として現代中国の社会生活の各側而を反映するr一分

間小説」と歴史故事及び神話伝説などである。これらを

読むことによって、中国の文学に対する初歩的な理解を

得ることができると同時に、中国語の読む力もアップす

ることができるのを狙っている。この授業を選択するこ

とによって、中国語の簡単な文学作品は、先生の助けが

なくても学生が自分で読めるようになるのが目標である。

　現代巾国の社会、家庭、婚姻、学校教育、そして什事

などを内容とする「一分間小説」を教材とする。授業の

やり方であるが、学生が授業の内容をまず予習しておく

必要がある。授業の時、先生が文法のポイントを重点的

に説明し、小説の内容について解説する。それから問題

を設定し、学生にそれを答えてもらう。それによって、

学生が小説の内容が理解できたか否かをチェックする。

もちろん、毎回宿題を出し、それを規定の時問内で提出

するように学生に要求する。

【評価方法】

　受講の態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて

評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業のときに指示する。

【授業の概要】

　中国の激動時代一文化大革命を描いた文学作品を教材

にする。つまりなぜこのような国をあげての運動を行わ

なければならなかったのか？文化大革命の間に何か起

こって、社会に、人々の観念にどういった変化が起こっ

たのか？文化大革命の後遺症は何であろうか？われわれ

に残した教訓は何であろうか？それを引き起こした毛沢

東はどういった人物で、その時の時代背景はどうであっ

たのかを文学作品を通して探ってみる。

【授業計画】

　この授業の目的は、文学作品の鑑賞と言語能力の向上

という二つのところにある。言語能力の内、特に読む力

とそのテクニックの養成に重点を置く。授業の内容は、

主として現代中国の社会生活の各側而を反映する「一分

間小説」と歴史故事及び神話伝説などである。これらを

読むことによって、中国の文学に対する初歩的な理解を

得ることができると同時に、中国語の読む力もアップす

ることができるのを狙っている。この授業を選択するこ

とによって、中国語の簡単な文学作品は、先生の助けが

なくても学生が自分で読めるようになるのが目標である。

　現代中国の社会、家庭、婚姻、学校教育、そして什事

などを内容とする「一分間小説」を教材とする。授業の

やり方であるが、学生が授業の内容をまず予習しておく

必要がある。授業の時、先生が文法のポイントを重点的

に説明し、小説の内容について解説する。それから問題

を設定し、学生にそれを答えてもらう。それによって、

学生が小説の内容が理解できたか否かをチェックする。

もちろん、毎回宿題を出し、それを規定の時問内で提出

するように学生に要求する。

【評価方法】

　受講の態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて

評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業のときに指示する。
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中国文学講読Ｈ
　　　　　　　盛玉顔

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国の民話、神話、また中国の起源や各民族に関する

民間伝説、故事など、主として「民間文学」を材料にし

て、授業を進める予定である。目的は、文学作品を通し

て、中国の文化・歴史についてよりよく理解すると同時

に、中国語の読む力を高めることにある。教師が用意し

た教材以外には、各週毎にひとつ面白い読み物を受講者

が自分で選んで読み、そのまとめを書いたり、意味の簡

単な紹介を授業で発表したりすることが要求される。

【授業計画】

　この授業の目的は、文学作品の鑑賞と言語能力の向上

という二つのところにある。言語能力の内、特に読む力

とそのテクニックの養成に重点を置く。授業の内容は、

主として現代中国の社会生活の各側面を反映する「一分

間小説」と歴史故事及び神話伝説などである。これらを

読むことによって、中国の文学に対する初歩的な理解を

得ることができると同時に、中国語の読む力もアップす

ることができるのを狙っている。この授業を選択するこ

とによって、中国語の簡単な文学作品は、先生の助けが

なくても学生が自分で読めるようになるのが目標である。

　中国の歴史故事、神話伝説などを授業の教材に使用す

る。たとえば「楊貴妃の恋愛悲劇」（彼女が日本に来た

ことかあるかどうか）や、「七夕の伝説」などが例とし

てあげられる。この授業を通して、中国の占い文化の魅

力を感じることができるだけでなく、日中文化の深い関

連を知ることもできればと考えている。授業の進行方法

は前期と同じである。

【評価方法】

　受講の態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて

評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業のときに指示する。

-

中国文学講読II
　　　　　　高新

２年　後期　選択　２単位

言
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【授業の概要】

　中国の民話、神話、また中国の起源や各民族に関する

民間伝説、故事など、主として「民問文学」を材料にし

て、授業を進める予定である。目的は、文学作岫を通し

て、中国の文化・歴史についてよりよく理解すると同時

に、中国語の読む力を高めることにある。教師が川意し

た教材以外には、各週毎にひとつ而白い読み物を受講者

か自分で選んで読み、そのまとめを書いたり、意味の簡

単な紹介を授業で発表したりすることか要求される。

【授業計画】

　この授業の目的は、文学作品の鑑賞と言語能力の向上

という二つのところにある。言語能力の内、特に読む力

とそのテクニックの養成に重点を置く。授業の内容は、

主として現代中国の社会生活の各側面を反映する「一分

間小説」と歴史故事及び神話伝説などである。これらを

読むことによって、中国の文学に対する初歩的な理解を

得ることができると同時に、巾国語の読む力もアップす

ることができるのを狙っている。この授業を選択するこ

とによって、中国語の簡単な文学作品は、先生の助けが

なくても学生が自分で読めるようになるのか日標である。

　中国の歴史故事、神話伝説などを授業の教材に使用す

る。たとえば「楊貴妃の恋愛悲劇」（彼女が日本に来た

ことがあるかどうか）や、「七夕の伝説」などが例とし

てあげられる。この授業を通して、中国の古い文化の魅

力を感じることができるだけでなく、日中文化の深い関

連を知ることもできればと考えている。授業の進行方法

は前期と同じである。

【評価方法】

　受講の態度、出席率、宿題の完成状況などに基づいて

評価する。期末テストは実施しない。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業のときに指示する。
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中国語聴解Ｉ
　　　　　　　　馮富柴

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　この授業は、中国現地での中国語コミュニケーションの場

面を想定して設計されている。いわば実用的というところに力

を入れて授業を進めていく。具体的には「日常挨拶」や

　「道を尋ねる」、F旅館の予約」などの会話を通して、耳の

訓練をする。前期の授業では、主として６つの場面が設定

される。それは、

　1.日常挨拶

　2.友人の紹介

　3.お客さんを招く

　4.電話をかける

　5.道を尋ねる

　6.買い物

　要するに、この中岡語聴解Ｉという授業は、中国人の普通

の会話が聞ける程度の力を養成することを目的とする。

【授業計画】

　具体的には、以下のステップを踏んで授業を進める予定

である。

1.まず各会話場面に出てくる新しい単語を説明し、そして

　　聞く練習に入る。

2.学生に質問しながら、内容を解明していく。もちろん教

　　材に出ている新しい表現についても質問する。分からな

　　いところは説明を加える。

3.授業で聞いた会話の内容を学生自身がまとめる。

4. 会話の内容をスクリーンに出して、答えあわせをする。

5.授業の内容を参考にして、学生各自が習った場面の会

　　話を作成して発表する。

　以上によって、聞く力だけでなく、中国語による表現力を引

き仲ばすことも狙っている。

【評価方法】

　期末テストと普段の受講態度で評価するが、期末テストの

実施方法は、習った内容の録音を聞いて翻訳するという形を

収る。

【テキスト】

　《実川漢語会話》高等教育電子音像出版社出版　北京

塔孵思科技発展有限責任公司制作

【参考文献・資料】

特になし。

-

中国語聴解II
　　　　　　ノ馮富漿．

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　この授業は、中国現地での中国語コミュニケーションの場

面を想定して設計されている。いわば実用的というところに力

を入れて授業を進めていく。具体的には、「日常挨拶」や

　「道を尋ねる」、「旅館の予約」などの会話を通して、耳の

訓練をする。後期の授業では、主として６つの場面が設定

される。それは、

　7.旅館にて

　8.タクシーに乗る

　9.税関にて

　10.病院にて

　11.天気について

　12.レストランにて

　要するに、この中国語聴解IIという授業は、公式の場での

中国人の普通の会話が聞ける力を養成することを目的とする。

【授業計画】

　具体的には、以下のステップを踏んで授業を進める予定

である。

　6.まず各会話場面に出てくる新しい単語を説明し、そし

　　　て聞く練習に入る。

　7.学生に質問しながら、内容を解明していく。もちろん

　　　教材に出ている新しい表現についても質問する。分か

　　　らないところは説明を加える。

　8.授業で聞いた会話の内容を学生自身がまとめる。

　9.会話の内容をスクリーンに出して、答えあわせをする。

　10.授業の内容を参考にして、学生各自が習った場面の

　　　会話を作成して発表する。

　以上によって、聞く力だけでなく、中国語による表現力を引

き仲ばすことも狙っている。

【評価方法】

　期末テストと普段の受講態度で評価するが、期末テストの

実施方法は、習った内容の録音を聞いて翻訳するという形を

取る。

【テキスト】

　《実用漢語会話》高等教育電子音像出版社出版　北京

塔m思科技発展有限責任公司制作

【参考文献・資料】

　特になし。
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中国語聴解Ⅲ
　　　　　　　馮富柴

３年　前期　選択　２単位

中国語聴解IV
　　　　　　　馮富柴

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　楽しい視党教材、主として楽しい中国の映画や、碩話、

また有名な観光地と名所旧跡の紹介を授業の内容とする。も

ちろん映画の全部ではなく、中の･-節である。耳の闘く力が

あくまでも熟練さにあると思われているので、学生が随時授業

の内容の闘く練習ができるように工夫されている。具体的に言

うと、各授業の内容をパソコンに録音しておく。ホームページ

を聞くことによって、学生がクリック一つで繰り返し聞けるように

教材を作成する。学生の理解を助け、興味をもって聞けるよ

うにするために、教材の内容と関辿のある川而も添える。

　要するに、この中国語の聴解Ⅲと聴解IVという授業は、巾

国人の普通の会話のみでなく、聞き取りにくいとされている巾

国語の映画も聞ける程度の力を養成することを目的とする。

【授業計画】

　具体的には、以下のステップを踏んで授業を進める予定

である。

5.まず映両や竜話などの大まかな内容を日本語で解説し、

　　それから聞く練習に入る。

6.学生に質問しながら、内容を解明していく。もちろん教

　　材に出ている新しい表現については説明する。学生側は、

　　事前にホームページによって教材を復習する必要がある。

7.映画などの内容についてのプリント（穴埋め問題式）を

　　配り、学生は内容を聞きながらそのプリントの穴埋めをす

　　る。

8.最後に、教材の内容を学生自身が全体的にまとめ、グ

　　ループ分けて、発表する。

　以上によって、聞く力だけでなく、巾国語による表現力を引

き仲ばすことも狙っている。

【評価方法】

　期末テストと普段の受講態度で評価するが、期末テストの

実施方法は、習った内容の録音を聞いて翻訳するという形を

収る。

【テキスト】

自作教材。

【参考文献・資料】

中級反語所和説(北京語言学院出版社)

言
語
コ
ミ

【授業の概要】

　楽しい視党教材、主として楽しい中国の映画や、童話、

また有名な観光地と名所旧跡の紹介を授業の内容とする。も

ちろん映画の全部ではなく、巾の一節である。耳の闘く力が

あくまでも熟練さにあると思われているので、学生が随時授業

の内容の聞く練習ができるように工夫されている。具体的に言

うと、各授業の内容をパソコンに録音しておく。ホームページ

を開くことによって、学生がクリック一つで繰り返し聞けるように

教材を作成する。学生の理解を助け、興味をもって聞けるよ

うにするために、教材の内容と関連のある川面も添える。

　要するに、この中国語の聴解inと聴解IVという授業は、中

国人の普通の会話のみでなく、聞き取りにくいとされている中

国語の映画も聞ける程度の力を養成することを目的とする。

【授業計画】

　具体的には、以下のステップを踏んで授業を進める予定

である。

1.まず映画や竜話などの大まかな内容を日本語で解説し、

　　それから聞く練習に入る。

2.学生に質問しながら、内容を解明していく。もちろん教

　　材に出ている新しい表現については説明する。学生側は、

　　事前にホームページによって教材を復習する必要がある。

3.映画などの内容についてのプリント（穴埋め問題式）を

　　配り、学生は内容を聞きながらそのプリントの穴埋めをす

　　る。

4.最後に、教材の内容を学生自身が全体的にまとめ、グ

　　ループ分けて、発表する。

　以上によって、聞く力だけでなく、中国語による表現力を引

き仲ばすことも狙っている。

【評価方法】

　期末テストと普段の受講態度で評価するが、期末テストの

実施方法は、習った内容の録音を聞いて翻訳するという形を

取る。

【テキスト】

自作教材。

【参考文献・資料】

中級叙語卜斤和説(北京証言学院出版社)
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中国文学Ｉ
　　　　　　盛玉騏

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国文学史について、簡単に紹介し、主として中国現

代の有名な作家の代表作を説明する。たとえば、郭沫若、

魯迅や矛盾などの作品を教材とする。各作品の紹介の後、

必ずその作品に関する評論を書くように課題を提出する。

よって文章を書く力を高め、作品を客観的に読み、自分

の目で作品を評価する姿勢を養成する。

-

中国文学II
　　　　　　　盛玉騏

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国現代の有名な作家を紹介する。主として劇作家の

曹爾、老舎などの作品を説明し、必要に応じて、作品の

ビデオを見ることもあり、それについて評論文を書いた

り、感想文を書いて発表したりする。要するに、文学作

品を理解するのみでなく、それを文章で評価し、また口

頭で自分の考えを発表するという総合的な言語能力を養

成することも本講義の目的である。
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中国語海外研修
　　　　　　　　　　　馮富柴

集中　２年　前期　選択　10単位

【授業の概要】

　この研修は、2年次の後期から中国語しか使わないゼミヘ

の準備学習として位置付けられているので、今まで獲得して

きた中国語の語学力をさらに磨き、高度な中国語の力の獲

得と異文化との触れ合いが最大の目的である。

　この研修は、合計７週間であるが、事前研修は１週間、

現地研修８月の巾旬からの６週間である。事前研修には、

研修先（南京師範大学及びその所在地である南京につい

て）の紹介や注意事項の説明、そして簡唯な中国語講習10

会などか含まれる。現地研修には、５週問の授業と１問の

研修旅行が含まれる。授業期間中、月曜日から金Ill」まで

毎日午前２コマ、午後１コマ、計６時間の授業が毎日設

定されているので、密度の高い研修内容となるので、高い教

育効果が期待できると思われる。授業の内容について説明

すると、「会話」は週に４時間、「聴力」と「作文」は週に

６時間ずつ、そして「中国現代散文」も週に６時間、さら

に「「国司事情」と「中国文化講座」はそれぞれ週に４時問

ずっある。「中国文化講座」という授業の巾で、学生は自分

の趣味に合わせて、中国に民族舞踊や歌、そして太極拳、

演劇などを習うことができる。

　研修期間中、授業のほかは、１週間のホームステーを体

験したり、中国の大学生との交流会や座談会を開いたりする

ことが予定されている。さらに中国の古都である南京の市内

観光を週に１回行うことも計両されている。最後には、学習

成果の発表会が開かれ、研修の参加者は学習の成果を歌

や踊り、または寸劇などの形で発表することになる。研修旅

行には、蘇州、楊州、北京、杭州と上海が含まれる。

　要するに、この研修を通して、中国語を深く知り、中国語

に内包されている文化的背景も理解することができ、また白

分から進んで中国語を発信し、そしてそれが理解されるとき

の楽しさを体験することもできる。

　この研修に関する詳しい情報は言語コミュニケーション学科

のホームページで見る。

【授業計画】

　この授業の対象者は、言語コミュニケーション学科の２年

次である。ゆえに２年次の学生はこの授業を履修することに

よって、10単位取得することができる。同学科の１年次や他

学部の学生は、基本的に対象外となる。ただし、単位がなく

てもぜひ中国へ行って勉強してきたい学生に関しては引率者

である馮(研究棟の512研究室）と相談する。

【評価方法】

　研修先の批当先生の評価を参考にして、引率者が最終の

成績を出す。

-

日本語論II

言
語
コ
ミ

　　　　　　　窪田守弘

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

日本語のさまざまな特徴の中から、発音・語彙・衣記・

文法などの分野を中心に、語学的な面からその基本的な

問題を取り上げていく。日本人が殆ど意識せずに使川し

ている日本語は、それが常識だと思われたり、誤川であ

りながら正しいと考えられたりしている点が少なからず

ある。そういう言語生活で、特徴的な言語現象を時代的

な変遷や社会的な環境という視点から考察していく。

【授業計画】

日本語には多くの特徴や面白さがあり、それか現代の口

本人の言語運川にどのように反映されているかを解明す

る。そして日本語の構造を中心として生きた日本語の諸

相について、具体的な例をあげながら考えていく。本講

義は、口本語と外国語との比較も随時行ない、広い視野

より日本語を考え、発音・語彙･文法・文体などの領域

が概観できるように配慮する。主な内容は次のように

なっている。

　佃本語の多様性を知る〉

　　5.日本語の世界の新発見

　　6.口本の有名な文法学説

　　7.映画の言語表現

　　8.日本と外国の言語文化

【評価方法】

学期末の試験結果、提出レポート、出席状況などで総合

的に判断する。

【テキスト】

口本語論（窪田守弘著　晃学出版　2,000円）
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日本語表現演習II
　　　　　‥　窪田守弘

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

文章の表現能力は、短期間では養成されにくいが、少な

くとも本演習では、学生が進んで自らの文章で自己表現

できるようにする。従って、担当教員は、当初学生に対

して小論文の書き方の様々な知識や技術を与えるにして

も、最終的には学生が自身の于で自分の文章の問題点を

発見し、推敲ができるような力を身につけるよう配慮す

る。それによって、学生が将来あらゆる分野の職業に対

応できるようにする。

【授業計画】

学生は文章を書くことを苦手としているので、毎回課題

を与えて考えさせ、それに対する感想レポートを原稿用

紙一一枚(400字) 程度にまとめるようにする。教員はそ

の感想レポートのチェックを行なって、次回の授業時に

チェックポイントを説明しながら返却するようにする。

このように学生は自分の書いた文章に対して、毎回教員

からチェックを直接受けて、彼らは闘題点を明確に把握

し推敲を重ねていくようになるはずである。

本演習は、テキストを中心に新聞や週刊誌の記事、有名

な小説や評論、学術論文などを補助教材として使用し、

文章を徹底的に書き込むことによって、学生に真の衣現

力や文章力がつくことを目標としている。

【評価方法】

毎川の感想レポート、学期末の試験、出席状況などで総

今的に評価する。

【テキスト】

文章の,1:Fき方（辰濃和男著　岩波新書620円）

日本語表現演習ｍ
　　　　　　　山内啓介

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　日本語表現演習I・IIで習得した「読み」「書き」の

基礎技術を踏まえて、広範囲にトピックを求め、口頭で

の発表能力を養う。自分の考えを理論的に構築し、限ら

れた条件の中でわかりやすく効果的な発表ができるよう

になるためのトレーニングを行う。

【授業計画】

1

2

3

4

5

敬語の基本を講義する。

　敬語とはなにか

　敬意表現

　敬語の理論

　敬語と社会

　待遇行動

　プレゼンテーションの方法を練習する。

１　プレゼンテーションとはなにか

２　対人コミュニケーション

３　口頭発表の基礎

４　プレゼンテーション資料

５　テーマによる実践

【評価方法】

　出席と参加度30％、実践練習50%、発言とコミュニ

ケーション20％の割合で評価する。

【テキスト】

　菊地康人『敬語』講談社学術文庫。同『敬語再人門』

丸善ライブラリーブック。
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日本語表現演習IV

-

日本語学Ｉ

■

言
語
コ
ミ

　　　　　　　　　　窪田守弘

四
２年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　山内啓介

-
２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　音声は、人間がコミュニケーションをする際の晨も基

本的な言語行動の一つで、音声学はそれを科学的に研究

する分野となっている。そして、この音声学は、日本語

教育では外国語教育としての音声指導で重要な位置を占

めている。そこで、本講義では、音声学の基本から専門

的な分野まで、人間の発声行動や音声現象などを動的に

把握し、そのプロセスを明らかにしていくようにする。

【授業計画】

　本講義では、音声学の基本から専門的な分野まで、人

間の発生行動や音声現象などを動的に把握し、そのプロ

セスを明らかにしていくようにする。とかく音声学とい

うのは、学生に理解されにくい分野であるが、ヒトの日

常生活の言語行動から、音声に関する内容を具体的に取

り上げて話を進めていくつもりである。

　ヒトの声にはさまざまな特徴があって、学生は「声は

どうして生じるのかj　というような素朴な疑問を持つこ

とでも、十分に音声学世界の世界に第一歩を踏み出した

ことになる。そこで、次に「声とは何か」、「声の什組み

は何か」、Γ声はなぜヒトによって違うのかJ、「いい声と

悪い声の違いは何か」というような問題を考える。

　本講義ではそのような音声の基本的な知識を学び、さ

らにその応川として「日本語と音声」や「発声教育と日

本語教育」の分野において、音声学がどのように機能し

ているかを分析する。

　ビデオ、OHC、パソコンなどの視聴覚教材を使って

講義の内容を分かりやすくする。また、有名な「マイ・

フェア・レディー」のような映画を教材として活用する。

【評価方法】

　レポートの内容、授業態度、出席状況などで評価する。

【テキスト】

配布プリント
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【授業の概要】

　ｍまでの日本語表現演習で養われた発表技術をもう一一

段階発展させ、学術学会、企画会議、研修会等目的に応

じたプレゼンテーション能力を養う。コンピュータのプ

レゼンテーションソフトを使いこなすとともに視聴覚機

器の効果的な使い方も身につける。

【授業計画】

　テーマを設定し、ディベーションをおこなう。

１　日本語ディベートの効果

２　ディベートのルール

３　未来塾改良型４人制ディベート方式

４　ディベートのテーマと問題点

５　討論の応用

　プレゼンテーションツールを川いた実習。

１　ホームページとプレゼンテーション

２　ウェブサイトとコンテンツ

３　パワーポイントとテンプレート

４　説得することは聞き手の立場を知ること

５　ツールの応用

【評価方法】

　出席と参加度30%、実践練習50％、発言とコミュニ

ケーション20%の割合で評価する。

【テキスト】

　『|』本文化論の変容』（青木保　中央公論文庫）

【参考文献・資料】

　Ｒ・ベネディクト著、長谷川松治訳『菊と刀』教養文

庫
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日本語学II 日本語学Ⅲ
　　　　　　　　　阿部美枝子

心
２年　後期　選択　２単位

　　　　　　　山内啓介

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　現代日本語の文法現象の中から基本的、かつ重要なト

ピックを演習の形で取り上げ、言語学的、日本語学的手

法で分析し、日本語の体系を理解していく。

【授業計画】

　現在日本語の文法現象を整理し、その体系を理解する

ことをテーマとする。

1.文とは

2.述語の型

3.助詞

4.自動詞と他動詞

5.受動文

6.使役文

7.可能文

8.テンスとアスペクト

9. f,詞修飾

10.提題助詞「は」

以上のような項目について、言語学的、日本語学的に分

析していく。

主に講義の形を取るが、随時課題を出すことを考慮して

いる。

【評価方法】

学期末筆記試験､及び課題の結果で評価する。

【テキスト】

使用せず。

【授業の概要】

　語彙についての基本的な理解を得るため、術語や理論

を学習して言語研究の応用方法を解説する。また、意味

についての研究史から、意味の基本三角形、指示的意味、

差異化、概念の外延と内包、関係的意味などの基本的な

知識を得る。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

はじめに　語と語彙

語彙論とは何か。　語の単位・語彙調査・語彙表

語の延べと異なり。　資料体の総量・古典対照語彙

基本語彙について。　基礎語彙・基幹語彙・語彙量

語彙の構造。　分類基準・意義・形態・語性・地域

語誌の研究。　語源・語義・本義・派生義・語構成

語種。　和語・漢語・外米語・混種語・カタカナ語

語と意味。　意味とは、意味の捉え方・語義反義語

語の意味の研究。　指示的意味・意味の基本三角形

関係的意味。　象徴記号・概念と用法・語義の差異

意味分析の方法。　文脈的意味・臨時的意味・比喩

語の意味変化について。　意味の変遷・辞書の記述

日本語語彙の特徴。　死語・流行語・若者語・造語

語彙史と辞書史。　字引き・索引・コンコーダンス

語彙研究の課題・意味研究の将来

【評価方法】

　定期試験による。出席回数を重視する(80％以上)。

【テキスト】

　プリント資料を配布。

【参考文献・資料】

　授業中に紹介するので、図書館などで利川されたい。
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日本語教育海外研修

-

専門演習Ｉ

言
語
コ
ミ

　　　　　　　松本青也

２年　前期　必修　２単位

　　　　　山内啓介　窪田守弘

集中　３年　前期　選択　４単位

【授業の概要】

言語コミュニケーションについての、それぞれの分野に

おける先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら学

生の理解と関心を深める。

【授業計画】

　今や世界共通語とも言われるアメリカ英語と、日本人

の考え方や生き方にも大きな影響を与えているアメリカ

文化を考えようとするものです。アメリカ英語とその背

景にある文化、特に人生、孤独、愛と性、生と死、幸福

などの基本的なテーマについて日米の思想を比較対照し

て考え、更に自山、平等、人権といった理念が日米で現

実の様々な問題解決にどう機能しているかまでを幅広く

扱います

　２年次前期では次のような活動を中心に進めます。

（１）アメリカの作家、哲学者、科学者、ジャーナリス

トなどによる珠玉の英文の味読と討論

（２）ゼミ合宿でのプレゼンテーションと討論

（３）松本ゼミのホームページ作成

【評価方法】

　レポート、研究発表、学習態度、出席状況などによる

総合評価

【テキスト】

自作プリント教材、ビデオ、インターネットによる資料
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【授業の概要】

　口本語教育の関連科目の一環として、姉妹校である中

国の南京師範大学の日本語学科で、日本語教育実習を実

施する。将来日本語教師を目指す者は、当校で、約３迦

問の日本語教育実習を行うが、中国の学生と直接交流す

るという意味で、a重な異文化体験プログラムともいえ

る。

【授業計画】

　集中講義として行われる。

　南京師範大学日本語学科で教育実習を行う。

【評価方法】

　実習の参加度、レポートによる。

【テキスト】

　使用せず。



■
言
語
コ
ミ

専門演習Ｉ 専門演習Ｉ
　　　　　ジョリー幸子

２年　前期　必修　２単位

　　　B.サン・ジャック
－
２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　言語コミュニケーションについての、それぞれの分野におけ

る先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら学生の理

解と関心を深める。

　当演習は、我々の日常のコミュニケーションの93％を占める

と言われる「非言語コミュニケーション」について学ぶもので、

異文化コミュニケーションの１下位分野である。

【授業計画】

第１週　コースオリエンテーション

第２週　音声（発音）学

第３週　動作学（Kinesics）

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第w週

第11週

第12週

第13週

第14週

万
々
が

近接学（Proxemics）
μ
μ

領七生(Territoriality)
砂
々
か

接触学（Tactility ・Haptics）

々
μ
η

嗅覚(Olfaction）

空間学(Space)

時間学（Chronemics)

対物学（Objectics）

準言語学（Paraliaguistics）

【評価方法】

　演習への出席、ディスカッションへの参加、発表、レポー

ト等を総合的に判断する。

【テキスト】

1. Eye to Eye : How Peaple Interact, Peter Marsh.

Macmillan LanguageHouse, 1988.
2.日本の常識はどこまで通じるか：異文化交流で失敗し

ないために。ジョリー幸子。風媒社、1999.

【参考文献・資料】

比較生活文化事典、金山盲夫
大修館

Gestures : DOs and TABOOs of Body Language
Around the World.Roger E. Axtell,Wiley.1991.

-

【Course ＣＯｎｔｅｎｔ】

　言語コミュニケーションについての、それぞれの分野

における先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら

学生の理解と関心を深める。

　言語と文化というのは、人間の毎日の生活にたいして

本質的な関係があり、生きるために、殆ど空気と同じく

必要な要素です。ところが、人間が絶えず呼吸している

のに障害がない限り空気の必要性についてめったに考え

ません。言語と文化についても同様のことが言えます。

なお、第二言語を上手に習得するために、その第二言語

のnative speakersの文化と社会的運用をどうしても見

習うべきである。

【Schedule】

色々な言語［主に日本語と英語］の構造と翻訳を比べて、

言語と文化の相互依存の事実を確認する。イタリア語の

諺traduttore,traditore［翻訳者は、裏切り者である］

は、言い過ぎではあるが、翻訳の深い要素を指している。

Ｅχamining various translations,both from Japanese

to English and from English to Japanese, students

will not only improve their knowledge of English, but

will also realize that the knowledge of the sound

system　and the grammar of ａ language is not

sufficient to become ａ fluent speaker. Knowledge

about cultureis absolutely necessary･

This seminar will require active participation of

students. Both English and Japanese will be used.

【Assessment】

Presentations. Team presentations(2 or 3 students

together) are also accepted

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Translation and Translating. 1991 Roger Ｔ.Bell

翻訳という仕事　1991小鷹ff!光
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　　　　　　　　　　　　馮富柴

〃
２年　前期　必修　２単位

　　　　　　　山内啓介

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　言語コミュニケーションについての、それぞれの分野にお

ける先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら学生の

理解と関心を深める。

【授業計画】

　前期では、先生主導で授業を展開するが、具体的に説

明すると、先生側から本文に出ている新しい単語や文法の

重点などを説明し、本文の翻訳を学生たちが行う。できな

いところは先生が補足的な説明を加える。練習問題は、学

生各自でやるが、授業の最初にその答えあわせをする。言

語の力は、普段の努力にあると信じているので、単語の小

テストなどは、ときどき行う。要するに、前期の授業を通し

て、11月の中国語能力検定の３級にパスすることが期待さ

れる。当然、そのための指導もする。

　後期では、学生主導で授業を展開する。つまり講義中心

の授業からディスカッション中心の授業へと変化していく。よ

り具体的に言うと、学生を二人ずつのペアに分け、二人で

協力しあって、単語の説明や文法の説明を行う。どのよう

な単語は例を添えて説明したほうがよいか、どの文法現象

を収りたてて説明したほうがよいか、また本文のどこに特に

注意を払ったほうがよいかなどは、学生たちが自分で考え

なければならないが、そのための事前指導や、アドバイス

はもちろん先生がする。このゼミの最終的な目標は、受け

入れ型の学生ではなく、挑戦型の学生を養成することにある

ので、そのための第一歩はここからスタートする。つまり、

最初からできないのではなく、勇気をもって挑戦すればどん

なことでも怖くないという自信、他人と協力することの大切さ、

そして受講者が自分に何を求めようとしているか、自分がそ

の人達に何かできるかという人の心を思いやる気持を培うこ

とができればと期待している。さらに、後期の授業を通して

翌年３月の中国語能力検定試験の準２級に合格することを

期待している。

【評価方法】

　平常点で評価する。

【テキスト】

　対外漢語本科系列教材　漢語教程　-一年級教材第二冊

上
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【授業の概要】

　言語コミュニケーションについての、それぞれの分野

における先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら

学生の理解と関心を深める。

【授業計画】

　演習のために

１　日本語学①

まず次の講義を行う。

日本語コミュニケーションと音声科学

について

２　日本語学②　口本語コミュニケーションと音韻論に

　　　　　　　　について

３　日本語学③　日本語コミュニケーションと文法・形

　　　　　　　　態論について

４　日本語学④　LI本語コミュニケーションと文法・統

　　　　　　　　語論について

５　日本語学⑤　日本語と語彙について

６　日本語学⑥　日本語意味論について

　次のテーマで受講生と演習を行う。

７　日本語教育と日本語コミュニケーション

８　日本語コミュニケーションのさまざまなケース・ス

　　タデイ

９　日本語コミュニケーションが必要な場面とその会話

10　日本語学の実践と理論

11　日本語研究の将来

12　インターネット日本語

【評価方法】

　出席を重視する。演習のプレゼンテーションを評価す

る。議論の参加と発言を参考とする。

【テキスト】

　特に定めない。

【参考文献・資料】

　言語学大辞典の日本語の項目E三省堂、第２巻世界言

語編、1569ベーシー1791ページ]
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アンドリュー・J.ムーディー

　　　２年　前期　必修　２単位

　　　　　　　窪田守弘

２年　前期　必修　２単位

【Course Content】
This course will examine the different forms and

functions of English internationally. Because this

seminar will focus on sociolinguistics （社会言語学）

and applied linguistics （応用言語学）, students

should have interest in these areas as well as an

interest　in　English. This　seminar　will　further

introduce students to such fields as language contact,

language　planning, ESI/EFL, language teaching,

bilingualism/multilingualism, and language preserva"

tion. This seminar will be of interest to anyone who

wants to study sociolinguistics or applied linguistics.

In particular, students who are preparing to take

language teacher certification will find this seminar

especially helpful.

【Schedule】

･ how did English become an internationallanguage

･ where is English used as ａ nationallanguage or ａ

　second language

・what are the differencesin Englishes（native and

　non-native)

・what is the future of English internationally

■what should be done about　preserving native

　languages

･ how does English support the development of world

　culture

･ what　important　political　issues　concern　the

　internationalizationof English

【Assessment】

homework 30％
oralreport30％

finalreport40%

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ teχtbooks will be announced at the first class

meeting･

【Reference】

Trudgill, P. and J. Hannah （1994）International

English: Ａ Guide to the Varieties of Standard English

Crystal, D.（1997）English as ａ Global Language.

-

【授業の概要】

　言語コミュニケーションについての、それぞれの分野

における先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら

学生の理解と関心を深める。

【授業計画】

　本演習では、映像の中で展開される人々の言語行動を

言語と文化の関係を様々な視点から研究していく。例え

ば、テレビでは毎日多くの番組が放送されているが、そ

れを単に娯楽として見るのと、貴重な情報や教材として

見るのとでは全く事情が異なることを調べる。

　今ではハリウッドの映画を始め世界中の映画か簡単に

見ることができるようになった。しかし、一般的に映画

は娯楽として鑑賞する場合が多いため、それを言語や文

化との視点から考えていくことはほとんどなされていな

い。例えば、外国映画の台詞（セリフ）は字幕に翻訳さ

れているが。この字幕をよく調べて見ると画面上の台詞

と違っていることがよくある。これは誤訳ではなくて、

その台詞が日本人の観客に分かりやすいように意訳され

ていることが多いからである。

　木ゼミでは、主に映画のシナリオや字幕翻訳を通して、

ヒトの言語行動を新しい視点で分析しようとするもので

ある。

【評価方法】

　演習時の発表態度、提出レポートや作品、出席状況な

どで総合評価する。

【テキスト】

　字幕の巾に人生（戸田奈津子著　白水Ｕフックス

930円）
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ジェニフア・J.マギー

２年　前期　必修２単位

【Course Content】

　言語コミュニケーションについての，それぞれの分野

における先行研究を概観し，基本的な知識を与えながら

学生の理解と関心を深める。

What happens to cultural artifacts when they cross

cultures"how　are　they　changed　to　reflect　the

standards of the new culture? And why do people

become fans of things from defferent cultures? This

seminar looks at cultural crossovers←when things

from one culture are enjoyed by people from another

culture. We will study both the things themselves

(what changes happen when food, television,movies

etc. move from country to country)and the people

who enjoy items from other cultures.

【Schedule】

First year:

　　Japanese culturein America

　　American culturein Japan

Second year:

　　American fans of Japanese culture

　　Japanese fans of American culture

Third year:Independent student study

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa

tionin class discussions,homework, and reports.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

None. There　may be some readings　given, and

students may be required to watch some movies

outside ofclass.
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　ダニー・Ｔ．モルデン

２年　前期　必修　２単位

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

　言語のコミュニケーションについての，それぞれの分

野における先行研究を概観し，基本的な知識を与えなが

ら学生の理解と関心を深める。

Rhetoric is the study of how humans can communi-

cate more clearly and debate more effectively.It is the

study of how we decide what to say and when to say it.

Identity is the question of who we are and how we

become who we are. Identity is how we think of who

we are and how other people think of us.

Of course, rhetoric　and　debate　are　very　broad

methods　－ they　are　really　ways　of studying　or

thinking about ａ topic. So, the class will focus firston

the study of rhetoric and debate， then it will 100k at

specific examples of debates. The students will decide

what topics they have an interest in studying, then

they will eχamine the various forms of communica"

tion about that subject. We will study speeches,

newspapers, magazines, books，music, television

programs，movies, plays, art, etc.

【Schedule】

Class meetings will consistoflectures and discussion

about rhetoric.

Topics covered willinclude:

　　　1. Classicalrhetoricaltheory

　　　2. Contemporary rhetoricaltheory

　　　3. The rhetoricof movies, music, art,etc.

　　　4. What is identity?

　　　5. How do we shape our identities?

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, quizzes,

written papers, and an oral presentation.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no teχtbookforthis course although one may

be assigned.
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【Course Content】

　ポール・Ｃ．リンガー

２年　前期　必修　２単位

This course will attempt to cover some of the many

different aspects of life in contemporary Britain.

Through articles, short documentary films, and other

published materials, students will be introduced to

facts and major areas of modern life in Britain.

As well as reading and writing about and discussing

various topics，the students will be eχpected to relate

what they have understood to similar aspects of their

own culture.

British and Japanese cultural awareness will be used

to encourage analytical and imaginative participation

of students in the language learning process. The

course is based around genuine communication and

will take into account genuine conteχts, reproducing

realistic conditions through pair and groupwork,

interviews, and presentations.

【Schedule】

Each topic will be covered over ａ two to three week

period.

COUNTRIES IN BRITAIN

VARIETY OF CULTURES

CUSTOMS AND HABITS

MULTICULTURALISM

EDUCATION

MUSIC

【Assessment】

Grades willbe determined from the following

Homework assignments

Presentations

Participationin pair and groupwork

Reports

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No setteχt.

Handouts willbe prepared and made available
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　　　　　　盛玉騏

２年前期　必修２単位

【授業の概要】

　言語コミュニケーションについての、それぞれの分野

における先行研究を概観し、基本的な知識を与えながら

学生の理解と関心を深める。

【授業計画】

　この授業は、リスニング、会話能力、読む力、そして

作文能力という４つの面から中国語のコミュニケーショ

ン能力を全面的に仲ばすことを目的としている。一年間

の学習を通して、中国人と普通に会話ができ、文通がで

き、そして中国人の簡単な会話が聞いて理解でき、さら

に中国についての大まかな了解ができることが期待でき

る。そのほか、中国語のタブー表現や婉曲表現を含めた

実際のコミュニケーション能力を養成し、中国語能力検

定試験の３級または準２級にパスすることも狙っている。

いわば、３年次の高いレベルの中国語の学習への準備段

階に当たる。

　巾国の社会文化の特色を反映する興味深い文章を授業

の内容とする。課題を授業の前に渡しておくので、学生

たちがそれを各自で予習して、問題点を考えてくる。そ

して授業で、先生側から、単語や文法現象の説明を行い、

その後、学生の問題点をもう一度学生に考え直させ、そ

の川答を学生自身が出せるように学生とディスカション

しながら指導する。よって、学生の主動的な勉強の意欲

と勉強への積極性を養成する。

【評価方法】

　受講態度、出席率。宿題の完成状況及びレポートの提

出状況などに基づいて評価する。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業のとき、指示する。

-
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２年　後期　必修　２単位

　　　　　　　ジョリー幸子

四
２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　基本的な論文を読みながら、それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題

を発見させ、情報検索の方法についても指導する。

【授業計画】

　今や世界共通語とも言われるアメリカ莫語と、日本人

の考え方や生き方にも大きな影響を与えているアメリカ

文化を考えようとするものです。アメリカ英語とその背

景にある文化、特に人生、孤独、愛と性、生と死、幸福

などの基本的なテーマについて日米の思想を比較対照し

て考え、更に白山、平等、人権といった理念が日米で現

実の様々な問題解決にどう機能しているかまでを幅広く

扱います。

　２年次後期では次のような活動を中心に進めます。

（１）アメリカの作家、哲学者、科学者、ジャーナリス

トなどによる珠玉の英文の味読と討論

（２）各自が選んだテーマについて、インターネットに

よる情報検索やE-mailでの情報収集をもとにした研究

発表

（３）研究小論文の執筆

【評価方法】

レポート、研究発表、学習態度、出席状況などによる総

合評価

【テキスト】

自作プリント教材、ビデオ、インターネットによる資料

-

【授業の概要】

　基本的な論文を読みなから、それぞれの分野における今

日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題を発

見させ、情報検索の方法についても指導する。

　言語よりも史に重要であると言われる「非言語コミュニケー

ション」（Nonverbal Communication）について研究・追

求するものである。

【授業計画】

第１週　コースオリエンテーション

第２週　研究企画と方法論(Research Methodology）

第３週　文献録作制（Bibliography ・Reference）

第４週

第５週

第６週

第７迦

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

Speech : Research (Reading ・Discussion)
μ
　
り

　　　　　　　　　　　μ

　　　　　　　　　　　μ

　　　　　　　　　　　μ

　　　　　　　　　　　)ﾉ

　　　　　　　　　　　}ﾉ

Final Examination

Speech : Research (Reading ・Discussion)
μ
μ

ﾉ/

ﾉ/

ﾉﾉ

ﾉﾉ

μ
々

μ
　
μ

第12週　Final Examination

【評価方法】

　演習への出席、ディスカッションへの参加、発表、レポー

ト等を総合的に判断する。

【テキスト】

1.世界60力国比較文化事典、T.モリスマン、マクミラン

【参考文献・資料】

比較生活文化事典、金山盲夫

大修館

Gestures : DOs and TABOOs of Body Language

Around the World. Roger E. Axtell,Wiley.1991.
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専門演習IT
　　　　　　　山内啓介

２年　後期　必修　２単位

　　Ｂ．サン・ジャック

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　基本的な論文を読みながら、それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題

を発見させ、情報検索の方法についても指導する。

【授業計画】

　専門演習Ｉにつづき、日本語学、日本語教育の演習を

行う。なお、課題の発見は広く領域をとって国語教育や

日本文化などの問題に及ぶことがあってよい。

　次の演習を行う。

　文献解題

　問題点と調査・実験

　演習は２回を担当する。プレゼンテーションにはそれ

ぞれ、レジュメを用意する。

　１回目：文献選択、内容の抄録、梗概説明、問題提起。

　２回目：課題提示、トピックとアンサー、調査実験の

　　　　　プロセス。

　演習の参加は、発表について事前準備に３週間は必要

とする。あらかじめ、発表当番をエントリーし、計画的

に学習が進められるように話し合い、プレゼンテーショ

ンを実行する。

【評価方法】

　プレゼンテーションによる。

【テキスト】

　特にない。各自の発表用レジュメ。

【参考文献・資料】

　授業時に示される。

【Course Content】

　基本的な論文を読みながら、それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題

を発見させ、情報検索の方法についても指導する。

　人々は、国語と自分の文化を子供の時から良く把握し

て、殆ど無意識に毎日国語を利用し、自分の文化に適切

な行動もします。しかし、自分の言語と文化というのは、

客観的に、意識的に、何のものであるか、言語と文化と

の関係は何であるか、というような事について全く考え

ません。演習I(前期)の時に始めた翻訳の研究をもっ

と深く考察して、言語と文化の関係を徹底的に理解する。

実際には、翻訳は応用言語学の根本的な要素である。

"Translators as applied linguists will further our

understanding oflanguage and our abilityto explain

the acts of human communication" (Bell,1991) ｡

【ＳＣｈｅｄＵｌｅ】

専門演習IIに於いて、学生は色々な翻訳を研究し、自分

でも日本語から英語に、英語から日本語に、翻訳の練習

します。同時に、日本語と英語の有名な翻訳者の作品を

考察して、その翻訳者がどういうふうに人間のことばと

文化の意味の微妙なニュアンスを訳したかと研究して、

もっと深く自分の国語と第二言語を理解して、もっとＬ

千にコミュニケーションができるようになる。

"Translators breach the walls created by language

differences,thereby opening up new horizons and

broadening our vision of reality to encompass the

entire　world" (J. Delisle, Translators　through

History）.

This seminar will require　active participation of

students. Both English and Japanese will be used.

【Assessment]

Presentations. Team presentations（2 or 3 students

together）are also acccepted.

【Ｔｅｘtbookｓ】

Translation and Translating. 1991 Roger Ｔ. Bell

翻訳という仕事　1991小鷹信光



専門演習II 専門演習II
アンドリュー・」．ムーディー

　　　２年　後期　必修　２単位

【Course Content】
This course will continue to examine the different

forms　and　functions　of　English　internationally.

Because this seminar will focus on sociolinguistics（社

会言語学）and applied linguistics （応用言語学）,

students should have interest in these areas as well

as an interest in English. This seminar will further

introduce students to such fields as language contact,

language　planning, ELS/EFL，language　teaching.

bilingualism/multilingualism, and language preserva"

tion. This seminar will be of interest to anyone who

wants to study sociolinguistics or applied linguistics.

In particular, students who are preparing to take

language teacher certification will find this seminar

especially helpful. Whereas the focus of the first

semester was on native Englishes, the focus of the

second semester will be upon non-native Englishes.

【Schedule】

･ English pidgins and Creoles

･ English as ａSecond Language

･ English as ａForeign Language

■English and ethnic/nationalidentity

･ Areas where local Englishes have developed （i.e.

Caribbean, India, Singapore, Kenya, South Africa,

Hong Kong, etc.）

【Assessment】

homework30%

oralreport30%

finalreport40%

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ textbooks will be announced at the first class

meeting･

【Reference】

Cheshire, J. （1991) English Around the World:

SociolinguisticPerspectives.

Kachru, B.（ed）（1992）The Other Tongue: English

Across Cultures.

McArthur T.（1998）The English Languages.
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　　　　　　　　馮富栄

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　基本的な論文を読みながら、それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題

を発見させ、情報検索の方法についても指導する。

【授業計画】

　前期では、先生主導で授業を展開するが、具体的に説

明すると、先生側から本文に出ている新しい単語や重点

文法などを説明し、本文の翻訳を学生たちか行う。でき

ないところは先生が補足的な説明をする。練習問題は、

学生各自でやるが、授業の最初にその答えあわせをする。

言語の力は、普段の努力にあると信じているので、単語

の小テストなどは、ときどき行う。要するに、前期の授

業を通して、11月の中国語能力検定の３級にパスするこ

とか期待される。当然、そのための指導もする。

　後期では、学生主導で授業を展開する。つまり講義中

心の授業からディスカヽタション中心の授業へと変化して

いく。より具体的に言うと、学生を二人ずつのペアに分

け、二人で協力しあって、単語の説明や文法の説明を行

う。どのような単語は例を添えて説明したほうがよいと

か、どの文法現象を収りたてて説明したほうがよいとか、

本文のどこに特に注意を払ったほうがよいなどは、学生

たちが自分で考えなければならないが、そのための事前

指導や、アドバイスはもちろん先生がする。このゼミの

最終的な目標は、受け入れ型の学生ではなく、挑戦型の

学生を養成することにあるので、そのための第一歩はこ

こからスタートする。つまり、最初からできないのでは

なく、勇気をもって挑戦すればどんなことでも怖くない

という姿勢、他人と協力することの大切さ、そして受講

者は自分に何を求めようとしているか、自分がその人達

に何かできるかという人の心を思いやる気持を培うこと

ができればと期待している。さらに、後期の授業を通し

て翌年３月の中国語能力検定試験の準２級に合格するこ

とを期待している。

【評価方法】

　平常点で評価する。

【テキスト】

漢語系列閲読　第一冊（北京語言文化大学出版社）

-
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専門演習II
　　　　　　　窪田守弘

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

基本的な論文を読みながら、それぞれの分野における今

日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題を

発見させ、情報検索の方法についても指導する。

学生は言語や文化に関する論文の専門的な内容について

学ぶとともに、代表的な映画のシナリオの調査をして、

ﾄ分時間をかけて議論や発表を繰り返しながら言語の多

様性を整理し、概念の抽象化をはかるようにする。

本ゼミでは専門演習Ｉの知識を基にして、具体的な調査

やフィールドワークも実施する。例えば、昨年度の場合、

日本映画の中で口本人がどのように描かれているかを調

査したが、映像の巾における日本人の言語表現や言語行

動について、新たな発見をする学生が多かった。言語と

文化を知るには幅広い知識が必要になるが、その意味で

映画は語学、文学、歴史、音楽、宗教などあらゆる分野

にわたる総合芸術であり、時問をかけて調べていくだけ

の価値がある。

このゼミでは、映画を見てただ評論するのではなく、そ

れが個々の学生に対して多くの示唆と教訓を与えてくれ

るし、各自のテーマに沿って自山に学べるような内容に

なっていることに重点をおきたい。

【評価方法】

演習時の発表内容や態度、提ll］

で判断する。

Sレポート、出席状況など

【テキスト】

｢風と共に去りぬ｣のアメリカ

(n木冨貴子著　岩波新書　650円)

-

専門演習II
　ダニー・T. モルデン

２年　後期　必修　２単位

【Course Content】

　基本的な論文を読みながら，それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い，学生に自らの課題

を発見させ，情報検索の方法についても指導する。

Rhetoric is the study of how humans can communi-

cate more clearly and debate more effectively.It is the

study of how we decide what to say and when to say it.

Identity is the question of who we are and how we

become who we are. Identity is how we think of who

we are and how other people think of us.

Of course，rhetoric　and　debate　are　very broad

methods　－ they　are　really　ways　of studying　or

thinking about ａtopic. So, the class will focus first on

the study of rhetoric and debate, then it will look at

specific ｅχamples of debates. The students will decide

what topics they have an interest in studying, then

they will eχamine the various forms of communica-

tion about that subject. We will study speeches,

newspapers, magazines，books, music, television

programs, movies，plays, art, etc.

【Schedule】

Class meetings will consistoflectures and discussion

about rhetoric.

Topics covered willinclude-

　　　1. Classicalrhetoricaltheory

　　　2. Contemporary rhetoricaltheory

　　　3. The rhetoricof movies, music, art,etc.

　　　4. What isidentity?

　　　5. How do we shape our identities?

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, quizzes,

written papers, and an oral presentation.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no teχtbookforthis course although one may

be assigned.
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ジェニファ・」．マギー

２年　後期　必修　２単位

【Course Content】

　基本的な論文を読みながら、それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題

を発見させ、情報検索の方法についても指導する。

What happens to cultural artifactswhen they cross

cultures-how　are　they　changed　to　reflect　the

standards of the new culture? And why do people

become fans of things from defferent cultures? This

seminar looks at cultural crossovers-when things

from one culture are enjoyed by people from another

culture. We will study both the things themselves

(what changes happen when food, television,movies

etc. move from country to country)and the people

who enjoy items from other cultures.

【SChedUle】

First year:

　　　Japaneseculturein America

　　　Americanculturein Japan

Second year:

　　　Americanfans ofJapanese culture

　　　Japanesefans ofAmerican culture

Third year: Independent student study

【Assessment】

Assessment will be based on attendance，participa-

tion in classdiscussions,homework，and reports.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

None.　There may be some readings given, and

students may be required to watch some movies

outsideofclass.

-

　　　　　　　盛玉騏

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　基木的な論文を読みながら、それぞれの分野における

今日的課題について問題提起を行い、学生に自らの課題

を発見させ、情報検索の方法についても指導する。

【授業計画】

　この授業は、リスニング、会話能力、読む力、そして

作文能力という４つの面から中国語のコミュニケーショ

ン能力を全面的に仲ばすことを目的としている。一年闘

の学習を通して中国人と普通に会話ができ、文通ができ、

そして中国人の簡単な会話が聞いて理解でき、さらに中

国についての人まかな了解ができることが期待できる。

そのほか、中国語のタブー表現や婉曲表現を含めた実際

のコミュニケーション能力を養成し、中国語能力検定試

験の３級または準２級にパスすることも狙っている。い

わば、３年次の高いレベルの中国語の学習への準備段階

に当たる。

　人間の病理現象、結婚や恋愛、そして政治外交及び民

族習慣などの面から巾国語コミュニケーションにおける

タブー表現や婉曲表現の様式を検討する。さらに、目・

巾両言語の比較を行うように学生を指導すると同時に、

実際のコミュニケーションの場面を設定して、実践訓練

を行う。よって中国文化への理解を深め、中国語による

コミュニケーション能力を高める。

【評価方法】

　受講態度、出席率、宿題の完成状況及びレポートの提

出状況などに基づいて評価する。

【テキスト】

　プリントを配布する。

【参考文献・資料】

　授業のとき、指示する。
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専門演習IT

【Course Ｃｏｎtｅｎt】

　ポール・c. リンガー

２年　後期　必修　２単位

This course will attempt to cover some of the many

different aspects of life in contemporary Britain.

Through articles，short documentary films, and other

published materials. students will be introduced to

facts and major areas of modern life in Britain.

As well as reading and writing about and discussing

various topics, the students will be expected to relate

what they have understood to similar aspects of their

own culture.

British and Japanese cultural awareness will be used

to encourage analytical and imaginative participation

of students in the language learning process. The

course is based around genuine communication and

will take into account genuine conteχts, reproducing

realistic　conditions through pair and groupwork,

interviews, and presentations.

【Schedule】

Each topic will be covered over ａ two to three week

period.

THE MONARCHY

THE COMMONWEALTH

WOMEN IN BRITAIN

THE MEDIA

FESTIVALS

RELIGION

【Assessment】

Grades willbe determined from the following:

Homework assignments

Presentations

Participationin pair and groupwork

Reports

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No setteχt.

Handouts willbe prepared and made available

-

専門演習Ⅲ
　　　　　　　松本青也

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

【授業計画】

アメリカで製作されたＴＶ番組や新聞雑誌記事などの英

語を資料として分析しながら、その背景にあるアメリカ

思想を歴史的形成過程と他文化との比較対照という二つ

の観点から深く掘り下げます。またそうした作業の課程

で、インターネットとパソコンを駆使して、さまざまな

情報の収集と分析の方法を学び、各自のテーマに沿った

研究成果を発表することで、説得力のあるプレゼンテー

ションの方法も学びます。

【評価方法】

レポート、研究発表､学習態度、出席状況による総合評

価。

【テキスト】

自作プリント教材、ビデオ、インターネットによる資料
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専門演習Ⅲ
　　B.サン・ジャック

３年　前期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

２年応用言語学の時に、翻訳と言語の観点から文化の研

究しました。３年生になると直接に文化を研修するレ文

化とは、具体的に何であるのか、文化は人問とどういう

関係あるのか、又、ある国の文化はどういうふうに変化

するのかを研究することは、この演習の目的である。

【Schedule】

日本と色々な国の文化を比較対照しながら、その国々の

文化の色々な様相一教育制度、結婚、家族制度、レ

ジャー、住宅、食物、テレビ、政治、仕事、非言語コ

ミュニケーション等－を日本文化と比較する。『･つの

外国語を心得ない人は白分の国語も理解できない』

(Goethe)文化について全く同じことが言える。

To make students aware of these cultural differences,

videos and various written materials will be used.

When possible, native speakers of various cultures

will be invited to discuss with students some aspects

of theircultures.

This seminar will require active participation of

students. Both English and Japanese will be used.

【Assessment】

Presentations. Team presentations(2 or 3 students

together)are also accepted.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Studies in Ｌａｎｇｕａl and Culture B. Saint-Jacques

言
語
コ
ミ

　　　　　ジョリー幸子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

【授業計画】

第１週　Course Orientation

第２週　研究企画と方法論

　　　　(Reserch Methodology)

第３週　文献録作制

　　　　(Bibliography-Reference)

第４週　Speech: Research

　　　　(Reading-Discussion)

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

//

μ
　
μ
　
μ
　
か
　
り
　
々

第12週　Final Examination

【評価方法】

演習への出席, discussionへの参加、スピーチ、レポー

ト等を総合的に判断する。

【テキスト】

異文化にみる非言語コミュニケーション、御手洗昭治、

ゆまに書房、2000年

【参考文献・資料】

Nonverbal Codes, Brent D.Ruben Kirihara Shoten,

1996

一
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専門演習Ⅲ 専門演習ｍ
＼　　　　　　馮富架=

３年　前期　必修　２単位

　　　　　　　山内啓介

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

【授業計画】

　専門演習IIにつづき、日本語学、日本語教育の演習を

行う。日本語学、日本語教育、国語と日本語、日本語と

文化などについて研究領域を設定し、研究分野に従って

自らの研究テーマを探究する。

　次の演習を行う。

　　先行研究の探索

　　専門μの読み取り

　　データ・資料収集

　　プレゼンテーション

　　レポート・論文を作成する

【評価方法】

　プレゼンテーション、レポート、研究発表、討議の参

加をくわえて総合的に評価を行う。

【テキスト】

　発衣用資料。

　口本語学・日本語教育の論文、専門書。

-

【授業の概要】

　この授業では、いくつかの研究テーマを設定し、興味を共

有する研究のテーマによって学生をグループ分けする。各グ

ループで、関連文献や研究テーマに関する先行研究を学習

し、問題点などをまとめる。そしてまとめた結果をゼミ生全員

の前で報告する。報告は研究テーマによって中国語で行わ

れることが要求される。要するに、この専門演習ｍと専門演

習IVは、４年次の必修科目であるプロジェクトのための準備

作業に当たる。この授業を履修することによって卒業までに立

派な研究課題を完成することができるだけでなく、中国語の

語学力をアップすることもできるように期待されている。授業は、

講義式ではなく、学生が主体となって行うことになる。

【授業計画】

　前期では、関連文献や先行研究の学習を主とする。具体

的には、以下のステップを踏んで授業を進める予定である。

レ　学生の関心のある研究テーマについての調査を実施する。

2.人数的に比較的集中できる研究テーマを選出し、それ

　　に従って学生をいくつかのグループに分ける。

3.各グループで関連文献などを探してディスカッションしな

　　がら学習する。

4.学習した関連文献や先行研究をまとめ、まとめた結果を

　　グループ毎に報告する(先生がまとめるときのポイントを

　　授業で説明する)。

　後期では、4年次のプロジェクトで引き続き取りこんでいく

研究テーマを各グループで議論して決定する。それを完成さ

せるための準備作業に入る。具体的には以下のステップを踏

んで、授業が展開される。

1.各グループでディスカッションをして４年次のプロジェクト

　　という必修科目で取りこむ研究テーマを最終的に決定す

　　る。

2.研究テーマを完成させるために、各学生の役割分担を

　　グループで議論して決める。

3.各学生は振り分けられた作業を授業外で成し遂げ、そ

　　れを授業のときグループ内で報告する。そして、次の作

　　業の内容をグループで決める。このように繰り返して、研

　　究作業を進めていく。

【評価方法】

　平常点、研究課題の取り組む姿勢、そして淑前準備の出

来具合で評価する。
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専門演習ｍ
アンドリュー・」．ムーディー

　　　３年　前期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による課題発表と討議と並行して，関連するいく

つかの研究論文を読みながら，調査・研究方法，論文作

成法について解説を加える。

This course will continue the examination of English

in international contexts. Particular attention will be

given to those Englishes that are “native Englishes."

While the first year course focused on language

policies and features of specific countries, the second

year will instead focus on phenomena that are

common to World Englishes. In addition, students

will be asked to prepare an oral report at the end of

the class， and much effort will be spent to choose

topics, and　conduct　research, and　prepare　ａ

manuscript. Consequently,much of the class will also

focus on teaching the act of research and writing.

【Schedule】

Topics include:

･ diglossia

･language and identity

･ standard vs.vernacular language

･language policy

･ English medium education

【Assessment】

homework 30%

oralreport30%

finalreport40％

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ writing handbook will be announced at the first

classas the course teχtbook.

-

専門演習Ⅲ
　　　　　　　窪田守弘

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

【授業計画】

　アメリカと目本の映両を通して、日系アメリカ人の歴

史を学ぶ。特に第２次世界大戦における日系人への強制

収容所について資料を詳しく調べていく。

【評価方法】

　演習時の発表態度、提出レポートや作品、出席状況な

どで総合的に評価する。

【テキスト】

　アジア系アメリカ人　村上山見子著　中公新書740十

税
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専門演習Ⅲ
　ダニー・Ｔ．モルデン

３年　前期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による課題発表と討議と並行して，関連するいく

つかの研究論文を読みながら，調査・研究方法，論文作

成法について解説を加える。

Rhetoric is the study of how humans can communi-

cate more clearly and debate more effectively.It is the

study of how we decide what to say and when to say it｡

　Of course, rhetoric and debate are very broad

methods　－ they　are　really　ways　of studying or

thinking about ａ topic. So, the class will focus firston

the study of rhetoric and debate, then it will 100k at

specificｅχamples of debates. The students will decide

what topics they have an interest in studying, then

they will eχamine the various forms of communica-

tion about that subject. We will study speeches,

newspapers, magazines，books, music, television

programs, movies, plays, art, etc.

【Schedule】

Class　meetings　will　consist　of　lectrures　and

discussion about rhetoric.

Topics covered willinclude:

　　　1. Classicalrhetoricaltheory

　　　2. Contemporary rhetoricaltheory

　　　3.The rhetoricof movies, music, art，etc.

【Assessment]

Assessment will be based on attendance, quizzes,

written papers, and an oral presentation.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no assigned textbook forthis course although

readings may be provided

-

専門演習Ⅲ
ジェニフア・」．マギー

３年　前期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

The　Internet　and　information　technology are

changing the world we live in very quickly. This

seminar will focus on some of the ways that the

Internet is changing the world and some of the issues

that are worrying people because of the Internet. For

example, some people worry that the Internet may

create ａ world in which neighbors don't talk to each

other at all, and people don't have "real" friends.

Other people worry about bad information (like how

to make bombs)being put on the Internet where

people can find it easily. We will 100k at these issues

and others in this class.

【Schedule】

Topics to be covered include:

1 . Copyright and intellectual property issues

2. Social isolation and community

3. Access to dangerous information

【Assessment】

Students willbe expected to express their opinions in

class.

Students will have to write ａ paper during the

semester reacting to one of the issues discussed in

class. There will also be some short quizzes over

content.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Readings will be taken from the media, and there

may be ａteχtbookas well.
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専門演習Ⅲ
　　　　　　　盛玉騏

３年　前期　必修　２単位

専門演習Ⅲ
ディビッド■ c.ダイカス

　３年　前期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による課題発表と討議と並行して，関連するいくつかの

研究論文を読みながら，調査・研究方法，論文作成法に

ついて解説を加える。

This course will continue to develop the general

themes and key concepts related to processes of

intercultural communication studied in the first year

of the course, with a greater focus on aspects of

Japanese culture that affect intercultural communica･

tion. We will consider the essential role of conteχt

（social, cultural, and　historical) in　intercultural

interactions, using Japanese communication hab-

its/preferences as ａ basis for comparison with those of

other nations and cultures. We will continue to

examine, through case studies and ｅχamples, the

complex relationship between culture and communi-

cation by considering 1 ）the nature of Japanese

culture and Japanese communication preferences, 2）

situated　communication　in　other　countries　and

cultures, with ａ focus on English speaking nations,

and　3 ）accounts　and　studies　of　intercultural

communication, usually cases involving Japanese

communicating with someone of ａ different culture.

In the second year we will focus on comparative

studies and case studies of cultures in contact. There

will be a stronger focus on Asian, Arab, and African

cultures in the second year　of the course.　　The

lectures and discussions will be conducted in English.

【SChedUle】

The exact cultures selected for study will depend in

part on student interests and on the availability of

materials on those subjects. Therefore, the schedule

will be fleχibleduring the second year of studies.

【Assessment】

The general pattern of classes will involve homework

readings that form the basis　for lectures AND

discussion. Students will be eχpected to do the

reading and be prepared to discuss the content of the

assignment in class. Occasionally classes will involve

lectures only. Students will write one end-of semester

paper and give ａ short presentation to the class based

on it. There will also be quizzes on the reading

assignments.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced
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【授業の概要】

　学生による課題発表と討議と並行して、関連するいく

つかの研究論文を読みながら、調査・研究方法、論文作

成法について解説を加える。

-
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専門演習Ⅲ
　ポール■ c.リンガー

３年　前期　必修　２単位

専門演習IV
　　　　　　　　　　　松本青也

-
３年　後期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による課題発表と討議と並行して，関連するいく

つかの研究論文を読みながら，調査・研究方法，論文作

成法について解説を加える。

Review and further in depth study of modern Britain

covering different aspects of British life,including the

environment, the media, lifestyles, festivals, and

employment. There will be a direct comparison to

similar aspects of Japanese culture.

【Schedｕle】

(Each topic will be covered over ａ two or three week

period.)

Television

Environmental issues

In the country

Sport and leisvire

Music and nightlife

Family life

Multicultural festivals

Religion economy and the workplace

【Assessment】

Grades will be determined from the following

･ Homework and assignments

･ Presentations

･ Participationin pair and group work

･ Reports

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No settext.

Handouts willbe prepared and made available.

-

【授業の概要】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自山に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

【授業計画】

各自の研究テーマについて、英語による研究発表（メ

ディアを駆使した本格的なプレゼンテーション）を中心

に、現代アメリカ英語と文化のさまざまな課題を取り上

げます。最後に全員執筆の研究論文集『現代アメリカ研

究2002』を作成します。

【評価方法】

レポート、研究発表､学習態度、出席状況による総合評

価。

【テキスト】

自作プリント教材、ビデオ、インターネットによる資料
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専門演習IV
　　　　　ジョリー幸子

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自由に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

【授業計画】

４年次の研究発表、プレゼンテーション（英語使用）の

ための準備と関連する文献のreading, discussionを行

う。又毎授業の前半に英語でのspeechとQuestion &

Answerの練習を積む。

【評価方法】

演習への出席、discussionへの参加、発表、レポート

speech等を総合的に判断する。

【テキスト】

異文化に見る非言語コミュニケーション、御手洗昭治、

ゆまに書房、2000年

【参考文献・資料】

Nonverbal Codes, Brent D.Ruben, Kirihara Shoten,

1996.

-

専門演習IV
　　B.サン・ジャック

３年　後期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自由に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

　最近の日本における外国人の数は、経済、貿易、ビジ

ネス、労働、教育、国際結婚、移民などの要因の影響に

よって著しく増えている。それで、lit界の国々は、経済

的な理由から共同体を形成したり、マスメディアが財界

を“global village" にした現代こそ、異文化精神、異

文化能力、異文化コミュニケーションを育てることは口

本の将来の緊栄のために重大なことである。この演習の

目的である。

【ＳＣｈｅｄＵｌｅ】

異文化人間を養成するということは、異文化背景をもっ

た人々と接触することによって、自分の文化と異文化の

両方から一定の距離を保ちながら、両者の良いところを

積極的に受容し、自分とは異質の民族と共存していける

気質や能力を備えた人間を養成することである。

To obtain this goal, students will be introduced to

various　aspects　of　intercultural　communication

through　videos, readings, and　when　possible

discussions with native speakers of other cultures.

Several writings by Prof. Saint 一Jacques on the

Japanese国際化, on multiculturaleducation and

multicultural countries will also be part of the

reading materials.

This seminar will require active participation of

students. Both English and Japanese will be used.

【Assessment】

Presentations. Team presentations（2 or 3 students

together）arealso accepted.

【Ｔｅｘtbookｓ】
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専門演習IV
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専門演習IV
　　　　　　　　　　　山内啓介

㎜
３年　後期　必修　２単位

　　　　　　　馮富栄

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自山に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

【授業計画】

　専門演習ｍにつづき、日本語学、日本語教育の演習を

行う。日本語学、日本語教育、国語と日本語、日本語と

文化などについて、自らの研究テーマを探究する。次の

演習を行う。

　プレゼンテーション

　レポート・論文を作成する

【評価方法】

　プレゼンテーション、レポート、研究発表、討議の参

加をみて、総合的に評価を行う。

【テキスト】

　発表川資料。

　日本語学・|｣本語教育の論文、専門書。

【授業の概要】

　この授業では、いくつかの研究テーマを設定し、興味を共

有する研究のテーマによって学生をグループ分けする。各グ

ループで、関連文献や研究テーマに関する先行研究を学習

し、問題点などをまとめる。そしてまとめた結果をゼミ生全員

の前で報告する。報告は研究テーマによって中国語で行わ

れることが要求される。要するに、この専門演習Ⅲと専門演

習IVは、４年次の必修科目であるプロジェクトのための準備

作業に当たる。この授業を履修することによって卒業までに立

派な研究課題を完成することができるだけでなく、中国語の

語学力をアップすることもできるように期待されている。授業は、

講義式ではなく、学生が主体となって行うことになる。

【授業計画】

　前期では、関連文献や先行研究の学習を主とする。具体

的には、以下のステップを踏んで授業を進める予定である。

1.学生の関心のある研究テーマについての調査を実施する。

2.人数的に比較的集中できる研究テーマを選出し、それ

　　に従って学生をいくつかのグループに分ける。

3.各グループで関連文献などを探してディスカッションしな

　　がら学習する。

4.学習した関連文献や先行研究をまとめ、まとめた結果を

　　グループ毎に報告する(先生がまとめるときのポイントを

　　授業で説明する)。

　後期では、４年次のプロジェクトで引き続き取りこんでいく

研究テーマを各グループで議論して決定する。それを完成さ

せるための準備作業に入る。具体的には以下のステップを踏

んで、授業が展開される。

1.各グループでディスカッションをして４年次のプロジェクト

　　という必修科目で取りこむ研究テーマを最終的に決定す

　　る。

2.研究テーマを完成させるために、各学生の役割分担を

　　グループで議論して決める。

3.各学生は振り分けられた作業を授業外で成し遂げ、そ

　　れを授業のときグループ内で報告する。そして、次の作

　　業の内容をグループで決める。このように繰り返して、研

　　究作業を進めていく。

【評価方法】

　平常点、研究課題の取り組む姿勢、そして事前準備の出

来具合で評価する。



専門演習IV
アンドリュー・」．ムーディー

　　　３年　後期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による研究発表を中心に，発衣の内容，方法につ

いて白山に討議させ，四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と，その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

This course will continue the ｅχamination of English

in international contexts. Particular attention will be

given developing　students' ability to　describe　a

language variety according to the formal features of

the language. While the first semester focused on

language policies and features of specific countries,

the second year will instead focus on phenomena that

are common to World Englishes. In addition, students

will be asked to prepare an oral report at the end of

the class, and much effort will be spent to choose

topics, and　conduct　research, and　prepare　ａ

manuscript. Consequently, much of the class will also

focus on teaching the act of research and writing･

【Schedule】

Topicsinclude'-

･ quantitative vs･qualitativemethods

･ langustic description

･ phonemic transcription

･ developing a viable working hypothesis

・writing stylesin academic research

【Assessment】

homework 30％

oralreport30%

finalreport40%

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Ａ writing handbook will be announced at the first

classas the course teχtbook.

-

専門演習IV
　　　　　　　窪田守弘

３年　後期　必修　２単位
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【授業の概要】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自山に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

【授業計画】

　有名な映画のシナリオをいくつか選び、それが日本語

教材の教材として利川できるか否かを研究する。そして、

各自が一つのシナリオについて個人発表する。

【評価方法】

　提出レポート、出席状況などで評価する。

【テキスト】

　配布資料による。
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専門演習TV
　ダニー・Ｔ．モルデン

３年　後期　必修　２単位

専門演習IV
ジェニフア･ J.マギＴ

３年　後期　必修　２単位

【Course Content】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自由に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

The　Internet　and　information　technology are

changing the world we live in very quickly. This

seminar will focus on some of the ways that the

Internet is changing the world and some of the issues

that are worrying people because of the Internet. For

example, some people worry that the Internet may

create ａ world in which neighbors don't talk to each

other at all. and people don't have "real" friends.

Other people worry about bad information (like how

to make bombs)being put on the Internet where

people can find it easily. We will 100k at these issues

and others in this class.

【Schedule】

Topics to be covered include:

1 . Copyright and intellectual property issues

2. Social isolation and community

3. Access to dangerous information

【Assessment】

Students will be ｅχpected to express their opinions in

class.

Students will have to write ａ paper during the

semester reacting to one of the issues discussed in

class. There will also be some short quizzes over

content.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Readings will be taken from the media, and there

may be ａ teχtbookas well.
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【Course Content】
　学生による研究発表を中心に。発表の内容，方法につ

いて自由に討議させ，四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と，その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

Rhetoric is the study of how humans can communi-

cate more clearly and debate more effectively.It is the

study of how we decide what to say and when to say it｡

　Of course, rhetoric and debate are very broad

methods　－ they　are　really　ways　of studying　or

thinking about ａ topic. So, the class will focus firston

the study of rhetoric and debate, then it will 100k at

specificｅχamples of debates. The students will decide

what topics they have an interest in studying, then

they will ｅχamine the various forms of communica"

tion about that subject. We will study speeches,

newspapers, magazines, books, music, television

programs, movies, plays，art, etc.

【Schedule】

Class　meetings　will　consist　of　lectrures　and

discussion about rhetoric.

Topics covered willinclude:

　　　1. Classicalrhetoricaltheory

　　　2. Contemporary rhetoricaltheory

　　　3. The rhetoricof movies, music, art, etc.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, quizzes.

written papers, and an oral presentation.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

There is no assigned textbook forthis course although

readings may be provided

-
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　　　　　　　盛玉騏

３年　後期　必修　２単位

ディビッド・c.ダイカス

　　　３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自由に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

-

【Course Content】

　学生による研究発表を中心に，発表の内容，方法につい

て自山に討議させ，四年次のプロジェクトにつながる発展的

な課題と，その実践・調在・研究方法について考えさせる。

As in the first semester, this course will continue to

develop the general themes and key concepts related

to processes of intercultural communication studied

in the first year of the course， with ａ greater focus on

aspects of Japanese culture that affect intercultural

communication. We will consider the essential role of

context （social, cultural, and historical）in intercul-

tural interactions, using Japanese communication

habits/preferences as ａ basis for comparison with

those of other nations and cultures. We will continue

to examine， through case studies and examples, the

compleχ relationship between culture and commiini"

cation by considering 1）the nature of Japanese

culture and Japanese communication preferences, 2）

situated　communication　in　other　countries　and

cultures, with ａ focus on English speaking nations,

and　3 ）accounts　and　studies　of　interciiltural

communication, usually cases involving Japanese

communicating with someone of ａ different culture.

In the second year we will focus on comparative

studies and case studies of cultures in contact. There

will be a stronger focus on Asian， Arab, and African

cultur･es in the second year of the course. The

lectures and discussions will be conducted in English.

【Schedule】

The ｅχactcultures selected for study will depend in

part on student interests and on the availability of

materials on those subjects. Therefore，the schedule

will be flexible during the second year of studies.

【Assessment】

The general pattern of classes will involve homework

readings that form the basis　for lectures AND

discussion. Students will be eχpected to do the

reading and be prepared to discuss the content of the

assignment in class. Occasionally classes will involve

lectures only. Students will write one end-of semester

paper and give ａ short presentation to the class based

on it. There will also be quizzes on the reading

assignments.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced
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　ポール・c. リンガー

３年　後期　必修　２単位
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比較教養特論
　　　　　　　渡辺かよ子

３・４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　比較教養論での各国の状況をふまえて、本論では日本

の教養論の生成と今日的課題に焦点を絞り、「共生」に

向けての言語コミュニケーションの視点から「教養」の

意義を概説する。

【授業計画】

第１回　オリエンテーション（世界と日本の教養）

第２～３回　世界の教育制度と歴史

第４～５回　近代化と教育：学歴と教養（7章）

第６～８回　学力と教養(1章・８章■ 9章）

第9～10回　大学と教養（2章）

第11回　国家と教養（３章）

第12回　科学技術と教養（6章）

第13～14回　教育改革と教養（4章・５章）

第15回　総括

【評価方法】

レポート。

【テキスト】

学力低下が国を滅ぼす（西村和雄編著　日本経済新聞

社）

【参考文献・資料】

情報消費型社会と知の構造（中四新太郎　旬報社）

話すということ（ブルデュー著　藤原書店）

教養が国をつくる（ハーシュ著　ＴＢＳブリタニカ）

ハードアカデミズムの時代（高山旨　講談社）

学力があぶない（大野晋・上野健爾　岩波新書）

[Course Content】

　学生による研究発表を中心に、発表の内容、方法につ

いて自由に討議させ、四年次のプロジェクトにつながる

発展的な課題と、その実践・調査・研究方法について考

えさせる。

In this section of the course students will 100k at

culturalbackground knowledge, the British approach

tolifein general and what makes Britain different.

Topics already studied will be reviewed through

group discussions,reports,and presentations.

【SChedUle】

Topics will include the following

Identity

Attitudes

Welfare

The law

Education

The arts

【Assessment】

Grades will be determined from the following

･ Homework and assignments

・Presentations

･ Participationin pair and group work

･ Reports

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No set teχt.

Handouts will be prepared and made available
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　　　　　　　　　國信潤子

3・4年　前期　選択　２単位

　　トマー・トドロヴィック

　３・４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　近年ジェンダーつまり社会・文化的に形成された性に

ついての固定的概念が流動化し、国際的にも女性差別撤

廃条約、人稲差別撤廃条約などの人権規約が批准される

ようになっている。こうしたlit界的趨勢はジェンダー関

係の多様化が多くの文化にみられるようになった結果で

もある。この講座ではジェンダー概念とは何かを紹介し、

ジェンダー関係の文化多様性がどのような現象としてみ

られるか、またジェンダー間の勢力関係のアンバランス

が雇用機会等で差別となる様相について考察する。統計

データ分析や英文資料による購読も含まれる。

　比較文化特論を予め履習しておくとわかりやすい。

【授業計画】

　ジェンダー概念を説明し、各種関連国際法、人権規約

などを紹介する。また文明と文化の概念の相違と多様化

する文明と平和、さらに雇用機会の均等化等近年の状況

についてもグループ討議しながら、講ずる。

【評価方法】

　授業出席状況、履修態度、感想カード内容、期末レ

ポートなどの総合評価による

【テキスト】

　授業時に提示する。

【参考文献・資料】

　また随時資料配布する。

-

【授業の概要】

ヨーロッパ連合のそれぞれの国々の文化の特色とﾄ1本文

化との類似点と相違点に関する比較を行い、学生達の多

様なヨーロッパ文化への理解と関心を深める。

【授業計画】

1)ヨーロッパにおける文化相違

2）文化的アイデンティティ

3）食文化

4）グローバル化時代と南北問題

５）ヨーロッパの民俗学

６）儀式と祭り

7）人問と時問

８）イメージとステレオタイプ

9）政治制度

10）表現の白山

11)マナーの仕方

【評価方法】

テストによる評価する。

【テキスト】

使用せず。
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日本語教授法Ｉ
　　　　　　阿部美枝子

２年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　杉本一直

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　文学作品を構造や文体の面から分析し批評する方法を

学ぶ。具体的には、時制や話法などの言語学的形態の分

析とテーマ分析の双方を行い、作品において両者がいか

にして連関するのかを調べる。

【授業計画】

　現代小説を具体的に例にとりながら、さまざまな批評

の視点を学んでいく。以下に主な項目を挙げておく。

・ヴァーチャル・リアリティと多層的世界：メタフィク

　ション小説と1990年代の映画

・メタフィクションとは何か？：イタロ・カルヴィーノ

　とジョン・バース

・幻想小説というジャンル：ラテン・アメリカ文学を巾

　心に

・文学的主題としての「記憶」：ウラジーミル・ナボコ

　フ

・意味の不在、肉体の不在：サミュエル・ベケットと

　ポール・オースター

・パロディとパスティーシュ：清水義範、筒井康隆、ウ

　ンペルト・エーコ

・詩におけるアヴァンギャルド：フレーブニコフとマヤ

　コフスキイを中心に

【テキスト】

プリント配布、および授業巾に指示した書籍

【授業の概要】

　日本語教授というのは、外国人対象に外国語として日本

語を教えることであり、日本人対象に行われる「国語教育」

とはその内容も方法も全く異なるものなのであるが、このこと

が一般にはほとんど理解されていないr日本語教授法」

の中では、この違いについて理解することを目標とする。

　方法としては、まず、これまでに提唱され、実践されてき

た種々の「外国語教授法丿一般の変遷を仙り、それらが実

際上、日本語教授にどのように適応できるか、あるいはでき

ないかを検証する。このように外国語教授法の一環として日

本語教授法を捉えた上で、日本語を外国語として教えると

は何かを考えていく。

【授業計画】

１

２

日本語教育と国語教育一概説

外国語教授法の変遷とその日本語教授への適応性

a.オーラル・メソッド

b.オーディオリンガル・メソッド

c.トータル・フィジカル・リスポンス／コミュニ

　　ティ・ラングージ・ラーニング／サイレント・

　　ウェイ／サジェストペディア

d.ナチュラル・アプローチ

e. CLT

３。日本語を外国語として教えるということ

【評価方法】

　期末試験による。

【テキスト】

　使用せず。

【参考文献・資料】

　1.石田敏子（1995）『改訂新版日本語教授法』大修

　　　館書店

　2.鎌田修他編(1996）『『|本語教授法ワークショップ』

　　　凡人社

　3.岡崎敏雄、岡崎眸（1990) 『『|本語教育におけるコ

　　　ミュニカテイブ・アプローチ』凡人社

　4.名柄辿、茅野直子、中西家栄了･（1989）『外国語

　　　教育理論の史的発展と日本語教育』アルク
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　　　　　　　　　　　山内啓介

-
２年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　山内啓介

-
３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　外国人に対する日本語教授法、特に初級レベルの口本

語教授法を中心に学習する。まず、初級コースで教える

ことを確認する。日本語教育の川語と初級の表現文型を

確認する。ビデオやミニ・デモンストレーションにより

口頭糾l習、読解指導について学び、実際の教案を作成し、

教壇模擬授業を行う。

【授業計画】

　次の講義を行う。

１　日本語学習入門期の指導

２　日本語学習の実際

３　日本語初級の文型と債み重ね方式

４　初級の学習第１段階　基本文型・助辞

５　初級の学習第２段階　動詞活用

６　初級の学習第３段階　複文構造

７　敬語の指導

８　文字教育と漢字語彙

９　新聞の読解

10　教授法と教科書

11　教育方法（1）

12　教育方法（2)

13　まとめ

【評価方法】

　単位取得の評価は、授業参加30％、複数回のテスト

60%、受講生のコミュニケーション10%で行う。

【テキスト】

　『あたら　しい日本語』学研（JAPANESEFOR

ＴＯＤＡＹ）

【参考文献・資料】

『日本語教授法』監修　佐治圭三・真田信二　とうほう

ほか、講義中に紹介する。

【授業の概要】

　外国人に対する|｣本語教授法、特に中級、上級レベル

の日本語教授法を中心に学習する。初級における11頭練

習、読解指導の教案作成および模擬授業をふまえ、中級、

上級と様々なレベルの｢|本語教育が日本語学習者の立場

に立って体験できるようにする。

【授業計画】

　次の講義と教壇実習を行う。

１　初巾級のとらえかた

２　中級のとらえかた

４　専門日本語とは

５　」ｴ級のとらえかた

６　教案と授業の実際

７　シミュレーション

８　日本語学習者諭

９　ＰＡＬ法の実演（1）

10　PAL法の実演（2）

11　PAL法の実演（3）

12　日本語とコミュニケーション

13　日木語コミュニケーター

【評価方法】

　単位取得の評価は、授業参加30％、複数回のテスト

60%、受講生のコミュニケーション10％で行う。

【テキスト】

　各種ある日本語の教科書について、実践しようと考え

るものについて、ひとつを選び購入すること。
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日本語教授法IV
　　　　　　　山内啓介

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　日本語教師の役割、教材およびテスト等学習環境を教

育所産として再確認した上で、日本語教育の現場を見据

えた実践的な日本語教育教材の取り扱い方を学ぶ。また、

日本語教育におけるテストの作成およびその評価法につ

いても学ぶ。

【授業計画】

　次の講義と演習を行う

１　日本語教育の実際

２　日本語指導者と享受者

３　日本語教育とカリキュラム

４　コースデザインのとらえかた

５　ニーズアナリシス

６　シラバスデザイン

７　日本語学習用のスキッド

８　教科書・教具の作成

９　テストと評価法

10　日本語ボランティア（1）日本語と地城

11　1」本語ボランティア（２）学校教育の現場

12　日本語ボランティア(3) 第2言語教育

13　日本語教授法の課題

【評価方法】

　単位取得の評価は、授業参加30％、複数回のテストお

よびシミュレーション60％、受講生のコミュニケーショ

ン10%で行う。

【テキスト】

　特に指定しない。

　日本語教育の教材リストなどを参照のこと。
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ことばの発達と障害
　　　　　　　　二宮昭

3・4年前期選択２単位

【授業の概要】

　人間のことばによるコミュニケーション行動に関して、

それは一体どのような過程を経て発達してくるのか、ま

た、その障害はそのような場合にどのようなかたちで現

れ、それを改善していくにはどういうことが重要である

か、ということを通して、人間にとってことばのもつ意

義を考える。

【授業計画】

　第１～６回「ことば」の発達

　　1）原初的コミュニケーションー「ことば」の発達

　　　　の基盤

　　2）語と文の発達

　　３）言語的現実の自覚の発達－３歳児はなぜしりと

　　　　りができないのか

　第7～12回　にとば」の障害

　　1）自閉症児の「ことば」

　　2) 知的障害児の「ことば」

　　３）脳性まひ児の「ことば」

　第13回　試験

【評価方法】

　各学期末に行う筆記試験による。

【テキスト】

　使用しない。適時参考資料を配付する。
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　　　　　　　　芳賀裕子

２～４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　岩原昭彦

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　初めにコミュニケーション自体の構造を理解し、その中で

非言語コミュニケーションの位置づけと役割をとらえる。その

後、非言語コミュニケーションの種類や一般的な理論につ

いて概観した上で、ヒトを含めた様々な動物の非言語的コ

ミュニケーションについて事例をあげながら理解を深める。

動物のコミュニケーションについては動物行動学、動物心

理学の知見を主に引用する。また、ヒトについては人類学

的知見や社会心理学的知見をまじえて考察する。

【授業計画】

　第１回　コミュニケーションとは

　第２回　コミュニケーションツールとしての知覚

　第３回　親子間のコミュニケーション

　第４回　幼体期のコミュニケーション

　第５回　求愛のコミュニケーション

　第６回　闘争のコミュニケーション

　第７回　表情表出

　第８回　動物における言語様コミュニケーション

　第９回　言語に伴うノンバーバル情報：パラ言語

　第10回　サインの種類と機能

　第11回　ジェスチャーの種類と機能

　第12回　パーソナルスペースと視線

【評価方法】

　出席状況と単位認定試験の成績によって総合的に評価す

る。

【テキスト】

なし

【参考文献・資料】

　マン・ウォッチング　上下（デズモンド・モリス　藤出統

　　　訳　小学館ライブラリー　1991）

　動物行動学入門（P. J. B.スレーター　日高敏隆・百瀬

　　　浩訳　同時代ライブラリー（絶版）1994)

　動物は世界をどう見るか（鈴木光太郎　新曜社　1995）

　しぐさのコミュニケーション（大坊郁夫著　サイエンス社

　　　　1998）他

-

【授業の概要】

　本講義では、認知心理学の概説を行う。人間がどのよ

うに外界の情報を取り入れ、処理するのかに関する心理

学的アプローチについて学習する。具体的には、人間の

知覚、記憶、学習、思考、言語活動と理解について講義

する。

【授業計画】

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10

11

12

短期記憶

長期記憶

潜在記憶と顕在記憶

符号化・処理・作業記憶

想起と忘却

日常記憶

知識

単語認知と読み

談話認知

理解

発話と思考

言語と意志伝達

【評価方法】

　期末試験と授業中に実施する実験・調査への参加回数。

【テキスト】

　使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
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統計学基礎 ビジネス英語
　　　　　　　　坂井貞彦

１～４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　蜂須賀幸志ｊ

３・４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

身近なデータを教材にして、統計学の基本的な概念と手

法を講義し、社会統計が現代社会生活にどのようにかか

わっているか、いかに必要であるかについて学習する。

【授業計画】

講義方式による。

１　統計と統計分析

２　日本の統計調査

３　代表値、標準偏差、時系列データ

４　相関、相関係数

５　総合指数、物価指数

６　回帰分析

７　統計的推測のあらまし

【評価方法】

おもに期末試験（筆記）による。（毎回出欠席を調たす

る。欠席回数が多い場合は受験資格を失う｡）期中にレ

ポートを提出させ、また小テストを実施した場合は、成

績評価に反映させる。

【テキスト】

人門統計判回礼ｲ竣閣)

【授業の概要】

　21世紀、いかにインターネット上の取り引きか主流で

あっても、ビジネス界で使用される公式社外用ビジネス

レターの作成並びに社内報メモランダムの作成能力の修

得は不可欠である。このコースはこうした実践的ビジネ

ス英語の能力養成をゴールとする。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

導入：ビジネス英語の特徴

ビジネス会議における人々との交流

電話の応答（１）（ＶＩＤＥＯ使用）

電話の応答（２）

アポイントメントの取り方

プレゼンテーション（１）企業紹介（小テスト）

プレゼンテーション（２）

製品と販売

企業の方針。決定についての討論

苦情処理

社内メモランダム作成

社外公式レター作成練習

試験

【評価方法】

Mi席状況。小テスト。プレゼンテーション。課題。

クラスにたいする貢献等による総合評価

【テキスト】

教科書：Business Venture ２ By Roger Barnard ＆

　　　　Jeff Cady, Oxford

テープ、ビデオ等視聴覚教材
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ビジネス中国語

342

下記の科目は、本年度開講しません。

応用言語学特殊講義Ｉ

■

言
語
コ
ミ

　　　　　　　　　　王建国

3・4年　前・後期　選択　２単位

　　　　　　　外池俊幸

４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は、中国経済と目・中経済交流の全般に対する紹

介から入り、|］・中貿易および対中投資の実務に関する知

識を紹介しながら、接客、商談、会議、契約、交渉、通

関などさまざまなビジネスの場面に応じて、生きた中国語をマ

スターする。

【授業計画】

前期　駐在員の生活

第１講　ホテルなどの予約

第２講　為替と両替

第３講　空港の利川

第４講　タクシーに乗る

第５講　ホテルの利用

第６講　レストランで

第７講　道を尋ねる

第８講　買い物と返品

第９講　地下鉄の乗り換え

第10講　郵便物を出す

第11講　医者にかかる

第12講　居留証の紛失

第13講　財布の盗難

第14講　携帯電話をなくす

後期　ビジネスの中国語

第15講　自己紹介

第16講　会議に参加

第17講　中国側会社の招待を受ける

第18講　伝言の依頼

第19講　面会の約束

第20講　来客者との対応

第21講　輸出入の打ち合わせ

第22講　サーベイの実施

第23講　契約を交わす

第24講　クレームと交渉

第25講　保険金の支払いゴルフ

第26講　中国ビジネスマナー（１）

第27講　中田ビジネスマナー（２）

【評価方法】

出席状況と単位認定試験によって総合的に評価する。

【テキスト】

追って指示する。

-

【授業の概要】

　この講義では、脳科学、計算機科学、哲学、数学、心

理学などとの学際的な研究領域としての認知科学、その

　■部としての言語研究を、関連する領域の成果と共に学

ぶ。Iでは、認知科学の観点からの言語研究の歴史をた

どる。

応用言語学特殊講義II
　　　　　　　外池俊幸

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　この講義では、Ｉと内容を分け、認知科学の言語に関

する領域の研究の歴史を概観し、その後、認知科学的な

言語研究の最新の成果・動向を収り上げて、その問題点、

今後の課題だと考えられる事柄を論じる。

Writing and PresentationⅢ
ジェニフア・」．マギー

４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　１と11におけるテーマと練習をさらに発展させる。又

即興スピーチや質疑応答など、形式張らない形の発表の

什方を学び、練習する。



■
言
語
コ
ミ

Writing and PresentationIV
ジェニフア・」．マギー

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　英語による発表を学ぶ上級クラス。ここでは様々な場

合の口頭発表（情報伝達、説得、特別な状況など）に焦

点を当てて体験させるとともに、高度な論文の作成と、

その口頭発表について学ぶ。

Communication strategiesⅢ
　ダニー・Ｔ．モルデン

４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　主張や証拠、理論の組み立てを論破する様々な方法を

学びながら、論議やディベートへの対応について考察す

る。

Communication strategiesIV
　ダニー・T.モルデン

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　議論やディベートにおける相互作川という側而に焦点

をあてながら、実際にディベートを準備してクラスで行

い。ディベートのもつ様々な要素について考察を加える。

-

中国語学Ｉ
　　　　　　　馮富栄

４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は、中国語の全体的な文法知識、中国語の構文

ルール、また中国語研究の基本方法など、中国語学に関

する基礎的な知識の紹介に重点を置いて行う予定である。

中国語の教師として、または中国語の研究者として基本

的な知識を身につけることを本講義の目的とする。

中国語学II
　　　　　　　　馮富栄

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は、中国語研究の歴史、研究の分野などを紹介

すると共に、中国語研究の最新成果を反映する代表的な論
７ 'oJに^^卜V'-、'1 'Ui!||､11-1り|ノii゛ﾉ月ic^l HA, /1ゝ乙匹'/ゝ? り|ゝ會ゝii j'さiiHU

文を講読する。更に、中国語と口本語の構文ルールなどの

相違点を探り、その相違点による日木人の中国語学習上の

問題点を想定する。そしてその問題点を質問紙調査などで

検証すると同時に、その問題点を解決することのできるような

中国語の教授法も吟味する。

日本語特殊講義Ｉ
　　　　　　　窪田守弘

４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　将来、日本語教師を目標としている学生は、少なくと

も外国語の文献や資料を読みこなす実力が必要である。

20111;紀には多くの言語学者の学説が発表されたが、著名

な論文や著述の巾から、日本語に関する基本的な文献を

広い視野から整理しながら概観する。
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日本語特殊講mi

言
語
コ
ミ

　　　　　　　窪田守弘

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　外国語の文献では、欧米学者の学説を極力原書で紹介

するが、原書で読めないものに関しては、翻訳によってそ

の言語学者の考えの凡そを理解するようにする。そして、学

生が各自関心のある学説に関しては、各白が分担して発衣

を行うようにする。そして、少なくとも分担した部分は、原書

で読めるような読解力を身につけることを目標とする。

プロジェクト
　　　　　松本青也　他

４年　通年　必修　８単位

【授業の概要】

　それぞれの分野において、個性を生かした多様な学

習・研究活動の目標を主体的に選択、設定させ、各自の

目標達成に向けて適切な指導を加えながら、学習・研究

業績をあげさせようとするものである。

日本語教育実習
　　　　　　　山内啓介

４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　具体的な日本語の授業のための「授業計画」（指導

案）に基づいて授業実習を行なう。授業実習の準備、授

業実習、そして授業実習後の振り返りを通して日本語の

授業への取組み方を身をもって学ぶ。日本語教育の現場

を想定して、模擬授業を行なう。
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■

　教　職

教職入門 教職入門
　　　　　　小木曽通男

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　本講義は、教員という職業がどのような意義を持っている

のか、学校での教師の職務と役割がどのようなものである

かを、学生の被教育体験を生かしながら具体的に解説する。

職務の個々の内容について、現在の中学高校の実体を踏

まえて詳説する。その上で、今日の学校が抱えている問題

解決の方途を、中教審、教課審の答申を学び、求められ

ている教師像を明らかにすることによって教職につくかどうか、

自らの適性を見極めて決定する情報と機会を提供したい。

【授業計画】

１。東西の優れた教育者をとりあげ、教育とは何か、教育

者とは何かを考える契機とする。

2.近代市民社会の教育需用の増大と教育養成について

イギリス、アメリカにおける教員養成の概要及び日本におけ

る教員養成を歴史的に概観する。

3.社会構造の変化の著しい現代社会における教員への

期待について、地域構造、家族構造、職業構造等の変化

に伴い教員の役割の変化と多様化・個性化した保護者・

生徒の教員への期待と変化への対応を考える。

4.中学校、高等学校における望ましい教員像とは何かを

学級担任、教科担任、部活顧問、進路指導、生徒指導に

おいて各人の体験をもとに考えてみたい。

5.信頼される教員とはどんな教員か、生徒の人間性の尊

重とは何か、生徒との望ましいコミュニケーションのあり方を

考えてみたい。

6. 21世紀の教育を但う教貝の在り方を求め、社会の進歩

と変化に対応する不断の研修と教育技術の開発により、常

に新鮮な教育を行う努力は教員にとって不可欠であることを

理解する。

【評価方法】

　授業巾にテキストに添付した川紙に記載する感想文とレ

ポートによる総合評価とする。

【テキスト】

　｢教職入門｣200円

【参考文献・資料】

　授業時に紹介する。
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　　　　　　　梅村敏郎

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　本講義は、教員という職業がどのような意義を持って

いるのか、学校での教師の職務と役割がどのようなもの

であるかを、学生の被教育体験を生かしながら具体的に

解説する。職務の個々の内容について、現在の中学高校

の実体を踏まえて詳説する。その上で、今日の学校が抱

えている問題解決の方途を、中教審、教課審の答申を学

び、求められている教師像を明らかにすることによって

教職につくかどうか、自らの適性を見極めて決定する情

報と機会を提供したい。

【授業計画】

１　教師像の変遷

２　現代の理想的教師像

Ｏ）教科指導者としての教師

（2）特別活動の指導者としての教師

（３）教師とカウンセリング

（４）学級経営者としての教師

（５）教師と校務

（６）共生社会における教師の仕事

３　家庭人としての教師

４　市民としての教師

５　子どもの未来を開く魅力ある人間としての教師

６　まとめ

【評価方法】

　恂こ筆答試験によらず、授業巾の発言、質問、出席回

数、レポート等によって多面的に評価を行う。

【テキスト】

　特定の書物を教科書として使用しない。参考書は授業

円こ適宜紹介する。

-



教師論 教育原理

■
Ｉ

　　　　　　　　　　佐藤実芳

四
１年　前期　必修　２単位

　　　　　　　　佐藤実芳

３・４年前期　選択　２単位

【授業の概要】

　高等教介機関への高い進学率を誇っている[1木では、

教育といえば学校教育を思いうかべることが多いであろ

う。　しかし、学校教育を受けるのは、人生の一時期にし

かすぎない。しかも学校教育をめぐり様々な問題が生じ

ている今日、学校とは何か、教育とは何か、そのあるべ

き姿を真剣に考える必要がある。本講義では、教育の本

質と目的を中心に教育とは何かを考察していく。

【授業計画】

２

３

４

ガイダンス

教育とは何か

人間と教育

・動物学からみた人問の特殊性

・人間の成長と環境

・教育の重要件

・人問形成の場

教育の本質

・注入主義

・開発主義

５。教育の目的

　　・教育目的とは

　　・教育目的の歴史的変遷

6.現代の教育

【評価方法】

　定期試験、受講態度などにより総合的に評価する。

【テキスト】

教育原理一教育の目的、方法、制度－（七訂版）（教師

養成研究会編著　学芸図書）
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【授業の概要】

　日本おける明治維新以降の教貝養成制度について、教

員免許・資格、教貝に求められていた資質等の歴史を学

習する。

　多様化と個性化、国際化、情報化、高学歴化等の現代

社会の急激な社会変化の中において期待される教員像を

求め、学生の被教育体験を交えて模索することによって、

教職への理解を深め、口的意識をもって教職への道を歩

む人材の育成を目指す。

【授業計画】

　1.日本における教員養成の制度

　（1）戦前の教員養成

　（2）戦後教育改革と教貝養成

　（３）教職課程の仕組

　(4）教員の採用

　2.種々な教師に学ぶ

　（1)大学生の教育実習

　(2）新採用教員の一年

　（３）個性的な教師

　（4）苦悩する教師

　（5）聾学校の教師の挑戦

　3.教師物語に学ぶ

【評価方法】

　レポート、受講態度などにより総合的に評価する。



■
謳

教育思想史
　　　　　　　　梅村敏郎

2・3年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　教育は、人間の本質的な営みの一一つであって、既に古

代から哲学者や思想家の考察の対象となってきた。これ

らの思想は、思想家たちが生きた時代や文化の主要な潮

流や思想家自身の思考方法の特徴によって極めて多様な

思想や理論が形成された。

　この授業では、古代から現代まで各時代を代表するよ

うな偉大な教育思想を時代順に辿るのではなくて、現代

の教育についての基本的な考え方や主要な概念に直接的

な影響を与え、そのため現代教育と直接的なつながりを

持つと思われる17世紀のコメニウスを出発点として、そ

れ以後今日に至るまで最も重要と考えられてきた教育者

たちの思想を取り上げる。

　その際、学生はそれらの思想についての他人の解釈や

解説を聴くことも必要ではあろうが、むしろそれらの思

想と直接に対決することがより大切である。

　専門的な研究者にとっては、それらの思想はそれが書

かれた元の言語で読まれるべきであろうが、初歩の学生

は先ずそれらの書物の良い日本語訳によって、これらの

思想に直接触れることが必要である。

【授業計画】

2

3

4

5

6

教育思想史を勉強することの意義

コメニウス

ルソー

ペスタロッチ

フレーペル

デューイ

【評価方法】

評価はリポートの提出、あるいは資料持ち込み自山の試

験による。

【テキスト】

　特定のテキストは使川しない。参考文献は授業中に適

宜紹介する。

欧米教育文化史
　　　　　　　　江藤恭二

2・3年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

欧米教育文化史における「近代化」とは具体的に何を意

味するのか、という点に焦点をあて、欧米教育・文化の

全体的・構造的な変遷過程に着目しつつ、比較教育史的

なアプローチを試みる。

1.欧米教育文化史の視点と課題

2.中世後期の欧米教育・文化

3.ルネサンスと宗教改革

4.近代教育・文化の生誕と展開

5.啓蒙思想と教育

6.市民革命期の教育思想

7.産業革命と教育

【授業計画】

講義方式、時折、欧米文化に関するVideo教材を用いる。

【評価方法】

試験又はレポート。

【テキスト】

西洋近代教育史（江藤他編　学文社　2,300円）
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教育心理学Ｉ
　　　　　　　冨安玲子

２年　前期　必修　２単位

教育心理学II

■
Ｉ

　　　　　　　　冨安玲子

３・４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　人間を発達可能性をもつ存在として生涯発達の視点か

ら考えながら、一人ひとりが自分の教育観・発達観の基

礎づくりをすることを目的にしたい。自己意識の発達な

どのプロセスを辿りながら、教育的働きかけとの関わり

を考え、今日的問題への理解を深めると共に、自分白身

の自己形成のプロセスへの関心も深め、自己理解を促進

していくことも視野にいれて学んでいく。

【授業計画】

　Ｉ教職課程の中での発達の心理学

　　一発達の心理学を学ぶ／発達の心理学から学ぶー

　　（１）教育の対象者への理解

　　（２）教育対象の理解から自己理解へ

　　（３）発達の可塑性（可変性）の存在と限界

　　（4）青年期の意味

　２発達と学習

　　（１）発達を規定する要因　（２）成熟と学習

　　（３）発達の個人差　　　　（4）発達と教育

　３自己意識の発達

　　（１）「自分」の諸相

　　（２）乳児期「自分でない」世界の認識から

　　（３）幼児前期　第一「反抗」期

　　（4)幼児後期　自我と他我

　　（5）児童期　他律的規範への順応

　　（６）青年期　第二の誕生／アイデンティティの確

　　　　立

　　（７）成人期以降

　４生涯発達の視点と生き方

　　一自分探しの旅と人間関係－

【評価方法】

期末試験によるが、授業への参加関与度を考慮する。

【テキスト】

使用せず

【参考文献・資料】

授業の巾で紹介する。

【授業の概要】

　中学・高校生についての理解を深めるために乳幼児期

から青年期までの発達の姿を概観し、発達課題について

考えると共に、障害のある幼児、児童、生徒への理解を

通して発達の可能性について考えていく。その上で、教

育を受ける側と教育する側との相互の人間関係の中で展

開される「教育」の営みについて、学習のメカニズムや

動機づけの理論を通して考え、心理学的知見を実践の中

に生かしていくことを目的としたい。

【授業計画】

1.教育心理学を学ぶということ

　　・教育の機能と教育心理学の位置づけ

2.発達について考える

　　・生涯発達の視点

　　・障害のある幼児、児童、生徒の理解と発達可能性

　　・発達段階と発達課題

　　・認知の発達

3.学習の過程を考える

　　・学習の成立過程

　　・学習における知識の役割

　　・学習意欲を育てる

　　　　外発的動機づけと内発的動機づけ／

　　　　原因帰属をめぐって／知的好奇心の喚起／

　　　　報酬の意味／目標のありかた

【評価方法】

期末試験によるが､授業への参加関与度を考慮する。

【テキスト】

使用せず。

【参考文献・資料】

授業の中で紹介する。

－348 －



■
謳

障害児の教育 教育制度
　　　　　　佐藤実芳

１年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　社会の変化にともなう学校の誕生や変化に基づき、社

会において学校教育が果たしてきた役割について考える

とともに、学校教育制度の類型的比較及び学校教育制度

の歴史的変遷から、学校教育制度の基本的な事項を理解

する。さらに、学校経営や教育行政に関する規定かおる

教育法規を取り上げ、現在の日本の教育制度の特徴を考

察していく。

【授業計画】

１

２

３

４

５

教育制度の意義

現代学校教育制度の起源

・大学の成立

・中等学校の成立

・初等学校の成立

学校教育制度の類型

日本の学校教育制度

教育法規

・教育法規とは

・日本国憲法

・教育基本法

・学校教育法

・学校教育法施行令

・学校教育法施行規則

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律

・その他

　6.外国の学校教育制度

【評価方法】

定期試験、受講態度などにより総合的に評価する。

【テキスト】

教育原理一教育の目的、方法、制度－（七訂版）（教師

養成研究会編著　学芸図書）

　　　　　　　　加藤文子

2・3年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　障害児についての基本的理解をし、障害児の教育的環

境、福祉施設の役割などの実情を理解する。また、就学

指導の什組みを理解し、特殊教育の現状と課題を認識す

るとともに、基本的には人問尊重の精神を涵養する。

【授業計画】

I'已ヽ身障害児の理解

　．「心身障害児理解のためにＪＶＴＲ視聴（感想文）

　一心身障害児と家族の関係　　ＶＴＲ視聴（感想文）

２心身障害児の種類と程度

　・心身障害児とは

　・学校教育で対象とする障害児と児童福祉施設で対象

　　とする障害児

　・視覚・聴覚・肢体不自由・病虚弱児の障害の程度と

　　発生原囚

　・知的障害児の障害の程度と発生原因

　・言語障害・情緒障害・重度重複障害児の教育的環境

３心身障害児の早期教育、後期中等教育の重要性

　・なぜ早期発見、早期教育が必要か

　・社会自立に向けた後期中等教育の現状

４心身障害児の就学指導の仕組み

５心身障害児（者）教育の歴史

　・心身障害児（者）教育を開拓した人々

　・心身障害児（者）教育の歴史的変遷

６まとめ

【評価方法】

　出席状況･授業態度･レポート･期末試験の成績によ

り総合的に評価する

【テキスト】

　テキストは使用せず。必要に応じて資料を配布する
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比較教育論
　　　　　　　　　渡辺かよ子

３・４年前・後期選択２単位

【授業の概要】

進展する国際化・情報化の巾にあって、人間は次|旦代に

どのような夢や願いを託すことができるのか。教育は、

自らが社会閥題であると共に、貧困や不平等など現代の

社会問題に対する行力な解決方策でもある。本講では、

日本を含む各国の教肯と全世界的教肯の状況の比較研究

を通じて、口本の教育の特徴と現代教育の課題を明らか

にしていく。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

8

比較教育学の基礎理論

社会発展論と教育

近代化と各国の教育制度（識字と就学）

「発展途上」川と「先進」国の教育の実態

近現代日本の教育制度の成立と特徴

文化と教育、異文化交流としての教育

人権としての教育

比較教育と教育改革

【評価方法】

試験とレポート。

【テキスト】

比較教育学の理論と方法（シュリーバー編著　束信堂）

【参考文献・資料】

比較国際教育学（石附実編著　来信堂）

世界の学校（こ二宮咄編著　福村出版）

多文化教育（中島智子編著　明石書店）

学歴社会　新しい文明病（ドーア著　岩波書店）

外国の教科書と日本（占沢柳了･著　丸善フックス）

比較高等教育論（アルトバック著　玉川大学出版部）

被抑圧者の教育学（フレイレ著　亜紀書房）

情報消費型仕会と知の構造（中西新太郎　句報社）

同際歴史教科書対話（近藤孝弘著　巾公新書）

教育の比較文化誌（石附実著　玉川大学出版部）
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教育課程
　　　　　　　梅村敏郎

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　特定の発達段階にいる了どもを対象として、各レベル

の学校がその教肯目的・目標を十分に達成するために、

子どもにどの仙の教科・教材をどのように学習させるか、

またどの種の活動をどう体験させるかについての全体的

な教育計|山jである教育課程(カリキュラム)を学習する。

　なお、各学校が教育課程を編成する場合に、広範な人

問の文化領域のなかから、子どもが学習・体験すべき教

育内容を選択し糾織化する原川が何であるかという問題

に焦点をあてて教育課程について考察する。

【授業計画】

1

2

3

4

教育課程とは何か

教介課程の原川

教育課程の種類

教育課程の歴史及び諸外国の教育課程

５　わが国の学校の教育課程

Ｏ）幼稚園の教育課程

（2)小学校の教育課程

（３）中学校の教育課程

（4）高等学校の教育課程

５　まとめ

【評価方法】

　評価は、最終授業（もしくは学期末定期試験川間中）

に行われる筆答試験による。

【テキスト】

１　文部省告示『中学校学習指導要領』平成10年12月

２　文部省告示『高等学校学習指導要領』平成11年3月
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教育課程
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公民・社会科教育法Ｉ
　　　　　　　小林春治

３年　前期　選択　２単位

　　　　　　渡辺かよ子

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　特定の発達段階にいる子どもを対象として、各レベル

の学校がその教育目的・目標を十分に達成するために、

子どもにどの種の教科・教材をどのように学習させるか、

またどの種の活動をどう体験させるかについての全体的

な教育計画である教育課程（カリキュラム）を学習する。

なお、各学校が教育課程を編成する場合に、広範な人問

の文化領域のなかから子どもが学習・体験すべき教育内

容を選択し組織化する原理が何であるかという問題に焦

点をあてて教育課程について考察する。

【授業計画】

1

2

3

4

5

６

７

８

カリキュラム研究の歴史

カリキュラム研究の理論

カリキュラムと社会

教科カリキュラム開発

総合的学習カリキュラム（国際理解教育・情報教

育・環境教育）

カリキュラム研究と教師

カリキュラムと評価

発達とカリキュラム

【評価方法】

　レポート、学期末試験

【テキスト】

E新版1　カリキュラム研究入門（安彦忠彦編　勁草書

房）

【参考文献・資料】

中学校学習指導要領（文部省）

高等学校学習指導要領（文部省）

学びのためのカリキュラム論（グループ・ディダクティ

カ編　勁草書房）

教育課程　カリキュラム人門（柴田義松　有斐閣）

　“実践に学ぶ”特色ある学校づくり　全６巻（教育開発

研究所）

【授業の概要】

　中学校社会科の公民的分野を視野にいれて、高等学校

学習指導要領（公民科）の構造とその目的を学習し、民

主主義社会の担い手としてふさわしい資質の育成をめざ

す。

　「現代社会」の授業においては、中学校社会の公民的

分野を発展させて、現実的・具体的な問題を取り上げる

とともに、高等学校教科書（現代社会）を使用して、学

習指導案の作成、模擬授業の実施によって、具体的・実

践的な指導を行う。

【授業計画】

１。公民科設置の趣旨と基本理念に基づいて、「公民

　の概念」と「公民としての資質」を育む公民教育に

　ついて、中学校公民分野との関連にも留意し学習す

　る。

2.「総合的な学習」を視野にいれ、特に「現代社

　会」の新しい課題として平和教育、人権教育、環境

　教育を取り上げ具体例に基づいて考察する。

3.「現代社会（公民科）」の年間指導計画と学習指導

　案の作成について学習する。

4.各自が作成した学習指導案に基づいて模擬授業を

　実践し、授業の在り方を考察する。

【評価方法】

　小テスト、学習指導案、摸擬授業の評fiUi及び出席率を

総合する。

【テキスト】

高等学校学習指導要領解説　公民編（文部省　実教出版

予価230円）

現代社会（高等学校教杵書　一橋出版　予価760円）



公民・社会科教育法II
　　　　　　　小林春治

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　「倫理」及び「政治・経済」の学習を通じて、深い洞

察力をそなえた民主的な行動の実践を行える人間の育成

をめざす。

　「倫理」及び「政治・経済」の授業においては、特に

今日的な問題を取り上げるとともに、高等学校教科丹

　（倫理、政治・経済）を使用して、学習指導案の作成、

模擬授業の実施によって、具体的・実践的な指導を行う。

【授業計画】

１。学習指導要領が目指す高等学校公民科の「倫理」及

　び「政治・経済」の目標と内容について概説する。

2.生涯学習にも深いかかわりをもつ自己指導能力の肯

　成を目的とする「倫理」と、現代における政治、経済、

　国際関係等の諸課題について公正な判断力を養うこと

　を目標とする「政治・経済」について中学校公民分野

　との関連にも留意しつつ、具体例に基づいて考察する。

3.「倫理」及び「政治・経済」の年間指導計画と学習

　指導案の作成について学習する。

4.各自が作成した学習指導案に基づいて模擬授業を実

　践し、創造的な授業の在り方についても考察する。

【評価方法】

　小テスト、学習指導案､模擬授業の評価及び出席率を

総合する。

【テキスト】

政治・経済（高等学校教科書　教育出版　予価240円）

倫理（高等学校教科書　教育出版　予価450円）

-

英語科教育法Ｉ
　　　　　　　松本青也

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　英語教育法をテーマとして、目的論、技能論、方法論

を中心に、日本における英語教育の歴史、諸外国の言語

政策と英語教育、マルチメディアを活用した英語教育、

などの話題を含めて考察する。

【授業計画】

１。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

吃

13.

14.

15.

目的論：問題提起。コミュニケーション能力

学習指導要領。学校英語教育の目標

異文化と国際理解

機能論:Sound

Listening

Speaking

Reading & Writing

方法論：教授法の歴'Jl（II本）

教授法の歴史（外国）

外国語教授理論

新しい教授法

マルチメディア利川の可能性と課題

〈模擬授業〉指導過程の構成

まとめ：これからの英語教育

テスト

【評価方法】

テストの成績、学習態度、出席状況等による総合評価。

【テキスト】

未定。
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英語科教育法ｍ
　　　　　　　宮田修

３年　前期　選択　２単位

　　　　　　　宮田修

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　学習指導要領の趣旨に沿って、コミュニケーション能

力を育成することに主眼をおいて、生徒の多様化した日

本の高等学校における英語教育を効果的に行うにはどの

ようにするか、具体的、実践的に指導する方法を研究す

る。

【授業計画】

２時間：学習指導案の書き方と実際の授業。

１時間：高等学校の授業の進め方、テクニックをビデオ

を用いて研究。

10～ll時間：班ごとに模擬授業を行い、コミュニケー

ション能力を育成する効果的な授業方法を研究する。

　数名で一つの班を構成し、高等学校の教科書の巾から

適切な教材を選び出し、50分の授業を行う。準備は教材

選びから始まり、各班ごとに授業の進め方を研究し、学

習指導案を作成する。授業実践のあと授業を批評しあい

よりよい授業を工夫していく。

【評価方法】

　出席状況、模擬授業の取り組み方、研究態度を大きく

評価する。さらにレポートを課し、学習指導案の作成、

授業研究を評価する。試験は実施しない。

【テキスト】

なし。

【授業の概要】

　学習指導要領の趣旨に沿って、コミュニケーション能

力の怯礎を育成するためには、日本の中学校ではどのよ

うな授業を行えばよいのか、悦擬授業を行いながらその

具休的な指導法を研究する。

【授業計画】

２時間：学習指導案の書き方と実際の授業。

１時間川1学校の授業の進め方、テクニックをビデオを

川いて研究。

10～11時問：班ごとに模擬授業を行い、コミュニケー

ション能力を育成する効果的な授業方法を研究する。

　数名で･一つの班を構成し、中学校の教科書の中から適

切な教材を選び出し、50分の授業を行う。準備は教材選

びから始まり、各班ごとに授業の進め方を研究し、学習

指導案を作成する。授業実践のあと授業を批評しあい、

よりよい授業を工夫していく。

【評価方法】

　出席状況、模擬授業の取り組み方、研究態度を大きく

評価する。さらにレポートを課し、学習指導案の作成、

授匙研究を評価する。試験は実施しない、

【テキスト】

なし。
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商業科教育法II

■
ａ

　　　　　　　　　　　大倉芳雄

〃
３年　後期　選択　２単位

　　　　　　　大倉芳雄

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　商業科教育も国際化、情報化、サービス経済化の進展

に対応し、人きくその内容が変化してきた現実をふまえ

次の科目俳の教育目標とその具体的な展開について学桝

し、教科指導に必要な知識、技能の育成を目指す、

　「商111111と流通」「商業技術」「マーケティング」「英語実

務」「経済活動と法」「ビジネス情報」「国際ビジネス」

　「簿記」「会計」「原価計算」「会計実務」「情報処理」

　「文書デザイン」「プログラミング」の科目前について

情報機器を川いて実践的な指導法を学習する。

【授業計画】

！　学習指導と評価

　　（1)学習指導のｰ般原則

　　(2）学習指導の形態と方法

　　（３）商業教科の評価

２　各科目の内容とねらい

　　流通ビジネス科川洋「商品と流通」「商業技術」「マ

　　　　　　　　　　　ーケテイングj

　　国際経済科口詳　「英語実務」「経済活動と法」

　　　　　　　　　　　　「国際ビジネス」

　　簿記会計科目群　「簿記」「会計」「原価計算」「会

　　　　　　　　　　　計実務」

　　経営情報科目群　「情報処埋」「ビジネス情報」

　　　　　　　　　　　　「文書デザイン」rプログラミ

　　　　　　　　　　　ング」

３　資格取得指導の現状と課題

４　商業高校における進路指導の視点

　　進学・就職

５　商業教肯の将来

【評価方法】

　出席状況、課題提出、単位認定試験の成績など総合的

に評価する。

【テキスト】

　高等学校学習指導要領解説　商業編（文部省編　実教

出版）

【授業の概要】

　平成15年度から実施される高等学校学習指導要領の改

定の趣旨とその内容を学習し、変化の時代に対応する商

業科教員に必要な基本的な知識と技法を育成し、商業科

教貝としての自覚を高めることを口標とする。

　「ビジネス基礎」「課H研究」「総合実践」の３科目俳

の授業の具体的展開について学習する。

【授業計画】

１　学習指導要領と商業教育

　（i）商m教育の歴史

　（２）学習指導要領の性恪及び構成

　（３）商業の目標・組織・学科

２　教育課程の編成

３　指導計画の作成と内容の取扱い

　　年間指導計両・学習指導案の作成

４　各科目の内容とねらい

　　「ビジネス基礎」

　　「課題研究」

　　「総合実践」

５　授業の具体的展開

　　教材作成、AV機器の利用、学習評価

　　副教材の活用

【評価方法】

　出席状況と課題の提出、単位認定試験の成績によって

総合的に評価する。

【テキスト】

　高等学校学習指導要領解説　商業編（文部省編　実教

出版）



■
謳

道徳指導法
　　　　　　　加藤文子

１年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　道徳とはなにか、わが岡の道徳教育の基盤、義務教育

における道徳教育の在り方を探求する。その上で、今日

の道徳教育に至るまでの歴史的変遷を学び、さらに道徳

性の発達理論を考察する。また、道徳指導の実際につい

ての具体例をとりあげ、その理解を深める。

【授業計画】

１道徳と道徳教育

２児童・生徒を生かす道徳教育

3公教育における道徳教育の歴史

　・明治５年学制公布から明治23年教育勅語発布までの

　　過程

　・戦後の道徳教育の変遷

４道徳性の発達理論と学校道徳教育

５学校における道徳教育の実際

　・道徳教育の目標

　・道徳教育の内容

　．「道徳の時間」の指導計画、指導案の作成

　. r道徳の時間」の指導の実際、ＶＴＲ視聴

　・まとめ

【評価方法】

　期末試験の成績に、毎時間の出席状況、授業巾の態度、

課したレポート内容を加味して総合的に評価する。

【テキスト】

　テキストは使用せず。必要に応じて資料を配布する。

-

特別活動指導法
　　　　　　　　小林春治

１年　前・後期　必修　２単位

【授業の概要】

　中学校・高等学校の特別活動の変遷とその具体的な活

動として学級活動、ホームルーム活動、生徒会活動、学

校行事についての指導法を考察する。

　そのなかで望ましい人間関係、基本的な生活習慣の形

成を通して個人及び社会の一員としての在り方、生き方

に関する指導の充実を図ることを学習目標とする。

【授業計画】

1.教育課程の位置と目標

　特別活動は、各教科、道徳とともに教育課程を構成す

　る領域の一つであり、これらそれぞれの充実と相まっ

　て、中学校・高等学校の教育目標を達成することがで

　きることを学習する。

2.戦後の教育状況と教育改革

　敗戦直後の教育状況と教育基本法・学校教育法の施行

　　(六・三・三制の実施)にいたる大要を、GHQの

　とった教育政策にも注目しながら学習する。

3.特別活動の変遷

　特別活動の変遷を中学校・高等学校の学習指導要領を

　通して論じ、その社会的背景についても具体的な資料

　に基づいて学習する。また、平成12年度から移行措置

　がとられている新しい学習指導要領にも言及する。

4.特別活動の基本となる指導法

　中学校の学級活動、高等学校のホームルーム活動が、

　生徒会活動、学校行事などと相互に関連していること

　の学習を通して、これらの集団生活の在り方、心身と

　もに健康で安全な生活習慣の形成などを基本にした指

　導法を、現状にも注目しながら考察する。

【評価方法】

　期末試験の成績とレポートの評価及び出席率を総合す

る。

【テキスト】

高等学校学習指導要領解説　特別活動編

　(文部省　東山書房　ﾆＨ削30円)

特別活動指導法　資料編

　(小林春治　三祐堂)
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学級経営

-
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教育方法

■
ａ

　　　　　　　　　霜田一敏

２年　前・後期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　小木曽通男

　
３・４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

今目、親も教師も子どもの本当の姿が見えなくなり、催

かな指導の于だてが見出せず苦悩している。この現状を

打破するためには、一人一人の子ども理解を深め、7-ど

もの立場に立って教材を開発し教育課程を組み、授業を

構想して実践できる力量が求められている。そのような

力量を培う教育方法を解明する。

I.人間回復の学力と教師のあり方を学力論と教師論の

検討から具体的に明らかにする。更に、n.子どもの思

考の発展をめざす授業　III.自主的な学習を育てる学習

指導　IV.子どもの側に立つ指導技術　V,メディアの

進歩と新しいリテラシーの育成　VI.個を生かす学習集

団　等について学習者の立場に立って、幅広く教育方法

を究明したい。

【授業計画】

テキストを中心に、ビデオ教材や学生同士の討議を入れ

た参加型授業形態で行う。学生からのミニレポートによ

る授業評価を生かしながら講義を進めたい。

【評価方法】

学生の積極的な授業参加と毎時提出するミニレポート

期末に行う論文試験等によって評価する。

【テキスト】

子どもの圃に立つ授業論(霜田一敏著　明治図書

2,370円)

【授業の概要】

　学級崩壊、担任不信等学校を収り巻く教育環境が問題

となっている今日の教育状況を正しく理解し、学級担任

として、どのように生徒に接したらよいか、どのように

して生徒の信頼を回復するのか探求するとともに、楽し

い、生き生きした学級作りを具体的な嘔例から求めて行

きたい。

【授業計画】

１

２

３

，学級（ホームルーム）の歴史的外観

　明治以来今日まで、学級（ホームルーム）がどのよ

うに位置づけられてきたかを、欧米と比較しながら概

観する。

。学級（ホームルーム）の編成

　現在の中学校・高等学校の学級（ホームルーム）の

編成は、どのように行なわれているか、その長所と短

所は何かを学習する。

。学級（ホームルーム）の組織と活動

　現在の中学校・高等学校の学級（ホームルーム）の

組織と役割について、様々な事例を取り上げ学習する。

４。学級（ホームルーム）担任の仕事

　（１）ＬＴ　ＳＴの運営

　(2）生活指導

　（3）進路指導

　（4）教育相談

【評価方法】

　授業時に提示する感想文、小テスト及びレポートによ

る綜合評価

【テキスト】

　必要な資料をその都度配布する

【参考文献・資料】

　その都度指示する



生徒指導（進路指導を含む） 生徒指導（進路指導を含む）
　　　　　　　　　　　小林春治

-
２年　前期　必修　２単位

　　　　　　　　加納篤憲

２年　前・後期　必修　２単位

【授業の概要】

　乍徒指導を生徒の管理監督、青少年非行の防止といっ

た消極的な視点からとらえるのではなく、||ﾐしい人間観

　(生徒!i)に基づいて生従の健全な育成、佃人の尊厳と

人格を尊重した生徒指導を基本とする。なかでも進路指

導については、その理念及び目的を、学習指導要領に基

づいて具体的に学習する。こうした学習をとおして生徒

に接する教師の在り方についても具体例を示して指導す

る。

【授業計画】

■
―

３

４

，|口約聖書・新約聖書における人riiiii(アダムとイブ

など）、カントの人格主義における人間観.法然・親

鸞はじめその他先哲の人間観を学習する。

、戦前の「修身・教育勅語」、昭和初期にはじまる

　「車川主義教育」の生徒指導と幟後の「民主主義教

育」による生徒指導に視点をあて、その歩みを概観す

る。

。現代社会における社会構造の変化に注「|し、什会学

的視点から新しい教育観と社会集団のもつ教育機能の

変質のなかで、生徒指導が果す役割を冴少年非行と矯

正教肯の現状にも注目しながら、中学校・高等学校に

おける教育の現状と問題点を考える。

。進路指導の坊本理念及び目的と内容を学習するなか

で、中学校・高等学校における進路指導の現状と問題

点に触れながら教師の作り方を、教育相談・カウンセ

リング・進跡情報などを通して、具体的に学習する。

【評価方法】

　期末試験の成績と小テスト・レポートの評価及び出席

率を総合する。

【テキスト】

生徒指導鵬義ノート（小片増通男編　250円）

【授業の概要】

　生徒指導を生徒の管川監督、青少年非行の防||ﾕといっ

た消極的な視点からとらえるのではなく、正しい人間観

　(生徒観)に基づいて生徒の健全な育成、個人の尊厳と

人格を尊重した生徒指導を基本とする。なかでも進路指

導については、その理念及び目的を、学習指導要領に基

づいて具体的に学習する。こうした学習をとおして生徒

に接する教師の在り方についても具体例を示して指導す

る。

【授業計画】

1.旧約聖書一新約聖書における人問観(アダムとイブ

　など）、カントの人格主義における人間観、法然・親

　鸞はじめその他先哲の人間観を学習する。

2.戦前の「修身・教育勅語」、昭和初期にはじまる

　「軍国主義教育」の生徒指導と戦後の「民主主義教

　育」による生徒指導に視点をあて、その歩みを概観す

　る。

3.現代社会における社会構造の変化に注目し、社会学

　的祝点から新しい教育観と社会集団のもつ教育機能の

　変質のなかで、生徒指導が果す役割を青少年非行と矯

　正教育の現状にも注目しながら、中学校・高等学校に

　おける教肯の現状と問題点を考える。

4.進路指導の基本理念及び目的と内容を学習するなか

　で、中学校・高等学校における進路指導の現状と問題

　点に触れながら教師の在り方を、教育柑談・カウンセ

　リング・進路情報などを通して、具体的に学習する。

【評価方法】

　圓末試験の成績と小テスト、レポートの評価及び出席

率を統合する

【テキスト】

　生徒指導講義ノート（小木曽通りj編　250円）
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教育相談(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む)
　　　　　　　冨安玲子

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　教育相談の役割が認識されるようになった背景からそ

の必要性を考え、教育相談への理解を深めて実践につな

げていきたい。教育相談は生徒‥-人ひとりに関心をもつ

ところから始まる。そこで生徒理解のあり方や不適応行

動への対応について考えたい。また、傾聴の人切さを中

心にして情報提供や助言の什力なども含めた而接の進め

方を学び、カウンセリングの基礎知識も併せて学んでい

く。

【授業計画】

１

２

今、なぜ「教育柑談」「カウンセリング」カ

教師と生徒の人間関係

．「自分」は他者との関係の巾で育つ

・教師一生徒の相互影響過程

・生徒理解

３。教育相談

　・学校における教育相談

　　　教育相談の位置づけ

　　　教育ﾎ[|談の特質

　・教育椚談の進め方

　　　カウンセリングの基礎

4.学校という生活環境と適応

　・適応と不適応

　・問題行動のとらえ方とその対応

　・学校への不適応を考える

　・非行・いじめを考える

【評価方法】

期末試験によるが、授業への参加関与度を考慮する。

【テキスト】

使川せず。

【参考文献・資料】

授業の巾で紹介する。
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カウンセリング
　　　　　　　冨安玲子

３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　我々が人の話を傾聴するとき、その話を自分にとって

都合のよいように切り収って聞いているか、反対に自分

に祁合の思い部分を切り捨てて聞いているか、というりf

実がある。そうした事実を体験的に理解するために試行

カウンセリングを行い、傾聴の際の学生が陥りやすいタ

イプを学ばせたい。従来、ロジャースのいう受容、共感、

自己一致の中でも受容と共感に力点が迦重に置かれすぎ

てきたように思われるので、自己一致の重要性を伝えて

いきたい。

【授業計画】

　「教育杜l談」での学習を更に進めて、実習を取り入れ

ながら、「聴く」ことの意味と「聴く」人である自分に

ついて考えていきたい。

　1,教育相談とカウンセリング

　２・3.カウンセリングにおける人間理解

　　　　－カウンセリングの歴史と理論－

　4.対人関係の経験

　5.カウンセラーに必要な基本的態度

　6. r聴く」練習－ロールプレイー

　７・8.カウンセリングの実際例

　9 ・10. 応答訓練

　11・12.ミニ試行カウンセリング

　13.カウンセリングにおける諸問題

　　　　一試行カウンセリング／ロールプレイのまとめ

　　　　から考えるー

【評価方法】

　期末提出の課題レポートとロールプレイ・レポートに

授業への出席・関り･度を加えて評価する。

【テキスト】

　使用しない。必要な資料等は授業時に配付する。

【参考文献・資料】

　授業の巾で紹介する。

教
職



■

　教
　職

総合演習
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教育実酷導(介誹験事龍導を含む)

　　　　　　　加藤文子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

教育実習前の指導として、学校教育全般にわたる基本的

理解並びに教育実習の意義、実習生としての望ましい態

度・技能を習得する。また、介護体験実習にむけて個人

の尊厳、社会連帯の理念に関する認識を深めさせる。

【授業計画】

１教育実習の意義と目的

　・前年度実習者からのアンケート結果

　．「先輩からの一言」

２教育実習の内容と方法

　・教育実習の領域

　・教育実習の方法

３教育実習記録

　・実習記録の意義

　・実習記録の方法

４授業研究

　・教材研究、教具の意義

　・学習理解を深めるための発問・板書の活用方法

５教育実習についての全般的諸注意並びに事後指導

６介護体験事前指導

　・社会福祉施設等の理解と社会連帯の理念

　・特殊教育諸学校教育の理解

　・障害児（者）介護への心構え

７介護体験嘔後指導

８まとめ、アンケート実施

【評価方法】

　毎時間の授業態度､課したレポート内容､期末試験の

結果(実習･体験評価を参考)により総合的に評価する。

【テキスト】

　教育実習指導では使用せず、必要に応じて資料を配布

介護体験事前指導では、介護体験ガイドブック「フィリ

ア」（全国特殊学校長会編著　シアーズ教育新社）使用。

小木曽通男　梅村敏郎　冨安玲子　佐藤実芳

加藤文子　小林春治　霜田一敏　渡辺かよ子

　　　　　集中　３年　前・後期　必修　２単位

【授業の概要】

　社会構造や家族構造の変化する現代社会において、青

少年をとりまく現実的な課題について分析及び検討する

ことにより、総合的な見地に立って未来に生きる中学生、

高校生をどのように教育するか、その方法を探究し、総

合的な指導力を備えた教員の育成をめざし、次の８テー

マに別れて演習を行なう。（各テーマ20名以内）

　（１）いじめ問題（梅村敏郎）

　（２）福祉一障害のある人も健常な人も共に生きるコ

　　ミュニテイについてー（加藤文子）

　（３）学校教育における環境教育（小木曽通男）

　（４）人権という権利（小林春治）

　（5)社会と子育て（佐藤実芳）

　（６）高齢者福祉の実態と未来（霜出一敏）

　（７）ジェンダーと教育（冨安玲子）

　（８）生涯学習における学校（渡辺かよ子）

【授業計画】

※印は後期日程

1.全体、各テーマ別　７月30日　※２月12日

　　Ｏ）総合演習とは、これからのすすめ方

　　（2)各テーマの概要説明（各担当者）

　　（3）希望テーマ提出、テーマ別編成

　　（4)各テーマ別に課題設定と学習法の指導

2. 8月23日　※３月６日

　　課題レポートの提出（必要部数の印刷）

3.各テーマ別　８月29日　※３月13日

　　（D課題レポートについて報告（1人10～15分）

　　（２）質疑応答、問題点について討議

4.各テーマ別　９月５「」※３月17日

　　（1）問題点について分析検討

　　（２）グループとして課題について整理、代表者の

　　　選出

5.全体　９月13日　※３月20日

　　（１）グループ代表者の発衣（1 名15～20分）

　　（2）批当教員の指導(1 名15～20分）

　　（3）感想文の作成と提出

【評価方法】

レポートと感想文により評価

-



教育錯指導(介護体験事銀河を含む) 生涯学習概論

■

教
職

　　　　　　渡辺かよ子

３年　前期　選択　２単位

　　　　　　　小林春治

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

教育実習前の指導として、学校教育全般にわたる基本的

理解並びに教育実習の意義、実習生としての望ましい態

度・技能を習得する。また、介護体験実習に向けて佃人

の尊厳、社会連帯の理念に関する認識を深めさせる。

【授業計画】

１教育実習の意義と目的

　・前年度実習者のアンケート結果

　．「先輩からの一言」

２教育実習の内容と方法

　・教育実習の領域

　・教育実習の方法

３教育実習記録

　・実習記録の意義

　・実習記録の方法

４授業研究

　・教材研究、教具の意義

　・学習理解を深めるための発問・板書の活用方法

５教育実習についての全般的諸注意並びに事後指導

６介護体験事前指導

　・社会福祉施設等の理解と社会連帯の理念

　・特殊教育諸学校教育の理解

　・障害児（者）介護への心構え

７介護体験事後指導

８まとめ、アンケート実施

【評価方法】

　毎時間の授業態度、課したレポート内容、期末試験の

結果（実習・体験評価を参考）により総合的に評価する。

【テキスト】

　教育実習指導では使用せず、必要に応じて資料を配布

介護体験事前指導では、介護体験ガイドブック「フィリ

ア」（全国特殊学校長会編著　シアーズ教育新社）使用

-

【授業の概要】

生涯教育ないしは生涯学習とは、従来の学校教育・家庭教

育・社会教育を垂直的水平的に統合してとらえ、生涯発達

を支援しようとする教育学の一一分野である。本講義では、生

涯教育ないしは生涯学習に関する理論、ならびに各国におけ

る生涯学習の実態と問題点の理解を通じて、人間が学ぶこと

の社会的意味、生涯発達と自己形成における生涯学習の意

義を概説し、社会教育施設の独自の教育的役割とその可能

性を論究する。

【授業計画】

第１－２講　オリエンテーション、生涯学習の理念

第３－５講　社会教育の伝統と生涯学習の現状（先進国。

　　　　　　発展途h国、日本）

第６－７講　現代口本の学習機会と生涯学習に関する法制

第8－11講　生涯発達と生涯学習の内容と方法

第12-13講　生涯学習における教養・人権と社会改革

第14講　　　生涯学習の今後の課題、総括

【評価方法】

平常ﾚﾎﾟｰﾄ､書評､学期末試験。

【テキスト】

生涯発達と生涯学習（麻生誠・堀薫夫　放送大学教育振

興会）

【参考文献・資料】

社会教育基礎論(小林文人・末木誠編　国土社)

苦悩する先進国の生涯学習(黒沢唯昭他編社会評論社)

生涯教育(ジェルピ　東京創元社)

被抑圧者の教育学(フレイレ　亜紀書房)

国際成人教育論(ボーラ　東信堂)

高齢者教育論(松井政明他編　来信堂)

　｢わざ｣から知る(生田久美子　東京大学出版会)

学びの復権(辻本雅史　角川書店)

学問のすすめ(福沢諭吉　岩波文庫)

水と原生林のはざまで(シュヴァイツェル　岩波書店)

大学改革と生涯学習(宮坂広作　明石書店)

消費社会の神話と構造(ボードリヤール　紀伊国屋書店)

ハマータウンの野郎ども(ウィリス　ちくま文芸文庫)
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国際理解教育論
　　　　　　　小木曽通男

３・４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

口本の近代化の過程において、どのような教育経路によ

り先進諸国の文明が導入されたかを考察する。中学校、

高等学校の口常的な教科指導、特別教育活動等において、

どのように團際理解教肯を展開すべきかを考えてみたい。

【授業計画】

１。日本の近代化の過程における外川文明の摂取につい

　て、次の視点から考察する。

（1）海m留学生の派遣と帰国後の活躍

（２）外国人教員の雇川とその教育への影響

(3）技術伝習による口本の産業の近代化

2.現代の学校教育における国際化について次の視点か

　ら考察する。

（１）教科教育におけるHI原理解教育

(2)特別活動、学校教育における国際理解教育

（3) 海外留学生の派遣と海外からの留学生の受け入れ

（４）外国人英語教育の雇用とその役割

3.現在の日本の国際化の現状を分析し、真の意味での

　目本の国際化について、教育の視点から考察する。

　（授業において、皆さんの体験を踏まえて具体的な事例

について、ともに考えて行きたい）

【評価方法】

授業巾に課す「感想、意見」の提出及びレポートにより

総合評fllliを行なう。

【テキスト】

国際理解教育論講義概要（200円）

【参考文献・資料】

授業中にその祁度紹介する。

361

読書指導
　　　　　　　　梅田卓夫

3・4年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

今日の中高枚生は全くという程本を読まないといわれて

いる。この実態を解明するために、本好きになった要因

や本嫌いになった要因をまず明らかにしたい。そこで漫

画木や少女小説が読書好きにさせるかなど具体的な問題

も取り上げたい。本講議は、読書指導法の講議ばかりで

なく、受講者自身が読書好きになるような参加型授業に

したい。特に学校内における制約のない読書の時間。

　「黙読の時問」や「自山選択読書の時問」などの実例を

収り上げ、その実体と教育的な意義を論究する。

【授業計画】

１

読書のよろこび

人はどのようにして読書の楽しみと出会うか

先人たちの例、受講者自身の場合

2.人問形成と読書

　　読み闘かせの意味･

黙読の意味･

幼児期の精神形成との関わり

読書の本質。内言語・内省・思索の

「読み聞かせ」「10分間読

４

　能力と読書

学校の巾の読書指導

　　他人による助言一

　　　読書サークル

3.読書の技術

書」r朝の黙読jなどの実践例

家庭、学校、図書館、読書の友

情報化時代の読書　　探す・調べる・読む・考える

本を読む生活一愛読書、「書物の敵」

文化史の中の書物

占代アレキサンドリア人図書館から今日まで゛英知

の容れ物」に関わった人問の営み

【評価方法】

授業の中で与えるテーマに沿っての発表、および期末試

験、によって行う

【テキスト】

本の歴'il (B,ブラセル著、荒俣宏監修、木村恵一訳

創元社）

ほかに適宜プリントを配布する



学校経営と学校図書館
　　　　　　　　　　小木曽通男

集中　３・４年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学校教育における学校図書館の教育的意義を確認し、

より効果的な学校図書館の活川を目指し、教職員のみで

なく、生徒会及びＰＴＡとの連携を視野に入れた望まし

い学校図書館の組織と運営はいかにあるべきかを、次の

点に視座をあてて、具体的な成功実例を紹介し学習する。

【授業計画】

１。学校図副

　　Ｏ）生徒の利川時間の設定

　　（２）生徒への図書等の貸し出し方法

　　（３）長期休業期間中の開館状況

2.魅力ある学校図書館について

　　り）生徒が親しみやすい雰囲気の学校図書館

　　（２）学校図書館の図書・資料等の整備拡充

　　（３）生徒が利川しやすい学校図書館経営

3.学校図書館と生徒会活動の連携

　　Ｏ）生徒会図書委員会の組織と活動

　　（２）読書週間、読書コンクール、図書館だより

　　（３）学校図書館の利用PR活動

七学校図書館の充実

　　（いＰＴＡ組織を活用した寄贈図書等

　　（２）地域社会への呼びかけによる寄贈図書等

　　（３）関係機関への呼びかけによる寄贈図書等

【評価方法】

　出席状況及びレポートによる

【テキスト】

　使用しない。
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学校図書館メディアの構成
　　　　　　　　　　　中村和夫

集中　3・4年　前期　必修　２単位

司
書
教
諭

【授業の概要】

　情報化の著しい進展と共に、従来の活字メディア中心

の学校図書館は児童生徒の活字離れにより、大きく変容

を迫られている。これからの学校図書館は、児童生徒が

喜んで利用できるよう、そのニーズに応え、多様なメ

ディアを取り入れなければならない。この点を中心にし

て、これからの学校図書館のメディア構成を考えてみた

い。

【授業計画】

１。児童生徒が喜んで利川するメディア構成

　　（1）現在の学校図書館のメディア構成の実態の分

　　　　析

　　（2）児童会づし徒会図書委員会と学校図書館の職

　　　　書選定

　　(3）児童生徒の学校図書館に期待するものは何か

2.教育課程にマッチしたメディア構成

　　（1）教養中心から教科学習に必要なメディアの収

　　　　集

　　（２）「綜合学習の時間の学習」の視点からのメディ

　　　　ア構成

　　（3）「情報」「オーラル英語」等の新しい教科科目

　　　　の教材

3. 青報化時代にふさわしいメディアの特質の理解

　　（１）ビディオ、DVD, CD等の視聴覚的メディア

　　（2）ＣＤＲｏｍ、マイクロフィルム等の活字メディア

　　　　に代わるもの

4.学校図書館の資料分類と目録

　　（１）分類の意義と必要性、分類衣の構造、日本十

　　　　進分類表の使い方

　　（２）目録の意義と種類、目録規則、目録作業の基

　　　　本

【評価方法】

　川1席状況及びレポートによる。

【テキスト】

使川しない。
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学習指導と学校図書館 読書と豊かな人間性
　　　　　　　　　　　加納篤憲

集中　３・４年　前期　必修　２単位

　　　　　　　　　　　梅田卓夫

集中　3・4年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　学校図書館は、児童生徒の豊かな人間性の育成に貢献

することが必要であるのは論をまたないところであるが、

同時に、学校における学習指導に深くかかわるものであ

ることを看過してはならない。学習指導に効果的な学校

図書館のあり方やその活用方法について、教育実践例に

基づいて、次の視点に立って学習する。

【授業計画】

1.学習活動を促進する学校図書館

　　（１）利用しやすい本や資料の配架の工夫

　　（２）教科・科目別の配架、コーナーの設定

　　（３）教科・科目に関係のある本や資料の充実

2.学習指導と学校図書館の利用

　　（１）各教科・科目の課題学習と学校図書館の利用

　　（２）学校図書館を利用した共同研究・グループ研

　　　　究

3.各教科・科目の学習指導

　　Ｏ）学校図書館を利用する各教科・科目の課題学

　　　　習

　　（２）学校図書館を利用する各教科・科目の予習課

　　　　題

乱新設された「情報」の学習指導

　　（１）「情報」における学校図書館の活用方法

5.新設された「総合的な学習の時間Ｊ

　　Ｏ」「総合的な学習の時問」における学校図」'｝館の

　　　　役割

　　（２）学校図書館を利用した「総合的な学習の時

　　　　間jにおけるテーマ別学習、課題学習、クルー

　　　　プ学習の展開

【評価方法】

　出席状況及びレポートによる。

【テキスト】

　使川しない。

【授業の概要】

　現在、児童生徒の読書離れの傾向は拡大し、まったく

と言っていいほど本を読まなくなってきた。

　児童生徒の読書離れの要因と実態を解明するとともに

学校図書館がF読書と豊かな人問性」の視点に立って、

どのような役割を果たすべきかを、具体的な実例を紹介

するとともに、一方的な講義に終わることなく、受講者

自身の体験も取り入れ、以下のような視座に立った参加

型授業を展開する。

【授業計画】

２

読書のよろこび

（１）人はどのようにして読書の楽しみと出会うの

　　か

（２）代表的な先人の読書経験から学ぶもの

（３）受講者自身の学校図書館での本との出会い

人間形成と読書

（D幼児期における読み聞かせの教育的意味

(2）少年期の決定的・運命的な読書との出会い

（３）読書における、内省、思索の意義

３。学校教育における読書指導

　　Ｏ）教員による本の紹介、読み聞かせ

　　（２）「十分間読書」「朝の黙読」等の実践例

4.読書と仲間作り

　　Ｏ）家庭での読書についての親子の対話

　　（２）友達同士の読書グループ、読書会

　　(3）学区図書館を利用した共同研究

5.読書の技術

　　(l）情報化時代の読書のあり方

　　(2）愛読書、好きな作家

【評価方法】

　出席状況及びレポートによる。

【テキスト】

　使用しない。
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情報メディアの活用
　　　　　　　　　　　東浦信博

集中　3・4年　前期　必修　２単位

364 －

■

司
書
教
諭

【授業の概要】

　学校図書館の高度情報化は21 in-紀には避けて通れない

状況である。現在の状況は必ずしも満足はできないが、

学校図書館に将来関係すると思われる新しいメディアの

迎用についての基礎知識と技能は、今後学校図書館の仕

事に挑わる教員にとって必須だと言える。以上の観点か

ら、次のテーマで実践的な学習を行ない、これからの情

報化される学校図書館の効果的な活用を目標とする。

【授業計画】

１。学校図書館と情報機器

　　（１）学校図書館におけるコンピュータの役割と活

　　　　川

　　（２）学校図書館に設置する情報機器

2.学校図書館とコンピュータとの関わり

　　（１）図書検索とコンピュータ（ＯＰＡＣ）

　　（2）インターネットを使用しての資料の収集

3.学校図書館の情報メディアの活用

　　Ｏ）視覚メディアとしてのＶＴＲ等

　　(2）聴覚メディアとしてのＤＶＤ、ＣＤ等

　　（３）活字メディアに代わるCDRom、マイクロフィ

　　　　ルム等

【評価方法】

　出席状況及びレポートによる。

【テキスト】

　使用しない。

-



■

　司
　書

生涯学習概論

365

図書館情報学概論Ｉ
　　　　　　　　　古野有隣

集中　３年　前期　必修　２単位

　　　　　　　村主朋英

１年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

生涯学習という言葉は最近かなり知名度が高くなってき

ているが、その意味や意義については必ずしも正確に理

解されているとはかぎらない。

この講義では生涯学習の意味するところを、その理念の

提叫時からの推移の説明をまじえて、理解を深めること

をねらいとしたい。また、先の良い人生を持っている自

分にとって生涯学習とは何なのかを考える契機となれば

とも思っている。

1.生涯教育の理念～推移を含めて～

　ユネスコ以降わが国における推移

　生涯教育のめざすもの

　生涯教育と生涯学習の関係

2.生涯教育と社会教育・学校教育との関係

　生涯教育と社会教育

　生涯教育と学校教育

3.社会教育の内容・方法・形態

　行政社会教育の主要領域

　社会教育の内容・方法・形態

4.生涯学習関連施設の現状と展望

　生涯学習関連施設の範囲

　社会教育施設の種類と現状

5.生涯学習指導者

　生涯学習指導者の範囲

　生涯学習指導者の役割

【授業計画】

講義。

【評価方法】

テスト。

【テキスト】

資料集（予価500円）を開始時に頒布。

【授業の概要】

この科[Iは、図書館情報学に関する学習の基礎固めのた

めのものである。　１では、図書館情報学における基本的

な考え方および分野の特徴について概説する。

【授業計画】

１

２

３

情報と知識の研究と実務に関わる分野

図書館学／附報学／図書館情報学

図書館情報学を学ぶための情報源／指定図書

情報の流通過程

情報の流れ／情報メディア

事例：学術情報の流通過程

情報の概念

概念・考え方・観点・立場

定義の多様性と現象の多面性

情報概念の歴史／情報・知識・データ

定義の整理のための枠組み／構造的な理解

認識・認知・こころ／人間・人・ヒト

【評価方法】

定間試験

汁1）「図書館情報学概論11の単位を取得済でない学

　　　生については、「同Ｈ」の単位を認定しない。

注2）「図書館情報学概論Ｉ」の最終日に夏休みレポー

　　　ト課題を提示する。採点は「同Ｈ」の成績に組み

　　　込む。今年度「同II」のみ履修予定の学生は、７

　　　月初句までに問い合わせること。

【テキスト】

『図書館情報学用語辞典』日本図書館学会川語辞典編集

委貝会編　丸善　約3,800円



図書館情報学概論II
　　　　　　村主朋英

１年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

この科目は、図書館情報学に関する学習の基礎固めのた

めのものである。IIでは、図書館・情報サービスの実際

に関して、最低限知つておくべき事項を紹介し、今後の

学習への指針を提供する。

【授業計画】

1.図書館・情報サービスの世界

　　構成要素と機能／情報システムとしての図書館

2.館種ごとの概説

　　国立図書館／大学図書館／公共図書館／学校図書館

　　／厚門図書館

3.協力と競今

　　図書館ネットワーク／Bibliographic Utility

　　競合する情報サービスの中で／電子図書館の概念

4.図書館員と情報専門職の世界

5.図書館情報学の将来

【評価方法】

定期試験と夏休みレポート

注1）「図書館情報学概論Ｉ」の単位を取得済でない学

　　　生については、r同II j の単位を認定しない。

注2) 「図書館情報学概論Ｉ」の最終日に夏休みレポー

　　　ト課題を提示する。採点は「同11」の成績に組み

　　　込む。今年度「同II」のみ履修予定の学生は、７

　　　月初旬までに問い合わせること。

【テキスト】

『図書館情報学用語辞典』日本図書館学会用語辞典編集

委員会編　丸善　約3,800円

－366

図書館経営論

■

碧

　　　　　　　山本進

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

図書館の技術的な而一分類・目録等一資料組織とは別に

図μ館運営ヒの諸問題一司占の専門職制の回題、図書館

の地域サービスと図書館網計画、図書館の経営評価と見

直し等、を図書館経営論として論述する。

【授業計画】

0,オリエンテーション・図書館の経営論の意義　１回

1,図書館館種別の経営上の問題点と管理原則　　１回

2,図書館学の五法則と図書館員の関わり　　　　１回

3,111書館の自山に関する宣言　　　　　　　　　２回

4,図書館貝の倫理綱領　　　　　　　　　　　　　２回

5,図書館員と労働基準法解説　　　　　　　　　　１同

6,図書館関係法規と図書館の基準解説　　　　　１回

7,図書館サービスの測定と評価（実例課題によるレ

　ポート提出）　　　　　　　　　　　　　　　　１回

8図書館計画の立案と実例解説　　　　　　　　２回

9,生涯学習と図書館及び利用者教育　　　　　　２回

※講義の巾から関心のある事項についてレポート提出２

　回

【評価方法】

期末テスト実施一記述式、前期全体の講義の中から問題

を２～３問と、提出されたレポートと記述試験の採点と

を併せて評価する。

【テキスト】

講義レジュメを配付する。



■

　里

情報サービス基礎論Ｉ
　　　　　　逸村裕

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　情報化社会は社会における産業構造の変化をもたらし

ている。「情報」を扱う産業は、急速に増大し、社会に

大きな影響力を与えている。この科目では、現代社会に

おいて特徴的な情報産業の現状を概観し、「情報」を商

品化するプロセスを考察するとともに、すべての職業に

おいて進展している「情報化」の持つ意味を検討する。

また進路としての情報関連産業について論じる。さらに

情報産業の事例紹介を論じ、職業倫理と勤労観について

も言及する。

【授業計画】

1.情報化社会と情報産業

2.情報産業の概況

3.産業と職業における情報の意味

4.情報産業とIT化

5.情報サービス事例１：ソフトウェア産業

6.情報サービス事例２：メディア産業

7.情報サービス事例２：通信産業

8.情報サービス事例２：出版産業

9.情報サービス事例３：図書館情報

10.情報サービス事例４：マルチメディアリソース

11.情報サービス事例５：情報分析・シンクタンク

12.情報産業におけるキャリアパターン

13.情報産業における勤労観と職業倫理

講義中心に行なう。適宜、小テスト、レポートを課す。

「インターネット講習会」を受講しておくこと。

【評価方法】

　小テスト、レポート、期末試験による評価。

　詳細は初回講義の際に説明する。

【テキスト】

　使用せず。

367

情報サービス基礎論IT
　　　　　　　逸村裕

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

図書館で行われる情報サービスには幅広いものがある。

また、これらのサービスはその対象、館種、主題、規模

ごとに多くの特徴を持つ。さらに今日、伝統的な図書館

サービスに加え、情報技術の普及発展に伴う新たな対応

を迫られている。

これら図書館情報サービスの紹介と評価の視点から講義

を行なう。

1.この講義の対象と範囲

2.パブリック・サービス（奉化一直接サービス）

　A.貸出1閲覧

　Ｂ．レファレンスサービス

　C. 相互協力

　D,視聴覚資料

　E.パブリックサービスの今後

3.テクニカル・サービス（資料組織一間接サービス）

　A.選書

　B. 収書

　c.整理

　D.雑誌

　E.テクニカルサービスの今後

4.評価の視点から見た情報サービス

　A.蔵書

　B.人的サービス

　c.その他のサービス

【授業計画】

講義中心に行なう。適宜、小テスト、レポートを課す。

　｢インターネット講習会｣を受講しておくこと

【評価方法】

小テスト、レポート、期末試験による評価。詳細は初回

講義の際に説明する。

【テキスト】

使川せず。



レファレンスサービス論
　　　　　　　長湯雅男

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

図μ館における情報サービスという広い観点から情報提

供の問題を解説するが、とりわけレファレンスサービス

を重点的に取り上げ、レファレンスコレクションの構築、

レファレンス質問からその回答にいたる一連のレファレ

ンスプロセスのあり方について理解を深めることを主な

目的とする。この科目は、「レファレンスメディア論」

と相互に補完するものとして扱う。講義を中心に進める。

【授業計画】

1.情報ニーズに応える情報サービス

2.レファレンスサービスから情報サービスへ

3.レファレンス機能に基づくレファレンス業務

4.レファレンスサービスのための情報源

5.レファレンスプロセス

6.質問の受付から内容の確認へ

7.質問内容の分析から探索の実行へ

8.質問回答とレファレンスプロセスの終結

9.レファレンスサービスの組織と運営

【評価方法】

期末試験（多肢択一式問題）

式については、試験日の１、

を予定しているが。出題形

２週間前に改めて説明する。

【テキスト】

レファレンスサービスー図書館における情報サービス

(長塚雅男　丸善　2,369円)

368

レファレンスメディア論
　　　　　　　　長渾雅男

２年　前・後期　必修　２単位

■
習

【授業の概要】

レファレンス質問の処理に役立つ情報源の種類とその特

性を理解し、情報と文献の探索技術を習得できるように

するため、各種の参考図書、データベース等、探索

トゥールとしての印刷メディアと電子メディアの特性を

解説したうえで、質問事例を用いて情報および文献の探

索方法について演習を行う。

【授業計画】

1.レファレンスサービスにおける情報源／問題解決と

　　情報源／記録メディア／参考図書とデータベース

2.参考図書・データベース関係の情報源／参考図書の

　　解題書誌／書誌の書誌／データベースディレクトリ

3.図書・叢書関係の情報源／書誌／目録（所蔵目録、

　　総合目録）／叢書合集索引

4.逐次刊行物関係の情報源／逐次刊行物リスト／新聞

　　雑誌記事索引／抄録誌

5.人物・団体関係の情報源／人名事典／名鑑／人物文

　　献索引

6.歴史関係の情報源／歴史事典／年表／年鑑類

7.地理関係の情報源／地名事典／地図帳／地名索引

8.事物・事象関係の情報源／事典／便覧類／図鑑類

9.言語・文字関係の情報源／国語辞書／特殊辞書・諺

　　語辞書／用語索引・詩歌索引

講義と演習（主として時間外に問題回答演習を行い、レ

ポートを提出）。

【評価方法】

レポート、期末試験（出題形式は試験目の１、２週問前

に説明する）の総合評価。

【テキスト】

情報と文献の探索　第３版(長渾雅男　丸善　3,296

円)



情報検索演習II 情報メディア基礎論I ・IT
　　　　　　菅野育子

２年　前・後期　必修　各２単位

　　　　　　　伊藤真理

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　学術論文を中心として、オンライン情報検索システム

の活川に必要な知識と技術を習得することを目的とする。

テーマ検索の実習に基づき、検索過程の把握と検索結果

に対する評価について理解する。

【授業計画】

１。情報検索とは

2,学術論文の検索

　2. 1　インターネット検索

　2. 2　ＣＤ-ＲＯＭ検索

3.オンライン情報検索システム

　3. 1　JOIS

　3. 2　DIALOG

4.テーマ検索

【評価方法】

　小テストおよび期末テストと、テーマ検索のレポート

作成の総合評価。

【テキスト】

　使川せず（プリント配布）。

-

【授業の概要】

　情報流通における情報メディアの役割について論じる。

各種メディアの生産から流通までを対象に、その過程で

の問題点を考え、より効果的な情報流通のための情報メ

ディアのあり方を検討する。

１。情報流通と情報メディア

学術情報の生産のメカニズム／学術情報の流通モデル

2.↑青報メディアの分類と種類

3.情報メディアの階層化

物理的階層／書誌的階層／機能的階層

4.情報メディア　一次情報のためのメディア

図書（定義／出版流通過程と関連する制度／学術図書の

機能）

雑誌（定義／学術雑誌の機能／雑誌論文の構成）

テクニカルレポート（定義、NTIS）

特許資料（各国の特許制度／特許情報の流通過程）

規格資料（国際規格／国内規格／標準化活動）

5.情報メディア　二次情報のためのメディア

情報の加工（代替、編集、濃縮）／書誌／索引／抄録／

百科事典

6.データベース（ＤＢ）

ＤＢシステムの歴史／ＤＢの種類と内容／オンライン情

報

検索とCD-ROMの利用

7.情報メディアの分析とビブリオメトリックス

ビブリオメトリックスの定義／引用分析

8.情報流通における標準化と情報メディア

ISBN,ISSN,ISMN ／SGMLタグと論理構造

9.情報の電子化と情報メディア

電子編集と電子出版／電子雑誌／電子図書

【授業計画】

配布資料を用いて講義を行なう

【評価方法】

出席回数と定期試験の成績で評価する。

【テキスト】

使川せず。

369 －



闘ﾒﾃﾞｨｱ齢(人文殷闘ﾒﾃﾞｨｱ)
　　　　　　　菅野育子

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　人文・社会科学分野における情報メディアの特徴から、

学問分野における学術↑17報の生産と利川について検討す

ることを目的とする。

【授業計画】

２

３

３
３

3

3

3

3

3

4

学問分野と情報メディア

白然科学分野と人文・社会科学分野

人文・社会情報メディア

１　美術分野

２　音楽分野

３　文学

４　ビジネス分野

５　法律分野

６　心理学

７　図書館情報学

情報メディアからみた情報の生産と利用

【評価方法】

レポートと出席度によって評価する。

【テキスト】

使用せず。

370

囃ﾒﾃﾞｨｱ論V 附賤囃ﾒﾃﾞｨｱ)

■
薯

　　　　　　　山崎茂明

３年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

自然科学領域における二次情報源としての文献データ

ベースと一次情報源である学術雑誌を中心に解説します。

文献データベースの理解は、情報サービス専門家に欠か

せない知識です。また、学術雑誌を理解するポイントは、

図占館資料としての狭い枠組みでなく、研究活動と科学

コミュニケーションのなかで、その役割や閥題を知るこ

とにあります。

1.文献情報の世界

2.文献調査

3.医学情報へのアプローチ

4.文献データベースのIll;界

5.癌領域のデータベース

6.引川索引データベース

7.学術雑誌の歴史と生態

8.総合科学雑誌とはなにか

9.レビュー誌とレター誌の重要性

10.電子ジャーナルと電子出版

11.電子情報環境と電子メディア（データベース、-次

　雑誌）

参考資料:

Lambert, J.『電子時代の学術雑誌』日本図書館協会

Thompson, J.W.『出版産業の起源と発達』出版同人

巾山茂『歴史としての学問』中央公論社

山崎茂明『生命科学論文投稿ガイド』中外医学社

【授業計画】

講義を中心に行う。教科書はできるだけ事前に読んでも

らいたい。講義内容に関係する資料を随時配付する。

【評価方法】

期末レポート、小レポート(授業時間内)。

【テキスト】

医学文献サーチガイド　第2版（山崎茂明　日本医書出

版協会）



圃
―

資料組織論 資料組織演習
　　　　　　　伊藤真理

３年　前期　必修　２単位

　　　　　　　岡渾和世

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　情報の組織化に関する理論と主題分析について理解す

ることを目的とする。様々な情報資源を念頭において、

資料組織業務の標準化と統一化の流れを把握し、目録の

機能を理解することを目指す。

　目録に関する用語と、英米目録規則、日本目録規則、

主要な分類表および主題件名標目表を網羅する。

【授業計画】

第１回　ガイダンス

　　　　資料の組織化；資料組織業務の位置づけ

第２

第３

回

同

第４回

第５回

目録について

書誌コントロール

書誌ユーティリティ

目録規則の標準化、統一

記述目録と主題目録

記述目録（1）AACR 2 r

第６回　記述目録（2)アクセス

　　　　目形

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

記述目録（3

主題目録（1

主題目録(2

主題目録（3

MARC

インターネッ

インターネッ

典拠管理

分類法

分類法

件名標目表

　NCR

ポイントの選定；標

卜情報資源：CORC

ト情報資源の記述:Dublin Core

【評価方法】

平常点、小テスト、期末試験

【テキスト】

テキストは特に指定しない（プリント配布）

-

【授業の概要】

人問か他の動物と決定的に異なる点は、人間が時間と空問

を越えて、情報を蓄積して、必要な時に再現する能力を

持っていることである。それを体内（脳）だけでなく、体外の

貯蔵庫（図書館）に蓄えることを学んだことである。もう一つ

特筆すべき人間の知恵は、その体外貯蔵庫の中身を簡単に

再現できるように整理したことである。人間のインテリジェンス

の始まりであり、専門職としてのライブラリアンの誕生である。

本講義では演習問題を中心に、分類と目録の目的・機能を

明らかにし、現在使われている分類・目録の問題点を通し

て図書の実態に即した分類法を与える。

【授業計画】

オリエンテーション　図書館における図書の分類

前期の講義についての復習テスト

1. 分類とは何か(2回）

　1. 1　基本用語の整理

　1. 2　分類と図書の歴史

2.図書分類とその基本的条件（2回）

　2. 1　分類表の種類とその特性

　2. 2　基本的条件

3.特殊分類法（3回）

　3. 1　十進分類法

　3. 2　ファセット分類法

　3. 3　その他

4.目録とは何か（2回）

　4. 1　日録の機能

　4. 2　日録作業

5.現代図書館と情報サービス（2回）

　5. 1　自動目録

　5. 2　図書の検索法

【評価方法】

試験は行わない。各週毎の宿題及び作成した目録カード、

小テスト、レポート、出席日数で評価する。

【テキスト】

なし

【参考文献・資料】

情報学講義ﾉｰﾄ〈１〉m部和lit著　敬文堂　1987）

情報学講義ﾉｰﾄ〈２〉（岡部和lit著　敬文堂　1989）

情報検索理論の基礎(中村幸雄著　共立出版株式会社

1998)

目録と分類｛L.M.チャン上田修一他訳　勁脈,l｝房　1987)

図書館のサービスの再構築（M.K.バックランド　高山正也

他訳　勁草書房　1994）
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資料組織演習

-

図書館学特殊Ⅲ(児童サービス論)

■
ｌ

　　　　　　　　　　堀川照代

集中　４年　前期　必修　２単位

　　　　　　　伊藤真理

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　わが国の公共図書館児童サービスがモデルとしてきた

米国のその歴史を振り返りながら、児童サービスの意義

と定義、児童資料、サービスの内容・方法などを概説し、

公共図書館における児童サービスの位置づけや児童図書

館員の専門性について考える。

【授業計画】

１

２

児童サービスの意義

児童資料の特色と選択

　　資料の種類と特性

　　資料の組織化

　　出版と流通　など

３。児童サービスの業務

　　　　資料提供サービス、フロアワーク

　　　　レファレンスサービス

　　　　集会・行事、展示・PR

4.児童サービスの方法・技術

　　　　ストーリーテリング、読み聞かせ、

　　　　ブックトーク、書評

5.児童サービスの運営

　　　　管理運営、評価、施設・設備、

　　　　児童図書館員の役割・能力

6.ヤングアダルト・サービス

7.各種機関との連携・協力

　　　　学校との連携・協力

　　　　幼稚園・保育所との連携・協力

【評価方法】

　出席状況やレポートなどによって総合的に評価する。

【参考文献・資料】

絵本と想像性：三歳まえの子どもにとって絵本とは何か

　増補版（佐々木宏子著　高文堂）

児童サービス論（堀川照代編著　日本図書館協会）
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【授業の概要】

　資料組織論で学んだ理論について、実習を通してより

深い理解と習得を目的とする。

　目録規則は、国際的な標準規則として認められている

英米日録規則を用いる。主題分類法では日本十進分類法

と、米国議会図書館件名標I]表を取り上げる。洋書と電

子情報資源を対象として、実際に書誌レコードを作成す

る。

【授業計画】

第Ｈ

第２回　記述目録法

第３回　英米目録規則第２版（１）

第４回　英米目録規則第２版（２）アクセス・ポイント

第５回　英米目録規則第2版（3）標目形

第６回　主題目録法（１）分類：日本十進分類法

第７回　主題目録法（３）件名：米国議会図書館件名標

　　　　目表

第８回　MARCについて（１）

第９回　MARCについて（２）

第10回　ＣＯＲＣ（1）システムの概要

第11回　ＣＯＲＣ（2）ダブリンコア

第12回　ＣＯＲＣ（3）

【評価方法】

実習およびレポート提出

【テキスト】

テキストは特に指定しない（プリント配布）



司
書

情報学Ⅲ(図書館と情報検索の歴史)
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情報学IV (図書館と情報検索の歴史)

　　　　　　　村主朋英

２年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

図書館サービスと情報検索サービスの発達過程を中心に

図書館情報学分野に関わる歴史を概観する。ｍに続き、

近代および現代を対象とする。

【授業計画】

１

2

3

4

5

6

7

図書館の世紀

近代公共図書館／国立図書館の確立／図書館界の成

立／書誌の発達

図書館学とドキュメンテーション

情報技術の起源

情報倹索サービスの成立

情報学の成立

情報史の現在

理想の情報検索システムを索めて

Vannevar Bush とMemex構想をもとに

【評価方法】

定期試験　※穴埋め・訂正問題、論述問題

【テキスト】

　『歴史のなかの科学コミュニケーション』勁草書房

　『図書館情報学用語辞典』日本図書館学会用語辞典編集

委員会編　丸善　約3,800円

　　　　　　　村主朋英

２年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

図書館サービスと情報検索サービスの発達過程を中心に

図書館情報学分野に関わる歴史を概観する。古代から、

ルネサンス期までを対象とし、IVに引き継く≒

【授業計画】

0.オリエンテーション

　　歴史を学ぶ意義／1吉報化社会論と情報史

1.古代文明のメディアと情報・知識

2.ギリシア・ローマにおける革新

3.巾世の学術と書物・図書館

上印刷･W命

5.学術情報流通システムの成立

【評価方法】

定期試験　※穴埋め・訂正問題、論述問題

【テキスト】

　『歴史のなかの科学コミュニケーション』勁草書房

　『図μ館情報学用語辞典』日本図書館学会川語辞叫編集

委貝会編　丸善　約3,800円



瞰ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論I (訓沁孵)

-

情報ﾒﾃﾞｨｱ論I（ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ）

■
習

　　　　　　　　　　　三和義秀

-
３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　社会、教育現場における情報機器の発展経緯、種類、

機能、ならびに情報メディアの発達と変化について論じ

ながら、情報メディアの特性、視聴覚メディア、図形処

理と画像処川を中心とするソフトウェア、インターネッ

トとシミュレーションに係るトゥールの活用方法、情報

メディアと情報通信（ネットワーク）技術やマルチメ

ディアとの関係について考察する。また、技術的な側面

として、インターネットでの情報の検索手法、ハイパー

テキスト・システムの本質的問題、およびその設計・開

発手法についても触れていく。

【授業計画】

1）ガイダンス：授業の目的、方法、授業計画につい

　　て説明

2)メディアとは何か

３）情報機器の発展経緯と種類、機能

０情報メディアの発展経緯と特性

5）視聴覚メディアの種類と特性

6)図形・画像処理とソフトウェア

7）情報通信とメディア

８）マルチメディアと情報通信技術

9）ネットワーク技術とインターネット

10）放送の高度化とマルチメディア

11）通信の高度化とマルチメディア

12）インターネットとシミュレーション

13）インターネットでの情報の検索手法

14）ハイパーテキストの什組みと本質的問題

15)ハイパーテキスト・システムの作成手法

【評価方法】

　出席回数、リポート、および定期試験により評価を行

う。

【テキスト】

　授業時に提示する。
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　　　　　　　　岩原昭彦

2・3年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　見る、闘く、話す、党える、考えるなどの知的機能を

総称して認知という。認知心理学では、人問を高次な情

報処理休として見なし、情報の人力と出力との間に生じ

るさまざまな認知的過程を実験とシュミレーションによ

り理論化している。本講義では、人間の記憶活動と言語

活動がどのように営まれているのかを明らかにするとと

もに、それらの活動を支える基盤が、脳の中でどのよう

に組織化されているのかを検討する。また、誰義を通じ

て、我々が日常生活の中で体験する不思議な現象を認知

心理学的に解明していきたい。

【授業計画】

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10

11

12

短期記憶

長期記憶

潜在記憶と顕在記憶

符号化・処理・作業記憶

想起と忘却

日常記憶

知識

談話認知

単語認知と読み

理解

発話と思考

言語と意志伝達

【評価方法】

　期末試験と授業中に実施する実験･調査への参加回数。

【テキスト】

　使用しない。必要に応じてプリントを配布する。



圃
学
芸
員

博物館概論
　　　　　　長谷川鋳治

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

博物館とは何かからはじめて、その発達の歴史をたどり、

口本と世界の博物館を慨観する。

ア　はじめに…学芸員の資格、博物館学とは何かなど学

　　習の基礎となる事項を説明する。

イ　博物館の定義…ＩＣＯＭの定義、博物館法の定義を

　　中心に「博物館」とは何かを考えていく。

ウ　博物館の始原･‥博物館の歴史を概観するにあたっ

　　て、その始原をたずねてみる。

エ　博物館の萌芽…ルネサンス期からの人々の文芸に対

　　する態度の探求と博物館的な施設の形を探る。

オ　近代博物館の出発Ｉ･‥王権の誇示の手段としての財

　　宝の展示などから博物館を考える。

カ　近代博物館の出発Ｈ･‥市民革命などの動きにあわせ

　　て市民への公開がなされていく過程を考える。

キ　ヨーロッパの博物館…近［止から現代までを主要な回

　　物館を例にとり、その特徴をまとめる。

ク　アメリカの博物館…独立から現代までをヨーロッパ

　　の博物館と対比しつつ、その特徴を探る。

ケ　博物館の新しい波…企業匝物館、エコ・ミュージア

　　ム、テーマ・パークなど、今後の博物館の形態をみ

　　すえて、新しい動きをひろってみる。

コ　目本の博物館…日本の博物館の歴史を概観する。

　　　　・大陸文化の請来から床の間の普及まで

　　　　・幕末から明治期にかけての博物館の出発

　　　　・国威の宣揚と博物館

　　　　・通俗教育による教化と博物館

　　　　・十五年戦争と博物館

　　　　・戦後の再出発

【授業計画】

授業概要の圖則順にそって講義する。

【評価方法】

・数川にわたるテストとリポートの提出で評価する。

・出席率も重要な評価対象である。

【テキスト】

博物館学概説(長谷川誘治 戸谷印刷）
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博物館概論
　　　　　　早川正一

２年　前期　必修　２単位

【授業の概要】

　｢博物館概論｣とは、愛知淑徳大学が文部省の認可の

もとに、学芸員と呼ぶ博物館や美術館に不可欠な専門職

員になるため、基礎知識をカリキュラムを通じて取得さ

せる基幹の学科日である。したがって、この養成課程の

当初に受講させるので真剣に取り組まないと脱落しかね

ない。充分な心構えが肝要である。

　次のような単元のもとに講義を展開してゆく予定であ

る。

【授業計画】

　博物館や美術館の基本概念と必要性

　専門職員としての「学芸員」とは何か

　博物館と美術館の発達とその時代背景

　博物館と呼ぶ施設の機能と多様性

　博物館の分類と現代性

　博物館の日常的な組織と運営の局面への学芸員のか力

わり方、そして館外活動への配慮

　博物館の相互協力と情報の活用

毎時問、人念にノートをさせる。コピーは許さない。

無用な欠席は不合格につながるので、注意されたい。

長谷川錆治『博物館学論考』（1995）をはじめ、大学図

書館に所蔵の関連文献を通読しておくこと。

【評価方法】

学期末の筆記試験をはじめ、毎時間の出席状況、受講態

度などで総合評価する。資格認定のため厳格である。

【テキスト】

阿物館学概説（長谷川鋳治　戸谷印刷）



博物館学各論Ｉ

-

博物館学各論Ｉ

学
芸
員

　　　　　　　　　　早川正一

四
２年　後期　必修　２単位

　　　　　　長谷川鋳治

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

愛知淑徳大学の学芸員課程委貝会が計画したカリキュラ

ムに準拠し、前段階の「博物館概論」を修得した学生に

受講させる。　したがって、この講義も基幹をなす学科目

であるから、年次計画を考慮し、真面目に受講しないと、

資格取得につながらないので、注意が肝要である。

【授業計画】

　次の単元を土台として講義を展開する予定である。

　博物館や美術館の展示と陳列構造

　博物館がとり扱う資料の収集と保存

　博物館と所属する学芸員のおこなう調査と研究

　博物館や美術館のおこなう普及活動と教育

　文化財の種類と保護にかかわる諸問題

　生涯学習の必要性と博物館の関連事業

毎時問、人念にノートさせる。コピーは許さない。

無用な欠席は不合恪につながるので、注意してほしい。

博物館学論考（長谷川鋳治　1995）をはじめ、大学図書

館に所蔵の関連文献を通読しておくこと。

【評価方法】

本学の学長の名において資格を認定する以上、定期試験

を厳格に実施し、出席状況や受講態度を含めて総合評価

する。

【テキスト】

博物館学概説(長谷川鋳治　戸谷印刷)
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【授業の概要】

博物館について、その機能、役割、組織、運営、学芸貝、

施設・設備、情報化、協力などにふれ、学芸員資格にか

かわる基本的事項を学習する。

ア　博物館の機能…生涯学習のための施設の一つと定義

　づけられていることを念頭におき、その機能について

　考える。

イ　博物館の分類…種類別、設置者別、制度別などの分

　類わけをとおして、博物館の役割やあり方を考えてい

　く。

ウ　博物館の組織…公立博物館を例にとり、典型的な組

　織の状態をみていく。

エ　博物館の運営…名古屋市博物館を例にとり、運営の

　実際を知る。

オ　学芸員考…現在、学芸員のおかれている地位、実態

　などに焦点をあて、「学芸員」はいかにあるべきかを

　考える。外国のＣＵＲＡＴＯＲとも比較してみる。

力　予算など…博物館のマネージメントについて、予算

　を中心に考える。

キ　博物館の施設・設備…人文系博物館・動物園・植物

　園・水族館などについて、その設置基準をもとに施

　設・設備についてみる。

ク　博物館と情報…情報化社会の発展、情報技術の進歩

　と博物館のあり方を探ってみる。

ケ　博物館の協力…博物館はもちろんのこと、大学・研

　究機関などとの連携について考える。

【授業計画】

授業概要の展開順にそって講義する。

【評価方法】

・数回にわたるテストとリポートの提出で評価する。

・出席率は重要な評価対象である。

【テキスト】

博物館学概説（長谷川誘治　戸谷印刷）



学
芸
員

博物館学各論II
　　　　　　長谷川鋳治

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

博物館は「もの」による生涯学習の機関である。そこで、

陣物館資料とは何かの定義づけからはじめ、資料の取扱

い方を含めて学習する。また、博物館の調査・研究につ

いても考えるとともに、文化財の保護についても考察し

てみる。

ア　博物館の資料…「物」が博物館資料と位置づけられ

　　るのはどのようなことかを考え、一次資料、二次資

　　料の具体的な内容を知る。

イ　博物館資料の実際…資料について実技を含めて其体

　　的に学ぶ。

　１　資料の収集

　２　資料の取扱い

　　　　　・掛軸

　　　　　・古文書

　　　　　・和装本

　　　　　・やきもの

　　　　　・茶碗

　　　　　・瓦など

　３　資料の整理・保存

　４　資料の保全

ウ　資料情報の管理…資料情報の管理についてその実際

　　と今後の方向を探る。

エ　調査・研究…博物館における調査と研究、成果の公

　　衣などについて考えていく。

オ　文化財の保護…わが国の文化財保護の現状、実態、

　　問題点などについて考察する。

　　あわせて|li界遺産についても考えてみる。

【授業計画】

授業概要の展開順にそって講義し、実技も行う。

【評価方法】

・数回にわたるテストとリポートの提出で評価する。

・出席率も爪要な評価対象である。

【テキスト】

呻物館学慨説（長谷川誘治　戸谷印刷）
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博物館学各論II
　　　　　　　秋元悦子

３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

博物館の活動の基礎は「資料」にあり、それを有効活用

することではじめて博物館と言えよう。本講座では、そ

の収集・収り扱い・整理・保存・活用について具体的事

例や実習を収り入れながら学んでいく。

【授業計画】

１。博物館資料とは……「博物館資料」とは、何を指す

か、理念およびその具体的種類を知る。

2.資料収集……資料の収集に際しての、収集方針の重

要性、収集方法の事例を学ぶ。

3.資料の収り扱い……基本資料の取り扱いを実習し、

習得するとともに、その構造を知り展示方法等も学ぶ。

やきもの、和装・巻子本、掛け軸その他で実習する。

4.資料整理……資料の整理について、分類方法やその

整理登録方法を考え、資料カードの作成を実習する。

5.資料情報……整理された資料の情報、二次的資料の

情報の管理運営について考える。

6.資料保管……資料の保管に関しての、保存条件や方

法、問題､!以などを学ぶ。

7.資料活川……資料を活用した調査研究活動の実際と

その意義を知る。

また、4年次の「呻物館実習」に備えた情報や、準備に

ついて説明する。

【評価方法】

実桝態度、レポートおよび小テストで評価する。

【テキスト】

呻物館学概説（長谷川誘治）

必要に応じてプリントを配布し、ビデオ・スライド等も

利川する。



博物館学各論II

-

生涯学習概論

学
芸
員

　　　　　　渡辺かよ子

３年　前期　必修　２単位

　　　　　　　　　川合剛

四
３年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

生涯教育ないしは生涯学習とは、従来の学校教育・家庭教

育一社会教育を嘔直的水平的に統合してとらえ、生涯発達

を支援しようとする教育学の一分野である。本講義では、生

涯教育ないしは生涯学習に関する理論、ならびに各国におけ

る生涯学習の実態と問題点の理解を通じて、人間が学ぶこと

の社会的意味、生汎発達と自己形成における生涯学習の意

義を概説し、社会教育施設の独自の教肯的役割とその可能

性を論究する。

【授業計画】

第１－２講　オリエンテーション、生涯学習の理念

第３－５講　礼会教育の伝統と生涯学習の現状（先進|眼

　　　　　　発展途上国、日本）

第６－７講　現代目本の学習機会と生涯学習に関する法制

第8－11講　生涯発達と生涯学習の内容と方法

第12-13講　生涯学習における教養・人権と社会改革

第14講　　　生涯学習の今後の課題、総括

【評価方法】

平常ﾚﾎﾟｰﾄ、書評、学期末試験。

【テキスト】

生涯発達と生涯学習（麻生誠・堀薫夫　放送大学教育振

興会）

【参考文献・資料】

社会教育基礎論（小林文人・末本誠編　国土社）

苦悩する先進国の生涯学習（黒沢唯昭他編社会評論社）

生涯教育（ジェルピ　束京創元社）

被抑圧者の教育学（フレイレ　亜紀書房）

国際成人教育論（ボーラ　重信堂）

高齢者教育簡（松井政明他編　東信堂）

　「わざ」から知る（生田久美子　東京大学出版会）

学びの復権（辻本雅史　角川書店）

学問のすすめ（福沢諭古　岩波文庫）

水と原生林のはざまで（シュヴァイツェル　岩波書店）

大学改革と生涯学習（宮坂広作　明石書店）

消費社会の神話と構造（ボードリヤール　紀伊国屋書店）

ハマータウンの野郎ども（ウィリス　ちくま文芸文iro
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【授業の概要】

　博物館は「もの」「ひと」「ば」という３要素で構成さ

れるといわれている。この授業では、そのうちの「も

の」＝博物館資料についてレ旨物館の活動のなかでの役

割を考える。

【授業計画】

　「もの」に触れる実技の時間をできるだけ多くとる。

ビデオなどの視聴覚機器も使って、「もの」について具

体的なイメージを得ることができるようにする。

（a）博物館と「もの」（博物館の機能と目的、溥物館資料

　　とは何か、資料収集の方法など）

(b）「もの」はどのように取り扱うのか（資料を収り扱う

　　知識と技術－やきもの、軸もの、和本など）

（ｃ）「もの」はどのような手続きを経て博物館資料となる

　　のか（資料を記録する技術、ドキュメンテーション

　　など）

「d戸もの」をどのように守るのか（資料の保管と保存、

　　防虫・防徽対策、災害対策など）

（ｅ）「もの」をどのように利用するのか（資料の活川方法

　　一展示論に向けて）

（f)調査・研究と博物館

【評価方法】

　実技を行うので出席状況を重視する。あわせて、レ

ポートと課題の提出、（時問内）小テストの結果などに

より評価する。

【テキスト】

『博物館学概説』（長谷川誘治　戸谷印刷）。

　プリントを配付する。

【参考文献・資料】

　適宜､参考となる文献､論文を紹介する。



■
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視聴覚教育メディア論
　　　　　　　東浦信博

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　｢学芸員のための｣を前提としながらも幅広く視聴覚教

育メディア全般の特性を検討し、最近のマルチメディア

までの各視聴覚教育メディアを論ずる。

【授業計画】

１。視聴覚教育の意義と効果

2.博物館と視聴覚教育メディア（手段としてのメディ

　ア、目的物としてのメディア）

3.祝聴覚教育メディア各論

　領域と種類

　録音メディア（レコード・テープ・ＣＤ等）

　映像メディア1 （スライド・ＯＨＰ等）

　映像メディア2 (映画・ビデオ等）

　マルチメディアと情報ネットワーク

講義中心であるが、OHP、ビデオを多用する。

【評価方法】

論述式定期試験(テキスト・ノート持込み可)。

【テキスト】

新訂視聴覚教育（学芸図書　＼1,800）

-

教育学概論
　　　　　　小木曽通男

２年　後期　必修　２単位

【授業の概要】

　教育とは何かを総合的にとらえ、皆さんの被教育者と

しての体験をもとに、現代社会における様々な教育課題

について考えてみたい。

　また、21世紀に求められる教育とはどんな教育である

かを考える契機としたい。

【授業計画】

１

２

欧米諸国の教育について、著名な教育者の事例を交

えて歴史的に概観する。

（1）ギリシヤ・ローマ時代の教育

（２）ヨーロッパ巾［it･近世における教育

（３）市民社会における教育の発達（イギリス、ド

　　イツ、フランス、アメリカ）

目本における教育の歴史を概観する

（１）寺子屋教育に代表される日本の教育

(2）明治維新の文明開化と教育の発展

（3)戦前における軍国主義教育の展開

（4）戦後における民主主義教育への転換

3.現代における日本の教育の課題

　　（1）社会構造の変化と教育の変化

　　（２）現代の教育病理の諸相

　　（３）新教育課程の概観

　　（4）これからの教育に求められるもの

【評価方法】

　テキストの末尾に添付した課題用紙（2枚）の提出と

定期試験との綜合評価による。

【テキスト】

　教育概論講義ノート　300円

【参考文献・資料】

　必要な参考図書は授業巾に紹介する。
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民俗学

-

日本美術史

学
芸
員

　　　　　　神谷浩

３年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　日本美術史の巾で、海外に最も親しまれている浮1";絵

に注目し、通史的に論じながら、その魅力と特質につい

て考えます。

　講義では、毎回咬富なスライドを用いて作品を鑑賞し

ます。学芸貝にとって最も重要な能力、自分の口で見て

価値を見出し、それを自分の言葉で表現できること、こ

れができるようになることをめざします。

【授業計画】

１　ガイダンス　授業のすすめ方、浮世絵の基礎

２　ガイダンスＨ　浮世絵の基礎

３　風俗画から浮吐絵の成立・浮|止絵師１　菱川師宣ら

４　浮［辻絵師２　禅信　錦絵の誕生

５　浮世絵師３　歌麿　女性を描く名手の真実

６　浮世絵師４　写楽　新しい役者絵　日本よりも海外

　　で最初に評価されたのはなぜか

７　浮世絵師５　北斎　風景画の誕生。北斎芸術の本質。

　　世界で最も有名な絵画作品は「モナリザ」か北斎の

　　　「大波」か。

８　浮世絵師６　広重　抒情の世界。北斎との違いは。

９　浮世絵師７　美人画さまざま　栄之、清長ら

10　浮世絵師８　役者絵さまざま

11　浮世絵師９　幕末浮世絵　再評価すべき国芳ら

12　浮世絵師10　明治の浮［仕絵　終焉と新たな出発

13　浮吐絵のまとめ

14　美術の見方　枠にとらわれず、自分の目で作品を見

　　るにはどうするのか。自分の見方の発見について考

　　える。

【評価方法】

　授業中に扱った作品の解説を求めるレポートを提出。

自分の目で作品を鑑賞し、それを自分の言葉で表現でき

るかによって評価します。

【テキスト】

カラー版浮吐絵の歴史（美術出版社　小林忠監修）
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　　　　　　　　谷沢明

２年　前・後期　必修　２単位

【授業の概要】

なにげなくくりかえしている口々の暮らしの巾に、古い

生活の投影がある。現代人の物の見方、考え方の中にも、

伝統的な生活文化が反映している。民俗学においては、

日本人はいかなる文化をつくりあげて今日にいたったか

を、民衆の立場にたち、民衆の生活の中から、社会・経

済・儀礼・信仰などの伝承をとおして具体的にみつめて

いきたい。また、古いものが今日の暮らしの巾にどのよ

うに残存しているか、新しく変わった部分はどこで、何

か新しくさせていく力になったかも考えてみたい。

【授業計画】

１

。

2

.

3

.

4

.

5

.

6

.

7

.

8

.

9

１０

，

11

民俗学を学ぶ～方法論と訓査研究法～

稲作と日本文化～伝統的文化のとらえかた～

農耕儀礼～田遊びを中心に～

年中行事～正月行事を中心に～

年中行事～盆行事を中心に～

人生儀礼～人生の折り目にあたって～

暮らしの巾の習俗～海に生きる人々～

暮らしの中の習俗～山に生きる人々～

庶民信仰を探る～絵馬に託された願い～

日本民俗学のあゆみ～柳田国男の役割～

日本民俗学のあゆみ～宮本常一のまなざし～

【評価方法】

巾間レポート及び授業内小テスト･試験による

【テキスト】

『フィールドワークで探る民俗と地域文化』
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日本考古学概論
　　　　　　　　　柴垣勇夫

集中　３年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

考古学は、遺跡・遺物をもとに人闘の営んできた歴史を

明らかにする学問である。その研究法には、層位学や型

式学、分類学などの科学的方法論がとられ、人文科学の

中でもとりわけ自然科学との結びつきが強い学問でもあ

る。そうした学間の基本を学び、考古学が明らかにして

きた目本の歴史の一面を把握する。特に、全国各地で行

われている遺跡の発掘調査によって、知られるように

なった最近の新しい遺構、遺物を紹介し、学際的な研究

の進展を学ぶ。また遺跡訓査への関心を高め、文化財の

保護という現代的課題についても考える。現代に生きる

我々がどういう社会を築くかを、歴史の中から学ぶ際に

考占学の果たす役割と受け継ぐべき文化遺産の重要性を

認識する。

まず、考古学の研究法を学び、財界の考古学研究の発展

過程を眺める。次に[1本の旧石器時代から近世に至る、

川本考古学の研究成果を把握する。なかでも原始・古代

遺跡における最近の新発見や社会構造の捉え方の変化、

中吐から近世の城館や都市遺跡の発掘調査から判明して

きた当時の生活様式などに理解を深める。また日本考古

学の研究対象が近|旦・近代にまで広がっていることを認

識するとともに、遺跡や遺物の文化財としての保存の必

要性とその活用方法についても考える。

【授業計画】

各時代毎の解説の後、スライド･ OHPなどにより視覚

的に確認し、次の時代に進める。新聞記事等最近の

ニュースも逐次取り入れる。旧石器時代から近世の江戸

時代まで12章にて構成する。

【評価方法】

講義内容から出題するテスト。集中授業での欠席１／

３を越えたものは受験資格を失うこととする。

【テキスト】

印刷物をテキストとして配布する。
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Practical English 1Ｅ Practical English 1Ｆ

■

他
学
部
・
他
学
科
開
放

横関美津紀　間瀬欣英　村上洋子　山田久美子

　　　天野純子　山田豊　太田晶子　鈴木哲至

　　　　　　　　　１～４年　前期　選択　２単位

横関美津紀　間瀬欣英　村上洋子　山田久美子

　　　天野純子　山田豊　太田晶子　鈴木哲至

　　　　　　　　　１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　ＴＯＥＩＣや英検等の資格試験に対応するための授業。迦

２回の授業で、総合的に英語の能力を向上させる。CD付

きの教材を使川するので、積極的に授業に参加してもらいた

い。

【授業計画】

　この授業は、文法、ヒアリングを中心に行う授業が週に１

回、リーディング中心の授業が週に１呵行われ、迦２川で

２単位の科目である。週２回の授業に参加して初めて単位

が認められる。n曜日１限、水曜目＼限のグループと火曜

日１限、水曜口！限のグループがある。いずれも同じテキ

ストを使用する。

＊文法、ヒアリング中心の授業(週１回)

　　川㈲ﾄI l限：間瀬先生、千葉先生

　　火曜日１限：山田久美子先生、天野先生

テキストを中心に授業をおこなう。授業の進め方については、

各先生の指示に従うこと。

＊リーディング中心の授業週1 回)

　　水曜日＼限：山田豊先生、太田品子先生、横関先生

　　鈴木先生

テキストを中心に授業をおこなう。授業の進め方については、

各先生の指示に従うこと。

月曜臼１限　問瀬先生＆水曜[1 1限　横関先生

月曜日１限　千葉先生＆水曜日１限　鈴木先生

火曜日１限　山田久美子先生＆水曜日１限　山田豊先生

火曜｢11限　天野先生＆水liU 1限　太田品子先生

　(先生の組み合わせは決まっているが履修上、それを選択

することはできない｡)

テキストは、半期、各1 附、使川する。

【評価方法】

　２日の授業の得点の平均で評価がでる。

　問瀬先生：定期試験、小テスト、発表、出席状況などに

　　　　　　　よって想像的に評価。

　千葉先生：出席、授業態度が30%、定期試験が70%。

　山田豊先生：出席やクラスでのパフォーマンス、ミニテスト

　　　　　　　　と定期試験を点数化して評価する。

　太田先生：出席、授業態度、定期試験を同等に評価す

　　　　　　　る。

　山田久美子先生：出席状況、定期試験により評価する。

　天野先生；出席、ハーフテストスコア、期末テストによる。

　鈴木先生：出席状況・授業態度・クイズー30%、定期

　　　　　　　試験－70％

　横関先生：出席状況、授業中の学習態度および課題や

　　　　　　　小テストを含めた平常点と定期試験を想像評

　　　　　　　価。

【テキスト】

文法：「ＴＯＥＩＣテスト　英文法攻略」南雲堂

リーディング:^Read up-22 Steps to StrategicReading
－」成美堂

【授業の概要】

　ＴＯＥＩＣや英検等の資格試験に対応するための授業。週

２回の授業で、総合的に英語の能力を向[ﾕさせる。前期に

履修した学生も、また新しい気持ちで後期も引き続き授業を

うけてもらいたい。後期から履修する学生にも対応できるテキ

ストを使用しているので、続映的に授業に参加してもらいたい。

【授業計画】

　この授業は、文法、ヒアリングを中心に行う授業が週に１

回、リーディングを中心の授業が週に１回行われ、迦２川

で2 肌位の科目である。学生は、迦２回の授業に参加して

初めて単位が認められる。月曜[I 1 限、水II帽]１限のグ

ループと火Illし日限、水曜目１限のグループがある。いず

れも同じテキストを使川する。

＊文法、ヒアリング中心の授業(週1 I司)

　　川IIに限：間瀬先生、千葉先生

　　火曜目１限：山田久美子先生、天野先生

テキストを中心に授業をおこなう。授業の進め方については、

各先生の指示に従うこと。

＊リーディング中心の授業(週1回)

　　水曜日１限：山田豊先生、太田品子先生、崩関先生。

　　鈴木先生

テキストを中心に授業をおこなう。授業の進め方については、

各先生の指示に従うこと。

川収ﾄI 1限　間瀬先生＆水曜日１限　横閲先生

月曜日１限　千葉先生＆水曜日１限　鈴木先生

火曜日１限　山田久美子先生＆水曜日I限　|川廿豊先生

火曜日１限　天野先生＆水曜[I ＼限　太田品子先生

　テキストは、半期、各ト叫、使川する。

　(先生の組み合わせは決まっているが、履修上、それを選

択することはできない｡)

【評価方法】

　２［|の授業の得点の平均で評価がでる。

　問瀬先生：定期試験、小テスト、発表、出席状況などに

　　　　　　よって想像的に評(ilii。

　千葉先生：出席、授業態度が30%、定期試験が70%。

　山田豊先生：出席やクラスでのパフォーマンス、ミニテスト

　　　　　　　と定期試験を点数かして評仙する。

　太田先生：出席、授業態度、定川試験を同等に評価す

　　　　　　る。

　山田久美子先生：出席状況、定期試験により評価する。

　天野先生：出席、ハーフテストスコア、期末テストによる。

　鈴木先生：出席状況・授業態度・クイズー30％、定期

　　　　　　試験－70％

　横関先生：出席状況、授業中の学習態皮および課題や

　　　　　　小テストを含めた平常点と定期試験を想像評

　　　　　　価。

【テキスト】

　文法:「TOEIC TEST　実践リスニング」北星堂

　リーディング:「TOEIC TEST　実践リーディング」北限

堂
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Practical English 2 Ｅ

-

Practical English 2Ｆ
　山田豊　太田晶子　鈴木哲至

野口朋香　今井加寿　松本一喜

　
　　１～４年　後期　選択　２単位

　山田豊　太田晶子　鈴木哲至

野口朋香　今井加寿　松本一喜

　　　１～４年　前期　選択　２単位
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【授業の概要】

　ＴＯＥＩＣや英検等の資格試験に対応するための授業。週

２回の授業で、総合的に英語の能力を向上させる。

【授業計画】

　この授業は、水曜日に文法、ヒアリングを中心に行う授業

が、リーディングを中心の授業が金曜日に行われ、週２回

で２単位の科目である。授業は、水曜日の２限と金曜日の

１限に設定されている。学生は、週２回の授業に参加して

初めて単位が認められる。

　文法は各クラス等一のテキストを使川するが、リーディング

は担当の先生によって異なる。

　授業は、テキストを中心に行われるが、詳しくは、担当の

先生の指示にしたがうこと。

　文法・リーディングの先生の組み合わせは、次のように決

定されているが、履修上、学生はそれをする事はできない。

きめられたところで受講すること。

　　水曜日の山田先生＆金曜日の野口先生

　　水曜日の太田先生＆金曜日の今井先生

　　水曜日の鈴木先生＆金曜日の松本先生

【評価方法】

　２日の授業の得点の平均で評価がでる。

　松本先生：2／3 以上の出席があり、3 I"]のレポート提

　　　　　　出、定期試験で60点以上の得点を取ることが

　　　　　　単位認定の基準。成績は試験結果を中心に

　　　　　　日常点を加味した総合評価をする。

　山田先生：出席やクラスでのパフォーマンス、ミニテストと

　　　　　　定期試験を点数かして評価する。

　太田先生：出席、授業態度、定期試験を同等に評価す

　　　　　　る。

　鈴木先生：出席状況・授業態度・クイズ30%、定期試

　　　　　　験70％

　野口先生：出席・授業態度30%、筆記試験70％

　今井先生：出席・授業態度30%、筆記試験70%。

【テキスト】

　文法:「ＴＯＥＩＣテスト　完全模試ト南雲堂

　リーディング：

　　松本先生：藤井・内野「時事英語の総合演習－2002

　　　　　　　年度版－」朝日出版

　　　　　　　風見寛「速読英単語一必修編－」増進会

　　　　　　　出版社

　　今井先生■ Encountering Our World Heritage （三

　　　　　　　修社）Y 1,700

　　野口先生:Takashi Shiozawa, Why Is That?

　　　　　　　― Background of American culture,

　　　　　　　　（金星堂）

【授業の概要】

　ＴＯＥＩＣや英検等の資格試験に対応するための授業。週

２回の授業で、総合的に英語の能力を向上させる。

【授業計画】

　この授業は、水曜日に文法、ヒアリングを中心に行う授業

が、リーディングを巾心の授業が金曜日に行われ、週２回

で２単位の科目である。授業は、水曜ﾄ|の２限と金曜日の

１限に設定されている。学生は、週２回の授業に参加して

初めて単位が認められる。

　水Ill｣：山田豊先生、太田品子先生、鈴木哲至先生

　(文法)

　金Ill｣：野口朋香先生、今井加寿先生、松本一喜先生

　(リーディング)

　　授業は、テキストを中心に行われるが、詳しくは、担当

の先生の指示にしたがうこと。

　文法・リーディングの先生の組み合わせは、次のように決

定されているが、履修上、学生はそれをする事はできない。

きめられたところで受講すること。

　　水曜日の山田先生＆金阪口の野口先生

　　水曜日の太田先生＆金曜口の今井先生

　　水曜日の鈴木先生＆金曜[Iの松本先生

【評価方法】

　21」の授業の得点の平均で評価がでる。

　松本先生：2／3以上の出席があり、定期試験で60点

　　　　　　以上の得点を取ることか単位認定の基準。定

　　　　　　期試験の点数を基準に出席率、発衣等の日

　　　　　　常点を加味した総合評価をする。

　山田先生：出席やクラスでのパフォーマンス、ミニテストと

　　　　　　定期試験を点数かして評価する。

　太田先生：川1席、授業態度、定期試験を同等に評価す

　　　　　　る。

　鈴木先生：出席状況・授業態度・クィズー30%,定期

　　　　　　試験－70％

　野目先生：出席20%、クラス小テスト十課題20%-定期

　　　　　　テスト60%

　今井先生：出席・授業態度30%,筆記試験70% 。

【テキスト】

　文法:ECC篇「TOEICテスト実施講座」南雲堂

　リーディング:「Real-life Scenes of Young Americans」

成芙堂



Practical English 3 Ｅ Practical English 3 F

他
学
部
・

他
学
科
開
放

ﾎﾟｰﾙ･c.ﾘﾝｶﾞｰﾊIJｰ. T， ﾉﾘｽ　ｷｰｽ･イーズリー

　　　　　　　　　リチャード･ﾊﾘｽ　ｼﾞｬｸﾘｰﾝ・ノリス

　　　　　　　　　　　１～４年　前期　選択　２単位

ﾎﾟｰﾙ･c. ﾘﾝｶﾞｰﾊﾘｰ･T.ﾉﾘｽ　ｷｰｽ･ｲｰｽﾞﾘｰ

　　　　　　　　　ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾘｽ　ｼﾞｬｸﾘｰﾝ･ ノリス

　　　　　　　　　　　１～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】
This course is available to all English Department

students.

Preference will be given to　l st and　2 nd year

students.

This course is aimed at low to high intermediate

students with academic as well as personal goals.The

integrated skillsformat ensures the development of

true communicative language that is authentic and

natural.

Emphasis will be predominantly on the development

of listening and speaking skills,but reading and

writing skillsalong with vocabulary, comprehension,

and grammar will also be cultivated.The work will

help students to prepare for Eiken and TOEIC

/TOEFL.

Teachers from The United Kingdom, North America,

Canada, and Australia will be teaching this course.

providing a Wfilトrounded consideration of contempo-

rary themes.

The course will be graded and students will sit ａ

placement test.（See student handbook for more

detailedinformation.）

【SChedUle】

Topics will be covered over a two or three week period

and willinclude ａ variety of themes selected by the

teachers.

【Assessment】

Assessment will be continual and willbe based on the

following criteria:

ATTENDANCE

CLASS PARTICIPATION/EFFORT

HOMEWORK AND ASSIGNMENTS

END OF SEMESTER REPORT

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

｢Ｒ｣be announced

PracticalEnglish 3 Eは、週２回コース授業である。月曜

１限、木曜１限の両方の授業に出席し、その平均で評価

がでる。

-

【Course Content】
This course is available to all English Department

students.

Preference will be given to　l st and　2 nd year

students.

This course is aimed at low to high intermediate

students with academic as well as personal goals.The

integrated skillsformat ensures the development of

true communicative language that is authentic and

natural.

Emphasis will be predominantly on the development

of listening and speaking skills,but reading and

writing skillsalong with vocabulary, comprehension,

and grammar will also be cultivated.The work will

help students to prepare for Eiken and TOEIC

/TOEFL.

Teachers from The United Kingdom, North America,

Canada, and Australia will be teaching this course,

providing a well-rounded consideration of contcmpo-

rary themes.

The course will be graded and students will sitａ

placement test.（See student，handbook for more

detailedinformation.）

【SChedUle】

Topics will be covered over ａ two or three week period

and will include ａ variety of themes selected by the

teachers.

【Assessment】

Assessment willbe continual and will be based on the

following criteria:

ATTENDANCE

CLASS PARTICIPATION/EFFORT

HOMEWORK AND ASSIGNMENTS

END OF SEMESTER REPORT

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced

PracticalEnglish 3 Fは、週２回コース授業である。月曜

１限、木曜１限の両方の授業に出席し、その平均で評価

がでる。
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Practical English 4 Ｅ

-

Practical English 4Ｆ
ハリー･T.ﾉﾘｽ　ｷｰｽ･イーズリー　ジョナサン･E，ロング

　　　　　ジョアン■M.ウッドマンベヴァリー･ F. M.カレン

　　　　　　　　　　　　　１～４年　後期　選択　２単位

ハリー･T, ノリス　キース･イーズリージョナサン・E,ロング

　　　　　ジョアン･M.ウッドマンベヴァリー■ F.M.カレン

　　　　　　　　　　　　１～４年　前期　選択　２単位

【Course Content]
This course is available to all English Department

students.

Preference will be given to　l st and　2 nd year

students.

This course is aimed at low to high intermediate

students with academic as well as personal goals.The

integrated skillsformat ensures the development of

true communicative language that is authentic and

natural.

Emphasis will be predominantly on the development

of listening and speaking skills,but reading and

writing skillsalong with vocabulary, comprehension,

and grammar will also be cultivated.The work will

help students to prepare for Eiken and TOEIG

/TOEFL,

Teachers from The United Kingdom, North America,

Canada, and Australia will be teaching this course,

providing a welトrounded consideration of contempo-

rary themes.

The course will be graded and students will sitａ

placement test.(See student handbook for more

detailedinformation.)

【Schedule】

Topics will be covered over a tw(　or three week period

and will include ａ variety of themes selected by the

teachers.

【Assessment】

Assessment willbe continual and willbe based on the

following criteria:

ATTENDANCE

CLASS PARTICIPATION/EFFORT

HOMEWORK AND ASSIGNMENTS

END OF SEMESTER REPORT

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced

PracticalEnglish 4 Fは、週２回コース授業である。火曜

５限、金曜５限の両方の授業に出席し、その平均で評価

がでる。
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【Course Content】
This course is available to all English Department

students.

Preference will be given to　l st and　2 nd year

students.

This coui'seis aimed at low to high intermediate

students with academic as well as personal goals.The

integrated skillsformat ensures the development of

true communicative language that is authentic and

natural.

Emphasis will be predominantly on the development

of listening and speaking skills,but reading and

writing skillsalong with vocabulary, comprehension，

and grammar will also be cultivated.The work will

help students to prepare for Eiken and TOEIC

/TOEFL.

Teachers from The United Kingdom, North America,

Canada, and Australia will be teaching this course,

providing a welトrounded consideration of contempo-

rary themes.

The course will be graded and students will sitａ

placement test.(See student handbook for more

detailedinformation.）

【Schedule】

Topics willbe covered over a two or three week period

and will include ａ variety of themes selectedby the

teachers.

【Assessment】
Assessment willbe continual and will be based on the

following criteria:

ATTENDANCE

CAuASS PARTICIPATION/EFFORT

HOMEWORK AND ASSIGNMENTS

END OF SEMESTER REPORT

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

T(　be announced

PracticalEnglish 4 Eは、週２回コース授業である。火曜

５限、金曜５限の両方の授業に出席し、その平均で評価

がでる。



Rapid Reading 1 Rapid Reading 1
　　　　　　　　野口朋香

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

英語読解力を養うことはもとより、カナダやアメリカの

家庭、学校生活、労働、経済、医療などのトピックに関

して日本と比較しながら異文化を学び、また日本文化を

も再認識する。

【授業計画】

受講者の予習を前提にChapterを読み進める。テキス

トのテープを‥一通り闘いてからパラグラフごとに人意を

把握していく。

第１川～第４川　　Chapter l －Chapter 5

第５回～第８回　　Chapter 6 －Chapter 10

第９回～第13回　　Chapter 11－ Chapter 16

【評価方法】

出席･授業態度

筆記試験

30%

70％

【テキスト】

Beneath the Surface日米文化比較論

　(Paul Stapleton & Akira I to、成美堂)

他
学
部
・
他
学
科
開
放

　　　　　　　　　間瀬欣英

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　今It紀の著名な英米作家５人の短編小説を読んで災語

の読解力を養うとともに、小説という言襲の芸術の醍醐

味を味わい、人問の人生の機微にふれ、あわせて私達自

身の生き方も考えていきたい。

　テキストの各短編の直後には、アメリカ人編注者によ

る、英語で書かれた詳注があり、また、日本人編注者の

注も付加されていて、学生の予習復習のための便宜がは

かられています。まず英語の注を熟読して、英語を英語

として自然に味わい読むように努力しましょう。そうす

ることにより、自ずから作品の速読も可能になります。

また、英語の苦手な学生のために、多少とも分かりにく

い英語表現には、日本語の訳語が付されていますので活

川していただきたい。

　各作品には、そのテーマや英語の難易度を考慮して配

列されており、統･一テーマ〈人間の愛と幸福の探究〉で

す。ぜひ英米文学の魅力に触れ、人間と人生に思いを巡

らせていただきたい。

【授業計画】

１

Erskine Caldwell

The Strawberry Season

2. William Saroyan

　　The First Day Of School

3. W.Carlos Williams

　　The Use Of Force
４

Sherwood Anderson

Sophistication

5. Ernest Hemingway

　　　TheEnd ofSomething

【評価方法】

　定期試験、小テスト、発表、出席状況などによって総

合的に評価する。

【テキスト】

Collected Modern Short Stories Love & Youth (Mac･

millan Languagehouse ＼1,400)

－386
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Rapid Reading 1
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Rapid Reading 1
　　　　　　　　松本一喜

１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　鈴木哲至

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

1.『Enduruing Voices』を講読します。この授業の目

　的の一つは、多様な英語との出合いです。授業では、

　スピーチ、エッセイ、映画の台詞、小説の一節などさ

　まざまな文体の英語を読みます。いずれの英語も平易

　ではあっても、メッセージをよく伝える優れた英文で

　す。

2.授業では、日と耳と口、そして頭脳とハートを用い

　て勉強します。単なる英語の学習にせず、英語で何か

　を学ぶ授業にしたいと思っています。授業では、準拠

　テープを用いてのリスニング、リーディング、シヤド

　ウイングといった音声而の学習と構文の理解・和訳と

　いったりーディングの学習を並行して行います。

3.講師側からの一方的な講義形式の授業とはなりませ

　ん。学生の側の積極的な授業参加が要求される授業に

　なります。

4.授業は、５～６人程度のグループに分かれて行いま

　す。これは学生の側からの授業参加の機会を増やすた

　めに行うものです。１回の授業で４～５回の口頭での

　発表が求められることになる。残念ですが、授業巾に

　寝る暇はありません。予習して授業に参加しないと、

　グループの他の人に迷惑をかけることになります。

【授業計画】

　テキストのほぼ前半をカバーする予定です。適時、テ

キスト内容に関連したビデオを見ます。

【評価方法】

　単位収得は次の３点をクリアしてください。１、２／

3 以上の出席。　２、3In]のレポート提出。３、定期試験

で60点以上とること。成績は試験結果を中心に日常点を

加味した総合評価です。

【テキスト】

　英米文化学会編『Enduring Voices』桐原書店。

【授業の概要】

　現代アメリカを代表する人気商品が、どのように誕生

しベストセラーになったかを説明するエッセイを読み、

アメリカ文化の一面を読みとると同時に、速読の基本を

身につける。

【授業計画】

各週の主なトピックは以下のとおりである。

McDonald's Big Mac

Nathan's Hot Dogs

Lipton Tea

Wrigley's Chewing Gum

Scrabble

Webster's Dictionary

Band-Aids

Nikes

Zippo Lighters

Levi's

Aunt Jemima Pancakes

Planters Peanuts

Kellogg'sCron Flakes

【評価方法】

出席状況・授業態度・クイズ30％、定期試験70%の割合

で総合的に評価する。

【テキスト】

“Ａ Mini History of America's Best Sellers"

(『アメリカーヒット商品ミニヒストリー』)

Christian Ames著、松柏礼、1,250円



Rapid Reading 2
　　　　　　　　　間瀬欣英

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　今Itt紀の著名な英米作家５人の短編小説を読んで笑語

の読解力を養うとともに、小説という言葉の芸術の醍醐

味を味わい、人間の人生の機微にふれ、あわせて私達自

身の生き方も考えていきたい。

　テキストの各短編の直後には、アメリカ人編注者によ

る、英語で書かれた詳注があり、また、日本人編注者の

注も付加されていて、学生の予習復習のための便宜がは

かられています。まず英語の注を熟読して、英語を英語

として自然に味わい読むように努力しましょう。そうす

ることにより、自ずから作品の速読も可能になります。

また、英語の苦手な学生のために、多少とも分かりにく

い英語表現には、日本語の訳語が付されていますので活

川していただきたい。

　各作品には、そのテーマや英語の難易度を考慮して配

列されており、統一一テーマは〈人問の愛と幸福の探究〉

です。ぜひ英米文学の魅力に触れ、人問と人生に思いを

巡らせていただきたい。

【授業計画】

1 . Dorothy Parker

　　The Last Tea

2. James Joyce

　　Eveline

3. Graham Greene

　　The InvisibleJapanese Gentlemen

4. W. Somerset Maugham

　　The Happy Man

5. Katherine Mansfield

　　An Ideal Family

【評価方法】

　定期試験、小テスト、発表、出席状況などによって総

合的に評価する。

【テキスト】

Collected Modern Short Stories Love & Youth （Mac-

millam Languagehouse Y1,400)

Rapid Reading 2
　　　　　　　　　野口朋香

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

一般的な日本人の生活様式や考え方をアメリカ人と対比

しながら、文化が人間の価値観や生活にどのように影響

を与えているかを考察する。また、英文中の単絣や熟語

などの表現をしっかりと捉えた｣1で、英語の読解力・速

読力を養っていく。

【授業計画】

受講者の予習を前提にChapterを読み進めていく。

第ll"l～第４回　　Chapter 1 －Chapter 6

第５回～第８回　　Chapter 7 －Chapter 14

第９回～第13回　　Chapter 15－ Chapter 20

【評価方法】

出席･授業態度

筆記試験

30%

70％

【テキスト】

Topi･ｃon Japanese and American Stereotypes

(Yoshinobu Takesue & Donald E. Barton、松柏社)

388 －
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Rapid Reading 2
　　　　　　　　鈴木哲至

１～４年　後期　選択　２単位

Rapid Reading 2

【授業の概要】

　　　　　　　　松本一喜

１～４年　後期　選択　２単位

1｡『Enduruing Voicesjを講読します。この授業の目

　的の‥-つは、多様な英語との出今いです。授業では、

　スピーチ、エッセイ、映画の台詞、小説の一節などさ

　まざまな文体の英語を読みます。いずれの英語も平易

　ではあっても、メッセージをよく伝える優れた英文で

　す。

2.授業では、目と耳と口、そして頭脳とハートを用い

　て勉強します。単なる英語の学習にせず、英語で何か

　を学ぶ授業にしたいと思っています。授業では、準拠

　テープを川いてのリスニング、リーディング、シヤド

　ウイングといった音声面の学習と構文の理解・和訳と

　いったりーディングの学習を並行して行います。

3. 講師側からの一方的な講義形式の授業とはなりませ

　ん。学生の側の積極的な授業参加が要求される授業に

　なります。

4.授業は、５～６人程度のグループに分かれて行いま

　す。これは学生の側からの授業参加の機会を増やすた

　めに行うものです1回の授業で４～５回の口頭での

　発表が求められることになる。残念ですが、授業中に

　寝る暇はありません。予習して授業に参加しないと、

　グループの他の人に迷惑をかけることになります。

【授業計画】

　テキストのほぼ後やをカバーする予定です。適時、テ

キスト内容に関連したビデオを見ます。

【評価方法】

　単位収得は次の３点をクリアしてください。1、2／

3 以Iこの出席。　２、３口のレポート提出。3、定期試験

で60点以Ｌとること。成績は試験絣果を中心に日常点を

加味した総合評価です。

【テキスト】

　英米文化学会編『Enduring Voices』桐原書店。

389 －

【授業の概要】

　アメリカの大学への人学の什方、生活への適応、勉強

の什方、課外活動など米国留学に役に立つ文章を読むこ

とにより、日米のキャンパスライフの違いを探ると同時

に、速読の技術をさらに高める。

【授業計画】

各週のtなトピックは以下のとおりである。

Getting Ready forCollege

How the Colleges Choose Students

On-Campus and Off"Campus Housing

Getting Oriented

Studying

Campus Activities

Off-Campus Activities

Paying for School

Sports －Varsity and Intramural

Majors

Summers

Bull Sessions

The Senior Year

Graduation and Beyond

【評価方法】

出席状況･授業態度・クイズ30%、定期試験70%の割合

で総合的に評価する。

【テキスト】

“Study Hard, Play Hard － American Campus Life"

（『よく学び、よく遊ベアメリカのキャンパスライ

フ』）

James M. Vardaman, Jr.著、松柏社、1,400円
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　　　　　　　　村上洋子

１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　森本素世子

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　このクラスは比較的帽

使川して、できるだけ多くの英文を読みこなすことで、

災語読解力を高めることを目的とする。

【授業計画】

Unit 1　FightingDisease

Unit２　GeneticTesting

Unit 3 Organ Transplants

Unit 4　Insemination

Unit 5 Reproduction

Unit６　Norplant

Unit 7 Air Bags

Unit 8　OfficialEnglish

【評価方法】

　Ill席状況・授業態度・定期テストによって総合的に評

価する。

【テキスト】

VitalIssues in America

　(Duppenthaler／太田憲男　マクミランラングージハ

ウス)

390 －

【授業の概要】

　(金(i 3限)

　妬語の速読には、ある事柄の全体像を知っていることも大

切である。そこで、民族・宗教・歴史・地図をキーワードと

して21[吐紀のlit 界の行方を探ることを目的とした文化論を題

材に、今日の国際社会が抱える諸問題の根源に｢|を向けて

みたい。

　(金曜４限)

　｢知の再発見｣とでも言おうか、地球環境から、宇宙、芸

術まで、より幅の広い知識と教養を身につけながら、自然に

処語に親しみ、速読ができるようになることを目的とする。

【授業計画】

　下記のテキストを適宜、質疑応答を加えながら精読する。

各白の予習を前提にテキストを読み進めるが、ただ字面だけ

を追うのではなく、パラフレーズを通して筆者の意図するところ

を読み取り、それに対する自らの意見も述べてもらいたい。

　(金ll3限)

Unit 1

Unit 2

Unit 3

Unit 4

Unit 5

Unit 6

Unit 7

Unit 8

Unit 9

Unit 10

　(金|曜4限)

Section ｌ

Section II

１～４

５～８

【評価方法】

　定期試験および授業時の発表・参加度と出欠状況から総

合的に評価する。

【テキスト】

　(金曜３限)

Ethnic Peoples Shaping the 21 st Century (OHASHI

Hisatoshi, DENDO Gary, 成美堂)

　（金曜４限）

New Understandings （Paul Stapleton,金星堂）
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Rapid Reading 4
　　　　　　　森本素世子

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　(金曜311)

　英語の速読には、ある事柄の全体像を知っていることも大

切である。そこで、民族・宗教・歴史・地図をキーワードと

して21 lit紀の|廿界の行方を探ることを目的とした文化論を題

材に、今日の国際社会が抱える諸問題の根源に口を向けて

みたい。

　(金曜4限)

　｢知の再発見｣とでも言おうか、地球環境から、宇宙、芸

術まで、より幅の広い知識と教養を身につけながら、自然に

英語に親しみ、速読ができるようになることを目的とする。

【授業計画】

　下記のテキストを適宜、質疑応答を加えながら精読する。

各自の予習を前提にテキストを読み進めるが、ただ字面だけ

を追うのではなく、パラフレーズを通して筆者の意図するところ

を読み収り、それに対する自らの意見も述べてもらいたい。

　(金曜３限)

Unit 11

Unit 12

Unit 13

Unit 14

Unit 15

Unit 16

Unit 17

Unit 18

Unit 19

Unit 20

　(金11(114限)

Section H　9～12

Section Ill　13～16

【評価方法】

　定期試験および授業時の発表・参加度と出欠状況から総

合的に評価する。

【テキスト】

　(金Ii3限)

Ethnic PeoplesShaping the 21st Century (OHASHI

Hisatoshi,DENDO Gary,成芙堂)

　（金曜4限

New Understandings （Paul Stapleton,金星堂）

- 391

Rapid Reading 4
　　　　　　　　村上洋子

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　このクラスは、比較的平易な英語で書かれたテキスト

を使川して、できるだけ多くの英文を読みこなすことで

英語読解力を高めること目的とする。

【授業計画】

Unit 9 IllegalImmigrants

Unit 10 Temporary Workers

Unit 11 Gambling

Unit 12 Homosexuality

Unit 13 Gun Ownership （I）

Unit 14 Gun Ownership （H）

Unit 15 Smoking O ）

Unit 16 Smoking （II）

【評価方法】

　出席状況・授業態度・定期テストによって総合的に評

価する。

【テキスト】

VitalIssues in America

　(Duppenthaler／太田憲男　マクミランラングージハ

ウス)



英語コミュニケーション

-

英語コミュニケーション

他
学
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・

他
学
科
開
放

　　　　フィリップ・サザンズ

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　ジョアン・M.ウッドマン

１～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Ｃｏｎｔｅｎｔ】

　The purpose of this course is to use English for

communication. Therefore,students will use English

for self"eχpressionand problem-solving.

　Our firstgoal is to develop fluency by discussing a

variety of topics.Students will share a diary with ａ

classmate and discuss topics in class.Students will

have weekly conversations with as many partners as

possible.

　Our second goal willbe to develop language skills:

giving　opinions, story　telling, summarizing　and

problem-solving（forｅχample,explaining how to do

something in English）.

【Schedule】

1 －2　Find out about your partners

3－4　Opinions，reasons, examples / summarizing

5 － 6　Agreeing / disagreeing;Ａ specialperson

７－８　Personality and storytelling

９－10　Dreams

11－12　Sports /travel;making suggestions

13　Test

【Assessment】

Students will receive ａ mark for classroom discus-

sions,homework and quizes.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Handouts from the instructor

392一

【Course Content】
The aim of this course is to improve the students

ability to talk confidently about themselves, their

family, their leisure activities, their likes and dislikes

etc･,in English. The majority of class time will be

spent doing things which will promote English oral

communication.

Pair work activities, videos and games will frequently

be used. Cultural issues will be highlighted and

discussed.

The students will be required to keep ａ shared diary

in English , which will account for 40 %of their grade.

[Schedule】

Section 1. Topics. Self /　Family　/　Free　Time /

　　　Occupations / Sport

Section 2. Topics. Food / Shopping / Music / χmas /

　　　New Year

【Assessment】

・Shared Diary －40%

・Class activities / reports - 40%

・Conversation Test －20%

【Ｔｅｘtbookｓ】
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英語コミュニケーション 英語コミュニケーション
　　　　フランソワーズ・ダフ

１～４年　前・後期　選択　２単位

　　シヤレル・A.ラインツマ

１～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

This course is aimed at students who wish toimprove

their ability to talk confidently about themselves,

their friends and family, their occupation, leisure

activities,likes and dislikes,etc.in English.

Everyday oral communication and listening skillswill

be the focus the class.

Discussion of culturalissues will also be included.

The　students　will　be　expected　to　be　active

participantsin allclass activities.

Frequent Quizzes and regular written reports will be

graded to encourage students to build up their

confidence and vocabulary in English.

【Schedule】

People: self and others

Favorite things

Free time

Occupations

Celebrations

【Assessment】

-Class vocabulary quizzes: 30%

-Written reports: 30%

-Participation in class activities:40%

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

J-Talk （Linda Lee et al.０ＵＰ）

-

【Course Content】

This course is designed to help improve the students'

communication skills.In the course we will build

upon the base of skillsthe students already possess,

using a miχ of conversation. group work, activities

and projects.

【Schedule】

Topics will include，but not be limited to:Introduc-

tions, Jobs, Hobbies, Relationships, Entertainment,

The IT Revolution, Education, Environment, and

Volunteerism

【Assessment】

Assessment　will　be　based　on　attendance, class

participationand written work

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Not yet decided

393 －



中国語基礎会話IE

-

中国語基礎会話IE

他
学
部
・
他
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　　　　　　　　楊衛平

１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　曹述雙

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　巾国語の修得のために、発音・会話・文法・訳読を中

心とする講義を行う。特に人門者やさしく楽しく学べる

ように、短い、実川的な日常会話の練習に重点を置く。

単語、テキスト本文を説明する際、現在中国の実情を紹

介し、短く、興味深いコミカルな事例を通して、異文化

に対する理解を深め、学生諸れの中国への正しい関心を

醸成する。同時に、中国語に対して興味と自信の持って

貰うように、負担が軽く、なおかつ効率的な会話の復習

を繰り返して行う。全講義を通じて、中国語の基礎会話

の実力を身につけることを目指す。

【授業計画】

　最初に中国語と川本語のちがい、および中国語の特徴

を紹介する。次に発音練習を中心に繰り返しながら、初

対而からのあいさつと自己紹介用語を暗唱させ、毎回一

人-･人に日本語にない声調が発音でき、また、その違い

を聞き取れるように指導を進める。その後、会話形式で、

学生を中心にして本文を朗読、暗唱させ、一対-の会話

練習を展開する。さらに、本文の翻訳は学生を主体に行

い、日常会話の文法を解説し、文型と表現についてもよ

く理解できるように練習する。その他、ヒアリングの実

力をアップするため、録音テープ、映画のビデオカセッ

トも利用する。

【評価方法】

出席状況、授業での平常点を参考に、期末テストの成績

を総合的評価する。

【テキスト】

　未定

中国語基礎会話1 Eは、週２回コース授業である。曹先

生（水３限）十楊先生（金４限）または曹先生（水４

限）十楊先生（金３限）または楊先生（水１限）十鄭先

生（木３限）の授業に出席し、その平均で評価がでる。

394 －

【授業の概要】

　始めて巾国語に接する学生を対象に、中国語の子ほ嗇

と声調による音声の成り立ち、その音節のローマ字表記

法、lEしい発音等の中国語学習の雌礎知識を習得させ簡

叫な構文が理解できる実力を養成する。

【授業計画】

　教科の進行中に中国語の読み方を身につける練習をお

こなう。時に応じてビデオ教材を併川する予定。

　第１回－４回：巾国語学習の基礎としての声調・子母

　　　　　　　音・鼻音・声調変化など

　第５回一７回：巾国語の慣用的挨拶語句と基礎構文

　　　　　　　　旧本か州刈へ行く)

　第８回－141nl; 基本会話と中国人の生活習慣(「I'岡で

　　　　　　　の留学生活巾に)

　第15回：単位認定試験

【評価方法】

　出席状況、期末のテストと授業中の学習成果テストを

総合して判定する。そして語学ははじめが肝心。基礎を

築き上げるまで出席不可欠。

【テキスト】

話す中国語一北京編1 （董燕／遠藤光暁）

中国語基礎会話1 Eは、週２回コース授業である。曹先

生（水３限）十楊先生（金４限）または曹先生（水４

限）十楊先生（金３限）の授業に出席し、その平均で評

価がでる。
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中国語基礎会話IF
　　　　　　　　　鄭渾善

１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　曹述曼

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　一年問の勉強を通じて、中国語の基礎的な知識の把握

と、初歩的な日常会話の習得を目指す。具体的には、中

国語におけるピンイン及び四声の集中的練習を経て、単

語から文章の構造へと段階的に理解させることによって、

簡単な出?i?会話の応用能力の養成に努めたい。

【授業計画】

　第１回：ガイダンス、中国語とは？ピンイン人門。

　第2 －5 回：ピンインと四声の集中練習。

　第6－13回：２回の授業につき、1課のペースで、テ

　　　　　　　キストの内容の説明とともに、朗読させ、

　　　　　　　練習問題をやってもらう。

　第14回：前期勉強の総括。

【評価方法】

　試験成績に出席率､平常点を加味して総合評価する。

【テキスト】

　教室で指示する。

中国語基礎会話1 Eは、週２回コース授業である。楊先

生（水１限）、鄭先生（木３限）の両方の授業に出席し、

その平均で評価がでる。

【授業の概要】

　中国語学習の基礎知識を習得して簡単な構文が理解で

きる実力を持っている学生を対象に、中国語の会話を楽

しみながら中国の社会と文化に接することかできる授業

をめざす。

【授業計画】

　中国語の学習をとおして自然に中国社会とその文化が

したしめるように心がけ、授業ごとに身近なトピックを

収りあげていく。

　第１回－４回：中岡の踊りを見る。

　第５回－7回：市内バスに乗ってみる。

　第８回－10回：オーダーでチャイナドレスを買う。

　第11回－14回：基礎表現と構文の復習とその応川。

　　　　　　　　　(実演による)

　第15回：単位認定試験

【評価方法】

　出席状況、期末のテストと授業中の学習成果テストを

総合して判定する。そして語学ははじめが肝心。基礎を

築き上げるまで出I席不可欠。

【テキスト】

話す中国語一北京編1 m.燕／遠藤光暁）

中国語基礎会話1 Fは、週２回コース授業である。曹先

生（水３限）十楊（金４限）または曹先生（水４限）十

楊先生（金３限）の授業に出席し、その平均で評価がで

る。



中国語基礎会話IF

-

中国語基礎会話IF

他
学
部
・
他
学
科
開
放

　　　　　　　　　　　鄭潭善

　１～４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　　楊衛平

　１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　前期勉強の延長として、更なる基礎の勉強と会話の習

得を目指す。具体的には、ピンインと四声の練習を集中

的に行ない、単語から文章及び会話へ段階的に進め、中

国語の応用能力の向上に努めたい。

【授業計画】

　第１回：前期勉強した内容の復習、ピンインと正しい

　　　　　発音が主眼。

　第2－7回：テキストの勉強とともに、年代、曜日、

　　　　　　　電話等の会話練習。

　第8 －13回:テキストの内容と関辿する時刻、出身、

　　　　　　　年齢、買い物、挨拶、自己紹介等の会話

　　　　　　　練習に重点を置く。

　第14回：一年間勉強した内容の総括。

【評価方法】

　試験成績に出生率､平常点を加味して総合評価する。

【テキスト】

　教室で指示する。

中国語基礎会話1 Fは、週２回コース授業である。楊先

生（水１限）、鄭先生（木３限）の両方の授業に出席し、

その平均で評価がでる。

396 一

【授業の概要】

　中国語の修得のために、発音・会話・文法・訳読を中

心とする講義を行う。特に人門者やさしく楽しく学べる

ように、短い、実川的な目常会話の練習に爪点を置く。

県語、テキスト本文を説明する際、現在中国の実情を紹

介し、短く、興味深いコミカルな事例を通して、異文化

に対する理解を深め、学生諸君'の中国への正しい関心を

醸成する。同時に、中国語に対して興味と自信を持って

貰うように、負担が軽く、なおかつ効率的な会話の復習

を繰り返して行う。全講義を通じて、中国語の基m会話

の実力を身につけることを目指す。

【授業計画】

　最初に中岡語と日木語の違い、および中国語の特徴を

紹介する。次に発音練習を中心に繰り返しながら、初対

而からのあいさつと自己紹介用語を暗唱させ、毎回一人

一人に日本語にない声調が発音でき、また、その違いを

聞き取れるように指導を進める。その後、会話形式で、

学生を中心にして本文を朗読、暗唱させ、一対一の会話

練習を展開する。さらに、本文の翻訳は学生を主体に行

い、日常会話の文法を解説し、文型と表現についてもよ

く理解できるように練習する。その他、ヒアリングの実

力をアップするため、録音テープ、映画のビデオカセッ

トも利川する。

【評価方法】

出席状況、授業での平常点を参考に、期末テストの成績

を総合的評価する。

【テキスト】

　未定

中国語基礎会話1 Fは、週２回コース授業である。曹先

生（水３限）十楊先生（金４限）または曹先生（水４

限）十楊先生（金３限）または楊先生（水１限）十鄭先

生（木３限）の授業に出席し、その平均で評価がでる。
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中国語会話IE
　　　　　　　　　鄭渾善

１～４年　前期　選択　２単位
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中国語会話1 E
　　　　　　　　時衛国

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は初心者に現代中国語についての基礎知識を習

得してもらうためのものである。具体的には発音・会

話・朗読・文法などを中心に進め、受講者の中国語会話

の坊木能力を養成することが目標である。

【授業計画】

第１回　　　年間計画指示

第２～４回　母音・子音とそれらの組み合わせ方、四

　　　　　　声、イントネーションなどの説明

第5～10回　初級の段階に入り、テキストを中心に進

　　　　　　めるが、会話の練習にも力を入れる。

【評価方法】

　出席を重視し、平常点と定期試験によって総合的に評

価する。

【テキスト】

　授業中に指示する。

中国語会話1 Eは、週２回コース授業である。鄭先生

　（火４限）、時先生（木４限）の両方に出席し、その平

均で評価がでる。

【授業の概要】

　一年問の勉強を通じて、正しい中国語の発音及び基礎

文法を身に付けるようにする。簡単な会話及び平易な読

み物が理解できる程度の中国語能力の養成を日指す。

【授業計画】

　第l[可：ガイダンス、中国語とは？共通語と方言、ピ

　　　　　ンイン入門。

　第２－５回：ピンイン及び発音の練習、一一人一人に発

　　　　　　　音の練習を指導する。

　第6 －13回：２回の授業につき, 1課のペースで、テ

　　　　　　　キストの内容及び文法を詳しく説明する

　　　　　　　とともに朗読させ、練習問題をやっても

　　　　　　　らう。

　第14回：前期勉強の総括。

【評価方法】

　試験成績に出席率､平常点を加味して総合評価する。

【テキスト】

　教室で指示する。

中国語会話1 Eは、週２回コース授業である。鄭先生

　（火４限）、時先生（木４限）の両方の授業に出席し、

その平均で評価がでる。

-
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　　　　　　　　　鄭潭善

１～４年　後期　選択　２単位

　　　　　　　　時衛国

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は現代中国語についての基礎知識を習得しても

らうためのものである。発音・会話・朗読・文法などを

中心に進め、受講者の中田語会話の基本能力を養成する

ことを目標とする。

【授業計画】

第１川

第2～12川

川細指示

テキストの内容を中心に読みの練習と短

い会話の練習に力を入れるほか、基本文

型や簡単な文法について説明し、練習を

する。

【評価方法】

　出席を價視し、平常点と定期試験によって総介的に評

価する。

【テキスト】

　授業巾に指示する。

中国語会話1 Fは、週２回コース授業である。鄭先生

　（火４限）、時先生（木４限）の両方に出席し、その平

均で評価がでる。

【授業の概要】

　前期勉強の延長として、正しい中国語の発音の練習に

重点を置きながら、簡単な会話ができるように指導する

とともに、練習問題を通じて、文法と読解力の向I:を目

指す。

【授業計画】

第１回：前期勉強した内容の復習、ピンインと正しい

　　　　発音の復習に重点を置く。

第２－７回：テキストの勉強とともに年代、曜日、電

　　　　　　話等の会話練習。

第8 －13回：テキストの内容と関連する時刻、出身、

　　　　　　年齢、買い物、挨拶、自己紹介等の会話

　　　　　　練習に主眼を置く。

第14回：一年間勉強した内容の総括。

【評価方法】

　試験成績に出席率、平常点を加味して総合評価する。

【テキスト】

　教室で指示する。

中国語会話1 Fは、週２回コース授業である。鄭先生

　（火４限）、時先生（木４限）の両方の授業に出席し、

その平均で評価がでる。

-
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中国語コミュニケーション１

-

中国語コミュニケーション１
　　　　　　　　陳恵貞

１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　丁秀山

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国語を勉強しようとする学生に、基本的な発音・文

型・会話内容を理解し、楽しく学習できるよう努める。

授業巾にヒアリングの強化と正しい発音を身に付けるた

め、リピートをし、繰り返して練習をする。さらに、常

時に復習することによって、無理なく基本的な会話が覚

えられるよう心がける。

【授業計画】

　１中国の紹介と中国語の特徴

　２中国語の声調とピンイン

　３子音と母音の発音

　４簡単な挨拶語・会話

　５基本的な文型

　６ヒアリング

　最初の段階から、より正しい発音ができるように１人

１人に練習させ、指導をする。随時、ヒアリングの練習

をする。前期の目標としては、簡単な表現ができるよう

にする。

【評価方法】

　授業への参加意欲と期末テストの成績による総合評価。

【テキスト】

　やさしい人門中国語

(丁秀山･坂井田ひとみ著　金星堂)

【参考文献・資料】

　中国語百問百答ir秀山著東方書店)
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【授業の概要】

初めて中国語を学ぼうとする学生のために、中国語の‥-

から十までを詳しく説明し、短かいやさしい表現から入

り、日常のきまり文句などを修得して、さらに普段よく

使われる日常会話を学びます。中国語の発音・表記シス

テムを身につけ、中国語の構造や語彙もマスターします。

中国語を通して、中国事情を多少理解できるようにしま

す。

【授業計画】

1

2

3

4

5

排音・声調

発音

挨拶語

やさしい語法文型

ヒアリング

【評価方法】

普段の勉強意欲を重視。

【テキスト】

大学中国語初級テキスト

　〈実川中心の〉やさしい入門中国語　丁秀山・坂井田ひ

とみ苦（金星堂）

【参考文献・資料】

中国語百問百答(丁秀山苦　束方書店)



中国語コミュニケーション２ 中国語コミュニケーション２

他
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　　　　　　　　丁秀山

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

一年次前期で学んだことを基礎として、さらに中国語の

　「聴く」「話す」「書く」「読む」力を発展させ、基礎的

な|」常会話の運用能力を高め、応用力が身につくように

します。さらに中国語を通して、中国人の生活や風俗習

慣などに触れ、中国事情が多少理解できるようにします。

【授業計画】

1

2

3

4

5

基礎の復習

発音をより正確に

さまざまな文型と衣現方法

ヒアリング

会話の練習

【評価方法】

普段の勉強意欲を重視。

【テキスト】

大学中国語初級テキスト

　〈実用中心の〉やさしい入門中国語　丁秀山・坂井田ひ

とみ著（金星堂）

【参考文献・資料】

中国語百聞百答(丁秀山著　東方書店)

-

　　　　　　　　陳恵貞

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　前期で習得したものを史にレベルアップし、展開して

いく。基本的な発音・文型・会話内容を理解するのに加

え、書くと朗読する能力を養う。授業巾にヒアリングの

強化と正しい発音を身に付けるため、リピートをし、繰

り返して練習をする。さらに、常時に復習することに

よって、無理なく基本的な会話が党えられ、楽しく学習

できるよう努める。

【授業計画】

　１前期の復習

　２より正確な声調とピンインと発音

　３ヒアリング

　４基本的な文型で構文・応用

　５会話の練習

　-･年間の努力を通して、より正しい発音で楽しく会話

ができることと簡'liな文を書けることを目指している。

【評価方法】

　授業への参加意欲と期末テストの成績による総今評価。

【テキスト】

　やさしい入門中国語

(丁秀山･坂井川ひとみ著　金星堂)

【参考文献・資料】

　中国語百闘百答(r秀山著'東方書店)
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中国語コミュニケーション３

-

中国語コミュニケーション３
　　　　　　　　陳恵貞

１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　丁秀山

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国の文化や習慣に触れながら、楽しく語学を勉強し

よう。まずは、基本的な発音・文型・会話内容を理解し、

負担なく学習できるよう心がける。授業の進め方は、対

話講義とし、それぞれ声を出し積極的に参加すること

を望む。

　授業中にヒアリングの強化と正しい発音を身に付ける

ため、リピートをし、繰り返して練習をする。さらに、

常時に復習することによって、無理なく基本的な会話が

覚えられるよう工夫する。

【授業計画】

　１中国の紹介と中国語の特徴

　２中国語の声調とピンイン

　3 7-音と母音の発音

　４簡単な挨拶語・会話

　５基本的な文型

　６ヒアリング

　最初の段階から、より正しい発音ができるように１人

１人に練習、指導をする。随時、ヒアリングの練習をす

る。前期の目標としては、簡単な表現ができるようにす

る。

【評価方法】

　授業への参加意欲と期末テストの成績による総合評価。

【テキスト】

　らくらくチャイニーズステップアップ

(J゛秀山・坂井田ひとみ著　駿河台出版社）

【参考文献・資料】

　中国語百四百答（丁秀山著　束方占店）

401 －

【授業の概要】

初めて中国語を学ぼうとする学生のために、日常会話を

習得するという見地から、まず挨拶語から入り、日常の

きまり文句や生活の巾で必須な常川表現を学びます。正

確な発音と文型を巾心に、短くてやさしい文で普段よく

使われる日常表現が身につくようにします。

【授業計画】

2

3

4

5

折音・声調

発音

挨拶語

やさしい語法文型

ヒアリング

【評価方法】

普段の勉強意欲を重視。

【テキスト】

らくらくチャイニーズステップアップ　丁秀山・坂井川

ひとみ著　駿河台出版社

【参考文献・資料】

中岡消印川白･答()■秀山著　束方書店)



中国語コミュニケーション４
　　　　　　　　丁秀山

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

一年次前期で学んだことを離礎として、さらに巾国語の

　「聴く」「話す」「書く」「読む」力を発展させ、基礎的

な目常会話の迎川能力を高め、応川力が身につくように

します。さらに中国語を通して、巾［司人の生活や風俗習

慣などに触れ、中国事情が多少理解できるようにします。

【授業計画】

　1.基礎の復習

　2.発音をより正確に

　3.さまざまな文型と表現方法

　4．ヒアリング

　5.会話の練習

【評価方法】

普段の勉強意欲を重視。

【テキスト】

らくらくチャイニーズステップアップ　丁秀山・坂井田

ひとみ著　駿河台出版社

【参考文献・資料】

中国語百問百答｢｣'秀山著　東方書店)

-

中国語コミュニケーション４
　　　　　　　　陳恵貞

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　前川の授業で学んだものを更にレベルアップし、展開

していく。基本的な発音・文型・会話内容を理解したＬ、

書くと朗読する能力を養う。習得した語彙や文型を応川

し、会話をする。授業中にヒアリングの強化とiTﾐしい発

音を身に付けるため、リピートをし、繰り返して練習を

する。さらに、随時に後習することによって、無理なく

基本的な会話が覚えられ、楽しく学習できるよう努める。

【授業計画】

　１前期の復習

　２より正確な声調とピンインと発音

　３ヒアリング

　４基本的な文型で構文・応川

　5会話の練習

　一年問の講義を通して、より正しい発音で楽しく会話

ができることと簡単な文を書けることを目指している。

【評価方法】

　授業への参加意欲と期末テストの成績による総介評価。

【テキスト】

　らくらくチャイニーズステップアップ

(丁秀山・坂井田ひとみ著　駿河台川I版社)

【参考文献・資料】

　巾国語百閥百答(丁秀山著　東方書店)
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中国語読解１
　　　　　　　鄭渾善

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国の社会、文化及び最新事情に関連する文章を読ん

で、初歩的な読解力を身につけるようにする。具体的に

は、文章を精しく読みながら文法を理解し、単語を覚え、

読む力の向上を目指す。

【授業計画】

　前期では、ピンインの勉強を復習した上、中国の地理、

小数民族、方言、苗字、祝祭日等に関連する文章をゆっ

くり読みながら、文法を詳しく説明して、単語の覚えに

重点の置く。読解力の基礎勉強として、ピンイン、基本

文型、基本文法をマスターするために、朗読も併せて行

なう。

【評価方法】

　試験成績に出席率､平常点を加味して総合評iiする。

【テキスト】

　荒尾　勁・尹　景春・阿倍　呻幸著『中田と日本』

り川出版社

　必要に応じて、プリントも併せて使川する。

中国語読解２
　　　　　　　鄭渾善

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　中国の社会、文化及び最新事情に関連する文章を読ん

で、初歩的な読解力を身に付けるようにする。具体的に

は、文章を精しく読みながら文法を理解し、単語を覚え、

読む力の向上を目指す。

【授業計画】

　前期勉強の延長として、中国の食文化、庶民生活、国

民性、最新事情等関連の文章を、できるだけ早く読むよ

うに指導する。文章の説明につき、文法等は詳しく説明

するが、黙読の速さの向上に重点を置く。

【評価方法】

　試験成績に出席率、平常点を加味して総合評価する。

【テキスト】

　荒屋　勤・尹　景春・阿倍　博幸著『中国と日本』

則班社

　必要に応じて、プリントも併せて使用する。
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中国語読解３
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　　　　　　　　時衛国

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は現代中国語の文:型・文法現象及び関辿知識を

中心に、総合的読解力の養成を目標とする。

【授業計画】

　第1回　年問計画指示

　第2～12回　テキストを利用して読解･練習

【評価方法】

　出席を重祝し、平常点と期末試験によって総合的に評

価する。

【テキスト】

　授業巾に指示する。

404 －

　　　　　　　　　時衛国

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本講義は初級中国語コースで学んだ発音の仕方・文

型・文法現象及び関連知識を復習しながら、テキストを

もとに総介的読解力と会話力を高めることを念頭に置く。

【授業計画】

第１回

第2～12回

年間計画指示

テキストを利川して読解・説明・練習

【評価方法】

　出席を重視し、平常点と期末試験によって総合的に評

価する。

【テキスト】

　授業中に指示する。
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ドイツ語ａ・ｂ
　　　　　　　　　　　浜田義孝

１～３年　前・後期　選択　各２単位

【授業の概要】

ドイツ語の基礎を習得する。

ドイツ語は英語と同じく西ゲルマン語から出た言語で類

似点も多いが、英語に比べてかなり保守的で、面倒な語

形変化などがある。しかし一見やっかいそうな文法も

いったん慣れてしまえば、かえって語句の関係が明確で

あり構文の把握も容易になる。

言葉は何よりもまず音声であるから、初めにドイツ語の

発音に慣れること。そのためには教師（またはCDか

テープ）のドイツ語をよく闘いて、積極的に「Iを動かせ

て真似ること。こうして繰り返し反復練習することに

よって、草本的なドイツ語の語句や言い回しになじみ、

やさしい文を覚えていけば、週一回という短時間の学習

でも、ドイツ語の基礎をマスターできるでしょう。

またドイツ語の学習を通してドイツやオーストリアの生

活と文化に触れることもできる。

【授業計画】

テキストは、全14諌で各課ともミニ会話と坊本的な文法

小項、練習問題で構成されている。そしてまた読解力を

鑓うためにドイツの生活をテーマにした読章が４つある。

1課を2|日|の授業で修ｒするようゆっくりしたペースで

迎む。

【評価方法】

授業での平常点と開末試験の成績を総合して評fllliする。

【テキスト】

ドイツ語70 （シュレヒト／三室共肖　二修社）

フランス語ａ・ｂ
　　　　　　清水ベアトリックス

１～３年　前・後期　選択　各２単位

【授業の概要】

この授業は初級者を対象とし、フランス語の習得だけで

なく、フランスの風俗、文化、習慣も「味わいながら」

学ぶことを意図する。担当講師はフランス語の授業を通

じて受講者の対仏国理解を深める手助けをすることを切

に望む。

前期

日本で出版された平易なフランス語テキスト（ＣＤ付

き）、漫画、ポップス、ビデオなどを使用する。

前期には、テキストの目次に沿つて進み、フランス人講

師が直接教えるので、受講者は「フランスに浸り」、r純

粋な」フランス語の発音と文法の基礎を身に付ける。

できる限り前期では、下記の文法を学ぶ：

発音、名詞の『性』と『数』、冠詞、不定詞と動詞の活

川：直接法現在形、疑問文：疑問代名詞と疑問形容詞、

否定文、品質形容詞。

後期

前mに引き続き同じテキストを使川し、より高レベルの

文法・語彙を学ぶ。しかし、特にコミュニケーションに

重点を置くので、「純粋なフランスの環境」の巾で簡単

な作文を書いたり、寸劇をすることにより、受講者自身

の考えをフランス語で表現する能力を養成することを主

「|的とする。

後期では、下記の文法事項を学ぶ：

目的語となる人称代名と強勢形、指示形容詞、所有形容

詞、冠詞の縮約、半過去、複合過去。

【授業計画】

毎回学んだフランス語を会話練習に積極的に使川すると

ともに、文法を体系的に学んだり、平易なフランス語の

文章を和訳する。

【評価方法】

定期試験を重視するが、邱l、出席率、受講態度なども

考慮に入れる。

【テキスト】

｢Alphabetix｣｢Centre franco"｣aponais d'Osaka, 二修

礼)
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ロシア語ａ・ｂ
　　　　　　　　　　　杉本一直

１～３年　前・後期　選択　各２単位

【授業の概要】

　みなさん、知っていますか？目本の大学のなかでロシ

ア語を学ぶことができるところは本当に少ないんですよ。

ということは、「ロシア語がわかる人」は日本ではとて

も希少価値があるのです！「芸術の国ロシア」の言葉を

今すぐ学んでみませんか？

　この授業では、初歩のロシア語を学びながらロシアの

芸術や文化や街について楽しく紹介していきます。映画

の鑑賞会もありますから、楽しみにしていてくださいね。

【授業計画】

　初級のわかりやすい辞書を「テキスト」として授業を

進めてきます。まず、例の不思議な形をしたキリル文字

を憶え、発音を憶え、そのあとは辞書で遊び（？）なが

ら「使える単語」「使えるフレーズ」を集めていきます。

たくさんたくさん集めたら、あれ、いつのまにかロシア

語の達人！

　辞書以外に補助教材として会話川プリントを配布しま

す。学ぶ項目は以下のとおりです。

a.　キリル文字と発音

b.大きな声であいさつしよう

c.　買い物に行つてみよう

d.乗り物に乗ろう

f.おなかがすいたら‥。

g.　自分について話してみよう

h.好きな片楽について

に手紙を書こう（本当にロシアへ送るぞ目

【評価方法】

　定期試験の成績による。

【テキスト】

　ロシア語ミニ辞典（白水社）

-

Intensive English 2002Ａ
ペヴァリー・F. M.カレン　ポール・ルイス

　　　　　　　　１～４年　前期　選択　２単位

【Course Content】
　This course will offer motivated students ａ chance

to further develop their English skills by intensive

practice. In each class, students will be eχpected to

speak　English　only, and　participate　actively　in

activities designed to promote greater fluency and

accuracy of ｅχpression，enhance listening comprehen-

sion, improve vocabulary, and develop each student's

confidence in his or her ability to communicate

effectively in English. Ａ variety of media, including

video, will be vised in the course.

【Schedule】

　The course will begin with a listening focus, in

which students will be encouraged to activelycontrol

their aural understanding through the use of simple

but　effective　strategies　to　clarify　and　confirm

understanding. In the following weeks, classes will

combine speaking and listening practicein entertain-

ing but challenging activitieswhich use authentic

video materials as models for speaking. There will be

an interview at the end of the term.

【Assessment】

　Assessment is ongoing and based on attendance,

effort,willingness to speak English eχclusivelyin

class,and active participationin allactivities.

【Ｔｅｘtbookｓ】

　TBA
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Intensive English 2002Ｂ 言語文化海外セミナーＩ
　　　　　　　　　　　　馮富栄

集中　１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　この授業では、言語実践を通して、言葉を知り、理解

し、発信し、理解されることの楽しさを体験することが

できる。また南京師範大学に滞在して生活することで、

中国に対する単なる傍観者・観察者ではなく、客観的な

目をもっだ共感者になることを目指す。

1.南京師範大学において３週間の中国語研修を行う。

　○月曜～金曜の午前「卜は8 :00～ll:30まで中国語の

　　授業。日本語のできない先生が中国語で授業するが、

　　分かるのが不思議。内容は会話表現中心。

　○午後は課外活動として南京市内見学（中山陵、南京

　　博物館、玄武湖、夫子廟、南京大屠殺記念館など）

　　を通して、南京の風俗、歴史を学び、日本語学科の

　　学生との交流会などを通して中国人同世代の人の考

　　え方や生活を学ぶ。

　○夜は予習復習に追われる。みんな教室に集まって、

　　黙々と勉強。

　○土曜と日曜は言語実践の口。南京の街へ飛び出そ

　　う！

　○風光明媚な「痩西湖」で名高い楊州へ、庭園で知ら

　　れている蘇州への一日旅行。

2.言語文化論Ｉの講義内容と呼応した１週問旅行。

3.定員は20名程度。

4.今年度の２月中旬から３月中句にかけて実施する。

5.修了者には２単位を認定する。

【授業計画】

　４月のガイダンスで研修の内容などを説明する。後期

開講科目であるが、参加希望者は履修登録を必ずする。

９月下旬頃、参加者最終決定。10月中旬頃、第１回説明

会o 1!月下句頃、第２回説明会1月下旬頃、オリエン

テーションを実施する。２月中旬頃に出発し、３月中句

頃に帰国する。費用は20万円程度。

【評価方法】

引率者が平常点で評価する。

【テキスト】

　南京師範人学の研修授業の担当先生が決めるテキスト

を使川する。

ベヴァリー・F. M.カレン　ポール・ルイス

　　　　　　　　　１～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】
　This　course　will　continue　to　offer　motivated

students ａ chance to further develop their English

skills by intensive practice. In each class, students

will　be　expected　to　speak　English　only, and

participate actively in activities designed to promote

greater fluency and accuracy of ｅχpression, enhance

listening comprehension, improve vocabulary, and

develop each student's confidence in his or her ability

to communicate effectively in English. Ａ variety of

media, including video，will be used in the course.

【Schedule】

　As in the first semester, this course will hegin with

a　listening　focus, in　which　students　will　be

encouraged to actively control their aural understand-

ing through the use of simple but effective strategies

to clarify and confirm understanding. In the following

weeks, classes will combine speaking and listening

practice in entertaining but challenging activities

which use authentic video materials as models for

speaking. There will be an interview at the end of the

term.

【Assessment】

　Assessment is ongoing and based on attendance,

effort,willingness to speak English eχclusivelyin

class,and active participationin allactivities.

【Ｔｅｘtbookｓ】

　TBA
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語コミュニケーション５
　　　　　　　石橋千鶴子

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

パラグラフ・ライティングを含む英語総合演習。

【授業計画】

　英語の４技能、すなわちリスニング、スピーキング、

リーディング、ライティングにおける運用能力の育成を

目指し、総介的な英語活動を行う。

　授業では英語ビデオ教材を使い、内容把握のための活

動を英語で行っていく。また、ライティング学習では、

英文の基本であるパラグラフの構成と、その中でいかに

してトピックを展開させるかを学ぶ。与えられたトピッ

クでパラグラフ・ライティング、レター・ライティング

などを行い、ライティングにおける運用能力の育成をは

かる。

　なお、後期「英語コミュニケーション6」の履修を希

望する者は、「英語コミュニケーション５」を履修して

おくことが望ましい。

【評価方法】

期末試験及び日常の勉学状況により評価を行う。

【テキスト】

プリント配布

-

英語コミュニケーション５
　　　　　　　　　安田千恵

２～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

ＬＬを利川した主にリスニング、スピーキングの力を養

成することを｢|的とした英語演習

【授業計画】

ビデオ、音声テープを利川し、出来るだけ大量の英語を

聴き、目本語を介さず、英文をそのまま理解する力を養

うと共に、聴き収った内容に対して。英語で感想を述べ

る練習を通じ、スピーキングの力も養成したい。

テキストは、アメリカの文化、目常生活を紹介しており

演習を通して、アメリカ文化に対しての理解を深めてい

きたい。

又、LL機能を利川し、発音の訓練も行う。

なお、第l同[|の講義時に、64分テープを持参すること。

【評価方法】

出席状況、平常点、試験等によって総合的に評価する。

【テキスト】

CUBIC LISTENING CLOSING THE CULTURE GAP

　(Timothy　Kiggell, Kevin　Cleary　MACMILLAN

ＬＡＮＧＵＡＧＥＨＯＵＳＥ)
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英語コミュニケーション６
　　　　　　　　　安田千恵

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

リーディング、リスニング、ディスカヽyションの演習を

通して自分の考えを英語で表現する力を養う。

【授業計画】

今日の社会生活で考えなければならない様々なトピック

についてリーディング、リスニング、表等の資料の読み

収り、ディスカッションの演習を行いながら、その巾で

使用されている表現方法や語彙を習得し、トピックに対

しての意見を英語で論理的に表現出来るよう指導する。

表等の資料の読み取り練習は、ＴＯＥＩＣ対策としても有

効と思われる。

又、ＬＬを利用して、音読の訓練も行う。

なお、第１回目の講義時に60分の音声テープを持参する

こと。

【評価方法】

出席状況レド常点､試験等によって総合的に評価する。

【テキスト】

別途指示する。

　　　　　　　石橋千鶴子

２～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

ＴＯＥＩＣ対策を含む英語総合演習。

【授業計画】

　英語の４技能、すなわちリスニング、スビーキング、

リーディング、ライティングにおける運用能力の強化を

目指し、総合的な英語活動を行う。

　前期「英語コミュニケーション５」に引き続き、ビデ

オ英語教材を使い、内容把握のための活動を英語で行う。

また、ＴＯＥＩＣ問題の演習を行い、さらなる個人学習を

促したい。

　なお、本科目履修希望者は、前期「英語コミュニケー

ション５」を履修しておくことが望ましい。

【評価方法】

期末試験及び日常の勉学状況により評価を行う。

【テキスト】

ＴＯＥＩＣテスト　スーパー模試600問（発行　アルク）



英語コミュニケーション７
　　　　　　　　　　　中村栄造

２～４年　前・後期　選択　２単位

英語コミュニケーション８
　　　　　　　　　大鐘洋司郎

２～４年　前・後期　選択　２単位

■

他
学
部
・
他
学
科
開
放

【授業の概要】

商社、外資系会社、製造業者、外国為替銀行、海運会社、

航空貨物会社、国際運送会社や保険会社などに就職しよ

うとする学生に役に立つ体験から帰納した授業内容。

海外からの商品の物流、代金決済方法の理解は‥･般企業

就職希望者にも役に立つ。

授業担当者は全米最大の小売業者シアーズ社などとの取

引経験から、教科書の事例を解説し、英語ビジネスコ

ミュニケーションの手法を学ぶ。

【授業計画】

第１回　場而を設定して受講生が英文ビジネスレターを

　　　　作成する。英和・和英辞典を持参すること。

第２回　海外取引先紹介依頼及び取引先紹介者への礼状

第３回　信川照会及びその返信

第４回　収引開始巾し込み

第５回　ビデオ視聴（内容は下記参照）

第６回　一般取引条件協定書の交換

第７回　基本貿易価格ＦＯＢ及びCIF

第８回　オファー、価格表及びカウンターオファー

第９回　発注及びその確認

第10回　注文書、売約書の送付

第11回　信用状修正依頼及び受領確認

第12回　船積みに関して

第13回　ビジネス英会話（時間と受講生数次第で実行）

【評価方法】

出席状況･定期試験･その他による。

授業に取り組む積極性も評価する。

【テキスト】

ケーススタディで学ぶ英文ビジネス文書のライティング

とプレゼンテーション再増補版（大鐘洋司郎他　嵯峨野

書院　税込　2,625円）

ビデオ「貿易実務の基礎知識」又は「外国為替につい

て」

授業担当者作成資料（プリント教材その他）

410 －

【授業の概要】

財界の様々な出来事が国際ニュースとして、われわれの

手元にすぐ届けられる時代を迎えて久しい。この授業で

は、日々われわれが接する膨大な情報から必要な情報を

的確に人手することを念頭に、主にリスニングとリー

ディングを中心とした英語運用能力の獲得を目指す。

　主にリスニング教材とするのは、VOA (Voice of

America)のニュースである。これを毎回、ディクテー

ションする。リーディングは英字新聞や、雑誌

Newsweekなどから岫広く教材を選び、読解を試みる。

【授業計画】

リスニングのトレーニングを60分、リーディングを30分

毎回行う。なお、リスニングに関しては、５回ごとに小

テストを実施する。

【評価方法】

授業内に行う小テスト２回、およびリーディング教材の

読解度、定期試験を総合して判断する。

【テキスト】

使川せず｡毎回プリント配布。

-
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英語コミュニケーション９
　　　　　　　　　　小野迪雄

２～４年　前・後期　選択　２単位

【授業の概要】

アーネスト・ヘミングウェイは、20世紀を代表するアメ

リカの作家であり、多難な激しく変動した時代を生き抜

いた作家でもある。『老人と海』でノーベル賞を授賞し

たが、彼の文学の本質を探ってみると、円環を描いて、

初期の作品世界につなかっているようにみえる。それ故、

初期の短編を読み解くことは重要であり、彼の文学の本

質に迫れるかもしれない。

　ヘミングウェイの文章は簡潔で引き緊った文体で、現

代の標準的な文章の一つの型をもっていて、読みやすい。

【授業計画】

テキストを中心に読み進み、随時プリントを配布して、

作者や作ぷ1の理解を深めるようにする。

【評価方法】

定期試験の成績を主とするが、日常の授業に対する準備

も判断の資料とする。

【テキスト】

Indian Camp aiid Other Stones (Hemingway）

　『ヘミングウェイ短編集』成美堂

【参考文献・資料】

授業時に随時紹介する。必要に応じてプリントを配布す

る。

-

英語コミュニケーション10
　　　　フィリップ・サザンズ

２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

　The purpose of this course is to use English for

communication instead of for classroom exercises. It

is important, therefore, for students to develop their

own topics and speak as much as possible.

　Our first goal is to develop fluency by discussing a

variety　of　topics. Students　will　have　weekly

conversations with as many partners as possible,

make their own vocabulary lists and learn to correct

their own grammar mistakes.

　Our second goal will be to develop language skills:

giving　opinions, story　telling, summarizing　and

problem-solving （for ｅχample, ｅχplaining how to do

something, or working together on ａ small project in

English）.

【SChedUle】

1 －2　Find out about your classmates

3 －４　Opinions, reasons, eχamples /summarizing

5 － 6　Agreeing /disagreeing;Ａspecialperson

７－８　Personality and storytelling

９－10　Dreams /Music / Movies

11－12　Sports /Travel

13　Test

【Assessment】

Students will receive ａ mark for classroom discus-

sions,homework and quizes.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

Handouts from the instructor
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英語コミュニケーション10
　ディビッド・p.レヴィ

２～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】
This course aims to further develop students' skills in

speaking, listening, reading　and　writing.　The

emphasis however will be on speaking and listening･

Students who choose this course will be ｅχpected to

be highly motivated.

[Assessment】

Assessment will be based on attendance，participa-

tion, writing assignments, homework assignments

and ａtest.

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

Gateways 2（Frankel ＆Kimbrough, OUP）

【Reference】

Students are ｅχpected to bring English-Japanese and

Japanese-English dictionaries （ｂｏｏｋor electronic）to

class.

-

英語コミュニケーション10
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　　ジャクリーン・ノリス

２～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】

The aim of this course is to develop the four macro-

skillsof listening, speaking, reading and writing in

the English language.　It is hoped that students will

develop an enjoyment of using English for a variety of

communicative tasks, while at the same time being

encouraged to become active participants in the

classroom when using a foreign language.　The

students will be given ａ variety of tasks to improve

theiroverall English language proficiency･

【Schedule】

To be decided upon selectionof an appropriate

teχtbook.

【Assessment】

Assessment willbe based upon the following criteria:

attendance

class participation

homework

quizzes

essays

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.
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英語コミュニケーション10
　スコット･ R.グリーン

２～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】

The focus of this class willbe on further development

and expansion of previously acquired English skills.

Students　will have　the　opportunity　to　discover,

express and discuss different elements of language

and culture. Development of vocabulary and critical

thinking skillswillbe stressed.

【Schedule】

Ａ variety of topics will be covered. The order in which

they are covered in class will depend on students'

level and interests.

【Assessment】

Assessment will be based on attendance, participa-

tion, attitude and a final project or report at the end

of the term.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced at ａlater date

-

英語コミュニケーション10
　　　　　　ポールリレイス

２～４年　後期　選択　２単位

【Course Content]
This course aims to focus on improving speaking and

listening skills, particularly focussing on the latter. In

particular、the different ways of listening will be

covered, including eχtensive and intensive styles. The

course will be given in English, and students are

expected to use English as much as possible during

class.

[Schedule】

Lessons卜12: Various topics/listeningskills

【Assessment】

Assessment will be based on class participationand

attendance, and　ａ　combination　of　continuous

assessment, tests,and/orａfinalexamination.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The textbook willbe announced during the firstclass

meeting･
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　　　ハリー・Ｔ．ノリス

２～４年　後期　選択　２単位

　ジェームズ・A.ジョリー

２～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】

This course will provide development and ｅχpansion

of listening, speaking and reading skills in English.

While conversational topics of each lesson provide

practice in ｅχpressing personal information, each

lesson is set in a different country to provide students

with new vocabulary and knowledge to be able to

converse about other people and cultures. Eχercises

and practice in class will be aimed at strengthening

the ability of each student to express their thoughts

accurately.

【Schedule】

Ａ precise schedule of class dates and assignments

will be provided at the second class meeting. Lessons

will cover one unit of the textbook each week. A short

quiz will be given after every third lesson, with ａfinal

examination over the whole course after the last

lesson.

【Assessment】

The students willbe assessed by their performance in

( 1 ）attendance　and　class　participation, （2 ）

homework assignments, （3 ）quizzes and （4 ）final

ｅχamination.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The textbook will be Speaking liUernationally（Paul

McLean, MacMillan LanguageHouse）. Additionally,

each student is expected to bring to class her or his

own personal English / Japanese dictionary.

414 －

【Course Content】

This course is designed to be ａ one semester course.

The course aims to improve the students' ability to

communicate using English. To help them transmit

their ideas to other Japanese people and native

speakers of English. The course will show students

key points about public speaking that will allow them

to speak English confidently in front if small groups.

Teaching strategies and techniques, voice control, and

use of teaching aids will be studied. Reading, writing,

listening and speaking will be addressed throughout

the course. Speaking and listening being the main

areas of assessment.

The course will be aimed mainly at developing

confidence when speaking English in front of small

groups of people.

【Schedule】

Introducing yourself.

Pronunciation “L/R". “BA^” and “Th" ,

Voice control and eye contact.

How to use TV,　OHC ，OHP and pictures in ａ

classroom.

Talking about travelｅχperiencesusing photos.

Talking about familyしisingphotos｡

3 minute seminar on hobbies

【Assessment】

Assessment will be based on attitude, attendance,

speaking ability and improvement, and ａ written

report.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

No teχt,as necessary worksheets will be given.

-
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英語コミュニケーション10

-

英語コミュニケーション10
　　　　サミュエル・ミラー

２～４年　後期　選択　２単位

　　リオナ・R.キャメロン

２～４年　後期　選択　２単位

【Course Content】
The aims of the course are as follows: to acquaint

students with basic / intermediate grammar and

vocabulary; to equip them with adequate conversa-

tional skills on ａ variety of topics; to get them to enjoy

English. Occasionally, a　writing　assignment　－ in

which students will be asked to formulate sentences

employing the grammar we have introduced in class

or perhaps ａ paragraph or two on ａ theme －will be

given. Generally, we will spend the first 30 minutes of

each　class　on　grammar　review, devoting　the

remainder of the period to the textbook and open

topics. Each student may also be asked to give ａ very

short presentation at some point during the semester

Topics to be covered:

Family, Food and Restaurants, Music and Entertain-

ment, Sports

School, Health and Fitness, Books Magazines and

Newspapers･

Marriage and Divorce, Beliefs and Opinions.

【Assessment】

Grade will be based attendance and participation

(50%)homework and a final test(50％)

【ＴｅＸｔｂＯＯｋＳ】

Topic Talk, (David Martin, EFL Press)

415 －

【Course Content】
In this course the students will practice the four

skills, speaking, listening, reading　and　writing.

Students will learn practical English. Students will

be expected to participate and speak ａlot in English

during the classes.

The content will review the English that has already

been learnt by students previously and increase the

students' knowledge and performance in English.

【Schedule】

In each lesson,students will do many kinds of

activities,individually,in pairsor groups.

【Assessment】

Assessment will be on-going, based on attendance,

participation,homework and tests.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

The teχtbook will be announced during the firstclass.

【Reference】

Students will be　expected　to have　an　English-

Japanese dictionary and ａ Japanese- English diction-

ary　in　every　class. Electronic　dictionaries　are

acceptable.
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　　　ジョナサン･ E.ロング

２～４年　前・後期　選択　２単位

　　　ジョナサン・E.ロング

２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】

Students who meet the prerequisiteswillin the class

have to meet the challenges of reading scriptsin

English, watching　the　videos　without　subtitles,

discussing them in English and writing reaction

papers about them.

　Usually, three weeks willbe allowed foreach video:

Week ｌ : script

Week 2

Week 3

video

discussion;homework: reaction paper

【Assessment】

Assessment willbe based on attendance and the

reactionpapers.

【Ｔｅｘtbookｓ】

none.

416－

【Course Content】

　This course aims to improve the students' abilities

in the four language skillsin English by discussing in

class topics of interest to them, and reading and

writing about these topics outside of class. To be

successful the students must be willing to work hard.

【Assessment】

Assessment willbe based upon

attendance

class participation

homework

quizzes

essays

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced

-
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-
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　　ディビッド・Ｃ．ダイカス

２～４年　前・後期　選択　２単位

【Course Content】
This course will focus on skills and techniques needed

for informative and persuasive writing and speaking.

　The course be topic/theme oriented. Students will

read about, and discuss, these topics. Writing practice

will include the study of paragraph organization and

effective presentation and support of ideas in written

English. Once this level of writing is mastered, we

will move on to longer pieces of writing･

【Schedule】

As described above, the course will move from basic

organization and presentation ofideas to essays and

discussions based on their content.

[Assessment】

Grading will be based on attendance and participa･

tion,homework assignments, and ａtest.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced
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　　　　　　　　　　　榎田勝利

集中　１～４年　後期　選択　２単位

石橋千鶴子　ジョナサン・Ｅ．ロング

　　集中　１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

　英語／アメリカ文化研修を目的としたウェストバージ

ニア大学での春期英語研修プログラム。全学が対象。

キャンパス内の人学寮に滞在し、約４週間の集中授業を

受ける。さらに、週末のホームステイ、小旅行、現地学

生および留学生との交流などが用意されている。出発前

に行われる数回のオリエンテーションおよび事前事後の

ライティング課題なども含めて全てを修了すれば、本学

の２単位が与えられる。　２月中旬から３月中旬の約１ヶ

月間を予定している。定員は、約30人。

面接およびＴＯＥＩＣスコアにより選考を行う。

　2001年度実施夏期研修プログラムにおける□」（9 ：

００ＡＭ～３：２０ＰＭ）の学習内容は、以下の通りだっ

た：

午前　少人数で行われる会話クラスと総合英語の授業。

午後　アメリカ文化の授業およびプロジェクト。音楽／

　　　ドラマ／ニュースレター作成／ホームページ作成

　　　などから、各自興味のあるものを選び、英語によ

　　　る意見交換を行いながら仕上げていき、終了パー

　　　ティーで発表する。

【授業計画】

　本研修は、ウェストバージニア大学が本学学生のため

に用意する特別プログラムであり、全期間の学習および

生活面全ての指導は、現地教員およびプログラムスタッ

フがあたる。（期問中、本学教職員は滞在しない｡）

【評価方法】

ウェストバージニア大学授業担当者の評価による。

【テキスト】

現地にて用意される。

【授業の概要】

米国ワシントンD.C.にあるポインツ・オブ・ライト財

団との共同プログラムとして実施する。米国の民問非営

利組織（ＮＰＯ）でのインターンシップの体験を通して

米国社会か抱える深刻な社会問題を理解し、その問題解

決の方法を学ぶ。インターンシップの期問中は、-一般の

米国人の家庭でのホームステイをし、口常生活を体験す

る。インターンシップの受け入れ場所は、ワシントン

D.C.および周辺地域で、学生の関心分野、英語力、専

門的知識、経験等を考慮し、受け入れ団体を決める。実

践の場を通して、輿文化コミュニケーション能力と情報

技術能力の向上を図り、学生の将来のキャリア形成の‥-

助ともなる機会を提供する。

　（活≫J可能な分野）老人、児童・青少年、自然・環境、

識字教育、障害者、家族、ホームレス、ジェンダー、文

化・芸術、スポーツ、バイリンガル教育、外国人支援、

国際交流・国際協力、呻物館・美術館、図書館、その他。

　（米国側協力団体）ポインツ・オブ・ライト財団

　(PointsofLight Foundation)

【授業計画】

(事前研修)・インターンシップの活動分野の決定

・|｣米のNPO、ボランティア団体等の現状学習

・日本のNPO、ボランティア団体ヘフィールドワーク

・英会話のトレーニング

(現地プログラム) ■オリエンテーション合宿

・基本的に月曜から金曜までの５日間のインターン

・１日特別研修プログラム

・インターンシップの体験報告書の作成と提出

・評価会、修了式、さよならパーティ

(事後研修)・フォローアップ研修、報告書作成

【評価方法】

現地での評価（受け入れ団体、ホストファミリー等と報

告書）を考慮し全体評価を行う。
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外国文化海外研修
　　　　　　　　　　曹述雙

集中　１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　本学の姉妹校の一つである韓国の大邱カトリック大学

で、韓国の文化や言語などの研修を積む。本研修のため

に姉妹校からは少人数制の語学授業、金属工芸・伝統音

楽・伝統料理などの韓国文化に対する講義と実習、そし

て両校の学生交流、ホームステイなどの課外活動を含む

特別のカリキュラムが編成されている。と同時に本研修

には姉妹校での研修を前後して慶州市、独立記念館、ソ

ウル市への旅行などのプログラムも企画されている。

　本研修を通じて参加学生たちは、良好に組まれたカリ

キュラムからの隣国の韓国に対する知識を習得すること

以外に、多様な韓国・韓国人を直接体験し自ら触れあう

ことで新世紀のパートナーとしての韓国の理解を深める。

期間：夏期休暇の８月中の３週間前後

内容：

１、語学研修

　ａ、14日間、午前中、1 □ 3 時問(2コマ）授業

　ｂ、現地教員による少人数制の授業で韓国語の発音、

　　文法、文型、会話などの練習

　ｃ、初級と中級のクラス編成予定で初心者の授業参加

　　可

２、韓国文化研修

　a、午後週1～2|戸|

　b、専門家による講演と質疑応答

　c 、伝統文化講演の鑑賞（占典劇、音楽など）

　d、韓国文化にたずさわる専門家による指導と自己参

　　加型の実習（工芸・料理、舞踊など）

３、その他の各種の課外活動

【授業計画】

　本研修参加のための数回の･n前研修と事後研修か予定

されている

【評価方法】

　現地教員およびプログラムスタッフそして引率教貝に

よる総合評価による。

一

情報処理技術特殊Ｉ
　　　　　　　　　　　中野雅晴

集中　１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

　基本情報技術者試験合格のための教育科目である。

　情報技術全般の基礎知識を活用し、情報システム開発

においてプログラムの設計・開発を行うとともに、将来

高度な技術者を目指す者として、以下の知識・能力を身

につける。

　1)情報技術全般に関する基本的な用語・内容の知識

　2)上位技術者の指導のもとにプログラム設計書を作

　　成する能力

　3)プログラミングに必要な論理的思考能力

　4）プログラムのテスト手法を理解し実施する能力

【授業計画】

　ステップ１　コンピュータ科学基礎

　ステップ２　データベース技術

　ステップ３　コンピュータシステムの開発と運用

　ステップ４　ネットワーク技術

　ステップ５　情報と経営

　ステップ６　セキュリティと標準化

【評価方法】

　出席状況・小テストなどで評価する。

【テキスト】

　授業巾に指示する。
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　　　　　　　　　　　黒部晃一

集中　１～４年　前期　選択　２単位

　　　　　　　　　　　中野雅晴

集中　１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

CG検定２級の合格を目指す教育科目である。

　２級のレベルは、CGを実務に活川できるレベルであ

り、期待できる効果として以下のことがある。

（１）アルゴリズムを理解し、目的に応じてCGの技法

　　を活川できる。

（２）デザインの知識をCGlTlii像やCGアニメーション

　　の制作に活用できる。

（３）ＣＧに必要なシステムを目的に応じて選び使川で

　　きる。

【授業計画】

1

2

3

4

5

6

7

８
C
T
J

CGJ,E礎。２次元両像生成

　　　　　　　I)

モデリング

　　　/ノ

3次元座標変換

　　　　ノル

ンダリング

ガ
　
ガ

10. Hi]像処理

11.　　//

12.著作権その他。

【評価方法】

出席状況について評価

【テキスト】

"'Computer Graphics』技術編ＣＧ標準テキストブック

m像情報教育振興協会)

【参考文献・資料】

『Turbo Ｃによる3Dコンピュータ・グラフィックス』

(山岡祥著　森北出版)

『CG検定対策講座３級　理論編』

(株式会社ユーミックス編著)
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【授業の概要】

　ソフトウェア開発技術者試験合格のための教育科目で

ある。

　情報システム開発のソフトウェア開発技術者として、

外部仕様に基づいて内部設計・プログラム設計・プログ

ラム開発を行い、高品質なソフトウェアを開発するため

の、以下の知識・能力を身につける。

　1)ネットワーク、データベース、システム構成など

　　の情報技術に関する全般的な知識と、上位技術者の

　　指導のもとに情報システムの設計ができる能力

　2）内部設計書・プログラム設計書の作成能力

　3）プログラミングに必要な高度の論理的思考能力

　4）ネットワーク、データベースなどに関する実装技

　　術と知識

　5）プログラムのテスト手法を熟知し、単体テスト・

　　結合テストの計画と管理が行え、テストの実施につ

　　いてはプログラム開発要員を指導できる能力

【授業計画】

　ステップ１　コンピュータ科学基礎上級

　ステップ２　コンピュータシステム上級

　ステップ３　システムの開発と運用

　ステップ４　ネットワーク技術

　ステップ５　データベース技術

　ステップ６　セキュリティと標準化

【評価方法】

　出席状況・小テストなどで評価する。

【テキスト】

　授業中に指示する。
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情報処理技術特殊IV 上級英語セミナー2002Ａ

-

　　　　　　　　　　　黒部晃一

集中　１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

CG検定１級の合格を目指す教育科目である。

　１級のレベルは、高度な知識と指導力に加えCGを制

作や開発に応川できるレベルであり、期待できる効果と

しては以下のことがある。

（1)アルゴリズムの記述やプログラミングによる高度

　　なCGllfi]作ができる。

（２）デザインの知識を効果的に活用し高度な表現がで

　　きる。

（３）ＣＧに関する総合的な知識が身につき指導できる。

【授業計画】

ｎ
／
】
３

４

５

ｐ
ｎ
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７

O
Ｏ

Ｃ
Ｔ
>

10

11

VisualC＋＋によるプログラミング

　　　　　　　　　)}

　　　　　　　　　μ

　　　　　　　　　ﾉﾉ

ＣＧアルゴリズムのプログラミングと実例

　　　　　　　　　　　　　　ﾉﾉ

　　　　　　　　　　　　　　ﾉﾉ

が
　
か

CG検定１級の過去問題検証

12.

【評価方法】

μ
　
々

出席状況について評価

【テキスト】

　『ＣＧ検定１級問題集』m像情報教育振興会）

【参考文献・資料】

『基礎から学ぶViｓｕａｌＣ＋＋プログラミング』

(山岡祥著　CQ出版)

[Course Content】

ジョアン・M.ウッドマン

　　　２～４年　前期　選択

iM2 I］の授業で】セット(4 単位）を雌本とする令学対象の上級英語科［|。

TOEICスコアで選抜を行い、少人数クラスを編成する。多様な授業活動を通して

語彙力を川強し、総介的英語運川能力の強化を目指す。学期末のTOEIC受験

およびその得点アップが期待される。各自、到mis・進捗厦を確認することが望ま

しい。総合的な評価を行う。

４年間続けて履修できる。０年生・編入生は１年目の前期は受講できない｡）

This isａ new and exciting course designed tor higher level students who

arc keen to further iniprove their English skills.Candidates will be

selected on the basis of theii･TOEIC IP test scores,and since allstudents

will be required to take another TOEIC IP test at the end of each

semester, part of the finalgrade willinclude ａ component of "TOEIC IP

testscoreimprovement'≒

Good translation/ interpretation/ communication requires,among other

things,an extensive knowledge of vocabulary,so this course willrequire

students to demonstrate ａ vastimprovement in their vocabulary －in both

written and spoken forms.

Vocabulary lists/ testswillbe generated from:

a) teacher presented materials－(ie.NHK and world news broadcasts.as

well as ａ wide gamut of newspaper articles)

b) student research －(students willbe required to prepare one newspaper

articleabout Japan for class discussion each week －this will include

preparing an extensive vocabulary listas well as brief background and

contextual information about the article).

c)TOEIC vocabulan' texts/ materials

The course willdeal with contemporary issues within Japan, so emphasis

will be placed on encouraging tho students to improve their general

knowledge ofcurrent affairs.

Inherent in thiscourse willbe the need for the students to "think on their

feet”,that is tosay they willhave to glean as much information as thev

can from class presentationsand then ask and answer questions about it.

【Schedule】

The aim of this courseis to discuss up-to-dateissues.so the schedule will

be determined by the current events of the week. However, students

shou Id eχpect to address social,economic, political,religious,environ･

mental, medical and other such issues.

【Assessment】

Assessment willinclude the following components:

1 )Vocabulary tests・ 3 types

2 )Preparation foバand participationin) c］assdiscussions

3 ）Listeningcomprehension activities

4 )TOEIC IP tostscoreimprovement

5 )Attendance

　『上級英語セミナー2002A』は、週２回コースの授業で４単位の科目である。

ジョアン・ウッドマン先生（木曜日４限）、ディビッド・レヴィ先生（金曜日５限）

の両方の授業に出席し、それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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ディビッド・pレヴィ

　　２～４年　前期　選択

【Course Content】

週２日の授業で１セット（4単位）を基本とする全学対象のL級

英語科目。ＴｏＥＩｃスコアで選抜を行い、少人数ｸﾗｽを編成する。

多様な授業活動を通して語彙力を増強し、総合的英語運用能力

の強化を目指す。学期末のＴｏＥＩｃ受験およびその得点アップが

期待される。各自、到達度・進捗度を確認することが望ましい。

総合的な評価を行う。

４年問続けて履修できる。(1年生・編人生は１年［|の前期は受

講できない｡］

This course is designed for higher leve】students who are

keen to improve their English skills.Candidates will be

selected on the basis of their TOEIC IP test score.

One　of the　foundations　of good　transla"

tion/interpretation/communication is an extensive knowl-

edge of vocabulary, so this course will require students to

demonstrate ａ significant improvement in their vocabu-

lary. It is also hoped that during the course students will

achieve a TOEIC IP test scoreimprovement.

Vocabulary lists/testswill be generated from:

　　a) teacher presented materials，and

　　b) student research. Students will be required to

　　　　prepare newspaper articles for discussion in class,

　　　　includingproviding vocabulary lists.

The course will deal with contemporary issues throughout

the world， and there will be an emphasis on students

developing their knowledge of world affairs. Students will

also need to “think on their feet" as reflected in their

ability to ask & answer questions during presentations｡

【SChedUle】

The aim of the course is to discuss up-to-date issues, & so it

will be current events witch will determine the schedule.

However, students　should　eχpect　to　address　social,

economic, environmental, po】itical, religious, medical.

moral & issues.

【Assessment】

Assessment willinclude

　　･vocabulary tests

　　･preparation for,& participationin. class

　　　discussion

　　*listening comprehension activities

　　・attendance

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be advised

　「上級英語セミナー2002A」は、週２回コースの授業で４単位

の科目である。ジョアン・ウッドマン先生（木曜日４限）、ディ

ビッド・レヴィ先生（金曜日５限）の両方の授業に出席し、それ

ぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。

-

ジョアン･ M.ウッドマン

　　　１～４年　後期　選択

【Course Content】

週z川の授業で１セット(4 帛位）を基本とする全学対象の1;級軋Ml科目。

TOEICスコアで選抜を行い、少人数クラスを編成する、多様な授業炳動を通して

語彙力を増強し、総介的災語運川能力の強化を目指す。学期末のTOEIC受験

およびその得点アップが期待される。各自、到達度・進捗度を確認することが望ま

しい｡総合的な評価を行う。

4 年間続けて履r*できる。

This isａ new and exciting course designed for higher 】eve】studentswho

are keen to further improve their English skills.Candidates will be

selected on the basis of theirTOEIC IP tGSt scores.and since all students

will be required to take another TOEIC IP test nt the end of each

semester, part of the final grade willinclude ａ component of“TOEIC IP

test scoreimprovement" .

Good translation/interpretation/communication requires, among other

things.an extensive knowledge ofvocabularv, so this course willrequire

students to demonstrate ａ vast improvement in their vocabulary ’in both

written and spoken forms.

Vocabu】arylists/testswil】begenerated from:

a) teacher presented materials－(ie.NHK and world news broadcasts,as

well asａ wide gamut of newspaper articles)

b) student research －(students willbe required to prepare one newspaper

articleabout Japan for class discussion each week －this will include

preparing an extensive vocabulary listas well as brief background and

contextual information about the article).

c)TOEIC vocabulary texts/ materials

The course will deal with contemporary issues within Japan. so emphasis

will be placed on encouraging the students to improve their general

knowledge ofcurrent affairs.

Inherent in this course willbe the need for the students to "think on their

feet" , that is tosay they ｗi]ｌhave to glean as much information as they

can from class presentations and then ask and answer questions about it.

【Schedule】

The aim ofthis courseis todiscussup-to-date issues.so the schedule will

be determined bv the current events of the week. Howev(?r, students

should eχpert to address social.economic, political,religious,environ-

mental, medical and other such issues.

【Assessment】

Assessment willinclude the following components:-

] ) Vocabulary tests－3 types

2 )Preparation for(and participationin) classdiscussions

3 )Listening comprehension activities

4 )TOEIC IP testscoreimprovement

5 )Attendance

　「上級英語セミナー2002B」は、週２回コースの授業で４単位の科目である。

ジョアン・ウッドマン先生（木曜日４限）、ディピッド・レヴィ先生（金曜日５限）

の両方の授業に出席し、それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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上級英語セミナー2002 Ｃ
　　　　　　　　横山綾子

四
２～４年　前期　選択

ディビッド・p.レヴィ

〃
　　　１～４年　後期　選択

【授業の概要】

週２日の授業で１セット（4単位）を基本とする全学対象の

上級英語科目。TOEICスコアで選抜を行い、少人数クラス

を編成する。多様な授業活動を通して語彙力を増強し、総

合的英語運用能力の強化を目指す。学期末のＴＯＥＩＣ受

験およびその得点アップが期待される。各自、到達度・進

捗度を確認することが望ましい。総合的な評価を行う。

４年間続けて履修できる。（1年生・編人生は１年目の前

期は受講できない｡）

　習得した英語を使い、さらに通訳になるための訓練に進む

と、今までの学習内容とは異なったものも要求される事に気が

つくでしょう。

それは言語の知識、訳出技術に加え論理的思考や外国人と

心のcommunicationをしたいと思うか、未知の事柄や社会

の問題を知りたいと思う好奇心があるか…等です。

さらに人に頼らず判断し、自分の考えを表現する自主性も大

切です。

　このクラスではニュース記事とテープを使い、時事英語の

知識と通訳に欠かせぬFIFO （First in First ｏｕt）の技術

を体得します。さらに自然で美しい口本語への訳し方、学習

した時事問題を分かりやすい英語で話す練習もします。

Memoを取りspeedyな訳出もIll来るようになって欲しいと思い

ます。

最終的には国際的な場面で社会の問題を話し合える知識と

技術を身に付ける、そして国際交流に貢献をして欲しいと希

望します。

【授業計画】

第一回

　通訳-一般概論　Sight translation

第二～十回

　The Student Times からの記事使川（テープ）

　Shadowing　Sight translation　メモ取り

　逐次通訳演習

　同時通訳人門

【評価方法】

出席状況　平常の実技評価　Translation test

【テキスト】

The Student Times　その他

　「上級英語セミナー2002C」は、週２回コースの授業で

４単位の科目である。横山先生（火曜日４限）、ジョナサ

ン・ロング先生（水曜日５限）の両方の授業に出席し、

それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。

【Course Content】

週Z日の授業で１セット（4単位）を基本とする全学対象の上級

英語科目。TOEICスコアで選抜を行い、少ん数クラスを編成する。

多様な授業活動を通して語彙力を増強し、総合的英語運川能力

の強化を目指す。学期末のＴｏＥＩｃ受験およびその得点アップが

期待される。各自、到達度・進捗度を確認することが望ましい。

総合的な評価を行う。

４年間続けて履修できる。

This course is designed for higher level students who are

keen to improve their English skills.Candidates will be

selected on the basis of their TOEIC IP test score.

One　of the　foundations　of good　transla-

tion/interpretation/communication is an extensive knowl-

edge of vocabulary, so this course will require students to

demonstrate ａ significant improvement in their vocabu-

lary.It is also hoped that during the course students will

achieve ａ TOEIC IP test score improvement.

Vocabulary lists/testswill be generated from:

　　a）teacher presented materials, and

　　b）student research- Students will be required to

　　　　prepare newspaper articlesfor discussion in class,

　　　　includingproviding vocabulary lists.

The course will deal with contemporary issues throughout

the world, and there will be an emphasis on students

developing their knowledge of world affairs.Students will

also need to“think on their feet" as reflected in their

abilityto ask & answer questions during presentations.

【Schedule】

The aim ofthe course is to discuss up"to"date issues, ＆S0 it

will be current events witch will determine the schedule.

However, students　should　expect　to　address　social,

economic, environmental, political, religious, medical.

moral ＆issues.

【Assessment】

Assessment will include

　　■vocabulary tests

　　■preparation for,＆participation in, class

　　　discussion

　　･listening comprehension activities

　　･attendance

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be advised

　「上級英語セミナー2002 B」は、週２回コースの授業で４単位

の科目である。ジョアン・ウッドマン先生（木曜日４限）、ディ

ビッド・レヴィ先生（金曜日５限）の両方の授業に出席し、それ

ぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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上級英語セミナー2002Ｄ
　横山綾子
-
１～４年　後期　選択

【授業の概要】

週２日の授業で】セット(4単位）を基本とする全学対象の

1-.級英語科目。ＴＯＥＩＣスコアで選抜を行い、少人数クラス

を編成する。多様な授業活動を通して語彙力を増強し、総

合的英語運用能力の強化を目指す。学期末のＴＯＥＩＣ受

験およびその得点アップが期待される。各自、到達度・進

捗度を確認することが望ましい。総合的な評価を行う。

４年間続けて履修できる。

　習得した英語を使い、さらにm訳になるための訓練に進む

と、今までの学習内容とは異なったものも要求される事に気が

つくでしょう。

それは言語の知識、訳出技術に加え論理的思考や外旧人と

心のcommunicationをしたいと思うか、未知の事柄や社会

の問題を知りたいと思う好奇心があるか…等です。

さらに人に頼らず判断し、自分の考えを表現する自主性も大

切です。

　このクラスではニュース記事とテープを使い、時事英語の

知識と通訳に欠かせぬFIFO （Firstin First out）の技術

を体得します。さらに自然で美しい日本語への訳し方、学習

した峙'If問題を分かりやすい英語で話す練習もします。

Memoを収りspeedyな訳出も出来るようになって欲しいと思い

ます。

最終的には剛m的な場面で社会の問題を話し合える知識と

技術を身に付ける、そして国際交流に貢献をして欲しいと希

望します。

【授業計画】

第一･回

　通訳一般概論　Sight translation

第二～判回

　The Student Times からの記事使用（テープ）

　Shadowing　Sight translation　メモ取り

　逐次通訳演習

　同時通訳人門

【評価方法】

出席状況　平常の実技評価　Translation test

【テキスト】

The Student Times　その他

　「上級英語セミナー2002D」は、週２回コースの授業で

４単位の科目である。横山先生（火曜日４限）、ジョナサ

ン・ロング先生（水曜日５限）の両方の授業に出席し、

それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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ジョナサン■ E.ロング

　　２～４年　前期　選択

【Course Ｃｏｎｔｅｎｔ】

週２日の授業で１セット（4 県位）を雌本とする全学対

象の上級英語科目。ＴｏＥＩｃスコアで選抜を行い、少人

数クラスを編成する。多様な授業活勁を通して語彙力を

増強し、総合的英語運用能力の強化を目指す。学期末の

ＴｏＥＩｃ受験およびその得点アップが期待される。各自、

到達度・進捗度を確認することが望ましい。総合的な評

価を行う。

４年間続けて履修できる。（1年生・編人生は１年目の

前期は受講できない｡）

In this course the students will use all forlanguage

skills to explore the similarities and differences

between Japanese and North American cultures.

【Schedule】

Not yet determined

【Assessment】

This will be a combination of attendance， class

participationand homework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

【Reference】

To be announced.

　「上級英語セミナー2002C」は、週２回コースの授業で

４単位の科目である。横山先生（火曜日４限）、ジョナ

サン・ロング先生（水曜日５限）の両方の授業に出席し、

それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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上級英語セミナー2002 E
ジョアン・M.ウッドマン

　　　２～４年　前期　選択

ジョナサン・E.ロング

〃
　　　１～４年　後期　選択

【Course Content]

週２日の授業で１セット(4単位）を基本とする全学対象の上級英語科目。

T0EICスコアで選抜を行い、少人数クラスを編成する。多様な授業活動を通して

語m力を増強し、総合的英謡運川能力の強化を目指す。r-期末のTOEIC受験

およびその得点アップが期待される。各自、到達度・進捗度を確認することが望ま

しい。総合的な評価を行う。

4 '■]'-問続けて履修できる。(1年生・編人生は１年目の前期は受講できない｡)

This isａ new and exciting course designed for higher level students who

are keen to further improve their English skills.Candidates will be

selected on the basis oftheirTOEIC IP testscores,and since all students

will be required to take another TOEIC IP test at the end of each

semester. part of the finalgrade willinclude ａ component of“TOEIC IP

testscore improvement'≒

Good translation/interpretation/ communication requires, among other

things,an extensive knowledge of vocabulary,so this course willrequire

students to demonstrate ａ vast improvement in theirvocabulary ’in both

written and spoken forms.

Vocal〕ularylists/testswi】ｌbe generated from:

a) teacher presented materials －(ie.CNN and BBC news broadcasts, as

well as ａ wide gamut ofnewspaper articles)

b)student research・(students will be required to prepare one newspaper

articlefor class discussion each week －this will include preparing an

lixtcnsive vocabulary list ae well as brief background and contextual

information about the article).

c)TOEIC vocabulary text./materials

The course wil】deal with contemporary issues throughout the wor】d, so

emphasis will be placed on encouraging the students to improve their

general knowledge of world affairs.

Inherent in this course will be the need for the students to“think on their

feet'≒that is to say they will have to glean as much information as they

can from class presentations and then ask and answer questions about it.

【Schedule】

The aim ofthis course is to discussup-to-dateissues.so the schedule will

be determined by the current events of the week. However, students

should expect to address social,economic, political，religious,environ-

mental, medical and other such issues.

[Assessment]

Assessment will include the following components:‘

1 ）Vocabulary tests・ 3 types

2 ) Preparation for（and participation in) class discussions

3 ) Listening comprehension activititfs

1 ）TOEIC IP test score improvement

5 ) Attendanct!

　「上級英語セミナー2002Ejは。週２回コースの授業で４単位の科目である。

ジョアン・ウッドマン先生（火曜日５限）、横山先生（水曜日３限）の両方の授

業に出席し、それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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【Course Content】

週２日の授業で１セット（4単位）を基本とする全学対

象の上級英語科目。ＴｏＥＩｃスコアで選抜を行い、少人

数クラスを編成する。多様な授業活動を通して語彙力を

増強し、総合的英語運用能力の強化を目指す。学期末の

ＴｏＥＩｃ受験およびその得点アップが期待される。各自、

到達度・進捗度を確認することが望ましい。総合的な評

価を行う。

４年間続けて履修できる。

In this course the students will use allforlanguage

skills to explore the similarities and differences

between Japanese and North American cultures.

【Schedule】

Not yet determined.

【Assessment】

This will be ａ combination of attendance, class

participationand homework.

【ＴｅＸtｂＯＯｋＳ】

To be announced.

【Reference]

To be announced

　「上級英語セミナー2002D」は、週２回コースの授業で

４単位の科目である。横山先生（火曜日４限）、ジョナ

サン・ロング先生（水曜日５限）の両方の授業に出席し、

それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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【授業の概要】

週２日の授業で１セット(4単位）を坊本とする全学対象の

上級英語科目。 ＴＯＥＩＣスコアで選抜を行い、少人数クラス

を編成する。多様な授業活動を通して語彙力を増強し、総

合的英語迎川能力の強化を目指す。学期末のＴＯＥＩＣ受

験およびその得点アップが期待される。各自、到達度・進

捗度を確認することが望ましい。総合的な評価を行う。

４年間続けて履修できる。（1年生・編人生は１年口の前

期は受講できない｡）

　習得した英語を使い、さらに通訳になるための訓練に進む

と、今までの学習内容とは異なったものも要求される事に気が

つくでしょう。

それは言語の知識、訳出技術に加え論理的思考や外国人と

心のcommunicationをしたいと思うか、未知の事柄や社会

の問題を知りたいと思う好奇心があるか…等です。

さらに人に頼らず判断し、自分の考えを表現する自主性も大

切です。

　このクラスではニュース記事とテープを使い、時事英語の

知識と通訳に欠かせぬFIFO (First in First ｏｕt）の技術

を体得します。さらに自然で美しい日本語への訳し方、学習

した時事問題を分かりやすい英語で話す練習もします。

Memoを取りspeedyな訳出も出来るようになって欲しいと思い

ます。

最終的には国際的な場面で社会の問題を話し合える知識と

技術を身に付ける、そして国際交流に貢献をして欲しいと希

望します。

【授業計画】

第一回

　通訳一般概論　Sight translation

第二～十回

　The Student Times からの記事使用（テープ）

　Shadowing　Sight translation　メモ取り

　逐次通訳演習

　同時通訳入門

【評価方法】

出席状況　平常の実技評価　Translation test

【テキスト】

The Student Times　その他

　「上級英語セミナー2002E」は、週２回コースの授業で４

単位の科目である。ジョアン・ウッドマン先生（火曜日５

限）、横山先生（水曜日３限）の両方の授業に出席し、そ

れぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。

-

上級英語セミナー2002 F
ジョアン・M.ウッドマン

　　　１～４年　後期　選択

【Course Content】

迦2日の授業で１セット（4 in位）を仙本とする全学対象の目

TOEICスコアで選抜を行い、少ﾉ、数クラスを編成する。多様な授業活動を通して

語彙力を増強し、総介的僥語運川能力の強化を目指す。字期未のTOEIC-3験

およびその得点アップが閲待される｡各自、到達厦・進捗厦を確認することが望ま

しい。総介的な評価を行う、

４年間続けて履修できる。

This is ａ new and exciting course designed for higher level students who

are keen to further improve their English skills.Candidates will he

selected on the basis of theirTOEIC IP testscores，and since allstudents

will be required to take another TOEIC IP test at the end of each

semester, part of the final grade willincludeａ component of“TOEIC IF

test･scoreimprovement" ・

Good translation/interpretation / communication requires, among other

things,an extensive knowledge of vocabulary,so this course willrequire

students to demonstrate ａ vast iniproveinent in their vocabulary‘ in both

writtenand spoken forms.

Vocabulary lists/testswill be generated from:

a) teacher presented materials -(ie.CNN and BBC news broadcasts, as

well asａ wide gamut ofnewspaper articles)

b) student research －(students willbe required toprepare one newspaper

articlefor class discussion each week －this will include preparing an

extensive vocabulary list as well as brief background and conteχtual

information about the article).

c)TOEIC vocabulary text/ materials

The course will deal with contemporary issues throughout the world. so

emphasis will be placed on encouraging the students to improve their

general knowledge of world affairs.

Inherent in this course will be the need for the students to “think on their

feet" , that is to say they will have to glean as much information as they

can from c】ass presentations and then ask and answer questions about it.

[Schedule】

The aim of this course is to discussup-to-dateissues,so the schedule will

be determined by the current events of the week. However, students

should expect to address social,economic, political,religious，environ･

mental, medical and other such issues.

【Assessment】

Assessment wi】linclude the following components:’

1 ）Vocabulary tests － 3 types

2 ）Preparation for（and participation in）class discussions

3 ）Listening comprehension activities

4 ）TOEIC IP test score improvement

5 ) Attendance

　「上級英語セミナー2002F」は、週２回コースの授業で４単位の科目である。

ジョアン・ウッドマン先生（火曜日５限）、横山先生（水曜日３限）の両方の授

業に出席し、それぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。

426 －
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上級英語セミナー2002 F
　　　　　横山綾子

１～４年　後期　選択

【授業の概要】

週２日の授業で１セット（4単位）を基本とする全学対象の

Ｌ級英語科目。 ＴＯＥＩＣスコアで選抜を行い、少人数クラス

を編成する。多様な授業活動を通して語彙力を増強し、総

合的英語運用能力の強化を目指す。学期末のＴＯＥＩＣ受

験およびその得点アップが期待される。各自、到達度・進

捗度を確認することが望ましい。総合的な評価を行う。

４年間続けて履修できる。

　習得した英語を使い。さらに通訳になるための訓練に進む

と、今までの学習内容とは異なったものも要求される事に気が

つくでしょう。

それは言語の知識、訳出技術に加え論理的思考や外国人と

心のcommunicationをしたいと思うか、未知の事柄や社会

の問題を知りたいと思う好奇心があるか…等です。

さらに人に頼らず判|断し、自分の考えを表現する自主性も大

切です。

　このクラスではニュース記事とテープを使い、時事英語の

知識と通訳に欠かせぬFIFO (Firstin First out）の技術

を体得します。さらに自然で美しい日本語への訳し方、学習

した時事問題を分かりやすい英語で話す練習もします。

Memoを取りspeedyな訳出も出来るようになって欲しいと思い

ます。

最終的には国際的な場面で社会の問題を話し合える知識と

技術を身に付ける、そして国際交流に貢献をして欲しいと希

望します。

【授業計画】

第一一回

　通訳一般概論　Sight translation

第二～ﾄ回

　The Student Times からの記事使用（テープ）

　Shadowing　Sight translation　メモ取り

　逐次通訳演習

　同時通訳人門

【評価方法】

出席状況　平常の実技評価　Ti-analation test

【テキスト】

The Student Times　その他

　「上級英語セミナー2002F」は、週２回コースの授業で４

単位の科目である。ジョアン・ウッドマン先生（火曜日５

限）、横山先生（水曜日３限）の両方の授業に出席し、そ

れぞれの評価の平均を、この科目の評価とする。
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ASU TOEIC
ＩＡ

　　　天野純子　太田晶子

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

TOEIC Ｄレベル（220-465）で400点以上の学生が

TOEIC Ｃレベルに、TOEIC Ｃレベル（470-725）の学

生がTOEIC Ｂレベルにそれぞれ到達するための講座。

この講座は、文法・語彙問題、Reading、リスニングの

基礎に重点を置いて学習するため、日本人教員が担当す

る。授業時間のみならず毎回豊富な量の宿題が課され、

毎回チェックされる。非常にハードなコースであるため、

中途半端な気持ちで受講しないでほしい。

【授業計画】

第１回　オリエンテーションおよび模擬演習

第２回～第14回　演習・解説、Vocabularyテスト

　■ 1週間の宿題の範囲からVocabularyの小テスト

　　採点・解説（15分）

　・前回の宿題で間違いが多かった点の解説（15分）

　・演習（文法問題・Reading・リスニング）（30分）

　・問題解説（25分）

第15回　模擬テスト

＊宿題　読解演習・文法問題（60分×７日）＝

　　　　　　　　　　　　　　　　毎回７時間相当分

　　　　　　　　　　（合計　７時間×13回＝91時間）

　　　　リスニング演習（60分×７日）＝

　　　　　　　　　　　　　　　　毎回７時間相当分

　　　　　　　　　　（合計　７時問×13回＝91 時間）

【評価方法】

出席・演習に取り組む態度・宿題の遂行度合いなどによ

り総合的に評価する。

【テキスト】

『TOEICテスト730,点クリア実践問題集』成美堂出版

『『とれる! j ＴＯＥＩＣテスト730』マクミラン　ラン

グージハウス



ASU TOEIC ＩＢ
　　　天野純子　太田晶子

１～４年　後期　選択　２単位

ASU TOEIC IT A
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　　　　　　　担当者未定

１～４年　前期　選択　２単位

【授業の概要】

TOEIC Ｄレベル(220-465）で400点以上の学生が

TOEIC Ｃレベルに、TOEIC Ｃレベル（470-725）の学

生がTOEIC Ｂレベルにそれぞれ到達するための講座。

この講座は、リスニング、語彙問題、Readingの基礎に

'1点を置いて学習するため。ネイティブスピーカの教員

が担当する。授業時問のみならず毎回豊富な址の宿題が

課され、毎回チェックされる。非常にハードなコースで

あるため、中途半端な気持ちで受講しないでほしい。

【授業計画】

第１回　オリエンテーションおよび模擬演習

第２回～第14回　演習・解説、Vocabularyテスト

　･ 1週問の宿題の範囲からVocabularyの小テスト

　　採点・解説（15分）

　・前回の宿題で間違いが多かった点の解説（15分）

　・演習（リスニング･Reading）（30分）

　・問題解説（25分）

第15回　模擬テスト

＊宿題　読解演習・文法問題（60分×７剛＝

　　　　　　　　　　　　　　　毎回７時問相当分

　　　　　　　　　　（合計　７時問×13回＝911I.'f間）

　　　　リスニング演習（60分×７日）=

　　　　　　　　　　　　　　　毎回７時問相当分

　　　　　　　　　　（合計　７時間×13回=91時間）

【評価方法】

出席･演習に取り組む態度･宿題の遂行度合いなどによ

り総合的に評価する。

【テキスト】

未定

428 －

【授業の概要】

ＴＯＥＩＣスコア400点以上の学習者を対象とする全学向け

のＴＯＥＩＣ対策講座。

日本人教員担当の「ASU TOEIC Ｉ」、ネイティブス

ピーカー担当の「ASU TOEIC II」から成る。最高週に

２コマＯ、IIの両科目を受講した場合）、４年間続け

て履修できる。週１［102単位とする。学期末のTOEIC

受験およびその得点アップが期待される。各自、到達

度・進捗度を確認することが望ましい。毎回、授業外で

の読解演習（60分×７日×13回）とリスニング演習（60

分×７日×13回）（それぞれ91時間相当）が課される。

課題は毎回チェックされる。授業中に演習に取り組む態

度、出席、課題などにより総合的な評価を行う。

詳細は、後日掲示にて連絡します。

-
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ASU TOEIC IIＢ

　　　　　　　担当者未定

１～４年　後期　選択　２単位

【授業の概要】

ＴＯＥＩＣスコア400点以上の学習者を対象とする全学向け

のＴＯＥＩＣ対策講座。

日本人教員担当の「ASU TOEIC Ｉ」、ネイティブス

ピーカー揖当の「ASU TOEIC Ｈ」から成る。最高週に

２コマ（K、IIの両科目を受講した場合）、４年間続け

て履修できる。週１回２単位とする。学期末のTOEIC

受験およびその得点アップが期待される。各自、到達

度・進捗度を確認することが望ましい。毎回、授業外で

の読解演習（60分×７日×13回）とリスニング演習（60

分×７日×13回）（それぞれ91時問相当）が課される。

課題は毎回チェックされる。授業中に演習に取り組む態

度、出席、課題などにより総合的な評価を行う。

詳細は、後日掲示にて連絡します。

-

スポーツ特殊講座
　杉山和

集中　１～４年　前期　２単位

【授業の概要】

〈スクーバダイビング〉

　｢海の中｣の自然を体験し、より視野を広める、ス

クーバダイビングに必要な初級のライセンスを取得し、

生涯スポーツの実践へつなげる。

【授業計画】

《内容》

1.期日

　プール実習 平成14年８月19日（月）～24日（上）

この期間中に時差をつけて３日間実施し

ます。

海洋実習　　平成14年９月２日（月）

　第１回説明会

　第2 l‾l説明会

2.場所

　プール実習

　海洋実習

平成14年５月22日

平成14年７月27日

～５日（木）

　　３泊４日

(水)

(土)

５限目

10 : 00～

ロコダイバーズ　室内プール( -礼）

沖縄県　伊江島

3.諸経費

　実習費　約50,000円（講習費、テキスト代、中請料）

　用具代　約50,000円（重器材レンタル代、個人器材）

　海洋実習費　約78,000円（交通費、宿泊費）

　その他　約30,000円（ウェットスーツ希望者のみ）

4.定員　約20名

＊諸経費については、13年度のものですので変更になる

　場合があります。

＊説明会には必ず参加すること。

【評価方法】

１

２

429 －

実習中の技術の上達度と、実習に対する取り組み方。

実習期間中、欠席した場合は単位が認められません。



スポーツ特殊講座
　　　　　　　　　松田秀子

集中　１～４年　前期　２単位

【授業の概要】

〈マリンスポーツ〉

　各種のマリンスポーツを通し、海という自然を体験し、

より深く理解する。各鮪目の基礎的技術の向上と知識の

習得、生涯スポーツの実践へつなげる。

【授業計画】

《内容》

１。期日

　実習　平成13年8f]釧］剛）～９日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　３泊４日

　第１回説明会　平成13年５月23日（水）5限目

　第２回説明会　平成13年７月４日（水）5限目

2.場所　ヤマハマリーナ浜名湖　静岡県

3.実習種目

　ウェイクボード、ボードセーリング、

　セーリングクルザー等

4.実習費　約74,000円

5.定員　約20名

　（定員に満たない場合は中止になります｡）

＊実習費に関しては、12年度のものですので変更する場

　合があります。

＊説明会には必ず参加すること。（やむを得ない場合を

　除く）

【評価方法】

実習中の技術の上達度と、実習に対する取り組み方。

本年は開講せず。
上記の要項は13年度のものです。

スポーツ特殊講座
　　　　　　　　　松田秀子

集中　１～４年　前期　２単位

【授業の概要】

〈ボウリング〉

　ボウリングを通して、基礎技術の向上と知識の習得を

目標とし、生涯スポーツの実践へとつなげる。

【授業計画】

《内容》

1.期日

　実習　平成14年９月４日（水）・５日（木）

　　　　　　　　　　６日（金）・９日（月）

　　　　　　　　　　10［1（火）・11日（水）

　　　　　　　　　　　　計６日間　午前中のみ

2.説明会　平成13年７月３日（水）12 : 30～13 : 15

　　　　　　実習に必要な諸手続きを行ないますので、

　　　　　　必ず参加すること。

3.場所　星ヶ丘ボウル

4.実習費　6,000円（13年度のものですので変更する

　　　　　　　　　　場合があります｡)

5.定員　40名

【評価方法】

出席状況と実習中の技術の上達度により総合評価する。

－430 －
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スポーツ特殊講座 スポーツ特殊講座

【授業の概要】

集中　１～４年　後期　２単位

　〈スキー〉

　スキーを通して大自然の厳しさやおおらかさに接し、

スキーの基礎的技術の向上と知識の習得を目標とする。

【授業計画】

《内容》

1.期日

　実習　平成14年２月17日（日）～2月21日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　引白５日の予定

　第１回説明会　平成13年11月７日（水）5限IeI

　第２回説明会　平成14年１月９日（水）5IS目

2.場所　長野県　信州菅平高原スキー場

3.宿泊所　福美津屋旅館

4.実習費　約40,000円

　　　（宿泊費・交通費・食事代・保険料・雑費）

5.その他の費用

　リフト券代　約12,000円（レベルによって異なる）

　レンタルスキー（板，ブーツ，ストック）6,500円

　レンタルウェアー　　　　　　　　　　　　4,000円

　小物（帽子，手袋，ゴーグル）　　　　　1,500円

6.定員　約40名

7.オプション企画（体験）

　スノーボード（レンタル代，講習費）　　6,000円

　ヘリスキー（ヘリコプターの搭乗費）　　6,000円

　スキー検定（検定料）　　　　　　　　　6,000円

＊定員に大きく満たない場合は中止になります。

＊実習費及びその他の費用に関しての料金は，12年度の

　ものですので，変更になる場合があります。

＊説明会には必ず参加すること。（やむを得ない場合を

　除く）

【評価方法】

１

２

実習中の技術の卜述度と、実習に対する取り組み方。

実習期問中、欠席した場合は単位が認められません。

本年は開講せず。
上記の要項は13年度のものです。

　　　　　　　　松田秀子

集中　１～４年　後期　２単位

－431 －

【授業の概要】

〈スケート〉

　スケートを通して、基礎的技術の向上と、知識の習得

を目標とし、楽しさを学び生涯スポーツの実践へつなげ

る。

【授業計画】

《内容》

１。期日

　実習　平成15年２月12日

　　　　　　　　　　14日

　　　　　　　　　　18日

（水）・13日（木）

（金)・17日（月）

（火）・19日（水）

　　６日間　午前のみ

２

３

４

説明会　平成15年１月８日（水) 12 : 30～13 : 15

　　　　実習に必要な諸手続きを行ないますので、

　　　　必ず参加すること。

場所　名古屋スポーツセンター（大須）

実習費　約7,200円（13年度のものですので変更す

　　　　　　　　　る場合があります｡）

５。定員　約40名

【評価方法】

出席状況と実習中の技術の上達度により総合評価する。
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